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はじめにはじめにはじめにはじめに

Oracle Application Server のインストレーション・ガイドでは、要件、Oracle Universal 
Installer の新機能、インストールに影響する Oracle Application Server の概念、他製品との
互換性およびトラブルシューティングのヒントについて説明します。また、コンピュータ 1
台の単純な開発環境から、複数のコンピュータから構成される複雑な企業データ・センター
環境にわたるトポロジなど、各種トポロジへの Oracle Application Server のインストールに
関する情報もあります。

対象読者対象読者対象読者対象読者
このガイドは、ユーザーやグループを作成したり、ユーザーをグループに追加したり、
Oracle Application Server をインストールするコンピュータにオペレーティング・システム
のパッチをインストールするなどのシステム管理業務を問題なく遂行できる読者を対象とし
ています。Oracle Application Server をインストールするユーザーは、一部のスクリプトを
実行するときにルート・アクセス権が必要になります。

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このガイドは、次の章と付録から構成されています。

第第第第 1 章「インストール手順の概要」章「インストール手順の概要」章「インストール手順の概要」章「インストール手順の概要」

この章では、インストール手順の概要を説明します。

第第第第 2 章「インストールの新機能」章「インストールの新機能」章「インストールの新機能」章「インストールの新機能」

この章では、インストール手順に影響する Oracle Application Server の新機能について説明
します。
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第第第第 3 章「以前のリリースとの互換性」章「以前のリリースとの互換性」章「以前のリリースとの互換性」章「以前のリリースとの互換性」

この章では、他の製品がすでに稼動しているコンピュータに Oracle Application Server をイ
ンストールして実行する場合に生じる可能性のある副作用について説明します。

第第第第 4 章「要件」章「要件」章「要件」章「要件」

この章では、Oracle Application Server のインストールと実行の要件を示します。

第第第第 5 章「インストールを開始する前に知っておく必要のあること」章「インストールを開始する前に知っておく必要のあること」章「インストールを開始する前に知っておく必要のあること」章「インストールを開始する前に知っておく必要のあること」

この章では、Oracle Application Server とそのコンポーネントの概要を説明します。コン
ポーネントの相互関係を理解すると、インストールに関する決定を行うときに役立ちます。

第第第第 6 章「章「章「章「OracleAS Infrastructure 10g のインストール」のインストール」のインストール」のインストール」

この章では、OracleAS Infrastructure 10g のコンポーネント（OracleAS Metadata Repository
および Identity Management のコンポーネント）について説明します。また、インフラスト
ラクチャを各種構成にインストールする方法の手順についても説明します。

第第第第 7 章「中間層のインストール」章「中間層のインストール」章「中間層のインストール」章「中間層のインストール」

この章では、J2EE and Web Cache、Portal and Wireless および Business Intelligence and 
Forms など、様々な種類の中間層について説明します。

第第第第 8 章「章「章「章「Oracle Application Server のインストール権限のためののインストール権限のためののインストール権限のためののインストール権限のための Oracle Internet 
Directory の構成」の構成」の構成」の構成」

この章では、Oracle Internet Directory のグループにユーザーを追加し、ユーザーがその
Oracle Internet Directory に対して Oracle Application Server インスタンスをインストールで
きるようにする方法について説明します。

第第第第 9 章「高可用性環境へのインストール」章「高可用性環境へのインストール」章「高可用性環境へのインストール」章「高可用性環境へのインストール」

この章では、OracleAS Cold Failover Cluster、OracleAS Active Failover Cluster および
OracleAS Disaster Recovery の各環境に Oracle Application Server をインストールする方法
について説明します。

第第第第 10 章「章「章「章「OracleAS Metadata Repository の既存のデータベースへのインストール」の既存のデータベースへのインストール」の既存のデータベースへのインストール」の既存のデータベースへのインストール」

この章では、既存のデータベースに OracleAS Metadata Repository をインストールする方法
について説明します。

第第第第 11 章「推奨されるトポロジ」章「推奨されるトポロジ」章「推奨されるトポロジ」章「推奨されるトポロジ」

この章では、Oracle Application Server で推奨されている開発および配置トポロジを構築す
る方法について説明します。
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第第第第 12 章「インストール後の作業」章「インストール後の作業」章「インストール後の作業」章「インストール後の作業」

この章では、インストール後に追加のセットアップ手順が必要なコンポーネントを示しま
す。

付録付録付録付録 A「「「「OracleAS Developer Kits 10g のインストール」のインストール」のインストール」のインストール」

この付録では、OracleAS Developer Kits 10g をインストールする方法について説明します。

付録付録付録付録 B「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」「トラブルシューティング」

この付録では、インストール中に生じる可能性のある問題を解決する方法について説明しま
す。また、インストーラによって実行される Configuration Assistant についても説明しま
す。

付録付録付録付録 C「削除および再インストール」「削除および再インストール」「削除および再インストール」「削除および再インストール」

この付録では、Oracle Application Server をコンピュータから削除する方法について説明し
ます。

付録付録付録付録 D「サイレント・インストールと「サイレント・インストールと「サイレント・インストールと「サイレント・インストールと 非対話型インストール」非対話型インストール」非対話型インストール」非対話型インストール」

この付録では、レスポンス・ファイルを使用して Oracle Application Server をインストール
する方法について説明します。

付録付録付録付録 E「デフォルトのポート番号」「デフォルトのポート番号」「デフォルトのポート番号」「デフォルトのポート番号」

この付録では、インストーラによってコンポーネントに割り当てられるポート番号を示しま
す。

付録付録付録付録 F「ファイアウォール内で開くポート」「ファイアウォール内で開くポート」「ファイアウォール内で開くポート」「ファイアウォール内で開くポート」

この付録では、Oracle Application Server をファイアウォール環境にインストールして実行
する場合に、ファイアウォールに開く必要のあるポートを示します。

付録付録付録付録 G「コンポーネントの「コンポーネントの「コンポーネントの「コンポーネントの URL」」」」
この付録では、インストール後にコンポーネントにアクセスするために使用できる URL を
示します。

付録付録付録付録 H「「「「OracleAS RepCA and Utilities のののの CD-ROM の内容」の内容」の内容」の内容」

この付録では、OracleAS RepCA and Utilities の CD-ROM の内容を示します。
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関連文書関連文書関連文書関連文書
詳細は、次のガイドを参照してください。

� 『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』

� 『Oracle Application Server 10g 概要』

表記規則表記規則表記規則表記規則
このガイドでは、次の表記規則を使用します。

表記規則表記規則表記規則表記規則 意味意味意味意味

固定幅フォント 固定幅フォントのテキストは、ファイル名、コマンド、構成ファイルの
内容を示します。

固定幅フォントのイ
タリック

固定幅フォントのイタリックは、適切な値に置き換える必要のあるプ
レースホルダを示します。

[ ] 大カッコはオプションの句を示します。その中からどれか 1 つを選択す

るか、どれも選択しないことができます。

. . . 省略記号は、関係ない情報が省略されていることを示します。
xvi
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インストール手順の概要インストール手順の概要インストール手順の概要インストール手順の概要

Oracle Application Server は、強力な統合製品です。その機能を最大限活用するには、この
ガイドをよく読んで製品を正しく使い始められるようにすることをお薦めします。

この章では、Oracle Application Server のインストール手順の概要を説明します。手順の詳
細は、他の章で説明します。

Oracle Application Server には次のインストール手順があります。

1. 次のドキュメントで最新情報を確認します。

� Oracle Application Server のリリース・ノート

最新のリリース・ノートは、OTN-J（Oracle Technology Network Japan）のサイト
（http://otn.oracle.co.jp/document/）にあります。

2. Oracle Application Server を実行するコンピュータが要件を満たしていることを確認し
ます。次のような要件があります。

� 4.1 項「システム要件」

� 4.2 項「オペレーティング・システムのパッチ」

� 4.3 項「オペレーティング・システム・パッケージ」

� 4.4 項「カーネル・パラメータ」

� 4.5 項「ポート」

� 4.6 項「オペレーティング・システム・グループ」

� 4.7 項「オペレーティング・システム・ユーザー」

� 4.8 項「環境変数」

� 4.9 項「/etc/hosts ファイル」

� 4.10 項「ネットワーク関連項目」

� 4.11 項「Java 対応フォント・パッケージ」
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3. 第 5 章「インストールを開始する前に知っておく必要のあること」を読んで、Oracle 
Application Server のそれぞれの部分がどのように連携して動くのか全体像をつかみま
す。この章では OracleAS Infrastructure 10g、Oracle Application Server の中間層、これ
らをインストールできる場所、およびいくつかのインストール画面でインストーラに入
力するように要求される値について説明します。

4. 第 6 章「OracleAS Infrastructure 10g のインストール」および第 7 章「中間層のインス
トール」を読んで、Oracle Application Server の主要部分の詳細を理解します。

5. Oracle Application Server を OracleAS Cold Failover Cluster や Oracle Data Guard など
の高可用性環境で実行する場合は、このような環境に Oracle Application Server をイン
ストールする方法について第 9 章「高可用性環境へのインストール」を参照してくださ
い。Real Application Clusters データベースを使用して Oracle Application Server を実
行するには、10.8 項「OracleAS Metadata Repository の Real Application Clusters デー
タベースへのインストール」を参照してください。

6. トポロジを 1 つ選択します。Oracle Application Server を複数のコンピュータにインス
トールすると、拡張性、可用性、セキュリティおよびパフォーマンスを向上させること
ができます。第 11 章「推奨されるトポロジ」では、開発および配置トポロジについて
説明します。

7. Oracle Application Server（インフラストラクチャまたは中間層、あるいはその両方）
をインストールします。第 6 章「OracleAS Infrastructure 10g のインストール」および
第 7 章「中間層のインストール」の該当する手順に従います。

8. Oracle Application Server をインストールしたら、「ようこそ」ページにアクセスしてデ
モをいくつか実行し、インストールが成功したことを確認します。
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インストールの新機能インストールの新機能インストールの新機能インストールの新機能

この章では、Oracle Universal Installer の新機能について説明します。この章は、以前のリ
リースの Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）およびリリース 2（9.0.3）をインストールしている
場合に最も役立ちます。

製品自体の新機能を確認するには、OTN-J（Oracle Technology Network Japan）のサイト
（http://otn.oracle.co.jp/）を参照してください。

この章の内容 :

� 2.1 項「既存のデータベースへの OracleAS Metadata Repository のインストール・オプ
ション」

� 2.2 項「カスタムのポート番号」

� 2.3 項「Oracle Application Server インスタンスごとに 1 つの ias_admin ユーザー」

� 2.4 項「/var/opt/oracle/emtab ファイルの作成または使用の廃止」

� 2.5 項「Solaris 2.6 および Solaris 7 へのサポートの廃止」

� 2.6 項「オペレーティング・システムに必要な新しいパッチ」

� 2.7 項「インストール時の /var/tmp 領域が不要」

� 2.8 項「/etc/hosts ファイルの特定形式が不要（ほとんどの場合）」

� 2.9 項「高可用性構成のサポート」

� 2.10 項「インストール時に OracleAS Cluster の種類が選択可能」

� 2.11 項「セキュアなインストールのサポート」

� 2.12 項「インストール後の IP アドレスおよびホスト名が変更可能」

� 2.13 項「用語の変更」

� 2.14 項「Configuration Assistant の拡張機能」

� 2.15 項「前提条件チェックの追加」
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既存のデータベースへの OracleAS Metadata Repository のインストール・オプション
� 2.16 項「廃止された制限」

� 2.17 項「インストールの統計が生成可能」

� 2.18 項「DVD からのインストール」

2.1 既存のデータベースへの既存のデータベースへの既存のデータベースへの既存のデータベースへの OracleAS Metadata Repository のインのインのインのイン
ストール・オプションストール・オプションストール・オプションストール・オプション

リリース 2（9.0.2）では、インストーラは自動的に新しい Oracle9i データベースを作成し、
それに OracleAS Metadata Repository を移入していました。OracleAS Metadata Repository
を既存のデータベースにインストールすることはできませんでした。

10g（9.0.4）のインストーラでは、OracleAS Metadata Repository の入った新規のデータ
ベースをインストールすることも、既存の Oracle9i データベース（データベースの接続情報
を入力する必要があります）を使用することもできます。既存のデータベースを使用する場
合、OracleAS RepCA and Utilities の CD-ROM に入っている新しいツールの Oracle 
Application Server Repository Creation Assistant を実行し、既存のデータベースに
OracleAS Metadata Repository を移入する必要があります。これは、インストーラで他の
Oracle Application Server コンポーネントをインストールする前に行います。

データベースの要件を含む詳細は、第 10 章「OracleAS Metadata Repository の既存のデー
タベースへのインストール」を参照してください。

2.2 カスタムのポート番号カスタムのポート番号カスタムのポート番号カスタムのポート番号
10g（9.0.4）では、インストーラによってコンポーネントにデフォルトのポート番号が割り
当てられるのではなく、ユーザーがカスタムのポート番号を指定できます。この機能を、静
的ポートと呼びます。静的ポートを使用するには、コンポーネント名と、目的のポート番号
の入ったファイルを用意します。インストーラではデフォルトのポート番号のかわりに、そ
のファイルの値を使用します。

詳細は、4.5.2 項「カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）」を参照してくださ
い。
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オペレーティング・システムに必要な新しいパッチ
2.3 Oracle Application Server インスタンスごとにインスタンスごとにインスタンスごとにインスタンスごとに 1つのつのつのつの ias_admin
ユーザーユーザーユーザーユーザー

リリース 2（9.0.2）では、すでに Oracle Application Server インスタンスが存在するコン
ピュータ上に Oracle Application Server をインストールすると（インストールには同じオペ
レーティング・システム・ユーザーを使用）、両インスタンスとも同じ ias_admin ユーザー
になるため、インストール中に既存の ias_admin ユーザーのパスワードを入力する必要があ
りました。

10g（9.0.4）では、Oracle Application Server の各インスタンスで固有の ias_admin ユーザー
を持ちます。同じコンピュータ上に同じオペレーティング・システム・ユーザーを使用して
複数の Oracle Application Server インスタンスをインストールした場合でも、それぞれの
ias_admin ユーザーごとに新しいパスワードを入力する必要があります。

2.4 /var/opt/oracle/emtab ファイルの作成または使用の廃止ファイルの作成または使用の廃止ファイルの作成または使用の廃止ファイルの作成または使用の廃止
Oracle Application Server 10g（9.0.4）では、それぞれの Oracle Application Server インスタ
ンスに独自の Oracle Enterprise Manager Application Server Control（または略して
Application Server Control）があるため、/var/opt/oracle/emtabファイルを作成する
ことも、使用することもありません。

10g（9.0.4）の Application Server Control には、プライマリ・インストールという概念があ
りません。

コンピュータにリリース 2（9.0.2）をインストールした場合、そのリリースの emtabファイ
ルが残っている可能性があります。

2.5 Solaris 2.6 およびおよびおよびおよび Solaris 7 へのサポートの廃止へのサポートの廃止へのサポートの廃止へのサポートの廃止
Oracle Application Server 10g（9.0.4）は、現在 Solaris 8 および 9 での動作が保証されてい
ます。

Oracle Application Server 10g（9.0.4）では Solaris 2.6 または Solaris 7 をサポートしていま
せん。

2.6 オペレーティング・システムに必要な新しいパッチオペレーティング・システムに必要な新しいパッチオペレーティング・システムに必要な新しいパッチオペレーティング・システムに必要な新しいパッチ
リリース 2（9.0.2）は、JDK 1.3.1 とともに出荷されていました。

Oracle Application Server 10g（9.0.4）は、JDK 1.4.1 とともに出荷されています。この JDK
の新しいバージョンでは、Solaris オペレーティング・システム用の最新のパッチが必要にな
ります。コンピュータに最新のパッチがあるかどうか、確認する必要があります。パッチの
リストについては、4.2 項「オペレーティング・システムのパッチ」を参照してください。
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インストール時の /var/tmp 領域が不要
2.7 インストール時のインストール時のインストール時のインストール時の /var/tmp 領域が不要領域が不要領域が不要領域が不要
10g（9.0.4）のインストーラでは、/var/tmpディレクトリのディスク領域を必要としませ
ん。ただし、いくつかのコンポーネントで実行時に /var/tmpに書き込むことがあります。

2.8 /etc/hosts ファイルの特定形式が不要（ほとんどの場合）ファイルの特定形式が不要（ほとんどの場合）ファイルの特定形式が不要（ほとんどの場合）ファイルの特定形式が不要（ほとんどの場合）
リリース 2（9.0.2）では、/etc/hostsファイルの内容が特定の形式に従っている必要があ
りました。

10g（9.0.4）ではこの必要はなくなりました。ただし、インストーラではいくつかの項目に
ついてまだこのファイルを使用します。詳細は、4.9 項「/etc/hosts ファイル」を参照して
ください。

2.9 高可用性構成のサポート高可用性構成のサポート高可用性構成のサポート高可用性構成のサポート
10g（9.0.4）では、インストーラはハードウェア・クラスタを検出し、クラスタ化された
ノードに Oracle Application Server をインストールできます。インストーラの新しい画面に
クラスタ内のすべてのノードが表示され、Oracle Application Server をインストールする
ノードを選択できます。

Oracle Application Server は OracleAS Active Failover Cluster、OracleAS Cold Failover 
Cluster および OracleAS Disaster Recovery の各環境で実行できます。詳細は、第 9 章「高
可用性環境へのインストール」を参照してください。

Oracle Application Server は Real Application Clusters 環境でも実行できます。詳細は、10.8
項「OracleAS Metadata Repository の Real Application Clusters データベースへのインス
トール」を参照してください。

2.10 インストール時にインストール時にインストール時にインストール時に OracleAS Cluster の種類が選択可能の種類が選択可能の種類が選択可能の種類が選択可能
10g（9.0.4）では、J2EE and Web Cache の中間層タイプをインストールすると、「構成オプ
ションの選択」画面でファイルベースのクラスタリングか、データベースベースのクラスタ
リングのどちらかを選択するように求められます。詳細は、7.4 項「J2EE and Web Cache 中
間層用の構成オプション」を参照してください。

2.11 セキュアなインストールのサポートセキュアなインストールのサポートセキュアなインストールのサポートセキュアなインストールのサポート
10g（9.0.4）では、Oracle Application Server のコンポーネントが Oracle Internet Directory
に接続するときに SSL のみを使用するように指定できます。詳細は、5.13 項「SSL 接続を介
した Oracle Internet Directory への接続」を参照してください。
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Configuration Assistant の拡張機能
2.12 インストール後のインストール後のインストール後のインストール後の IP アドレスおよびホスト名が変更可能アドレスおよびホスト名が変更可能アドレスおよびホスト名が変更可能アドレスおよびホスト名が変更可能
Oracle Application Server では、OracleAS Developer Kits 10g インストール・タイプを除く
すべてのインストール・タイプで、インストール後の IP アドレスの変更がサポートされて
います。

ホスト名の変更については、Oracle Application Server の中間層を実行するコンピュータの
みでサポートされています。OracleAS Infrastructure 10g または OracleAS Developer Kits 
10g を実行するコンピュータではサポートされていません。

インストール後にホスト名または IP アドレスを変更した場合（オペレーティング・システ
ムのコマンドを使用するか、オペレーティング・システムの構成ファイルを編集して）は、
Application Server Control を使用して Oracle Application Server の構成ファイルの情報を更
新する必要があります。詳細は、『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照して
ください。

2.13 用語の変更用語の変更用語の変更用語の変更
表 2-1 は、10g（9.0.4）で変更された用語を示しています。10g（9.0.4）のマニュアルでは新
しい用語を使用しています。

2.14 Configuration Assistant の拡張機能の拡張機能の拡張機能の拡張機能
10g（9.0.4）の Configuration Assistant には、次の機能が加えられています。

� Configuration Assistant でログ・ファイルが 1 つの中心的な場所に書き込まれるように
なりました。

� Configuration Assistant でログ・ファイルに書き込まれるエラー・メッセージがわかり
やすくなりました。

� 失敗した Configuration Assistant を再実行できるようになりました。

詳細は、付録 B「トラブルシューティング」を参照してください。

表表表表 2-1 変更された用語変更された用語変更された用語変更された用語

リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2）での用語）での用語）での用語）での用語 10g（（（（9.0.4）での用語）での用語）での用語）での用語

Oracle Enterprise Manager Web Site Oracle Enterprise Manager Application Server 
Control または略して Application Server Control

Oracle Management Server Oracle Management Service
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前提条件チェックの追加
2.15 前提条件チェックの追加前提条件チェックの追加前提条件チェックの追加前提条件チェックの追加
10g（9.0.4）では、コンピュータが最小要件を満たしていることを確認するために、インス
トーラによって行われる前提条件チェックが増えました。チェック項目のリストについて
は、4.12 項「インストーラにより実行される前提条件チェック」を参照してください。

2.16 廃止された制限廃止された制限廃止された制限廃止された制限
リリース 2（9.0.2）で存在した次の制限がなくなりました。

� NFS でのインストールがサポートされるようになりました。

� 他の中間層がすでにあるコンピュータに中間層をインストールするとき、中間層が属す
るファームを選択する必要があります。インストーラでは、既存のファームに自動的に
中間層を割り当てることはなくなりました。

� サイレント・インストールでは X Windows が必要ではなくなりました。ただし、対話
型インストールではまだ必要です。

2.17 インストールの統計が生成可能インストールの統計が生成可能インストールの統計が生成可能インストールの統計が生成可能
インストーラで、インストールに使用されるリソースを監視するためのコマンドライン・オ
プションが新しく用意されました。次のオプションがあります。

� -printtime　インストールにかかった時間を印刷します。

� -printmemory　インストールに使用されたメモリーを印刷します。

� -printdiskusage　インストールに使用されたディスク領域を印刷します。

例 :　次のコマンドでは、3 項目すべての情報を印刷します。

runInstaller -printtime -printmemory -printdiskusage

2.18 DVD からのインストールからのインストールからのインストールからのインストール
Oracle Application Server は DVD-ROM ディスクでも提供されるようになりました。
CD-ROM 版も引き続き利用できます。DVD からのインストールの利点は、CD-ROM から
のインストールのようにインストール中にディスクを交換する必要がないことです。
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以前のリリースとの互換性以前のリリースとの互換性以前のリリースとの互換性以前のリリースとの互換性

この章の内容 :

� 3.1 項「リリース 2（9.0.2）とリリース 2（9.0.3）の互換性」

� 3.2 項「相互運用性の問題と解決策」

� 3.3 項「9.0.2 のインフラストラクチャと 10g（9.0.4）のメタデータ・リポジトリ」

� 3.4 項「10g（9.0.4）の中間層、10g（9.0.4）のメタデータ・リポジトリおよび 9.0.2 の
Identity Management」

� 3.5 項「10g（9.0.4）の中間層と 9.0.2 のインフラストラクチャ」

� 3.6 項「9.0.2/9.0.3/10g（9.0.4）の中間層と 10g（9.0.4）の Identity Management」
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リリース 2（9.0.2）とリリース 2（9.0.3）の互換性
3.1 リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2）とリリース）とリリース）とリリース）とリリース 2（（（（9.0.3）の互換性）の互換性）の互換性）の互換性
10g（9.0.4）は 9.0.2 および 9.0.3 と、次のような相互運用性があります。

� 10g（9.0.4）の中間層は、9.0.2 のインフラストラクチャを使用できます。9.0.2 のインフ
ラストラクチャでは、9.0.2、9.0.3 および 10g（9.0.4）の中間層をサポートできます。
9.0.2 のインフラストラクチャでリリースの異なる複数の中間層を実行する場合は、3.5
項「10g（9.0.4）の中間層と 9.0.2 のインフラストラクチャ」をお読みください。

9.0.2 または 9.0.3 の中間層では 10g（9.0.4） OracleAS Metadata Repository を使用できま
せんが、10g（9.0.4） Identity Management コンポーネントは使用できます。詳細は、表
3-1 を参照してください。

� OracleAS Cluster 内の中間層 J2EE and Web Cache の場合、データベースベース管理で
あってもファイルベースであっても、OracleAS Cluster のすべてのメンバーは同じリ
リースである必要があります（たとえば、すべて 10g（9.0.4）であるなど）。OracleAS 
Cluster 内でリリースを混在させることはできません。クラスタリングできるのは、
J2EE and Web Cache の中間層タイプのみです。

表 3-1 は、Oracle Application Server のリリース間の互換性を示しています。

この表については、次の点に注意してください。

� 「OracleAS Metadata Repository」の列は、Oracle Internet Directory および OracleAS 
Single Sign-On のスキーマを除く、メタデータ・リポジトリ内のすべてのスキーマを指
しています。

� 「Identity Management」の列は Identity Management コンポーネントと、Oracle 
Internet Directory および OracleAS Single Sign-On のスキーマを指しています。

表表表表 3-1 Oracle Application Server の互換性の互換性の互換性の互換性

Oracle Application 
Server の中間層の中間層の中間層の中間層

OracleAS Metadata 
Repository

Identity 
Management 対応の有無対応の有無対応の有無対応の有無 参照参照参照参照 :

9.0.2 または 9.0.3 9.0.2 9.0.2 ありありありあり Oracle9i Application Server のイン

ストレーション・ガイド

9.0.2 または 9.0.3 9.0.2 10g（9.0.4） ありありありあり 3.6 項「9.0.2/9.0.3/10g（9.0.4）の

中間層と 10g（9.0.4）の Identity 
Management」

9.0.2 または 9.0.3 10g（9.0.4） 9.0.2 なしなしなしなし 該当なし

9.0.2 または 9.0.3 10g（9.0.4） 10g（9.0.4） なしなしなしなし 該当なし

10g（9.0.4） 9.0.2 9.0.2 ありありありあり 3.5 項「10g（9.0.4）の中間層と

9.0.2 のインフラストラクチャ」
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リリース 2（9.0.2）とリリース 2（9.0.3）の互換性
10g（9.0.4）にアップグレードする場合は、Oracle Application Server のアップグレードを参
照してください。

10g（9.0.4） 9.0.2 10g（9.0.4） ありありありあり 3.6 項「9.0.2/9.0.3/10g（9.0.4）の

中間層と 10g（9.0.4）の Identity 
Management」

10g（9.0.4） 10g（9.0.4） 9.0.2 ありありありあり 3.4 項「10g（9.0.4）の中間層、10g
（9.0.4）のメタデータ・リポジトリ

および 9.0.2 の Identity 
Management」

10g（9.0.4） 10g（9.0.4） 10g（9.0.4） ありありありあり このガイド

表表表表 3-1 Oracle Application Server の互換性の互換性の互換性の互換性（続き）（続き）（続き）（続き）

Oracle Application 
Server の中間層の中間層の中間層の中間層

OracleAS Metadata 
Repository

Identity 
Management 対応の有無対応の有無対応の有無対応の有無 参照参照参照参照 :
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相互運用性の問題と解決策
3.2 相互運用性の問題と解決策相互運用性の問題と解決策相互運用性の問題と解決策相互運用性の問題と解決策
この項では、構成にアプリケーション・サーバー・インスタンスの異なる複数のリリース

（9.0.2、9.0.3 および 10g（9.0.4））が含まれる場合に注意する必要のある既知の問題とその解
決策について説明します。表 3-2 に、問題とそれが発生する構成を示します。

表表表表 3-2 相互運用性の問題とそれが発生する構成相互運用性の問題とそれが発生する構成相互運用性の問題とそれが発生する構成相互運用性の問題とそれが発生する構成

問題問題問題問題

10g（（（（9.0.4）の中間層、）の中間層、）の中間層、）の中間層、
10g（（（（9.0.4）のメタ）のメタ）のメタ）のメタ
データ・リポジトリおデータ・リポジトリおデータ・リポジトリおデータ・リポジトリお
よびよびよびよび 9.0.2 のののの Identity 
Management

10g（（（（9.0.4）の）の）の）の
中間層と中間層と中間層と中間層と 9.0.2
のインフラストのインフラストのインフラストのインフラスト
ラクチャラクチャラクチャラクチャ

9.0.2/9.0.3/10g
（（（（9.0.4）の中間層）の中間層）の中間層）の中間層
とととと 10g（（（（9.0.4））））
のののの Identity 
Management

9.0.2/9.0.3 と 10g（9.0.4）の Oracle Enterprise 
Manager が同じポート（ポート 1810）を使用する

x

OracleAS Portal にログインできない x

OracleAS Forms Services でエラー FRM-92102 が発生

する

x x

9.0.2 または 9.0.3 のファーム・ページから 10g（9.0.4）
インスタンスにアクセスできない

x x x

10g（9.0.4）インスタンスの dcmctl getState コマンド

を 9.0.2 または 9.0.3 インスタンスで使用できない

x x x

UDDI:　サーブレットのエンドポイントを Ping すると

「500 - 内部サーバー・エラー」が返される

x

Oracle Delegated Administration Services:　「リソース

のアクセス情報」セクションに間違ったユーザー・リ
ソースが表示される

x

OracleAS Wireless:　アドレス帳に名前のリンクがない x

Oracle Enterprise Manager:　9.0.2 の中間層のロール

アップ・メトリックがない

x

Web クリッピング : 　インストーラ・ログ・ファイル

のエラー・メッセージ

x x
3-4 Oracle Application Server 10gインストレーション・ガイド 10g（9.0.4）for Solaris Operating System（SPARC）



相互運用性の問題と解決策
3.2.1 9.0.2/9.0.3 とととと 10g（（（（9.0.4）の）の）の）の Oracle Enterprise Manager が同じポートが同じポートが同じポートが同じポート
（ポート（ポート（ポート（ポート 1810）を使用する）を使用する）を使用する）を使用する

9.0.2 と 9.0.3 では、ポート 1810 がすでに使用中であっても、インストーラはそのポートを
Oracle Enterprise Manager Web サイトに割り当てます。9.0.2/9.0.3 のインスタンスをインス
トールするコンピュータに 10g（9.0.4）インスタンスがある場合は、その 10g（9.0.4）イン
スタンスの Oracle Enterprise Manager Application Server Control コンポーネントがすでに
ポート 1810 を使用している可能性があります。

Oracle Enterprise Manager の 9.0.2/9.0.3 と 10g（9.0.4）が同じポート（1810）に構成されて
いる場合は、10g（9.0.4）の Oracle Enterprise Manager が使用するポートを別のポートに変
更できます。これにより、両方の Oracle Enterprise Manager を同時に実行できます。10g

（9.0.4）の Oracle Enterprise Manager のポートを変更するには、次の手順を実行します。

1. 10g（9.0.4）のホームで ORACLE_HOME/sysman/j2ee/config/emd-web-site.xml
ファイルを編集し、ポートの値を 1810 から未使用ポートに変更します。次の例では、
ポートを 1814 に設定しています。

<web-site host="[ALL]" port="1814" display-name="Oracle Enterprise Manager
 iAS Console Website" secure="false">

9.0.2/9.0.3 のインスタンスが 1810 を使用している場合は、このインスタンスがポート
1811 を RMI 操作用に使用している可能性があります。9.0.2/9.0.3 の Oracle Enterprise 
Manager を実行した状態で、1810 から 1829 までのどのポートが未使用であるかを確認
してから、その値を使用してください。

どのポートが使用中であるかを確認するには、netstatコマンドを実行します。次の
例では、ポート 1814 が使用中かどうかを確認しています。

prompt> netstat -n | grep 1814

2. さらに 10g（9.0.4）のホームで、ORACLE_HOME/sysman/emd/targets.xmlファイ
ルに同じポート番号を入力します。ポート番号は、oracle_iasターゲットの
StandaloneConsoleURLプロパティに指定されます。

<Target TYPE="oracle_ias" NAME="infra.myhost.oracle.com" VERSION="1.0">
   ... lines not shown ...
   <Property NAME="StandaloneConsoleURL"
            VALUE="http://myhost.oracle.com:1814/emd/console"/>

ヒントヒントヒントヒント : 10g（9.0.4）では、各コンポーネントで使用するカスタムのポー
ト番号を指定できます。詳細は、4.5.2 項「カスタムのポート番号の使用

（「静的ポート」機能）」を参照してください。

Application Server Control コンポーネントに対して、9.0.2 および 9.0.3 の
インスタンスがポート 1810 を使用できるように、1810 以外のポートを指
定することができます。
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相互運用性の問題と解決策
この 2 つのファイルを更新すると、9.0.2/9.0.3 と 10g（9.0.4）の両方の Oracle Enterprise 
Manager を同時に実行できます。

3.2.2 OracleAS Portal にログインできないにログインできないにログインできないにログインできない
9.0.2 のメタデータ・リポジトリに対して OracleAS Portal をインストールした場合（3.5 項

「10g（9.0.4）の中間層と 9.0.2 のインフラストラクチャ」を参照）、10g（9.0.4）の中間層
URL を使用して OracleAS Portal にアクセスするには、OracleAS Upgrade Assistant を実行
する必要があります。Upgrade Assistant の実行方法の詳細は、Oracle Application Server の
アップグレードを参照してください。

Upgrade Assistant を実行しない場合は、9.0.2 の中間層 URL を使用して Portal にアクセス
できます。

ただし、9.0.2 のメタデータ・リポジトリに対して 9.0.2 の中間層をインストールしていない
場合は例外です。この場合は、10g（9.0.4）の中間層が、9.0.2 のメタデータ・リポジトリに
対してインストールされる最初の中間層になるため、Upgrade Assistant を実行しなくても
OracleAS Portal にアクセスできます。

3.2.3 OracleAS Forms Services でエラーでエラーでエラーでエラー FRM-92102 が発生するが発生するが発生するが発生する
このエラーは、次の条件をすべて満たすと発生します。

� OracleAS Forms Services コンポーネントを含む 10g（9.0.4）の Business Intelligence and 
Forms 中間層と、9.0.2 のインフラストラクチャを同じコンピュータで実行している。

� Internet Explorer を使用してフォームにアクセスする。

� リソースを動的に作成するために、フォームが Oracle Delegated Administration 
Services にリダイレクトする必要がある（まだ存在しないリソースを入力したため）。

これらの条件をすべて満たすと、フォームにアクセスしたときに FRM-92102 エラーが表示
されます。Forms Services アプリケーションは、Oracle Delegated Administration Services
がリソースを作成した後はセッションを作成できません。

別のブラウザから同じフォームに再度アクセスすると、リソースがすでに存在するため
（Oracle Delegated Administration Services コンポーネントで再度リソースを動的に作成する
必要がないため）、フォームに正常にアクセスできます。

このエラーを回避するには、各インスタンスを別のコンピュータにインストールするか、
フォームへのアクセスに Internet Explorer ではなく Netscape を使用するか、またはリソー
スがすでに存在することを確認します。
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相互運用性の問題と解決策
3.2.4 9.0.2 またはまたはまたはまたは 9.0.3 のファーム・ページからのファーム・ページからのファーム・ページからのファーム・ページから 10g（（（（9.0.4）インスタンスに）インスタンスに）インスタンスに）インスタンスに
アクセスできないアクセスできないアクセスできないアクセスできない

9.0.2 または 9.0.3 インスタンスの Oracle Enterprise Manager のファーム・ページには 10g
（9.0.4）インスタンスへのリンクがありますが、リンクは有効ではありません。9.0.2 または

9.0.3 から Oracle Enterprise Manager を使用して、10g（9.0.4）インスタンスを管理すること
はできません。

10g（9.0.4）インスタンスを管理するには、10g（9.0.4）の Oracle Enterprise Manager 
Application Server Control を使用します。

3.2.5 10g（（（（9.0.4）インスタンスの）インスタンスの）インスタンスの）インスタンスの dcmctl getState コマンドをコマンドをコマンドをコマンドを 9.0.2 またはまたはまたはまたは
9.0.3 インスタンスで使用できないインスタンスで使用できないインスタンスで使用できないインスタンスで使用できない

10g（9.0.4）インスタンスから dcmctl getStateコマンドを実行して、9.0.2 または 9.0.3
インスタンスの情報を取得しようとすると、次のような ADMN-604104 エラーが表示されま
す。

prompt> dcmctl getState -i name_of_902_or_903_instance
ADMN-604104 Unable to connect to the OPMN process to obtain process status table

dcmctlコマンドを使用して 9.0.2 または 9.0.3 インスタンスの情報を取得するときは、9.0.2
または 9.0.3 の dcmctlコマンドを使用します。

3.2.6 UDDI:　サーブレットのエンドポイントを　サーブレットのエンドポイントを　サーブレットのエンドポイントを　サーブレットのエンドポイントを Ping すると「すると「すると「すると「500 - 内部サー内部サー内部サー内部サー
バー・エラー」が返されるバー・エラー」が返されるバー・エラー」が返されるバー・エラー」が返される

構成 :  10g（9.0.4）の中間層、9.0.2 のインフラストラクチャ（3.5 項「10g（9.0.4）の中間層
と 9.0.2 のインフラストラクチャ」を参照）

UDDI ページ（URL: http://host:port/uddi）のサーブレット・リンク（問合せ、公開
またはサブスクリプション）をクリックすると、10g（9.0.4）の中間層の UDDI で 10g

（9.0.4）の OracleAS Metadata Repository が必要になるため、「500 - 内部サーバー・エラー」
が表示されます。
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相互運用性の問題と解決策
3.2.7 Oracle Delegated Administration Services:　「リソースのアクセス情報」　「リソースのアクセス情報」　「リソースのアクセス情報」　「リソースのアクセス情報」
セクションに間違ったユーザー・リソースが表示されるセクションに間違ったユーザー・リソースが表示されるセクションに間違ったユーザー・リソースが表示されるセクションに間違ったユーザー・リソースが表示される

構成 :  10g（9.0.4）の中間層、9.0.2 のインフラストラクチャ（3.5 項「10g（9.0.4）の中間層
と 9.0.2 のインフラストラクチャ」を参照）

Oracle Delegated Administration Services（URL: http://host:port/oiddas）の「ユー
ザーの編集」ページの「リソースのアクセス情報」セクションに、間違ったユーザー・リ
ソースが表示される場合があります。

ページに表示されるユーザーのリソースのリストが正しいことを確認するには、そのユー
ザーが Oracle Delegated Administration Services へのログイン後最初に表示したユーザーで
あることを確認してください。不明な場合は、いったん Oracle Delegated Administration 
Services からログアウトし、再度ログインします。続いて、プロパティを編集するユーザー
をすぐに（別のユーザーを表示せずに）表示します。

3.2.8 OracleAS Wireless:　アドレス帳に名前のリンクがない　アドレス帳に名前のリンクがない　アドレス帳に名前のリンクがない　アドレス帳に名前のリンクがない
構成 :  9.0.2 のメタデータ・リポジトリ、10g（9.0.4）の Identity Management、9.0.2 の中間
層（3.6 項「9.0.2/9.0.3/10g（9.0.4）の中間層と 10g（9.0.4）の Identity Management」を参
照）

OracleAS Wireless のページ（URL: http://host:port/ptg/rm）でアドレス帳に名前を
追加しても、名前のリンクが表示されません。このため、検索しても何も見つかりません。

3.2.9 Oracle Enterprise Manager:　　　　9.0.2 の中間層のロールアップ・メトリックの中間層のロールアップ・メトリックの中間層のロールアップ・メトリックの中間層のロールアップ・メトリック
がないがないがないがない

構成 :  9.0.2 のメタデータ・リポジトリ、9.0.2 の Identity Management、9.0.2、9.0.3 および
10g（9.0.4）の中間層（3.5 項「10g（9.0.4）の中間層と 9.0.2 のインフラストラクチャ」を参
照）

Oracle Enterprise Manager Application Server Control 10g（9.0.4）では 9.0.2.x または 9.0.3.x
のインスタンスを監視しません。これらのインスタンスの管理には、Oracle Enterprise 
Manager 9.0.2 または 9.0.3 を使用する必要があります。

9.0.2.x（x は 1 以上）または 9.0.3 のインスタンスを監視するには、Oracle Enterprise 
Manager 9.0.2.x（x は 1 以上）または 9.0.3 を使用します。ただし、これらの Oracle 
Enterprise Manager では 9.0.2.0 の中間層の完全なロールアップ・メトリックは表示できない
ことがあります。この問題を解決するには、9.0.2.0 の中間層を最新の 9.0.2.x または 9.0.3.x
のリリースにアップグレードします。リリース 9.0.3.x は、J2EE and Web Cache の中間層タ
イプにのみ該当します。
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相互運用性の問題と解決策
3.2.10 Web クリッピングクリッピングクリッピングクリッピング : 　インストーラ・ログ・ファイルのエラー・　インストーラ・ログ・ファイルのエラー・　インストーラ・ログ・ファイルのエラー・　インストーラ・ログ・ファイルのエラー・
メッセージメッセージメッセージメッセージ

10g（9.0.4）の中間層を 9.0.2 のインフラストラクチャに対してインストールすると、インス
トーラ・ログ・ファイルにエラー・メッセージが表示されます。これらのメッセージは互換
性の問題によるものです。

� 9.0.2 のメタデータ・リポジトリに WCRSYSスキーマがないために表示される Web クリッ
ピングのエラー・メッセージ

Web クリッピングは OracleAS Wireless 10g（9.0.4）の新機能であり、OracleAS 
Metadata Repository 10g（9.0.4）にある WCRSYSスキーマを必要とします。このスキー
マは、メタデータ・リポジトリの以前のリリースにはありません。

ORACLE_HOME/j2ee/OC4J_Wireless/application-deployments/
webclipping/OC4J_Wireless_default_island_1/application.logのログ・
ファイルに、次のようなエラー・メッセージが表示されます。

webclipping-web: jsp: init
webclipping-web: WARNING Use RAA to access Web Clipping Repository
webclipping-web: FATAL Data Source to Wireless Web Clipping Repository cannot be 
initialized
webclipping-web: WARNING An exception has occurred with the following
message, set the log level to DEBUG to see the stack trace:
Unable to retrieve the Schema password for base Schema WCRSYS from Oracle
Internet Directory Server for the repository null. Please verify that the
correct Oracle Internet Directory Server parameters are specified in
/private/oracle/ias904bif/config/ias.properties. Make sure that the Oracle
Internet Directory Server specified in OIDhost, OIDsslport is up and running.
Base Exception : oracle.ias.repository.schema.SchemaException: Unable to
retrieve Attributes for orclResourceName=WCRSYS,
orclReferenceName=asdb.myhost.us.oracle.com,cn=IAS Infrastructure Databases,
cn=IAS,cn=Products, cn=OracleContext from Oracle Internet Directory Server
ldap://myhost.us.oracle.com:4031/.
Base Exception : javax.naming.NameNotFoundException: [LDAP: error code 32 -
No Such Object]; remaining name 'orclResourceName=WCRSYS,
orclReferenceName=asdb.myhost.us.oracle.com,cn=IAS Infrastructure Databases, 
cn=IAS, cn=Products, cn=OracleContext'

� PORTALスキーマにテーブルがないために表示される Web クリッピングのエラー・メッ
セージ

Web クリッピング・ポートレットは OracleAS Portal 10g（9.0.4）の新機能です。これ
は、PORTALスキーマに、9.0.2 のメタデータ・リポジトリにはないテーブルを必要とし
ます。
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9.0.2 のインフラストラクチャと 10g（9.0.4）のメタデータ・リポジトリ
ORACLE_HOME/j2ee/OC4J_Portal/application-deployments/portalTools/
OC4J_Portal_default_island_1/application.logのログ・ファイルに、次の
ようなエラー・メッセージが表示されます。

webClipping: jsp: init
webClipping: ServletLogger - Logging level: 3
webClipping: WARNING: Reconnecting Web Clipping Repository
...
webClipping: WARNING: Use RAA to access Web Clipping Repository
webClipping: ERROR: Exception occured in getting Obfuscation Key
webClipping: ERROR: SQL Error Code = "6550"
webClipping: WARNING: ORA-06550: line 4, column 46:
PL/SQL: ORA-00942: table or view does not exist
ORA-06550: line 4, column 5:
PL/SQL: SQL Statement ignored

java.sql.SQLException: ORA-06550: line 4, column 46:
PL/SQL: ORA-00942: table or view does not exist
ORA-06550: line 4, column 5:
PL/SQL: SQL Statement ignored

3.3 9.0.2 のインフラストラクチャとのインフラストラクチャとのインフラストラクチャとのインフラストラクチャと 10g（（（（9.0.4）のメタデータ・）のメタデータ・）のメタデータ・）のメタデータ・
リポジトリリポジトリリポジトリリポジトリ

この構成は、3.4 項「10g（9.0.4）の中間層、10g（9.0.4）のメタデータ・リポジトリおよび
9.0.2 の Identity Management」に記載されている構成で使用します。
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3.4 10g（（（（9.0.4）の中間層、）の中間層、）の中間層、）の中間層、10g（（（（9.0.4）のメタデータ・リポジト）のメタデータ・リポジト）のメタデータ・リポジト）のメタデータ・リポジト
リおよびリおよびリおよびリおよび 9.0.2 のののの Identity Management

図 3-1 は、10g（9.0.4）のメタデータ・リポジトリを使用する 10g（9.0.4）の中間層を示して
います。この設定には、9.0.2 のインフラストラクチャのリポジトリと、中間層をインストー
ルする前にインストールする必要のある 10g（9.0.4）のリポジトリの、2 つのメタデータ・
リポジトリがあります。

図図図図 3-1 製品メタデータに製品メタデータに製品メタデータに製品メタデータに 10g（（（（9.0.4）のメタデータ・リポジトリを使用する）のメタデータ・リポジトリを使用する）のメタデータ・リポジトリを使用する）のメタデータ・リポジトリを使用する 10g（（（（9.0.4）の中間層）の中間層）の中間層）の中間層

3.4.1 既知の問題既知の問題既知の問題既知の問題
この設定では、次の問題を認識しておく必要があります。

� 3.2.3 項「OracleAS Forms Services でエラー FRM-92102 が発生する」

� 3.2.4 項「9.0.2 または 9.0.3 のファーム・ページから 10g（9.0.4）インスタンスにアクセス
できない」

� 3.2.5 項「10g（9.0.4）インスタンスの dcmctl getState コマンドを 9.0.2 または 9.0.3 インス
タンスで使用できない」
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3.4.2 インストール手順インストール手順インストール手順インストール手順
この設定を作成するには、次の手順を実行する必要があります。

1. 9.0.2 の Oracle9iAS Infrastructure を実行していない場合は、これをインストールしま
す。

2. 次の手順を実行します。

� 3.4.3 項「9.0.2 の Oracle Internet Directory のエントリの更新」

� 3.4.4 項「Oracle9iAS Wireless を実行する 9.0.2 の中間層のシャットダウン（存在す
る場合のみ）」

� 3.4.5 項「9.0.2 の WIRELESS スキーマのバックアップ」

3. 10g（9.0.4）のメタデータ・リポジトリをインストールします。

詳細は、6.19 項「OracleAS Metadata Repository の新規データベースへのインストー
ル」を参照してください。

4. 10g（9.0.4）中間層をインストールします。

詳細は、インストールする中間層タイプによって 7.9 項「OracleAS Database-Based 
Cluster および Identity Management Access を使用した J2EE and Web Cache のインス
トール」または 7.13 項「Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms の
インストール」を参照してください。

3.4.3 9.0.2 のののの Oracle Internet Directory のエントリの更新のエントリの更新のエントリの更新のエントリの更新
9.0.2 のインフラストラクチャに対して 10g（9.0.4）の中間層または 10g（9.0.4）のメタデー
タ・リポジトリをインストールする前に、9.0.2 の Oracle Internet Directory のエントリを更
新する必要があります。これは、2 つの方法のうちのいずれかで行うことができます。

� OracleAS RepCA and Utilities の CD-ROM の imconfig.shスクリプトを使用します。
詳細は、3.4.3.1 項「imconfig.sh スクリプトの使用」を参照してください。

� 3.4.3.2 項「9.0.2 の Oracle Internet Directory のエントリの手動更新」に説明されている
ように、エントリを手動で更新します。

どちらの方法でも同じですが、imconfig.shスクリプトを実行すると、時間が節約され、
エラーの可能性が少なくなります。
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3.4.3.1 imconfig.sh スクリプトの使用スクリプトの使用スクリプトの使用スクリプトの使用
次の手順に従い、imconfig.shスクリプトを使用して 9.0.2 の Oracle Internet Directory の
エントリを更新します。このスクリプトは、OracleAS RepCA and Utilities の CD-ROM の
utilities/imconfigディレクトリにあります。

1. 次の要件を満たしていることを確認してください。

� 環境変数 ORACLE_HOME が、Oracle9iAS Single Sign-On で使用する 9.0.2 のイン
フラストラクチャのホーム・ディレクトリを示すこと。

� Oracle Internet Directory Server が実行されていること。

� Oracle9iAS Single Sign-On で使用する、9.0.2 のインフラストラクチャ・データベー
スとリスナーが実行されていること。

2. imconfig.shスクリプトを、9.0.2 の Oracle9iAS Single-On がインストールされている
コンピュータで実行します。次のコマンドを使用します。

prompt> imconfig.sh -902 -h ldaphost -p ldapPort -D ldapDN -w ldapPwd -oh 
oracleHome

次の値を入力します。

ldaphost　9.0.2 の Oracle Internet Directory を実行するコンピュータの名前。
例 :  dbmachine.mydomain.com

ldapPort　9.0.2 の Oracle Internet Directory がリスニングするポートのポート番号。
例 :  389

ldapDN　Oracle Internet Directory ユーザーの DN。例 :  "cn=orcladmin"

ldapPwd　Oracle Internet Directory ユーザーのパスワード。

oracleHome　Oracle9iAS Single Sign-On で使用する 9.0.2 のインフラストラクチャ・デー
タベースの Oracle ホーム・ディレクトリ。

この他に、次のパラメータがオプションで指定できます。

-ssl:　ldapPort が SSL ポートである場合に指定します。
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3.4.3.2 9.0.2 のののの Oracle Internet Directory のエントリの手動更新のエントリの手動更新のエントリの手動更新のエントリの手動更新
次の手順に従うことにより、9.0.2 の Oracle Internet Directory のエントリを手動で更新でき
ます。

1. 次の要件を満たしていることを確認してください。

� 環境変数 ORACLE_HOME が 9.0.2 のインフラストラクチャのホーム・ディレクト
リを示していること。

� Oracle Internet Directory Server が実行されていること。

� データベースとリスナーが実行されていること。

2. Oracle9iAS Single Sign-On で使用する 9.0.2 のインフラストラクチャ・データベースの
グローバル名を調べます。

この値は、ORACLE_HOME/config/ias.propertiesファイルの
ColocatedDBCommonNameフィールドに格納されています。ここで ORACLE_HOME
は、9.0.2 のインフラストラクチャの Oracle ホーム・ディレクトリです。インフラスト
ラクチャのコンポーネントを複数のコンピュータに分散した場合は、Oracle9iAS Single 
Sign-On を構成した ORACLE_HOMEを使用します。

たとえば、ias.propertiesファイル内の行は次のようになります。

ColocatedDBCommonName=asdb.mydomain.com

3. 前の手順（手順 2）で取得したデータベースの識別名（DN）を調べます。これを行う
には、次のコマンドを（すべてを 1 行で）実行します。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/ldapsearch -h oidhostname -p oidport
   -D cn=orcladmin -w passwd
   -b "cn=oraclecontext" -s sub orcldbglobalname=globaldbname dn

このコマンドにより、データベースの DN が返されます。DN は、
cn=ASDB,cn=OracleContextのようになっています。この DN の値は、次の手順

（手順 4）で必要になります。

次の値を入力します。

oidhostname　Oracle Internet Directory を実行するコンピュータの名前。
例 :  dbmachine.mydomain.com

oidport　 Oracle Internet Directory がリスニングしているポートの番号。例 :  389

passwd　cn=orcladminユーザーのパスワード。

globaldbname　手順 2 で取得したグローバル・データベース名。
例 :  asdb.mydomain.com

4. vi または emacs などのテキスト・エディタを使用して、次の行を含んだ
addSeealso.ldifというファイルを作成します（注意 : 長い行を複数行に分けた場
合、2 行目以降は必ず空白文字またはタブ文字から始まるようにしてください）。
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dn: orclApplicationCommonName=
    ORASSO_SSOSERVER,cn=SSO,cn=Products,cn=OracleContext
changetype: modify
replace: seealso
seealso: DN of database

最後の行で、データベースの DN をインフラストラクチャ・データベースの DN に置き
換えます（cn=ASDB,cn=OracleContextなど）。この値は、前の手順で求めたもので
す。

5. 次のコマンドを（すべてを 1 行で）実行し、Oracle Internet Directory のエントリを更新
します。

prompt> ldapmodify -h oidhostname -p oidport -D cn=orcladmin -w passwd
   -f addSeealso.ldif

次の値を入力します。

oidhostname:　Oracle Internet Directory を実行するコンピュータの名前。
例 :  dbmachine.mydomain.com。

oidport:　Oracle Internet Directory がリスニングしているポートの番号。例 :  389。

passwd:　cn=orcladminユーザーのパスワード。

6. 次のコマンドを（すべてを 1 行で）実行し、エントリが追加されたことを確認します。

prompt> ldapsearch -h oidhostname -p oidport -D cn=orcladmin -w passwd
   -b "orclApplicationCommonName=ORASSO_SSOSERVER,cn=SSO,
       cn=Products,cn=OracleContext" "objectclass=*" seealso

このコマンドで、次の行が返されます。

orclApplicationCommonName=ORASSO_SSOSERVER,cn=SSO,cn=Products,
   cn=OracleContext
seealso=DN_of_database
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3.4.4 Oracle9iAS Wireless を実行するを実行するを実行するを実行する 9.0.2 の中間層のシャットダウン（存在の中間層のシャットダウン（存在の中間層のシャットダウン（存在の中間層のシャットダウン（存在
する場合のみ）する場合のみ）する場合のみ）する場合のみ）

OracleAS Wireless を含む最初の 10g（9.0.4）の中間層をインストールする前に、Oracle9iAS 
Wireless を実行中の 9.0.2 の中間層があれば、それらをすべてシャットダウンする必要があ
ります。

最初の 10g（9.0.4）の中間層をインストールしたら、9.0.2 の中間層を起動できます。

以後の 10g（9.0.4）の中間層をインストールするときは、9.0.2 または 10g（9.0.4）の中間層
をシャットダウンする必要はありません。

3.4.5 9.0.2 のののの WIRELESS スキーマのバックアップスキーマのバックアップスキーマのバックアップスキーマのバックアップ
9.0.2 のメタデータ・リポジトリに対して、9.0.2 および 10g（9.0.4）の両方の Wireless コン
ポーネントを使用する場合、次の手順を実行する必要があります。

1. （オプション）9.0.2 のメタデータ・リポジトリの WIRELESS スキーマをバックアップし
ます。

OracleAS Wireless 10g（9.0.4）の中間層を（次の手順で）インストールするときに、
Wireless Configuration Assistant により 9.0.2 のメタデータ・リポジトリの WIRELESS
スキーマが 10g（9.0.4）にアップグレードされてしまうため、この手順を行うことをお
薦めします。

スキーマをバックアップするのには次の理由があります。

� 後で OracleAS Wireless 10g（9.0.4）を使用する必要がなく、Oracle9iAS Wireless 
9.0.2 だけを使用することに決めた場合、スキーマを復元できます。

� なんらかの理由でスキーマのアップグレードに失敗した場合（ネットワークまたは
ハードウェアの障害など）にスキーマを復元できます。

2. 9.0.2 のインフラストラクチャに対して 10g（9.0.4）の中間層（Portal and Wireless また
は Business Intelligence and Forms）をインストールします。この手順により、
WIRELESS スキーマは 10g（9.0.4）にアップグレードされます。

3. 既存の Oracle9iAS Wireless 9.0.2 の中間層をリリース 9.0.2.8.0 以上にアップグレードし
ます。Oracle9iAS Wireless の以前のリリースには、10g（9.0.4）の WIRELESS スキーマ
との互換性がありません。

次に、各手順を詳しく説明します。

1. 9.0.2 のメタデータ・リポジトリの WIRELESS スキーマをバックアップします。

これには、エクスポート・データベース・ユーティリティを使用します。

prompt> exp system/password@service_name file=iasw902.dmp owner=WIRELESS

次の値を入力します。
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password　SYSTEM アカウントのパスワード。

service_name　9.0.2 のメタデータ・リポジトリを示すローカルのネット・サービス名。
例 :  asdb。

これにより、WIRELESS スキーマの内容の入った、iasw902.dmpというデータベー
ス・エクスポート・ファイルが作成されます。

2. 9.0.2 のインフラストラクチャに対して 10g（9.0.4）の中間層（Portal and Wireless また
は Business Intelligence and Forms）をインストールします。詳細は、7.13 項「Portal 
and Wireless または Business Intelligence and Forms のインストール」を参照してくだ
さい。

9.0.2 のメタデータ・リポジトリを使用する OracleAS Wireless 10g（9.0.4）を初めてイ
ンストールするとき、Wireless Configuration Assistant により WIRELESS スキーマが
10g（9.0.4）にアップグレードされます。同じメタデータ・リポジトリに対して
OracleAS Wireless 10g（9.0.4）コンポーネントをさらにインストールする場合、
Configuration Assistant はスキーマがすでにアップグレードされていることを検出し、
再びアップグレードすることはありません。

3. 既存の Oracle9iAS Wireless 9.0.2 の中間層をリリース 9.0.2.8.0 以上にアップグレードし
ます。

OracleAS Wireless 10g（（（（9.0.4）を使用しない場合）を使用しない場合）を使用しない場合）を使用しない場合

OracleAS Wireless 10g（9.0.4）をインストールした後、これを使用せずに Oracle9iAS 
Wireless 9.0.2 のみを使用することに決めた場合は、9.0.2 の WIRELESS スキーマを復元でき
ます。

1. 9.0.2 のメタデータ・リポジトリで、この時点でリリース 10g（9.0.4）になっている
WIRELESS スキーマから、すべてのオブジェクトを削除します。

これを行うには、wirelessrm.sqlスクリプトを実行します。ここでいう Oracle ホー
ムとは、10g（9.0.4）の中間層の Oracle ホームです。

prompt> cd $ORACLE_HOME/wireless/repository/sql
prompt> sqlplus system/password@service_name @wirelessrm.sql

2. 前に行った手順の手順 1 で作成したデータベース・エクスポート・ファイルをインポー
トして、9.0.2 の WIRELESS スキーマを復元します。

prompt> imp system/password@service_name file=iasw902.dmp
   fromuser=wireless touser=wireless
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3.5 10g（（（（9.0.4）の中間層と）の中間層と）の中間層と）の中間層と 9.0.2 のインフラストラクチャのインフラストラクチャのインフラストラクチャのインフラストラクチャ
図 3-2 は、9.0.2 のインフラストラクチャ（メタデータ・リポジトリと Identity 
Management）を使用する 10g（9.0.4）の中間層を示しています。

図図図図 3-2 製品メタデータに製品メタデータに製品メタデータに製品メタデータに 9.0.2 のメタデータ・リポジトリを使用するのメタデータ・リポジトリを使用するのメタデータ・リポジトリを使用するのメタデータ・リポジトリを使用する 10g（（（（9.0.4）の中間層）の中間層）の中間層）の中間層

3.5.1 既知の問題既知の問題既知の問題既知の問題
この設定では、次の問題を認識しておく必要があります。

� 3.2.2 項「OracleAS Portal にログインできない」

� 3.2.3 項「OracleAS Forms Services でエラー FRM-92102 が発生する」

� 3.2.4 項「9.0.2 または 9.0.3 のファーム・ページから 10g（9.0.4）インスタンスにアクセス
できない」

� 3.2.5 項「10g（9.0.4）インスタンスの dcmctl getState コマンドを 9.0.2 または 9.0.3 インス
タンスで使用できない」
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3.5.2 インストール手順インストール手順インストール手順インストール手順
この設定を作成するには、次の手順を実行する必要があります。

1. 9.0.2 の Oracle9iAS Infrastructure を実行していない場合は、これをインストールしま
す。

2. 次の手順を実行します。

� 3.4.3 項「9.0.2 の Oracle Internet Directory のエントリの更新」

� 3.4.4 項「Oracle9iAS Wireless を実行する 9.0.2 の中間層のシャットダウン（存在す
る場合のみ）」

� 3.4.5 項「9.0.2 の WIRELESS スキーマのバックアップ」

3. 10g（9.0.4）中間層をインストールします。

詳細は、インストールする中間層タイプによって 7.9 項「OracleAS Database-Based 
Cluster および Identity Management Access を使用した J2EE and Web Cache のインス
トール」または 7.13 項「Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms の
インストール」を参照してください。
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3.6 9.0.2/9.0.3/10g（（（（9.0.4）の中間層と）の中間層と）の中間層と）の中間層と 10g（（（（9.0.4）の）の）の）の Identity 
Management

この項では、次のインスタンスから成る構成について説明します。

� 9.0.2 のメタデータ・リポジトリを必要とする 9.0.2/9.0.3 の中間層

� 10g（9.0.4） のメタデータ・リポジトリを必要とする 10g（9.0.4）の Identity 
Management

この構成では 2 つのメタデータ・リポジトリが必要になります。9.0.2 および 9.0.3 の中間層
では 9.0.2 のメタデータ・リポジトリを使用し、Identity Management コンポーネントでは
10g（9.0.4）のメタデータ・リポジトリを使用します。

図 3-3 にこの構成を示します。

図図図図 3-3 9.0.2/9.0.3 の中間層との中間層との中間層との中間層と 10g（（（（9.0.4）の）の）の）の Identity Management。それぞれに独自のメタデー。それぞれに独自のメタデー。それぞれに独自のメタデー。それぞれに独自のメタデー

タ・リポジトリがある。タ・リポジトリがある。タ・リポジトリがある。タ・リポジトリがある。

この構成の設定方法この構成の設定方法この構成の設定方法この構成の設定方法

この構成を設定するには、次の手順を実行します。

� まず、10g（9.0.4）のインフラストラクチャと 9.0.2 のメタデータ・リポジトリから成る
最初の構成を設定します。最初の構成は、次の 2 つの方法のいずれかで設定できます。

� 9.0.2 のインフラストラクチャを 10g（9.0.4）にアップグレードします。詳細は、
3.6.2.1 項「アップグレードにより最初の構成を設定」を参照してください。

� 適切なリリースのインスタンスをインストールします。詳細は、3.6.2.2 項「新しい
インスタンスのインストールにより最初の構成を設定」を参照してください。
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� 次に、9.0.2 のメタデータ・リポジトリに対して 9.0.2/9.0.3 の中間層をインストールしま
す。

SSL に関する注意に関する注意に関する注意に関する注意

この構成では、10g（9.0.4） Identity Management コンポーネント（Oracle Internet Directory
や OracleAS Single Sign-On など）を SSL モードのみで実行するように設定することはでき
ません。Identity Management コンポーネントは、SSL モードと SSL 非対応モードの両方で
実行する必要があります。これは、リリース 2（9.0.2 および 9.0.3）の中間層が SSL モード
のみでは動作できないためです。

3.6.1 既知の問題既知の問題既知の問題既知の問題
この構成では、次の問題を認識しておく必要があります。

� 3.2.1 項「9.0.2/9.0.3 と 10g（9.0.4）の Oracle Enterprise Manager が同じポート（ポート
1810）を使用する」

� 3.2.4 項「9.0.2 または 9.0.3 のファーム・ページから 10g（9.0.4）インスタンスにアクセス
できない」

� 3.2.5 項「10g（9.0.4）インスタンスの dcmctl getState コマンドを 9.0.2 または 9.0.3 インス
タンスで使用できない」

3.6.2 最初の構成の設定手順最初の構成の設定手順最初の構成の設定手順最初の構成の設定手順
最初の構成を設定するには、9.0.2 インストールをアップグレードする方法と、インスタンス
をすべて新しくインストールする方法があります。

� 3.6.2.1 項「アップグレードにより最初の構成を設定」

� 3.6.2.2 項「新しいインスタンスのインストールにより最初の構成を設定」

3.6.2.1 アップグレードにより最初の構成を設定アップグレードにより最初の構成を設定アップグレードにより最初の構成を設定アップグレードにより最初の構成を設定
図 3-4 は、9.0.2 のインフラストラクチャをアップグレードすることによって最初の構成を設
定する方法を示しています。
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図図図図 3-4 アップグレードにより最初の構成を設定アップグレードにより最初の構成を設定アップグレードにより最初の構成を設定アップグレードにより最初の構成を設定

アップグレードにより最初の構成を設定するには、次の手順を実行します（図 3-4 を参照）。

1. 9.0.2 のインフラストラクチャをインストールします。

2. 9.0.2 のメタデータ・リポジトリをインストールします。

3. 手順 1 でインストールした 9.0.2 のインフラストラクチャを 10g（9.0.4）にアップグレー
ドします。これにより、10g（9.0.4） の Identity Management と 10g（9.0.4）のメタデー
タ・リポジトリが作成されます。

4. アップグレードした 10g（9.0.4） の Identity Management を、9.0.2/9.0.3 の中間層で使
用できるように構成します。次のいずれかを参照してください。

� 3.6.4 項「imconfig.sh スクリプトを使用した 10g（9.0.4）の Identity Management の
構成」

� 3.6.5 項「手動による 10g（9.0.4）の Identity Management の構成」

5. 最初の構成を設定したら、9.0.2/9.0.3 の中間層をインストールできます。詳細は、3.6.3
項「9.0.2/9.0.3 の中間層のインストール手順」を参照してください。
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3.6.2.2 新しいインスタンスのインストールにより最初の構成を設定新しいインスタンスのインストールにより最初の構成を設定新しいインスタンスのインストールにより最初の構成を設定新しいインスタンスのインストールにより最初の構成を設定
図 3-5 は、適切なリリースの新しいインスタンスをインストールすることによって最初の構
成を設定する方法を示しています。

図図図図 3-5 新しいインスタンスのインストールにより最初の構成を設定新しいインスタンスのインストールにより最初の構成を設定新しいインスタンスのインストールにより最初の構成を設定新しいインスタンスのインストールにより最初の構成を設定

最初の構成を新しいインスタンスのインストールによって設定するには、次の手順を実行し
ます。

1. OracleAS Infrastructure 10g（Identity Management および OracleAS Metadata 
Repository を含む）をインストールします。

手順については、6.17 項「OracleAS Infrastructure 10g のインストール」を参照してく
ださい。

2. 10g（9.0.4）の Identity Management を、9.0.2/9.0.3 の中間層で使用できるように構成
します。次のいずれかを参照してください。

� 3.6.4 項「imconfig.sh スクリプトを使用した 10g（9.0.4）の Identity Management の
構成」

� 3.6.5 項「手動による 10g（9.0.4）の Identity Management の構成」
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3. 9.0.2 の Oracle9iAS インフラストラクチャのメタデータ・リポジトリ部分をインストー
ルし、OracleAS Single Sign-On および Oracle Internet Directory コンポーネント用に
10g（9.0.4）の Identity Management を指すように設定します。Oracle9i Application 
Server のインストレーション・ガイドを参照してください。

4. 最初の構成を設定したら、9.0.2/9.0.3 の中間層をインストールできます。詳細は、3.6.3
項「9.0.2/9.0.3 の中間層のインストール手順」を参照してください。

3.6.3 9.0.2/9.0.3 の中間層のインストール手順の中間層のインストール手順の中間層のインストール手順の中間層のインストール手順
最初の構成を設定したら、次の手順を実行して、9.0.2/9.0.3 の中間層をインストールしま
す。

1. 9.0.2 のメタデータ・リポジトリ（アップグレードした場合は手順 2、新しいインスタン
スをインストールした場合は手順 3 でインストール）に、次のパッチを適用します。

� パッチ 3238095

� パッチ・セット 2517300（Database Patch Set Release 9.0.1.4）

� パッチ 2282201

� パッチ 2563444

パッチは、JP Update CD に含まれています。インストール手順については、パッチの
README ファイルを参照してください。

2. 9.0.2 のメタデータ・リポジトリに対して 9.0.2/9.0.3 の中間層をインストールします。詳
細は、Oracle9i Application Server のインストレーション・ガイドを参照してください。

3. （オプション）Oracle9iAS Portal 9.0.2 で OracleAS Infrastructure 10g のユーザーとグ
ループに対する複数検索ベースを利用するには、次のパッチを適用します。

検索ベースの詳細は、『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』の「サード・パーティ
のディレクトリとの統合に関する考慮事項」、ユーザー検索ベースの選択および
グループ検索ベースの選択に関する項を参照してください。

� 前の手順でインストールした 9.0.2 の中間層にパッチ・セット 3038037（Oracle9i 
Application Server Patch Set Release 9.0.2.3）を適用します。このパッチ・セット
は、中間層を 9.0.2.3 にアップグレードします。

� パッチ 2802414 を 9.0.2 のメタデータ・リポジトリに適用します。

� 使用しているデータベース・シリーズに応じて、9.0.2 のメタデータ・リポジトリ・
データベースを 9.0.1.5 または 9.2.0.4 にアップグレードするパッチを適用します。
ユーザーとグループの複数検索ベースのサポートに必要な dbms_ldap API では、
アップグレードされたリリースのデータベースが必要です。パッチ番号は、10.2.1
項「データベースのリリース」を参照してください。
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3.6.4 imconfig.sh スクリプトを使用したスクリプトを使用したスクリプトを使用したスクリプトを使用した 10g（（（（9.0.4）の）の）の）の Identity Management のののの
構成構成構成構成

次の手順に従い、imconfig.shスクリプトを使用して 10g（9.0.4） Identity Management コ
ンポーネントを更新します。このスクリプトは、OracleAS RepCA and Utilities の CD-ROM
の utilities/imconfigディレクトリにあります。

1. 次の要件を満たしていることを確認してください。

� 環境変数 ORACLE_HOME が、OracleAS Single Sign-On で使用する 10g（9.0.4）の
インフラストラクチャのホーム・ディレクトリを示していること。

� 10g（9.0.4）の Oracle Internet Directory Server が実行されていること。

� 10g（9.0.4）のインフラストラクチャ・データベースとリスナーが実行されている
こと。

2. imconfig.shスクリプトを、10g（9.0.4）の OracleAS Single Sign-On がインストール
されているマシンで実行します。次のコマンドを使用します。

prompt> imconfig.sh -10g -h ldaphost -p ldapPort -D ldapDN -w ldapPwd -oh 
oracleHome

次の値を入力します。

ldaphost　10g（9.0.4）の Oracle Internet Directory を実行するコンピュータの名前。
例 :  dbmachine.mydomain.com

ldapPort　10g（9.0.4）の Oracle Internet Directory がリスニングするポートのポート番
号。例 :  389

ldapDN　Oracle Internet Directory ユーザーの DN。例 :  "cn=orcladmin"

ldapPwd　Oracle Internet Directory ユーザーのパスワード。

oracleHome　OracleAS Single Sign-On で使用する 10g（9.0.4）のインフラストラク
チャ・データベースの Oracle ホーム・ディレクトリ。

この他に、次のパラメータがオプションで指定できます。

-ssl　ldapPort が SSL ポートである場合に指定します。
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3.6.5 手動による手動による手動による手動による 10g（（（（9.0.4）の）の）の）の Identity Management の構成の構成の構成の構成
9.0.2 または 9.0.3 の中間層をインストールする前に、10g（9.0.4）の Identity Management を
構成するために次の準備が必要になります。

� 3.6.5.1 項「Oracle Internet Directory の iASAdmins グループの修正」

� 3.6.5.2 項「メタデータ・リポジトリの登録のためのアクセス・ポリシーの更新」

� 3.6.5.3 項「メタデータ・リポジトリの ORASSO スキーマの更新」

これらの手順は、imconfig.shスクリプトを実行することにより、より簡単に行うことが
できます。詳細は、3.6.4 項「imconfig.sh スクリプトを使用した 10g（9.0.4）の Identity 
Management の構成」を参照してください。

3.6.5.1 Oracle Internet Directory のののの iASAdmins グループの修正グループの修正グループの修正グループの修正
9.0.2 の中間層が 10g（9.0.4）の Oracle Internet Directory の iASAdmins グループを使用でき
るように修正するには、次の手順を実行します。

1. 次の行を含むテキスト・ファイルを作成し、ファイルに changeiASAdmins.ldifと
名前を付けます。注意 : 長い行を複数行に分けた場合、2 行目以降は必ず空白文字また
はタブ文字から始まるようにしてください。

dn: cn=UserProxyPrivilege, cn=Groups,cn=oraclecontext
changetype: modify
replace: orclentrylevelaci
orclentrylevelaci: access to entry by
   group="cn=iASAdmins,cn=Groups,cn=OracleContext" (browse, nodelete) by
   group="cn=Trusted Applications Admins, cn=Groups,cn=oraclecontext"
   (browse, nodelete) by dnattr=(owner) (browse,nodelete) by * (none)
orclentrylevelaci: access to attr=(*) by group="cn=iASAdmins,
   cn=Groups,cn=OracleContext" (read,search,write,compare) by
   group="cn=Trusted Applications Admins, cn=Groups,cn=oraclecontext" (read,
   write, compare, search) by dnattr=(owner) (read,search,write,compare) by
   * (none)

2. LDIF ファイルの ldapmodifyコマンドを実行します。

prompt> ldapmodify -h oidhostname -p oidport -D cn=orcladmin -w passwd
   -f changeiASAdmins.ldif

次の値を入力します。

oidhostname　Oracle Internet Directory を実行するコンピュータの名前。
例 :  dbmachine.mydomain.com

oidport　Oracle Internet Directory がリスニングしているポートの番号。例 :  389

passwd　orcladminのパスワード。例 : welcome1
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3.6.5.2 メタデータ・リポジトリの登録のためのアクセス・ポリシーのメタデータ・リポジトリの登録のためのアクセス・ポリシーのメタデータ・リポジトリの登録のためのアクセス・ポリシーのメタデータ・リポジトリの登録のためのアクセス・ポリシーの
更新更新更新更新
9.0.2 の中間層で 10g（9.0.4）の Oracle Internet Directory のアクセス・ポリシーを使用でき
るように更新するには、次の手順を実行します。

1. OracleAS Single Sign-On で使用する 10g（9.0.4）の OracleAS Metadata Repository のグ
ローバル名を調べます。この値は、次の手順で使用します。

この値は、ORACLE_HOME/config/ias.propertiesファイルの
InfrastructureDBCommonNameフィールドに格納されています。ここで
ORACLE_HOMEは、OracleAS Single Sign-On で使用する 10g（9.0.4） OracleAS Metadata 
Repository の Oracle ホーム・ディレクトリです。

たとえば、ias.propertiesファイル内の行は次のようになります。

InfrastructureDBCommonName=asdb.mydomain.com

2. 次の行を含むテキスト・ファイルを作成し、ファイルに changeAccess.ldifと名前
を付けます。

最初の行の globalDatabaseName を、手順 1 で求めたデータベースのグローバル名に置き
換えます。注意 : 長い行を複数行に分けた場合、2 行目以降は必ず空白文字またはタブ
文字から始まるようにしてください。

dn: orclReferenceName=globalDatabaseName,cn=IAS Infrastructure
   Databases,cn=IAS,cn=Products,cn=oraclecontext
changetype: modify
replace: orclentrylevelaci
orclentrylevelaci: access to entry by dn=".*,cn=IAS Instances, cn=IAS,
   cn=Products,cn=oraclecontext" (browse, noadd, nodelete) by * (none) 
orclentrylevelaci: access to attr=(*) by dn=".*,cn=IAS Instances,
   cn=IAS,cn=Products,cn=oraclecontext" (search, read, nowrite) by * (none)

3. ldapmodifyコマンドを使用して LDIF ファイルを実行します。

prompt> ldapmodify -h oidhostname -p oidport -D cn=orcladmin -w passwd
   -f changeAccess.ldif

次の値を入力します。

oidhostname　Oracle Internet Directory を実行するコンピュータの名前。
例 :  dbmachine.mydomain.com

oidport　Oracle Internet Directory がリスニングしているポートの番号。例 :  389

passwd　orcladminのパスワード。例 : welcome1
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3.6.5.3 メタデータ・リポジトリのメタデータ・リポジトリのメタデータ・リポジトリのメタデータ・リポジトリの ORASSO スキーマの更新スキーマの更新スキーマの更新スキーマの更新
OracleAS Single Sign-On で使用する 10g（9.0.4）の OracleAS Metadata Repository の
ORASSO スキーマの値のいくつかを変更する必要があります。

1. ORASSO スキーマのパスワードを調べます。

prompt> ldapsearch -h oidhostname -p oidport -D cn=orcladmin -w passwd
   -b "orclReferenceName=globalDatabaseName,cn=IAS Infrastructure Databases,
   cn=IAS,cn=Products,cn=oraclecontext" "orclresourcename=ORASSO"
   orclpasswordattribute

次の値を入力します。

oidhostname　Oracle Internet Directory を実行するコンピュータの名前。
例 :  dbmachine.mydomain.com。

oidport　 Oracle Internet Directory がリスニングしているポートの番号。例 :  389。

passwd　orcladminのパスワード。例 :  welcome1。

globalDatabaseName　10g（9.0.4） OracleAS Single Sign-On で使用するメタデータ・リポ
ジトリのグローバル・データベース名。この値を求める方法については、前の手順の手
順 1 を参照してください。例 :  asdb.mydomain.com。

2. SQL*Plus で次のコマンドを実行します。

prompt> sqlplus orasso/passwd
SQL> begin wwsso_oid_integration.setdbconnect('ssodb_hostname',
    'ssodb_port', 'ssodb_sid') ; end;
SQL> /
SQL> exit;

次の値を入力します。

passwd　手順 1 で求めた ORASSO スキーマのパスワード。

ssodb_hostname　10g（9.0.4） OracleAS Single Sign-On で使用するメタデータ・リポジト
リを実行するコンピュータの名前。この値は、一重引用符で囲む必要があることに注意
してください。例 :  'dbmachine.mydomain.com'

ssodb_port　メタデータ・リポジトリがリスニングするポートのポート番号。この値は、
一重引用符で囲む必要があることに注意してください。例 :  '1521'

ssodb_sid　メタデータ・リポジトリの SID。この値は、一重引用符で囲む必要があるこ
とに注意してください。例 :  'asdb'
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要件要件要件要件

Oracle Application Server をインストールする前に、使用するコンピュータがこの章で説明
している要件を満たしていることを確認してください。

この章の内容 :

� 4.1 項「システム要件」

� 4.2 項「オペレーティング・システムのパッチ」

� 4.3 項「オペレーティング・システム・パッケージ」

� 4.4 項「カーネル・パラメータ」

� 4.5 項「ポート」

� 4.6 項「オペレーティング・システム・グループ」

� 4.7 項「オペレーティング・システム・ユーザー」

� 4.8 項「環境変数」

� 4.9 項「/etc/hosts ファイル」

� 4.10 項「ネットワーク関連項目」

� 4.11 項「Java 対応フォント・パッケージ」

� 4.12 項「インストーラにより実行される前提条件チェック」
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システム要件
4.1 システム要件システム要件システム要件システム要件
表 4-1 に、Oracle Application Server を実行するためのシステム要件を示します。インス
トーラにより、この要件の多くがインストール・プロセス開始時にチェックされ、満たされ
ていない要件がある場合には警告されます。ユーザーはそれ以外の要件のみを確認して時間
を節約できます。インストーラによりチェックされない要件については、表 4-1 を参照して
ください。

また、次に示す runInstallerコマンドを実行すると、実際にインストールを行わずに、
インストーラによるシステム・チェックのみを実行することもできます。runInstaller
コマンドは、Oracle Application Server の CD-ROM（Disk 1）または DVD

（application_serverディレクトリ）にあります。

CD-ROM の場合 :

prompt> mount_point/904disk1/runInstaller -executeSysPrereqs

DVD の場合 :

prompt> mount_point/application_server/runInstaller -executeSysPrereqs

結果はログ・ファイルに書き込まれると同時に、画面にも表示されます。実行されるチェッ
クの種類の詳細は、4.12 項「インストーラにより実行される前提条件チェック」を参照して
ください。

表表表表 4-1 システム要件システム要件システム要件システム要件

項目項目項目項目 要件要件要件要件
インストーラにインストーラにインストーラにインストーラに
よるチェックよるチェックよるチェックよるチェック

オペレー
ティング・
システム

� Solaris 8

� Solaris 9

必須パッチのリストについては、4.2 項「オペレーティング・システムのパッチ」を参

照してください。

あり

IP コンピュータの IP アドレスは静的である必要があります。Oracle Application Server
では、Solaris DHCP を使用するコンピュータはサポートされていません。

DHCP は、Linux および Microsoft Windows でサポートされています。

なし

プロセッサ
の種類

プロセッサは、SPARC V9 アーキテクチャである必要があります。Oracle Application 
Server 10g（9.0.4）では、SPARC V8 およびそれ以前のプロセッサをサポートしていな

い Sun Java 1.4.1 HotSpot Server VM を使用しているためです。

なし
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システム要件
プロセッサ
速度

300 MHz 以上（450 MHz 推奨）。オラクル社は、複数 CPU 搭載コンピュータの使用を

お薦めします。

プロセッサ速度を調べるには、次に示すように psrinfoコマンドに -vオプションを

指定して実行します。

prompt> /usr/sbin/psrinfo -v
Status of processor 0 as of: 02/10/03 13:21:20
  Processor has been on-line since 02/04/03 15:45:07.
  The sparc processor operates at 450 MHz,
        and has a sparc floating point processor.

あり

表表表表 4-1 システム要件（続き）システム要件（続き）システム要件（続き）システム要件（続き）

項目項目項目項目 要件要件要件要件
インストーラにインストーラにインストーラにインストーラに
よるチェックよるチェックよるチェックよるチェック
要件 4-3



システム要件
メモリー 次に示す各種インストール・タイプのメモリー要件は、Oracle Application Server をイ

ンストールおよび実行するのに十分な物理メモリーです。ただし、ほとんどの本番サ
イトでは少なくとも 1 GB の物理メモリー構成が必要です。通信量の多いサイトでは、

メモリーをさらに増やすことによってパフォーマンスを向上させることができます。
Java アプリケーションで増量したメモリーを活用するには、OC4J プロセスに割り当て

られた最大ヒープを増やすか、OC4J プロセスを追加設定します。詳細は、『Oracle 
Application Server 10g パフォーマンス・ガイド』を参照してください。

実際のインストールに最適なメモリー容量を決定するには、サイトの負荷テストを行
うのが最善です。アプリケーションや利用パターンによって、リソースの要件は大幅
に異なることがあります。また、メモリーを監視するオペレーティング・システムの
ユーティリティでは、（共有メモリーを示すなどの理由で）メモリー使用を実際より多
く報告するものもあります。メモリー要件を決定するには、負荷テストの際に、物理
メモリーの追加によるパフォーマンスの向上を監視することをお薦めします。メモ
リーとプロセッサ・リソースをテスト用に構成する方法は、各プラットフォームのベ
ンダーのドキュメントを参照してください。

OracleAS Infrastructure 10g:

� OracleAS Metadata Repository および Identity Management:　1 GB

� Identity Management のみ :　512 MB

� OracleAS Metadata Repository のみ :　750 MB

Oracle Application Server の中間層 : 

� J2EE and Web Cache:　512 MB

� Portal and Wireless:　1 GB

� Business Intelligence and Forms:　1 GB

OracleAS Developer Kits 10g:　256 MB（512 MB 推奨）

メモリー容量を調べるには、次の prtconfコマンドを使用します。

prompt> /usr/sbin/prtconf | grep Memory

注意注意注意注意 :　　　　これらの値は、コンピュータごとに Oracle Application Server インスタンスが

1 つだけ実行されていると想定した場合のものです。同じコンピュータ上で複数のイン

スタンスを実行する場合は、4.1.1 項「同じコンピュータ上で複数のインスタンスを実

行する場合のメモリー要件」を参照してください。

メモリー要件が満たされない場合、インストーラにより警告が表示されます。すべて
のコンポーネントではなく一部のコンポーネントだけを設定する場合は、必要なメモ
リーが少なくなる可能性があるため、この警告は無視して続行できるようになってい
ます。ただし、サイトのテストを行い、十分なメモリーがあることを確認してくださ
い。

はい

表表表表 4-1 システム要件（続き）システム要件（続き）システム要件（続き）システム要件（続き）

項目項目項目項目 要件要件要件要件
インストーラにインストーラにインストーラにインストーラに
よるチェックよるチェックよるチェックよるチェック
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システム要件
ディスク領
域

OracleAS Infrastructure 10g: 2.6 GB

Oracle Application Server の中間層 : 

� J2EE and Web Cache:　450 MB

� Portal and Wireless:　975 MB

� Business Intelligence and Forms:　1.5 GB

OracleAS Developer Kits 10g:　520 MB

空きディスク領域を調べるには、次の dfコマンドを使用します。

prompt> df -k dir

dir は、Oracle Application Server をインストールするディレクトリ、またはそのディ

レクトリがまだ作成されていない場合はその親ディレクトリに置き換えます。たとえ
ば、Oracle Application Server を /opt/oracle/infraにインストールする場合は、

dir を /opt/oracleまたは /opt/oracle/infraに置き換えます。

なし

/tmp ディレ

クトリの領
域

150 MB

/tmpディレクトリの空き領域を調べるには、次の dfコマンドを使用します。

prompt> df -k /tmp

/tmpディレクトリに十分な空き領域がない場合は、環境変数 TMP を設定することに

より、別のディレクトリを指定できます。詳細は、4.8.5 項「TMP」を参照してくださ

い。

あり

表表表表 4-1 システム要件（続き）システム要件（続き）システム要件（続き）システム要件（続き）

項目項目項目項目 要件要件要件要件
インストーラにインストーラにインストーラにインストーラに
よるチェックよるチェックよるチェックよるチェック
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システム要件
スワップ領
域

使用可能なスワップ領域が 1.5 GB 以上。

使用可能なスワップ領域の大きさを調べるには、次の swapコマンドを使用します。

prompt> /usr/sbin/swap -l

free の欄の値は、未使用ブロックの数を示します。1 ブロックは 512 バイトです。ブ

ロックを KB に変換するには、この数値を 2 で割ります。たとえば、2,000,000 の未使

用ブロックは 1,000,000 KB になります。

十分なスワップ領域がない場合は、次の作業を実行します。

1. rootユーザーとしてログインし、空のスワップ・ファイルを作成します。

prompt> su
Password: root_user_password
# mkfile sizem swap_file_name

サイズをメガバイト単位で指定するには、"m" をサイズに追加します（例 : 
900m）。このファイルの最小サイズは、現在使用可能なスワップ領域と必要なス

ワップ領域の差よりも大きい必要があります。たとえば、空いているスワップ領
域が 100 MB である場合、このスワップ・ファイルは最低でも 1400 MB 以上必要

です。

2. 次のコマンドを使用して、ファイルをスワップ領域に追加します。

# /usr/sbin/swap -a swap_file_name

3. /etc/vfstabファイルに次の 1 行を追加します。この行を追加しない場合、新

しいスワップ領域はコンピュータを再起動するとなくなってしまいます。

/path/to/swap/file   -   -   swap   -   no   -

/path/to/swap/file を、スワップ・ファイルの場所に置き換えてください。

4. 新しいスワップ領域のサイズを確認します。

prompt> /usr/sbin/swap -l

あり

表表表表 4-1 システム要件（続き）システム要件（続き）システム要件（続き）システム要件（続き）

項目項目項目項目 要件要件要件要件
インストーラにインストーラにインストーラにインストーラに
よるチェックよるチェックよるチェックよるチェック
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システム要件
モニター 256 色表示機能。

モニターの表示機能を調べるには、次の手順を実行します。

1. 環境変数 DISPLAY が正しく設定されていることをチェックします。詳細は、

4.8.4 項「DISPLAY」を参照してください。確認するには、

/usr/openwin/bin/xclockを実行できるかどうかを試してみます。

2. xwininfoコマンドを実行します。

prompt> /usr/openwin/bin/xwininfo

"Depth" の行を探します。最低 8（ピクセル当たりのビット数）の深さが必要で

す。

あり

サポートさ
れているブ
ラウザ

次のブラウザがサポートされています。

� Microsoft Internet Explorer 5.5、6.0 以上

� Netscape 4.78、4.79、7 以上

� Mozilla 1.3.1 以上

ただし、Oracle Enterprise Manager は次のブラウザに対して最適化されています。

� Microsoft Internet Explorer 5.5、6.0 以上

� Netscape 7 以上

� Mozilla 1.3.1 以上

サポートされるブラウザの最新のリストは、http://www.oracle.co.jp/ にある「シス

テム要件」ページを参照してください。

なし

表表表表 4-1 システム要件（続き）システム要件（続き）システム要件（続き）システム要件（続き）

項目項目項目項目 要件要件要件要件
インストーラにインストーラにインストーラにインストーラに
よるチェックよるチェックよるチェックよるチェック
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システム要件
4.1.1 同じコンピュータ上で複数のインスタンスを実行する場合のメモリー要件同じコンピュータ上で複数のインスタンスを実行する場合のメモリー要件同じコンピュータ上で複数のインスタンスを実行する場合のメモリー要件同じコンピュータ上で複数のインスタンスを実行する場合のメモリー要件
同じコンピュータ上で OracleAS Infrastructure 10g と中間層を実行する場合、そのコン
ピュータが表 4-2 に示すメモリー要件を満たしていることを確認してください。

ここに示す値は、少人数のユーザーに対してテストされたものです。ユーザー数が多い場合
は、メモリー容量を増やす必要があります。

4.1.2 メモリー使用量を削減するためのヒントメモリー使用量を削減するためのヒントメモリー使用量を削減するためのヒントメモリー使用量を削減するためのヒント
メモリー使用量を削減する必要がある場合は、次の手順を実行します。

� 必要なコンポーネントのみを構成します。

� 必要なコンポーネントを含む中間層タイプで最も小さいものを選びます。

� インストール後、必要なコンポーネントのみを起動します。詳細は、『Oracle 
Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。

� 同じコンピュータ上に複数のインスタンスをインストールした場合は、インストール後
に Oracle Enterprise Manager コンポーネントを統合できます。たとえば、同じコン
ピュータ上に OracleAS Infrastructure 10g と中間層をインストールした場合、1 つを
Infrastructure 用、もう 1 つを中間層用というように 2 つの Oracle Enterprise Manager
コンポーネントを構成するのではなく、1 つの Oracle Enterprise Manager コンポーネン
トで OracleAS Infrastructure 10g と中間層の両方を管理するように構成できます。詳細
は、『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。

表表表表 4-2 同じコンピュータ上に複数のインスタンスがある場合のメモリー要件同じコンピュータ上に複数のインスタンスがある場合のメモリー要件同じコンピュータ上に複数のインスタンスがある場合のメモリー要件同じコンピュータ上に複数のインスタンスがある場合のメモリー要件

説明説明説明説明 必要とするメモリー必要とするメモリー必要とするメモリー必要とするメモリー

OracleAS Infrastructure 10g と J2EE and Web Cache 1 GB

OracleAS Infrastructure 10g と Portal and Wireless 1.5 GB

OracleAS Infrastructure 10g と Business Intelligence and Forms 1.5 GB
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オペレーティング・システムのパッチ
4.2 オペレーティング・システムのパッチオペレーティング・システムのパッチオペレーティング・システムのパッチオペレーティング・システムのパッチ
表 4-3 に、インストールを行う前にインストールしておく必要のある Solaris オペレーティン
グ・システムのパッチのリストを示します。パッチは次のサイトからダウンロードできま
す。

http://sunsolve.sun.com

パッチのインストール手順については、パッチに付属する README ファイルを参照してく
ださい。

ドメイン名のパッチ（112138-01 以上）も含めた J2SE パッチ・クラスタをインストールする
ことによって、すべてのパッチ要件を満たすことができます。

注意注意注意注意 : 表 4-3 に示すパッチは、ガイド発行時のものです。Sun 社では、
J2SE の必須パッチのリストがしばしば更新されます。パッチの最新のリス
トを確認するには、次の URL の「Readme」リンクをクリックしてくださ
い。http://sunsolve.sun.com/pub-cgi/show.pl?target=patches/J2SE
要件 4-9



オペレーティング・システムのパッチ
コンピュータにインストールされているオペレーティング・システムのパッチのリストを取コンピュータにインストールされているオペレーティング・システムのパッチのリストを取コンピュータにインストールされているオペレーティング・システムのパッチのリストを取コンピュータにインストールされているオペレーティング・システムのパッチのリストを取
得する方法得する方法得する方法得する方法

コンピュータにどのパッチがインストールされているかを調べるには、次の手順に従いま
す。

1. showrevコマンドに -pオプションを指定して実行します。次のコマンドによって、
patchListというファイルにソートされた出力が保存されます。

prompt> showrev -p | sort > patchList

表表表表 4-3 Solaris オペレーティング・システムの必須パッチオペレーティング・システムの必須パッチオペレーティング・システムの必須パッチオペレーティング・システムの必須パッチ

オペレーティング・オペレーティング・オペレーティング・オペレーティング・
システムシステムシステムシステム 必須パッチ必須パッチ必須パッチ必須パッチ

Solaris 8 � 108652-74 以上 : X11 6.4.1: Xsun Patch

� 108921-17 以上 : CDE 1.4: dtwm patch

� 108940-57 以上 : Motif 1.2.7 および 2.1.1: Runtime library patch

� 112003-03 以上 : Unable to load fontset in 64-bit Solaris 8 iso-1 or iso-15

� 108773-18 以上 : IIIM and X input & output method patch

� 111310-01 以上 : /usr/lib/libdhcpagent.so.1 patch

� 109147-26 以上 : Linker patch

� 111308-04 以上 : /usr/lib/libmtmalloc.so.1 patch

� 112438-02 以上 : /kernel/drv/random patch

� 108434-13 以上 : 32-bit shared library patch for C++

� 111111-03 以上 : /usr/bin/nawk patch

� 112396-02 以上 : /usr/bin/fgrep patch

� 110386-03 以上 : RBAC feature patch

� 111023-02 以上 : /kernel/fs/mntfs and /kernel/fs/sparcv9/mntfs patch

� 108987-13 以上 : Patch for patchadd and patchrm

� 108528-24 以上 : Kernel update patch

� 108989-02 以上 : /usr/kernel/sys/acctctl and /usr/kernel/sys/exacctsys patch

� 108993-26 以上 : LDAP2 client, libc, libthread and libnsl libraries patch

� 112138-01 以上 : usr/bin/domainname patch

Solaris 9 � 113096-03 以上 : X11 6.6.1: OWconfig patch

� 112785-26 以上 : X11 6.6.1: Xsun Patch
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オペレーティング・システムのパッチ
2. vi または emacs などのテキスト・エディタ内でファイルを開き、パッチ番号を検索しま
す。

インストーラによるオペレーティング・システムのパッチのチェックインストーラによるオペレーティング・システムのパッチのチェックインストーラによるオペレーティング・システムのパッチのチェックインストーラによるオペレーティング・システムのパッチのチェック

インストーラにより、コンピュータ上に必須パッチのバージョンが検索されます。完全一致
がない場合は、インストーラを起動したシェルに警告メッセージが表示されます。

CD-ROM: prompt> mount_point/904disk1/runInstaller
DVD:    prompt> mount_point/application_server/runInstaller
...
Some optional pre-requisite checks have failed. Continue? (y/n) [n] n

インストーラにより、終了するか継続するかを選択するよう要求されます。

すべてのパッチが揃っていない場合は「n」と入力してインストーラを終了します。ここで、
パッチをダウンロードしてインストールします。

すべての必須パッチが確実にインストールされている場合にのみ、「y」と入力します。
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オペレーティング・システム・パッケージ
4.3 オペレーティング・システム・パッケージオペレーティング・システム・パッケージオペレーティング・システム・パッケージオペレーティング・システム・パッケージ
コンピュータに次のオペレーティング・システム・パッケージがあることを確認してくださ
い。パッケージが存在しない場合、インストールを続行することはできません。

� SUNWarc

� SUNWbtool

� SUNWhea

� SUNWlibm

� SUNWlibms

� SUNWsprot

� SUNWsprox

� SUNWtoo

� SUNWi1of（「i」の後の文字は数字の「1」であり、アルファベットの「l」ではありま
せん）

� SUNWxwfnt

� SUNWi1cs（「i」の後の文字は数字の「1」であり、アルファベットの「l」ではありま
せん）

� SUNWi15cs（「i」の後の文字は数字の「1」であり、アルファベットの「l」ではありま
せん）

パッケージの最後の 2 つ（SUNWi1csと SUNWi15cs）は、ISO8859-1 と ISO8859-15 のコー
ドセットで必要です。

オペレーティング・システム・パッケージがコンピュータにインストールされているかどう
かを確認するには、pkginfoコマンドにパッケージの名前を指定して実行します。
pkginfoを実行するための構文を次に示します。

pkginfo package_name1 package_name2 ...

たとえば、リストで示したパッケージがすべてコンピュータにインストールされているかど
うかを確認するには、次のコマンドを実行します。

prompt> pkginfo SUNWarc SUNWbtool SUNWhea SUNWlibm SUNWlibms SUNWsprot SUNWsprox 
SUNWtoo SUNWi1of SUNWxwfnt SUNWi1cs SUNWi15cs

インストールされていないパッケージがある場合は、システム管理者に連絡してください。
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カーネル・パラメータ
4.4 カーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータカーネル・パラメータ
カーネル・パラメータが表 4-4 に示す最小値に設定されていることを確認してください。
カーネル・パラメータの値は、コンピュータ上の /etc/systemファイルに格納されていま
す。

/etc/systemファイルにパラメータが指定されていない場合、パラメータを指定する行を
追加する必要があります。表 4-4 に、各パラメータに関する行を示します。

注意注意注意注意 :

� カーネル・パラメータの値は、OracleAS Metadata Repository を実行
するコンピュータのみで必要です。インストーラでカーネル・パラ
メータがチェックされるのは、OracleAS Metadata Repository をイン
ストールする場合のみです。

� 要件を満たしていないカーネル・パラメータがある場合、インストー
ラによりエラー・メッセージが表示されます。カーネル・パラメータ
を必要な値に更新するまで、インストールを続行することはできませ
ん。

� カーネル・パラメータの値を更新した場合、コンピュータを再起動し
て新しい値を有効にする必要があります。

表表表表 4-4 カーネル・パラメータの値カーネル・パラメータの値カーネル・パラメータの値カーネル・パラメータの値

パラメータパラメータパラメータパラメータ /etc/system の行（最小値）の行（最小値）の行（最小値）の行（最小値） 説明説明説明説明

semmni set semsys:seminfo_semmni=100 システム全体のセマフォ・セットの最大数を定義し
ます。

semmns set semsys:seminfo_semmns=256 システム上の最大セマフォ数を定義します。この設
定は、最初のインストールに対してのみの、最小推
奨値です。

semmnsパラメータには、Oracle データベースごと

の processesパラメータの値の合計にその最大値

を 2 回加算し、さらにデータベースごとに 10 を加

算したものを設定する必要があります。

semmsl set semsys:seminfo_semmsl=256 最初のインストールに対してのみの、最小推奨値を
定義します。

shmmax set shmsys:seminfo_
shmmax=4294967295

1 つの共有メモリー・セグメントの許容可能な最大

サイズ（4 GB = 4294967295）を定義します。
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カーネル・パラメータの値を追加または更新するには、次の手順を実行します。

1. 値の変更が必要なコンピュータの rootユーザーになります。

2. /etc/systemファイルのバックアップ・コピーを作成します。たとえば、次のコマン
ドでは system.backというバックアップ・コピーが作成されます。

# cp /etc/system /etc/system.back

3. vi または emacs などのテキスト・エディタを使用して、必要に応じて /etc/system
ファイル内の値を更新するか、ファイルに新しい行を追加します。たとえば、次の各行
は、パラメータの値の例です。

set semsys:seminfo_semmni=300
set semsys:seminfo_semmns=800
set semsys:seminfo_semmsl=256
set shmsys:shminfo_shmmax=4294967295
set shmsys:shminfo_shmmin=1
set shmsys:shminfo_shmmni=512
set shmsys:shminfo_shmseg=150

4. コンピュータを再起動して、新しい値を有効にします。

shmmin set shmsys:seminfo_shmmin=1 単一の共有メモリー・セグメントの許容可能な最小
サイズを定義します。

注意注意注意注意 :　このパラメータは Solaris 9 では使用されま

せん。

shmmni set shmsys:seminfo_shmmni=100 システム全体の共有メモリー・セグメントの最大数
を定義します。

shmseg set shmsys:seminfo_shmseg=10 1 つのプロセスがアタッチできる共有メモリー・セ

グメントの最大数を定義します。

注意注意注意注意 :　このパラメータは Solaris 9 では使用されま

せん。

ヒントヒントヒントヒント : /etc/systemファイルのコメント文字はアスタリスク（*）で
あり、#ではありません。

表表表表 4-4 カーネル・パラメータの値カーネル・パラメータの値カーネル・パラメータの値カーネル・パラメータの値（続き）（続き）（続き）（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ /etc/system の行（最小値）の行（最小値）の行（最小値）の行（最小値） 説明説明説明説明
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4.5 ポートポートポートポート
Oracle HTTP Server、OracleAS Web Cache および Oracle Enterprise Manager など、多くの
Oracle Application Server コンポーネントでポートを使用します。インストーラにデフォル
トのポート番号を割り当ててもらうことも、ユーザーが指定したポート番号を使用すること
もできます。

� 4.5.1 項「デフォルトのポート番号の使用」

� 4.5.2 項「カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）」

� 4.5.3 項「ポート 1521 が使用されている場合」

4.5.1 デフォルトのポート番号の使用デフォルトのポート番号の使用デフォルトのポート番号の使用デフォルトのポート番号の使用
コンポーネントでデフォルトのポート番号を使用する場合は、特に何もする必要はありませ
ん。インストーラがコンポーネントに割り当てるデフォルトのポート番号については、付録
E「デフォルトのポート番号」を参照してください。

ヒントヒントヒントヒント : インストーラでは、/etc/servicesファイルで指定された
ポート番号の割当ては行いません。特定のポート番号でインストーラによ
る割当てを行わないようにするには、そのポート番号を /etc/services
ファイルに追加します。たとえば、あるアプリケーション用にポート 7777
を予約するには、次のような行を /etc/servicesに追加します。

myApplication      7777/tcp

この行が /etc/servicesファイル内にあると、インストーラではポート
7777 をどのコンポーネントにも割り当てません。
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4.5.2 カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）
インストーラがコンポーネントにカスタムのポート番号を割り当てるようにするには、次の
手順を実行します。

1. コンポーネント名とポート番号の入ったファイルを作成します。ファイルの書式は、
4.5.2.1 項「staticports.ini ファイルの書式」を参照してください。このファイルは通常
staticports.iniファイルという名前ですが、任意の名前を付けることができます。

2. インストーラを起動するとき、コマンドラインで該当するパラメータと
staticports.iniファイルへのフル・パスを指定します。

表 4-5 に、コマンドラインで静的ポートのファイルを指定するためのパラメータを示し
ます。太字のテキストは、異なる名前を示します。

注意注意注意注意 : Solaris オペレーティング・システムのデフォルトの構成では、
/etc/servicesファイルにポート 389 および 636 が含まれています

（LDAP および LDAP/SSL 用）。これらは、Oracle Internet Directory のデ
フォルトのポートでもあります。つまり、これらのポート番号を Oracle 
Internet Directory で使用するには、/etc/servicesファイル内のこれら
の行を削除するか、コメント・アウトする必要があります。行をコメン
ト・アウトするには、次に示すように、行の先頭に #を付けます。

# ldap   389/tcp   # Lightweight Directory Access Protocol
# ldap   389/udp   # Lightweight Directory Access Protocol
# ldaps  636/tcp   # LDAP protocol over TLS/SSL (was sldap)
# ldaps  636/udp   # LDAP protocol over TLS/SSL (was sldap)

/etc/servicesの行のコメント・アウトまたは削除を行わないと、イン
ストーラでポート 389 と 636 の割当てが行われず、Oracle Internet 
Directory のポート番号の範囲から別の数値が割り当てられます。デフォ
ルトのポート番号のリストについては、付録 E「デフォルトのポート番
号」を参照してください。

注意注意注意注意 : コマンドラインの静的ポートのパラメータは、各インストール・
タイプごとに異なります。必ずインストール・タイプに合ったパラメータ
を使用してください。指定したパラメータがインストール・タイプに合わ
ない場合、インストーラはすべてのコンポーネントにデフォルトのポート
を割り当てます。
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たとえば、OracleAS Infrastructure 10g をインストールする場合、次の構文を使用しま
す（コマンドは 1 行に入力します）。

prompt> mount_point/904disk1/runInstaller
   oracle.iappserver.infrastructure:s_staticPorts=/fullpath/to/local/
   staticports.ini

必ず staticports.iniファイルへのフル・パスを指定することに注意してください。
これは、インストーラが現在のディレクトリを変更し、インストーラを起動したディレ
クトリとは別のディレクトリにするためです。

ファイルへのフル・パスを指定しないと、インストーラはファイルを見つけることがで
きません。この場合、インストーラはすべてのコンポーネントにデフォルトのポートを
割り当てますが、警告は一切表示されません。

4.5.2.1 staticports.ini ファイルの書式ファイルの書式ファイルの書式ファイルの書式
staticports.iniファイルの書式は次のとおりです。port_num は、コンポーネントに使
用するポート番号に置き換えます。

# J2EE and Web Cache
Oracle HTTP Server port = port_num
Oracle HTTP Server Listen port = port_num
Oracle HTTP Server SSL port = port_num
Oracle HTTP Server Listen (SSL) port = port_num
Oracle HTTP Server Diagnostic port = port_num
Oracle HTTP Server Jserv port = port_num
Java Object Cache port = port_num
DCM Java Object Cache port = port_num
Oracle Notification Server Request port = port_num
Oracle Notification Server Local port = port_num
Oracle Notification Server Remote port = port_num
Application Server Control port = port_num
Application Server Control RMI port = port_num
Oracle Management Agent port = port_num
Web Cache HTTP Listen port = port_num

表表表表 4-5 コマンドラインで静的ポートのファイルを指定するためのパラメータコマンドラインで静的ポートのファイルを指定するためのパラメータコマンドラインで静的ポートのファイルを指定するためのパラメータコマンドラインで静的ポートのファイルを指定するためのパラメータ

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ 静的ポートのファイルを指定するパラメータ静的ポートのファイルを指定するパラメータ静的ポートのファイルを指定するパラメータ静的ポートのファイルを指定するパラメータ

OracleAS Infrastructure 10g oracle.iappserver.infrastructure:s_staticPorts=/fullpath/to/local/
   staticports.ini

中間層 oracle.iappserver.iapptop:s_staticPorts=/fullpath/to/local/
   staticports.ini

OracleAS Developer Kits 10g oracle.iappserver.devcorner:s_staticPorts=/fullpath/to/local/
   staticports.ini
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Web Cache HTTP Listen (SSL) port = port_num
Web Cache Administration port = port_num
Web Cache Invalidation port = port_num
Web Cache Statistics port = port_num
Log Loader port = port_num

# Business Intelligence and Forms
Discoverer OSAgent port = port_num
Reports Services SQL*Net port = port_num

# Infrastructure
Oracle Internet Directory port = port_num
Oracle Internet Directory (SSL) port = port_num
Oracle Certificate Authority SSL Server Authentication port = port_num
Oracle Certificate Authority SSL Mutual Authentication port = port_num

このファイルを作成する最も簡単な方法は、CD-ROM（Disk 1）または DVD にある
staticports.iniファイルをテンプレートとして使用することです。

1. staticports.iniファイルを CD-ROM または DVD からハード・ディスクにコピー
します。

2. ローカル・コピー（ハード・ディスク上にあるファイル）を編集して必要なポート番号
を含めます。

staticports.iniファイルですべてのコンポーネントのポート番号を指定する必要は
ありません。ファイルにないコンポーネントでは、インストーラによりデフォルトの
ポート番号が使用されます。

インストール中に OracleAS Metadata Repository で使用されるポート（ポート 1521）
の変更はできませんが、インストール後に変更できます。詳細は、『Oracle Application 
Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。

次の例では、Application Server Control のポートと OracleAS Web Cache のいくつかの
ポートを設定します。指定されていないコンポーネントには、インストーラによってデ
フォルトのポート番号が割り当てられます。

Application Server Control port = 2000
Web Cache Administration port = 2001
Web Cache Invalidation port = 2002
Web Cache Statistics port = 2003

表表表表 4-6 CD-ROM およびおよびおよびおよび DVD 内の内の内の内の staticports.ini ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所

メディアメディアメディアメディア staticports.ini ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所ファイルの場所

CD-ROM Disk 1: mount_point/904disk1/stage/Response/staticports.ini

DVD mount_point/application_server/stage/Response/staticports.ini
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インストールが完了したら、ORACLE_HOME/install/portlist.iniファイルで割
り当てられたポートを確認できます。

インストーラでは、メモリーをチェックすることにより、ファイルに指定されたポートが使
用可能であることが確認されます。つまり、インストーラが検出できるのは、実行中のプロ
セスで使用されているポートのみです。アプリケーションで使用されているポートを調べる
ために構成ファイルが確認されることはありません。

指定されたポートが使用できないことが検出されると、インストーラにより警告が表示され
ます。インストーラでは、使用できないポートの割当ては行われません。この問題を解決す
るには、次の手順を実行します。

1. staticports.iniファイルを編集して別のポートを指定するか、そのポートを使用し
ているアプリケーションをシャットダウンします。

2. 「再試行」をクリックします。インストーラは staticports.iniファイルの再読取り
を行い、ファイル内のエントリを再確認します。

ポート番号の選択に関する注意ポート番号の選択に関する注意ポート番号の選択に関する注意ポート番号の選択に関する注意 :

� ポート番号は 65536 を超えることはできません。

� コンポーネントに 1024 より小さいポート番号を使用する場合は、
rootユーザーとしてコンポーネントを実行する必要があります。

� コンポーネントに 1024 より小さいポート番号を使用する場合、インス
トール終了時にインストーラではそのコンポーネントを起動できませ
ん。起動する前に、コンポーネントを構成する必要があります。詳細
は、該当するコンポーネントのドキュメントを参照してください。

� ポート 389 と 636 を Oracle Internet Directory で使用するには、
/etc/servicesファイルでこれらのポート番号をコメント・アウト
します。詳細は、4-16 ページの「注意」を参照してください。

� Oracle HTTP Server と OracleAS Web Cache のポート番号を設定する
場合は、4.5.2.3 項「Oracle HTTP Server および OracleAS Web Cache
のポート」を必ずお読みください。

ヒントヒントヒントヒント : staticports.iniファイルは、Oracle Application Server の
インストール後に作成される ORACLE_HOME/install/portlist.ini
ファイルと同じ書式を使用しています。Oracle Application Server をすで
にインストールしている場合で、同じポート番号を別のインストールでも
使用するには、最初のインストールの portlist.iniファイルを、それ
以降のインストールの staticports.iniファイルとして使用できます。
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4.5.2.2 インストーラが指定されたポートではなくデフォルトのポートインストーラが指定されたポートではなくデフォルトのポートインストーラが指定されたポートではなくデフォルトのポートインストーラが指定されたポートではなくデフォルトのポート
を使用する原因となるエラー条件を使用する原因となるエラー条件を使用する原因となるエラー条件を使用する原因となるエラー条件
staticports.iniファイルは念入りに確認してください。間違いがあると、インストーラ
では警告を表示せずにデフォルトのポートを使用します。次のような点を確認します。

� 複数のコンポーネントに対して同じポートを指定すると、インストーラでは最初のコン
ポーネントに指定されたポートを使用し、それ以外のコンポーネントにはそれぞれのデ
フォルトのポートを使用します。インストーラは複数のコンポーネントに同じポートが
指定されていることに対する警告を発しません。

� staticports.iniファイルに構文エラーがある場合（=が抜けている行があるなど）、
インストーラはその行を無視します。インストーラは、このような行で指定されている
コンポーネントにはデフォルトのポートを割り当てます。インストーラは構文エラーの
ある行に対する警告を発しません。

� コンポーネント名のスペルを間違えると、インストーラはそのコンポーネントに対して
デフォルトのポートを割り当てます。ファイル内のコンポーネント名では大文字と小文
字が区別されます。インストーラは認識できない名前が指定された行に対する警告を発
しません。

� ポート番号に数値以外の値を指定すると、インストーラはその行を無視し、そのコン
ポーネントにはデフォルトのポート番号を割り当てます。これも警告を表示せずに行わ
れます。

� コマンドラインのパラメータのスペルを間違えても、インストーラでは警告を表示しま
せん。そのまま続行し、すべてのコンポーネントにデフォルトのポートを割り当てま
す。

� コマンドラインで staticports.ini ファイルの相対パスを指定すると
（./staticports.iniなど）、インストーラではファイルを見つけることができませ
ん。インストーラは警告を表示せずに続行し、すべてのコンポーネントにデフォルトの
ポートを割り当てます。staticports.iniファイルはフル・パスで指定する必要があ
ります。

� コマンドラインに指定したパラメータがインストール・タイプに合っていない場合でも
（たとえばインフラストラクチャのインストールで中間層のパラメータを指定した場合
など）、インストーラでは警告を発しません。そのまま続行し、すべてのコンポーネン
トにデフォルトのポートを割り当てます。
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4.5.2.3 Oracle HTTP Server およびおよびおよびおよび OracleAS Web Cache のポートのポートのポートのポート
これらのコンポーネントのポートを設定する場合は、次の点を理解しておく必要がありま
す。

Oracle HTTP Server の httpd.confファイルでは、Portおよび Listenの各ディレク
ティブで OracleAS Web Cache と Oracle HTTP Server で使用するポートを指定します。
staticports.iniファイルでこれらのポートを設定するための行は、どのコンポーネント
を構成するかによって異なります。

OracleAS Web Cache およびおよびおよびおよび Oracle HTTP Server を構成する場合を構成する場合を構成する場合を構成する場合

1. OracleAS Web Cache のポートを設定します。

OracleAS Web Cache では、Portディレクティブで指定されたポートを使用します（図
4-1）。このポートを設定するには、staticports.iniファイルで次の行を使用しま
す。

Web Cache HTTP Listen port = port_number

OracleAS Web Cache の SSL ポートを構成するには、次の行を使用します。

Web Cache HTTP Listen (SSL) port = port_number

この場合、「Oracle HTTP Server port」行を使用してポート番号を設定することはでき
ません。staticports.iniファイルに「Oracle HTTP Server port」と「Web Cache 
HTTP Listen port」の両方の行がある場合、「Oracle HTTP Server port」行は無視されま
す。たとえば、staticports.iniに次の行があるとします。

Web Cache HTTP Listen port = 7979
Oracle HTTP Server port = 8080

Portディレクティブは 7979 に設定されます。

2. Oracle HTTP Server のポートを設定します。

Oracle HTTP Server では、Listenディレクティブで指定されたポートを使用します。
このポートを設定するには、staticports.iniファイルで次の行を使用します。

Oracle HTTP Server Listen port = port_number

SSL のリスニング・ポートを構成するには、次の行を使用します。

Oracle HTTP Server Listen (SSL) port = port_number
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図図図図 4-1 OracleAS Web Cache およびおよびおよびおよび Oracle HTTP Server の構成の構成の構成の構成

Oracle HTTP Server のみを構成する場合（のみを構成する場合（のみを構成する場合（のみを構成する場合（OracleAS Web Cache は構成しない）は構成しない）は構成しない）は構成しない）

Oracle HTTP Server のみを構成する場合、Oracle HTTP Server で Portと Listenの両方の
ディレクティブを使用します（図 4-2）。この場合、両方のディレクティブが同じポート番号
を使用するように設定する必要があります。

これらのポートを設定するには、staticports.iniファイルの「Oracle HTTP Server 
port」および「Oracle HTTP Server Listen port」行を使用します。たとえば、次のようにな
ります。

Oracle HTTP Server port = 8080
Oracle HTTP Server Listen port = 8080

これらのポートの SSL バージョンを設定するには、次の行を使用します。SSL 非対応バー
ジョンと同様、ポート番号は同じである必要があります。

Oracle HTTP Server SSL port = 443
Oracle HTTP Server Listen (SSL) port = 443

staticports.iniの Web Cache の行を指定しても、OracleAS Web Cache は構成してい
ないため、それらの行は無視されます。
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図図図図 4-2 Oracle HTTP Server のみの構成のみの構成のみの構成のみの構成

4.5.2.4 例例例例
この項では、staticports.iniを使用するための一般的なシナリオについていくつか説明
します。

� 4.5.2.4.1 項「OracleAS Web Cache をフロントエンドとして使用し Oracle HTTP Server
でポート 80 とポート 443 を使用するように構成する」

� 4.5.2.4.2 項「Oracle HTTP Server で OracleAS Web Cache を使用せずにポート 80 および
ポート 443 を使用するように構成する」

4.5.2.4.1 OracleAS Web Cache をフロントエンドとして使用しをフロントエンドとして使用しをフロントエンドとして使用しをフロントエンドとして使用し Oracle HTTP Server でポートでポートでポートでポート 80
とポートとポートとポートとポート 443 を使用するように構成するを使用するように構成するを使用するように構成するを使用するように構成する  

このシナリオでは、次の行を含む staticports.iniファイルを作成します。

Web Cache HTTP Listen port = 80
Oracle HTTP Server Listen port = 81
Web Cache HTTP Listen (SSL) port = 443
Oracle HTTP Server Listen (SSL) port = 444

Oracle HTTP Server のリスニング・ポートおよび SSL リスニング・ポートは、使用できる
ポートのいずれでもかまいません。この例ではポート 81 とポート 444 を使用しています。
これらのポート番号には 1024 より小さいものを使用する必要はありません。1024 より小さ
いポート番号を使用する場合は、rootユーザーとして Oracle HTTP Server と OracleAS 
Web Cache を起動します。
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4.5.2.4.2 Oracle HTTP Server でででで OracleAS Web Cache を使用せずにポートを使用せずにポートを使用せずにポートを使用せずにポート 80 およびポートおよびポートおよびポートおよびポート 443 をををを
使用するように構成する使用するように構成する使用するように構成する使用するように構成する  

このシナリオでは、次の行を含む staticports.iniファイルを作成します。

Oracle HTTP Server port = 80
Oracle HTTP Server Listen port = 80
Oracle HTTP Server SSL port = 443
Oracle HTTP Server Listen (SSL) port = 443

注意注意注意注意 : 1024 より小さいポート番号を使用しているため、Oracle HTTP 
Server と OracleAS Web Cache は rootユーザーとして実行するように構
成する必要があります。構成は、インストール中またはインストール後に
行うことができます。

� インストール中に構成を行うには、root.shを実行した後、7.17 項
「インストールの一部 :　インストールの最後のいくつかの画面」に示
した手順に従い、その後で「OK」をクリックする必要があります。
root.shはインストールの最後の方で実行します。

� インストール後に構成を行うように選択することもできますが、イン
ストーラではコンポーネントを起動できないことに注意してください

（まだ構成されていないため）。

詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』および『Oracle Application 
Server Web Cache 管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 1024 より小さいポート番号を使用しているため、Oracle HTTP 
Server は rootユーザーとして実行するように設定する必要があります。
詳細は、4-16 ページの「注意」を参照してください。
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4.5.3 ポートポートポートポート 1521 が使用されている場合が使用されている場合が使用されている場合が使用されている場合
インストーラはポート 1521 を OracleAS Metadata Repository のリスナー（リリース 9.0.1.5)
に設定します。このポートは staticports.iniファイルでは変更できません。

Oracle9i データベース・リスナーなどの既存のアプリケーションがポート 1521 をすでに使
用している場合、インストーラを実行する前に何らかの措置が必要になることがあります。
詳細は、次の項を参照してください。

� 4.5.3.1 項「ポート 1521 が既存の Oracle9i データベースで使用されている場合」

� 4.5.3.2 項「ポート 1521 が他のアプリケーションで使用されている場合」

4.5.3.1 ポートポートポートポート 1521 が既存のが既存のが既存のが既存の Oracle9i データベースで使用されている場合データベースで使用されている場合データベースで使用されている場合データベースで使用されている場合
Oracle9i データベースをすでに実行しているコンピュータに OracleAS Metadata Repository
用の新規のデータベースをインストールする場合は、両方のデータベースのリスナーが競合
しないことを確認してください。

既存のデータベースと OracleAS Metadata Repository のデータベースの両方で同じリスナー
が使用できる場合があります。これには、既存のリスナーとポート番号を考慮する必要があ
ります。表 4-7 に、各種シナリオとその結果を示します。

インストール後、OracleAS Metadata Repository のリスナーが別のポートを使用するように
変更できます。詳細は、『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : コンピュータに、EXTPROC キーで IPC プロトコルを使用するリ
スナーがある場合、そのキーが別の値を持つように変更する必要がありま
す。これは、OracleAS Metadata Repository のリスナーが EXTPROC キー
を使用する必要があるためです。
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リスナーのリリースを確認するには、次のコマンドを実行します。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl VERSION

ここで ORACLE_HOME は、データベースのホーム・ディレクトリです。

同じコマンドを使用して、リスナーのポートを確認することもできます。

コマンドの出力例を次に示します。

$ lsnrctl VERSION
LSNRCTL for Solaris: Version 9.0.1.5.0 - Production on 29-APR-2003 19:26:18

Copyright (c) 1991, 2001, Oracle.  All rights reserved.

Connecting to 
(DESCRIPTION=(ADDRESS=(PROTOCOL=TCP)(HOST=test-sun.us.oracle.com)(PORT=1521)))
TNSLSNR for Solaris: Version 9.0.1.5.0 - Production
        TNS for Solaris: Version 9.0.1.5.0 - Production
        Unix Domain Socket IPC NT Protocol Adaptor for Solaris: Version 9.0.1.5.0 - 
Production
        Oracle Bequeath NT Protocol Adapter for Solaris: Version 9.0.1.5.0 - 
Production
The command completed successfully

表表表表 4-7 OracleAS Metadata Repository をインストールするコンピュータに既存のデータベースがある場合のシナリをインストールするコンピュータに既存のデータベースがある場合のシナリをインストールするコンピュータに既存のデータベースがある場合のシナリをインストールするコンピュータに既存のデータベースがある場合のシナリ
オとその結果オとその結果オとその結果オとその結果

既存のリスナーの既存のリスナーの既存のリスナーの既存のリスナーの
リリースリリースリリースリリース 既存のリスナーがポート既存のリスナーがポート既存のリスナーがポート既存のリスナーがポート 1521 を使用を使用を使用を使用 既存のリスナーがポート既存のリスナーがポート既存のリスナーがポート既存のリスナーがポート 1521 以外を使用以外を使用以外を使用以外を使用

9.0.1 より前 OracleAS Metadata Repository のリスナー

は、既存のデータベースと OracleAS 
Metadata Repository の両方をサポートしま

す。

詳細は、4.5.3.1.1 項「シナリオ 1:　既存のリ

スナーがポート 1521 を使用し、リスナーの

リリースは 9.0.1 より前である」を参照して

ください。

リスナーが 2 つになります。

詳細は、4.5.3.1.3 項「シナリオ 3:　既存のリス

ナーがポート 1521 以外を使用する」を参照し

てください。

9.0.1 以上 既存のリスナーは、既存のデータベースと
OracleAS Metadata Repository の両方をサ

ポートします。

4.5.3.1.2 項「シナリオ 2:　既存のリスナーが

ポート 1521 を使用し、リスナーのリリース

は 9.0.1 以上である」を参照してください。

リスナーが 2 つになります。

詳細は、4.5.3.1.3 項「シナリオ 3:　既存のリス

ナーがポート 1521 以外を使用する」を参照し

てください。
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4.5.3.1.1 シナリオシナリオシナリオシナリオ 1:　既存のリスナーがポート　既存のリスナーがポート　既存のリスナーがポート　既存のリスナーがポート 1521 を使用し、リスナーのリリースはを使用し、リスナーのリリースはを使用し、リスナーのリリースはを使用し、リスナーのリリースは 9.0.1
より前であるより前であるより前であるより前である  

リリース 9.0.1 より前のリスナーには、OracleAS Metadata Repository と互換性がありませ
ん。この場合は、リリース 9.0.1.5 のリスナーをインストールする OracleAS Metadata 
Repository をインストールし、この新しいリスナーを両方のデータベースで使用します。

1. OracleAS Metadata Repository をインストールする前に、既存のリスナーを停止しま
す。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/lsnrctl stop

ORACLE_HOME は、既存のデータベースのホーム・ディレクトリです。

既存のリスナーを停止しない場合、インストールに失敗します。

2. OracleAS Metadata Repository をインストールします。

第 6 章「OracleAS Infrastructure 10g のインストール」にある OracleAS Metadata 
Repository の任意のインストール手順を参照してください（6.17 項「OracleAS 
Infrastructure 10g のインストール」または 6.18 項「既存の Oracle Internet Directory に
対する OracleAS Infrastructure 10g のインストール」など）。

3. 必要に応じて、新しいリスナーの構成ファイルを更新します。リスナーの構成ファイル
の名前は listener.oraで、ORACLE_HOME/network/adminディレクトリにありま
す。

a. 既存のリスナーの構成ファイルのネットワーク・アドレスのエントリを確認しま
す。

既存のリスナーの構成ファイルに次のネットワーク・アドレスしかない場合は、

* TCP Port 1521

* IPC key EXTPROC

リリース 9.0.1.5 のリスナーの構成ファイルのネットワーク・アドレスを編集する必
要はありません。

構成ファイルに他のネットワーク・アドレスがある場合は、それらを新しいリス
ナーの構成ファイルに追加する必要があります。

b. 既存のリスナーの構成ファイルの SID_DESC のエントリを確認します。

既存のリスナーの構成ファイルに、既存のデータベースの SID_DESC のエントリが
ある場合は、それらのエントリを新しいリスナーの構成ファイルに追加する必要が
あります。

c. 既存のリスナー（リリース 9.0.1 より前のもの）は起動しないでください。新しい
リスナーが両方のデータベースをサポートできるようになったため、既存のリス
ナーを実行する必要はなくなりました。
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4.5.3.1.2 シナリオシナリオシナリオシナリオ 2:　既存のリスナーがポート　既存のリスナーがポート　既存のリスナーがポート　既存のリスナーがポート 1521 を使用し、リスナーのリリースはを使用し、リスナーのリリースはを使用し、リスナーのリリースはを使用し、リスナーのリリースは 9.0.1
以上である以上である以上である以上である  

既存のリスナーは、既存のデータベースと OracleAS Metadata Repository の両方をサポート
します。インストーラでは、この構成を自動的に行います。ユーザー側では何もする必要は
ありません。

既存のリスナーは、インストール中は停止する必要があります。

4.5.3.1.3 シナリオシナリオシナリオシナリオ 3:　既存のリスナーがポート　既存のリスナーがポート　既存のリスナーがポート　既存のリスナーがポート 1521 以外を使用する以外を使用する以外を使用する以外を使用する  

リスナーを 2 つ実行します。既存のリスナーのリリースには関係なく、1 つは既存のデータ
ベース用で、もう 1 つは OracleAS Metadata Repository 用になります。

既存のリスナーはポート 1521 を使用しないため、インストール中に実行していてもかまい
ません。

4.5.3.2 ポートポートポートポート 1521 が他のアプリケーションで使用されている場合が他のアプリケーションで使用されている場合が他のアプリケーションで使用されている場合が他のアプリケーションで使用されている場合
ポート 1521 でリスニングしているアプリケーションが他にある場合、それらが別のポート
でリスニングするように再構成する必要があります。それが可能ではない場合は、OracleAS 
Metadata Repository のインストール中はそのアプリケーションをシャットダウンしてくだ
さい。インストール後、OracleAS Metadata Repository が 1521 以外のポートを使用するよ
うに再構成できます。手順については、『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参
照してください。

注意注意注意注意 : 前述の手順 c は大変重要です。1 つリスナー（新しいリスナー）を
実行するだけで、 両方のデータベースをサポートできます。
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4.6 オペレーティング・システム・グループオペレーティング・システム・グループオペレーティング・システム・グループオペレーティング・システム・グループ
次の場合、オペレーティング・システム・グループを作成する必要があります。

� Oracle 製品が入っていないコンピュータに Oracle Application Server をインストールす
る場合は、インベントリ・ディレクトリを所有するためのグループを作成します。詳細
は、4.6.1 項「インベントリ・ディレクトリのグループの作成」を参照してください。

� OracleAS Metadata Repository を新規データベース（インストーラにより作成された
データベース）にインストールする場合、データベース管理者のグループを作成しま
す。詳細は、4.6.2 項「データベース管理者のグループの作成」を参照してください。

ローカルのオペレーティング・システム・グループを作成するには、Solaris Management 
Console を使用します。

1. Solaris Management Console のウィンドウを表示するモニターを示すように、環境変数
DISPLAY を設定します。環境変数の設定については、4.8.4 項「DISPLAY」を参照して
ください。

2. Solaris Management Console を起動します。

prompt> /usr/sadm/bin/smc

3. 左フレームで「This Computer」を展開し、次に「System Configuration」を展開しま
す。

4. 「Users」をクリックします。「Log In」ウィンドウが表示されます。

5. 「Log In」ウィンドウで、rootユーザーとしてログインします。

6. 左フレームで「Users」を展開し、「Groups」を選択します。

7. 「Action」 > 「Add Group」の順に選択します。

8. 「Group Name」に、グループの名前を入力します。

9. （オプション）「Group ID Number」に、グループの ID 番号を入力します。

OracleAS Active Failover Cluster 環境を設定する場合、各ノードに同じグループを設定
する必要があるため、グループ ID が重要になります。詳細は、9.3.1.5 項「クラスタ内
のすべてのノードに同じユーザーおよびグループを作成」を参照してください。

10.「OK」をクリックします。

オペレーティング・システムのユーザーとグループの詳細は、オペレーティング・システム
のドキュメントを参照するか、システム管理者に問い合せてください。
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4.6.1 インベントリ・ディレクトリのグループの作成インベントリ・ディレクトリのグループの作成インベントリ・ディレクトリのグループの作成インベントリ・ディレクトリのグループの作成
Oracle 製品が入っていないコンピュータに Oracle Application Server をインストールする場
合は、インベントリ・ディレクトリを所有するためのグループを作成します。インストーラ
では、コンピュータにインストールされている Oracle 製品を把握するために、インベント
リ・ディレクトリにファイルを書き込みます。

このガイドでは、このオペレーティング・システム・グループに oinstallという名前を使
用します。

インベントリ・ディレクトリ用に別のグループを用意することによって、様々なユーザーが
コンピュータに Oracle 製品をインストールできるようにします。ユーザーは、インベント
リ・ディレクトリへの書込み権限が必要です。これには、oinstallグループに所属しま
す。

コンピュータに Oracle 製品を初めてインストールするとき、インストーラにより、インベ
ントリ・ディレクトリのグループ名を入力する画面と、インベントリ・ディレクトリの場所
を入力する画面が表示されます。

インベントリ・ディレクトリのデフォルトの名前は oraInventoryです。

コンピュータ上にすでにインベントリ・ディレクトリがあるかどうかが不明である場合は、
/var/opt/oracle/oraInst.locファイルを確認します。このファイルには、インベン
トリ・ディレクトリの場所と、それを所有するグループが一覧表示されます。ファイルがな
い場合は、そのコンピュータには Oracle 製品がインストールされていません。
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4.6.2 データベース管理者のグループの作成データベース管理者のグループの作成データベース管理者のグループの作成データベース管理者のグループの作成
この項の内容は、インストーラによって作成された新規データベースに OracleAS Metadata 
Repository をインストールする場合にのみ適用されます。

データベースがマウントされておらず、データベースの認証が使用できない場合、データ
ベースではオペレーティング・システム・グループを使用してユーザー権限を判断します。
データベースでは、次のグループと権限を認識します。

これらのグループのオペレーティング・システム・グループを作成する必要があります。

dbaというオペレーティング・システム・グループが SYSDBA 権限を持つようにするには、
次の手順を実行します。

1. dbaグループを作成します。

2. インストーラを実行するユーザーが必ず dbaグループのメンバーであるようにします。

別のオペレーティング・システム・グループが SYSDBA 権限を持つようにするには、また
は SYSDBA 権限と SYSOPER 権限を別のグループに関連付けるには、インストーラを実行す
るユーザーが dbaグループに所属しないようにします。

インストーラを実行するユーザーが dbaグループに所属していない場合、インストーラによ
り、データベース管理者権限を持つグループの名前を入力する画面が表示されます。画面に
は 2 つのフィールドがあります。1 つは OSDBA グループ用で、もう 1 つは OSOPER グルー
プ用です（表 4-8 を参照）。2 つのフィールドに同じオペレーティング・システム・グループ
を入力することもできます。

表表表表 4-8 OSOPER グループとグループとグループとグループと OSDBA グループの権限グループの権限グループの権限グループの権限

グループグループグループグループ 説明説明説明説明

OSDBA データベース管理者のグループです。このグループのユーザーには、
SYSDBA 権限が付与されます。

OSOPER このグループのユーザーには、基本的なメンテナンスに必要な権限から構成
される SYSOPER 権限が付与されます。これには、データベースの起動と

シャットダウン、およびデータベース操作に必要なその他の権限が含まれま
す。SYSOPER 権限は SYSDBA 権限のサブセットです。
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4.7 オペレーティング・システム・ユーザーオペレーティング・システム・ユーザーオペレーティング・システム・ユーザーオペレーティング・システム・ユーザー
Oracle 製品のインストールとアップグレードを行うオペレーティング・システム・ユーザー
を作成します。インストーラを実行するオペレーティング・システム・ユーザーは、次の
ディレクトリに対する書込み権限を持っている必要があります。

� Oracle ホーム・ディレクトリ。インストールする製品のファイルが含まれるディレクト
リです。

� インベントリ・ディレクトリ。すべての Oracle 製品でインストーラにより使用される
ディレクトリです。

コンピュータに他の Oracle 製品がある場合、すでにこのためのユーザーが作成されている
可能性があります。/var/opt/oracle/oraInst.locファイルで確認してください。こ
のファイルには、インベントリ・ディレクトリの場所と、それを所有するグループが一覧表
示されます。ファイルがない場合は、そのコンピュータには Oracle 製品がインストールさ
れていません。

Oracle 製品のインストール用のユーザーがまだない場合は、次のプロパティを持ったユー
ザーを作成します。

ローカルのオペレーティング・システム・ユーザーを作成するには、Solaris Management 
Console を使用します。

表表表表 4-9 インストーラを実行するオペレーティング・システム・ユーザーのプロパティインストーラを実行するオペレーティング・システム・ユーザーのプロパティインストーラを実行するオペレーティング・システム・ユーザーのプロパティインストーラを実行するオペレーティング・システム・ユーザーのプロパティ

項目項目項目項目 説明説明説明説明

ログイン名 ユーザーには任意の名前を使用できます。このガイドでは oracle
ユーザーと呼びます。

グループ識別子 oracleユーザーのプライマリ・グループは、oraInventoryディレ

クトリに対する書込み権限を持っている必要があります。このグルー
プの詳細は、4.6.1 項「インベントリ・ディレクトリのグループの作成」

を参照してください。

グループには任意の名前を使用できます。このガイドでは、oinstall
という名前を使用します。

ホーム・ディレクトリ oracleユーザーのホーム・ディレクトリは、他のユーザーのホーム・

ディレクトリと同じにすることができます。

ログイン・シェル デフォルトのログイン・シェルは C、Bourne または Korn シェルです。

注意注意注意注意 : oracleユーザーは、Oracle 製品のインストールおよびメンテナ
ンスにのみ使用します。インストーラと関連のない目的で使用しないでく
ださい。ルートを oracleユーザーとして使用しないでください。
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1. Solaris Management Console のウィンドウを表示するモニターを示すように、環境変数
DISPLAY を設定します。環境変数の設定については、4.8.4 項「DISPLAY」を参照して
ください。

2. Solaris Management Console を起動します。

prompt> /usr/sadm/bin/smc

3. 左フレームで「This Computer」を展開し、次に「System Configuration」を展開しま
す。

4. 「Users」をクリックします。「Log In」ウィンドウが表示されます。

5. 「Log In」ウィンドウの「User Name」に「root」と入力します。「Password」に、
ルートのパスワードを入力します。

6. 左フレームで「Users」を展開し、「User Accounts」を選択します。

7. 「Action」 > 「Add User」 > 「With Wizard」の順に選択します。

8. 「User Name」に、ユーザーの名前（oracle）を入力します。「Full Name」フィールド
と「Description」フィールドはオプションです。「Next」をクリックします。

9. 「User ID Number」はデフォルト値を使用します。「Next」をクリックします。

10.「User Must Use This Password At First Login」を選択し、ユーザーのパスワードを入力
します。「Next」をクリックします。

11.「Primary Group」で、ユーザーのプライマリ・グループを選択します。これは、インベ
ントリ・ディレクトリを所有するために作成したグループです。詳細は、4.6.1 項「イン
ベントリ・ディレクトリのグループの作成」を参照してください。「Next」をクリック
します。

12.「Path」に、ユーザーのホーム・ディレクトリを入力します。「Next」をクリックしま
す。

13. ユーザーのメール・サーバー情報を確認し、「Next」をクリックします。

14. ユーザー情報を確認して「Finish」をクリックすると、ユーザーが作成されます。

オペレーティング・システム・ユーザーが所属するグループを確認するには、groupsコマ
ンドにユーザー名を指定して実行します。たとえば、次のようになります。

prompt> groups oracle

オペレーティング・システムのユーザーとグループの詳細は、オペレーティング・システム
のドキュメントを参照するか、システム管理者に問い合せてください。
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4.8 環境変数環境変数環境変数環境変数
Oracle Application Server をインストールするオペレーティング・システム・ユーザーは、
次の環境変数を設定（または設定解除）する必要があります。表 4-10 に、環境変数の設定ま
たは設定解除の概要を示します。

4.8.1 環境変数のヒント環境変数のヒント環境変数のヒント環境変数のヒント
次に、環境変数を扱う際のヒントを示します。

� .profileファイルに環境変数を設定した場合、それらは読み取られない場合がありま
す。環境変数が必ず正しい値に設定されていることを確認するには、インストーラを実
行するシェルでそれらの値をチェックします。

� 環境変数の値をチェックするには、envコマンドを使用します。これにより、現在定義
されているすべての環境変数とそれらの値が表示されます。

% env

� ユーザーの切り替え（rootユーザーから oracleユーザーなど）に suコマンドを使用
した場合、もし自分が新しいユーザーの場合は、新しいユーザーに環境変数が渡されな
い場合があるため、環境変数をチェックします。これは、suに -パラメータを付けて
実行した場合（su - user）でも起こることがあります。

# /* root user */
# su - oracle
% env

表表表表 4-10 環境変数の概要環境変数の概要環境変数の概要環境変数の概要

環境変数環境変数環境変数環境変数 設定または設定解除設定または設定解除設定または設定解除設定または設定解除

ORACLE_HOME と
ORACLE_SID

どちらでもよい（この 2 つの環境変数はインストーラが設定解

除する）。

PATH、CLASSPATH および
LD_LIBRARY_PATH

Oracle ホーム・ディレクトリ内のディレクトリへの参照を含め

ない。

DISPLAY インストーラのウィンドウを表示するモニターに設定する。

TMP オプション。設定しない場合、/tmpがデフォルトに設定され

る。

TNS_ADMIN 設定解除。
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4.8.2 ORACLE_HOME とととと ORACLE_SID
これらの環境変数はインストーラが設定解除するため、起動時には設定または設定解除のど
ちらになっていてもかまいません。

4.8.3 PATH、、、、CLASSPATH およびおよびおよびおよび LD_LIBRARY_PATH
PATH、CLASSPATH および LD_LIBRARY_PATH の各環境変数は、Oracle ホーム・ディレ
クトリを参照しないように編集します。

4.8.4 DISPLAY
環境変数 DISPLAY を X サーバーを示すように設定すると、インストーラが表示されます。
環境変数 DISPLAY のフォーマットは次のとおりです。

hostname:display_number.screen_number

例（C シェル）:

% setenv DISPLAY test.mydomain.com:0.0

例（Bourne/Korn シェル）:

$ DISPLAY=test.mydomain.com:0.0; export DISPLAY

次のように、xclock プログラムを実行してディスプレイをテストできます。

$ /usr/openwin/bin/xclock &

Oracle Application Server ではインストール中のみ X サーバーを実行する必要があります。
オペレーティング・システムにインストールされているフレーム・バッファ X サーバーで
は、インストール中はログインしたままの状態でフレーム・バッファが動作していることが
必要です。これを行わない場合は仮想フレーム・バッファを使用します。仮想フレーム・
バッファには、X Virtual Frame Buffer（XVFB）や Virtual Network Computing（VNC）が
あります。

XVFB の入手方法およびインストール方法、または他の仮想フレーム・バッファ・ソリュー
ションの詳細は、OTN-J（Oracle Technology Network Japan）のサイト

（http://otn.oracle.co.jp/）を参照してください。
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4.8.5 TMP
インストール中、インストーラでは一時ファイルを一時ディレクトリに書き込む必要があり
ます。デフォルトでは、一時ディレクトリは /tmpです。

インストーラで /tmp以外のディレクトリを使用するには、環境変数 TMP にかわりのディ
レクトリのフル・パスを設定します。このディレクトリは、表 4-1 に示した要件を満たして
いる必要があります。

例（C シェル）:

% setenv TMP /tmp2

例（Bourne/Korn シェル）:

$ TMP=/tmp2; export TMP

4.8.6 TNS_ADMIN
この項では次の 2 つの要件について説明します。

� 環境変数 TNS_ADMIN は設定しません。

� /etcディレクトリと/var/opt/oracleディレクトリにtnsnames.oraファイルを含
めない。

これらの要件は、異なる Oracle 製品の Net 構成ファイル間の競合を避けるために必要です。

TNS_ADMIN を設定する必要がある場合、あるいは /etcまたは /var/opt/oracleに
tnsnames.oraファイルがある場合は、Oracle Application Server をインストールする前に
次の手順を行ってください。

1. /etcまたは /var/opt/oracleに tnsnames.oraファイルがある場合は、ファイル
をこれらのディレクトリから別のディレクトリに移動します。または、ファイルの名前
を変更します。

2. 環境変数 TNS_ADMIN が設定されていないことを確認します。

例（C シェル）:

% unsetenv TNS_ADMIN

例（Bourne/Korn シェル）:

$ unset TNS_ADMIN

インストールの後、新しく作成された tnsnames.oraファイルの内容を既存の
tnsnames.oraファイルにマージできます。
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4.9 /etc/hosts ファイルファイルファイルファイル
/etc/hostsファイルは次の項目に影響します。

� 4.9.1 項「デフォルトの Identity Management レルムの場所」

� 4.9.2 項「OracleAS Single Sign-On のホスト名」

ただし、/etc/hostsファイルを編集せずに必要な値を入力する方法が別にあります。詳細
は、次を参照してください。

4.9.1 デフォルトのデフォルトのデフォルトのデフォルトの Identity Management レルムの場所レルムの場所レルムの場所レルムの場所
インストーラによって /etc/hostsファイルが読み取られ、デフォルトの Identity 
Management レルムの場所が作成されます。「Internet Directory のネームスペースの指定」
画面にこの場所が表示されます。

/etc/hostsファイルは次のような書式になっている必要があります。

ip_address   fully_qualified_hostname   short_hostname

例 : 

123.45.67.89   primaryHost.mydomain.com   primaryHost

この例では、デフォルトの Identity Management レルムは、"dc=mydomain,dc=com" のよ
うになります。

このファイルが別の書式を使用している場合は、インストーラは正しくない値を画面に表示
します。たとえば、/etc/hostsに次の行が含まれていると、

123.45.67.89   primaryHost   primaryHost.mydomain.com  <--- incorrect format

インストーラは、デフォルトの Identity Management レルムとして
"dc=primaryHost,dc=com" を表示します。これはデフォルトの Identity Management レ
ルムには設定すべきではない値です。

ヒントヒントヒントヒント : /etc/hostsファイルに別の書式を使用する必要がある場合は、
必要な書式が使用できるようにファイルを編集し、インストールを実行し
てから、インストール後にファイルを元の書式に戻します。

/etc/hostsファイルを編集できない、または編集したくない場合は、デ
フォルトの Identity Management レルムに設定する値を「Internet 
Directory のネームスペースの指定」画面の「カスタム・ネームスペース
:」フィールドに入力できます。
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4.9.2 OracleAS Single Sign-On のホスト名のホスト名のホスト名のホスト名
OracleAS Single Sign-On をインストールするときに、/etc/hostsファイルにコンピュー
タのホスト名しかなく、ドメイン名が含まれていない場合、ホスト名（ドメイン名なし）を
使用した Single Sign-On Server へのサインオンのみが可能になります。

Single Sign-On Server への接続にドメイン名が必要になるようにするには、/etc/hosts
ファイルを編集し、ドメイン名を入れます。このファイルを編集しない場合は、インストー
ラのコマンドライン・パラメータ OUI_HOSTNAMEを使用し、/etc/hostsの値を上書きで
きます。たとえば、次のようになります。

prompt> mount_point/904disk1/runInstaller OUI_HOSTNAME=myserver.mydomain.com
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4.10 ネットワーク関連項目ネットワーク関連項目ネットワーク関連項目ネットワーク関連項目
通常、Oracle Application Server をインストールするコンピュータはネットワークに接続さ
れており、Oracle Application Server インストールが入るだけのローカル記憶域があり、表
示モニターと CD-ROM ドライブまたは DVD-ROM ドライブがあります。

この項では、このような典型的なシナリオとは異なるコンピュータに Oracle Application 
Server をインストールする方法について説明します。次のような場合を扱います。

� 4.10.1 項「複数のネットワーク・カードを持つコンピュータへのインストール」

� 4.10.2 項「NFS マウントされたストレージへのインストール」

� 4.10.3 項「1 つのインストールからの複数のインスタンスの実行」

� 4.10.4 項「CD-ROM または DVD からハード・ドライブへのコピーとハード・ドライブ
からのインストール」

� 4.10.5 項「リモートの CD-ROM または DVD ドライブからのインストール」

� 4.10.6 項「リモート・コンピュータへのインストール」

� 4.10.7 項「NIS および NIS+ のサポート」

4.10.1 複数のネットワーク・カードを持つコンピュータへのインストール複数のネットワーク・カードを持つコンピュータへのインストール複数のネットワーク・カードを持つコンピュータへのインストール複数のネットワーク・カードを持つコンピュータへのインストール
複数のネットワーク・カードを持つコンピュータに Oracle Application Server をインストー
ルする場合、インストーラでは /etc/hostsファイルの最初の名前を使用します。使用す
るホスト名が最初になるように、このファイルの行を並べ替える必要があります。インス
トール後、ファイルを元の状態に戻すことができます。
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4.10.2 NFS マウントされたストレージへのインストールマウントされたストレージへのインストールマウントされたストレージへのインストールマウントされたストレージへのインストール
Oracle Application Server は、通常の NFS を使用する Sun 社のマシンにはインストールお
よび実行ができません。Oracle Application Server を NFS システムで実行するには、保証さ
れた NFS マウント済のストレージ・システムを使用する必要があります。

現在、Oracle Application Server は次の NFS システムでの動作が保証されています。

� Network Appliance（NetApp）ファイラー

NetApp システムは、少なくともリモートのインストール・ユーザーとリモートの root
ユーザーにエクスポートする必要があります。これには、exportfsコマンドを使用しま
す。

prompt> exportfs -i /vol/vol1

最新の保証リストで新しい情報を確認するには、OTN-J（Oracle Technology Network 
Japan）のサイト（http://otn.oracle.co.jp/）を参照してください。

4.10.3 1 つのインストールからの複数のインスタンスの実行
Oracle Application Server コンポーネントは、インストールされているコンピュータでのみ
実行されることを想定しています。コンピュータが NFS を介してファイルにアクセスでき
ても、リモート・コンピュータでコンポーネントを実行することはできません。

図 4-3 Oracle Application Server はインストールされているコンピュータでのみ実行
4-40 Oracle Application Server 10gインストレーション・ガイド 10g（9.0.4）for Solaris Operating System（SPARC）



ネットワーク関連項目
4.10.4 CD-ROM または DVD からハード・ドライブへのコピーとハード・ド
ライブからのインストール

Oracle Application Server の CD-ROM または DVD からインストールするかわりに、
CD-ROM または DVD の内容をハード・ドライブにコピーし、そこからインストールを行う
こともできます。これは、ネットワーク上に Oracle Application Server のインスタンスを多
数インストールする場合、または Oracle Application Server をインストールするコンピュー
タに CD-ROM または DVD のドライブがない場合に便利です （リモートの CD-ROM また
は DVD ドライブからもインストールできます。4.10.5 項「リモートの CD-ROM または
DVD ドライブからのインストール」を参照してください）。

Oracle Application Server をインストールするコンピュータが、CD-ROM または DVD のコ
ピー先のハード・ドライブにアクセスできることを確認してください。Oracle Application 
Server を実行するコンピュータからインストーラを実行します。

ハード・ドライブからインストールする場合、インストーラにより、CD-ROM を交換する
よう要求されません。ファイルが正しい場所にあれば、検出されます（図 4-4 を参照）。

必要な領域 :　ハード・ドライブに、全 CD-ROM または DVD の application_server
ディレクトリの内容が入るだけの十分な空き領域があることを確認してください。各
CD-ROM は、約 650 MB です。つまり、3 枚の CD-ROM をコピーする場合、約 1.9 GB の
ディスク領域を必要とします。

DVD の application_serverディレクトリは約 1.6 GB です。

この領域を、Oracle Application Server のインストールに必要な領域（表 4-1 を参照）に加
えます。

CD-ROM の内容をコピーするにはの内容をコピーするにはの内容をコピーするにはの内容をコピーするには

1. 図 4-4 に示すようなディレクトリ構造をハード・ドライブ上に作成します。

親ディレクトリ（この例では OracleAS_10g_904になっていますが、任意の名前を付
けることができます）を作成し、親ディレクトリの下に Disk1、Disk2などのサブ
ディレクトリを作成します。サブディレクトリの名前は DiskNにします。ここで Nは
CD-ROM の番号です。

図図図図 4-4 CD-ROM をハード・ディスクにコピーするためのディレクトリ構造をハード・ディスクにコピーするためのディレクトリ構造をハード・ディスクにコピーするためのディレクトリ構造をハード・ディスクにコピーするためのディレクトリ構造
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2. 各 CD-ROM の内容を、対応するディレクトリにコピーします。

prompt> cp -pr /cdrom_mount_point/904disk1/* /path/to/hard/drive/Disk1/
prompt> cp -pr /cdrom_mount_point/904disk2/* /path/to/hard/drive/Disk2/
... Repeat for each CD-ROM.

コピーしたファイルからインストーラを実行するには、Disk1ディレクトリから
runInstaller実行可能ファイルを実行します。Oracle Application Server を実行するコン
ピュータから実行します。

prompt> /path/to/hard/drive/Disk1/runInstaller

DVD のののの application_server ディレクトリの内容をコピーするにはディレクトリの内容をコピーするにはディレクトリの内容をコピーするにはディレクトリの内容をコピーするには

application_serverディレクトリを DVD からハード・ディスクにコピーします。

prompt> cp -pr /dvd_mount_point/application_server /path/to/hard/drive

コピーしたファイルからインストーラを実行するには、Oracle Application Server を実行す
るコンピュータから runInstaller実行可能ファイルを実行します。

prompt> /path/to/hard/drive/application_server/runInstaller
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4.10.5 リモートのリモートのリモートのリモートの CD-ROM またはまたはまたはまたはDVD ドライブからのインストールドライブからのインストールドライブからのインストールドライブからのインストール
Oracle Application Server をインストールするコンピュータに CD-ROM または DVD ドライ
ブがない場合は、リモートの CD-ROM または DVD ドライブからインストールを実行する
ことができます。次の点を確認してください。

� NFS を介してリモートの CD-ROM または DVD ドライブを共有する必要があります。

リモート・コンピュータ（CD-ROM または DVD ドライブがあるコンピュータ）で次の
手順を実行します。

1. CD-ROM:　Oracle Application Server Disk 1 を CD-ROM ドライブに挿入します。

DVD:　Oracle Application Server の DVD を DVD ドライブに挿入します。

2. CD-ROM ドライブまたは DVD ドライブを共有します。

CD-ROM:

prompt> su
Password: root_password
# share -F nfs -o ro /cdrom/904disk1

パス /cdrom/904disk1には、CD-ROM ドライブの CD-ROM へのパスを指定し
ます。任意のパスを使用できます。

DVD:

prompt> su
Password: root_password
# share -F nfs -o ro /cdrom

パス /cdromには、DVD ドライブの DVD へのパスを指定します。任意のパスを
使用できます。

次に示すように、ローカル・コンピュータで CD-ROM または DVD にアクセスし、イ
ンストーラを実行します。

CD-ROM:

prompt> /net/remote_computer_hostname/cdrom/904disk1/runInstaller

DVD:

prompt> /net/remote_computer_hostname/cdrom/application_server/runInstaller

remote_computer_hostname はリモート・コンピュータの名前に置き換えます。

� この項目は CD-ROM の交換に関するもので、DVD には適用されません。

インストーラにより、CD-ROM を交換するように要求されたら、CD-ROM ドライブの
共有を解除して CD-ROM を取り出してから、要求された CD-ROM を挿入し、再び
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CD-ROM ドライブを共有します。共有を解除しないと、CD-ROM を取り出すことはで
きません。

リモート・コンピュータ（CD-ROM ドライブがあるコンピュータ）で次の手順を実行
します。

prompt> su
Password: root_password
# unshare /cdrom/904disk1
# eject cdrom
... Remove the CD-ROM, and insert the CD-ROM requested by the installer (for
... example, Disk 2).
... Share the CD-ROM.
# share -F nfs -o ro /cdrom/904disk2

4.10.6 リモート・コンピュータへのインストールリモート・コンピュータへのインストールリモート・コンピュータへのインストールリモート・コンピュータへのインストール
インストーラをリモート・コンピュータ（"remote_computer"）で実行する場合も、インス
トーラの画面をローカル・コンピュータ（"local_computer"）に表示できます。インストー
ラにより Oracle Application Server がリモート・コンピュータにインストールされます。

1. remote_computer を local_computer に表示できるようにします。このコマンドは、
ローカル・コンピュータのコンソールで実行する必要があります。

local_computer> xhost +remote_computer

xhostを実行しないと、インストーラの起動時に「サーバーへの接続に失敗しました」、
「サーバーにより接続が拒否されました」または「ディスプレイを開けません」のよう
な Xlib エラーが生じる場合があります。

2. local_computer で、remote_computer へのリモート・ログインを実行します（telnet
または rloginを使用します）。4.7 項「オペレーティング・システム・ユーザー」で説
明しているように、oracleユーザーとしてログインします。4.8 項「環境変数」で説
明しているように、ユーザーが環境変数を正しく設定していることを確認します。

local_computer> rlogin -l oracle remote_computer.mydomain.com
- OR -
local_computer> telnet remote_computer.mydomain.com

注意注意注意注意 : CD-ROM を交換するときには、インストーラが実行中である必要
があります。CD-ROM を交換するときにインストーラを終了しないでく
ださい。インストーラを終了すると、中断したところから再開することが
できません。また、インストーラにより作成された部分的なインストール
は使用できないため、手動で削除する必要があります。
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3. remote_computer の環境変数 DISPLAY が local_computer を示すように設定します。

例（C シェル）:

remote_computer> setenv DISPLAY local_computer.mydomain.com:0.0

例（Bourne/Korn シェル）:

remote_computer> DISPLAY=local_computer.mydomain.com:0.0; export DISPLAY

4. インストーラを実行します。詳細は、5.15 項「Oracle Universal Installer の起動」を参
照してください。

4.10.7 NIS およびおよびおよびおよび NIS+ のサポートのサポートのサポートのサポート
Oracle Application Server は NIS および NIS+ 環境にインストールして実行することができ
ます。

4.11 Java 対応フォント・パッケージ対応フォント・パッケージ対応フォント・パッケージ対応フォント・パッケージ
ロケールに応じて、別のキャラクタ設定が必要な場合があります。Java 対応 Solaris フォン
ト・パッケージの場合、すべてのロケールにおいて、SUNWi1ofと SUNWxwfntの両方の
パッケージが常に必要です。ロケールによっては、追加のフォント・パッケージが必要な場
合もあります。Solaris フォント・パッケージのリストについては、次の URL を参照してく
ださい。

http://java.sun.com/j2se/1.4.1/font-requirements.html

注意注意注意注意 : PC X エミュレータが PseudoColor カラー・モデルまたは
PseudoColor ビジュアルをサポートする場合は、PC X エミュレータを使
用してインストーラを実行できます。PC X エミュレータを PseudoColor
ビジュアルを使用するよう設定し、インストーラを起動します。カラー・
モデルまたはビジュアル設定を変更する方法については、X エミュレータ
のドキュメントを参照してください。
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4.12 インストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェック
表 4-11 に、インストーラにより実行される前提条件チェックのリストを示します。

表表表表 4-11 インストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェックインストーラにより実行される前提条件チェック

項目項目項目項目 説明説明説明説明

CPU 速度 インストーラにより、CPU が最低速度の要件を満たしていることがチェックされま

す。

オペレーティング・システム
のバージョン

サポートされているバージョンについては、表 4-1 を参照してください。

オペレーティング・システム
のパッチ

必須パッチのリストについては、4.2 項「オペレーティング・システムのパッチ」を

参照してください。

オペレーティング・システム・
パッケージ

必須パッケージのリストについては、4.3 項「オペレーティング・システム・パッ

ケージ」を参照してください。

オペレーティング・システム
のカーネル・パラメータ

必須カーネル・パラメータのリストについては、4.4 項「カーネル・パラメータ」を

参照してください。

メモリー 推奨値については、表 4-1 を参照してください。

スワップ領域 推奨値については、表 4-1 を参照してください。

TMP 領域 推奨値については、表 4-1 を参照してください。

インスタンス名 インストーラにより、Oracle Application Server のインストール先のコンピュータに

同じ名前のインスタンスがすでに存在しないことがチェックされます。

Oracle ホーム・ディレクトリ

名

インストーラにより、Oracle ホーム・ディレクトリ名に空白が含まれていないこと

がチェックされます。

Oracle ホーム・ディレクトリ

へのパス

インストーラにより、Oracle ホーム・ディレクトリへのパスが 127 文字を超えてい

ないことがチェックされます。

Oracle ホーム・ディレクトリ

の内容

インストーラにより、Oracle ホーム・ディレクトリにインストールの妨げとなる

ファイルがないことがチェックされます。
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Oracle ホーム・ディレクトリ Oracle Application Server は、新しいディレクトリにインストールしてください。た

だし、中間層を拡張する場合（7.14 項「中間層の拡張」を参照）または Oracle 
Developer Suite 10g（9.0.4）を含む Oracle ホームに中間層をインストールする場合

（5.5 項「初めての Oracle 製品のインストール」を参照）は除きます。許可されてい

ないインストールの例を次に示します。

� Oracle Application Server（全種類）を 8.0、8i、9.0.1 または 9.2 のデータベース

の Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を Oracle Management Service の Oracle
ホームにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を Oracle Collaboration Suite の Oracle ホー

ムにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を Oracle HTTP Server のスタンドアロンの

Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を OracleAS Web Cache のスタンドアロン

の Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を Oracle9i Developer Suite 9.0.2 の Oracle
ホームにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を Oracle Application Server Containers 
for J2EE のスタンドアロンの Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server（全種類）を Oracle9iAS 1.0.2.2 の Oracle ホームにイ

ンストールする

� Oracle Application Server の中間層を Infrastructure 9.0.2 または 10g（9.0.4）の

Oracle ホームにインストールする

� Oracle Application Server の中間層を Oracle9iAS 9.0.2 または 9.0.3 の中間層の

Oracle ホームにインストールする

� OracleAS Developer Kits 10g を Infrastructure 9.0.2 または 10g（9.0.4）の Oracle
ホームにインストールする

� OracleAS Developer Kits 10g を Oracle9iAS の中間層 9.0.2 または 9.0.3 の Oracle
ホームにインストールする

� OracleAS Developer Kits 10g を Oracle Developer Suite 9.0.2 または 10g（9.0.4）
の Oracle ホームにインストールする

� OracleAS Infrastructure 10g を Oracle9iAS 9.0.2（全種類）の Oracle ホームにイ

ンストールする

� OracleAS Infrastructure 10g を Oracle Application Server の中間層 10g（9.0.4）
または OracleAS Developer Kits 10g の Oracle ホームにインストールする

� OracleAS Infrastructure 10g を Oracle Developer Suite 9.0.2 または 10g（9.0.4）
の Oracle ホームにインストールする

表 4-11 インストーラにより実行される前提条件チェック（続き）

項目 説明
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ポート 1521 ポート 1521 が、すべてのリリースのデータベース・リスナーを含む他のアプリケー

ションによって使用されている場合、インストーラにより警告が表示されます。
ポート 1521 を使用しているアプリケーションを停止してから、警告ダイアログの

「再試行」をクリックします。

データベース・リスナーがポート 1521 を使用している場合は、それをメタデータ・

リポジトリ・データベースに使用できる可能性があります。詳細は、4.5.3 項「ポー

ト 1521 が使用されている場合」を参照してください。

他のアプリケーションがポート 1521 を使用している場合、そのアプリケーションを

停止するか、別のポートを使用するように構成する必要があります。または、デー
タベース・リスナーが 1521 以外のポートを使用するように変更することもできます

が、これはインストール終了後に行います。詳細は、『Oracle Application Server 10g
管理者ガイド』を参照してください。

静的ポートの競合 指定されている場合、インストーラにより、staticports.iniファイルに一覧表

示されているポートがチェックされます。詳細は、4.5 項「ポート」を参照してくだ

さい。

モニター インストーラにより、モニターが 256 色以上を表示できるように構成されているこ

とがチェックされます。

表示権限 インストーラにより、ユーザーに、環境変数 DISPLAY によって指定されたモニ

ターに表示する権限があることがチェックされます。

環境変数 DISPLAY インストーラにより、環境変数 DISPLAY が設定されていることがチェックされま

す。

環境変数 TNS_ADMIN 環境変数 TNS_ADMIN は設定しません。

/etcまたは /var/opt/oracleディレクトリに tnsnames.oraファイルが存在

しないようにします。

環境変数
DBCA_RAW_CONFIG

OracleAS Infrastructure 10g を Real Application Clusters または OracleAS Active 
Failover Cluster 環境にインストールする場合、ロー・パーティションの場所が記載

されているファイルを示すように、この環境変数を設定する必要があります。

クラスタ・ファイル・システム インストーラにより、Oracle Application Server をクラスタ・ファイル・システム

（CFS）にインストールするのではないことがチェックされます。

Oracle Enterprise Manager
ディレクトリが書込み可能か

インストーラがこのチェックを実行するのは、中間層を拡張する場合と、Oracle 
Application Server を同じ Oracle ホームに再インストールする場合のみです。イン

ストーラを実行するオペレーティング・システム・ユーザーが次のディレクトリに
書き込めることがチェックされます。

� ORACLE_HOME/sysman/emd

� ORACLE_HOME/sysman/config

� ORACLE_HOME/sysman/webapps/emd/WEB-INF/config

表 4-11 インストーラにより実行される前提条件チェック（続き）

項目 説明
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Oracle Enterprise Manager
ファイルの存在

インストーラがこのチェックを実行するのは、中間層を拡張する場合と、Oracle 
Application Server を同じ Oracle ホームに再インストールする場合のみです。イン

ストーラにより、次のファイルがあることがチェックされます。

� ORACLE_HOME/sysman/config/iasadmin.properties

� ORACLE_HOME/sysman/webapps/emd/WEB-INF/config/
consoleConfig.xml

表 4-11 インストーラにより実行される前提条件チェック（続き）

項目 説明
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5

インストールを開始する前に知っておく必要

のあること

この章の内容 :

� 5.1 項「基本概念」

� 5.2 項「インストールの順序」

� 5.3 項「Oracle Application Server をインストールする場所」

� 5.4 項「Oracle ホーム・ディレクトリ」

� 5.5 項「初めての Oracle 製品のインストール」

� 5.6 項「追加の言語のインストール」

� 5.7 項「Oracle Application Server のインスタンスとインスタンス名」

� 5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」

� 5.9 項「コンポーネントのインストール対コンポーネントの構成」

� 5.10 項「インストーラがファイルを書き込む場所」

� 5.11 項「インストール中に特定の回数だけルートとしてログインする必要がある理由」

� 5.12 項「インストール中の root.sh の実行」

� 5.13 項「SSL 接続を介した Oracle Internet Directory への接続」

� 5.14 項「CD-ROM または DVD のマウント・ポイントの設定」

� 5.15 項「Oracle Universal Installer の起動」
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基本概念
5.1 基本概念
Oracle Application Server は次のものから構成されています。

� Oracle Application Server の中間層

� OracleAS Infrastructure 10g

アプリケーションは Oracle Application Server の中間層に配置して実行します。インフラス
トラクチャは、中間層が使用するサービスを提供します。1 つ以上の中間層でインフラスト
ラクチャ・サービスを共用できます。

インストーラを実行するとき、中間層またはインフラストラクチャのどちらをインストール
するかを選択します。通常は両方必要なので、インストーラを 2 回実行することになりま
す。

図 5-1 に、簡単な Oracle Application Server のインストールを示します。コンピュータ 1 で
稼動する J2EE and Web Cache の中間層は、コンピュータ 2 で稼動する OracleAS 
Infrastructure 10g を使用します。この図では、OracleAS Metadata Repository と、2 つの
Identity Management サービス（OracleAS Single Sign-On および Oracle Internet Directory）
を示しています。

図 5-1 インフラストラクチャ・サービスを使用する中間層
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5.2 インストールの順序
中間層が OracleAS Infrastructure 10g のサービスを必要とするため、ほとんどの場合、最初
に OracleAS Infrastructure 10g をインストールします。インフラストラクチャがオプション
となるのは、J2EE and Web Cache 中間層タイプのみです。（7.4 項「J2EE and Web Cache 中
間層用の構成オプション」を参照）

5.3 Oracle Application Server をインストールする場所
中間層とインフラストラクチャは、同じコンピュータ上にインストールすることも、別のコ
ンピュータにインストールすることもできます。インフラストラクチャを独自のコンピュー
タにインストールし、中間層を他のコンピュータにインストールすると、パフォーマンスが
向上します。

たとえば、図 5-2 に、4 台のコンピュータからなるトポロジを示します。

� コンピュータ 1 では、インフラストラクチャ・サービスを使用していない J2EE and Web 
Cache インスタンスを実行しています。

� コンピュータ 2 では、コンピュータ 4 で実行されているインフラストラクチャ・インス
タンスのサービスを使用する Portal and Wireless の中間層が稼働しています。

� コンピュータ 3 では、コンピュータ 4 で実行されているインフラストラクチャ・インス
タンスのサービスを使用する Business Intelligence and Forms の中間層が稼働していま
す。

� コンピュータ 4 では OracleAS Infrastructure 10g が稼動しています。

各種トポロジ例については、第 11 章「推奨されるトポロジ」を参照してください。
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図 5-2 複数の中間層と 1 つのインフラストラクチャを含む構成

注意 : 中間層およびインフラストラクチャの各コンポーネントは、異な
るプラットフォームにインストールできます。唯一の例外は複数の J2EE 
and Web Cache の中間層をクラスタ化する場合で、それらは同一のプラッ
トフォーム上に置く必要があります。ただし、このクラスタのインフラス
トラクチャは別のプラットフォーム上に置くことができます。
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5.4 Oracle ホーム・ディレクトリ
Oracle Application Server をインストールするディレクトリを Oracle ホームと呼びます。イ
ンストール中に、このディレクトリのフル・パスと Oracle ホームの名前を指定します。

たとえば、OracleAS Infrastructure 10g を /opt/oracle/OraHome_infra_904にインス
トールして、"Infra904" という名前を付けることができます。

中間層とインフラストラクチャを同じコンピュータにインストールする場合、それらを異な
る Oracle ホーム・ディレクトリにインストールする必要があります。中間層とインフラス
トラクチャは同じ Oracle ホームにインストールできません。中間層とインフラストラク
チャを同じコンピュータにインストールする構成については、11.2 項「Portal and Wireless
開発者トポロジ」を参照してください。

通常、既存の Oracle ホームに Oracle Application Server をインストールすることはできま
せん。インストールができない組合せは、4-47 ページの「Oracle ホーム・ディレクトリ」の
リストを参照してください。次の 2 つの例外があります。

� Oracle Application Server の中間層を、Oracle Developer Suite 10g（9.0.4）を含む既存
の Oracle ホームにはインストールすることができます。ただしインストールする前に、
ORACLE_HOME/j2ee/home/config/default-web-site.xmlのファイル内で、プ
ロトコルが httpではなく ajp13に設定されていることと、ポートが 0（ゼロ）に設定
されていることを確認してください。

� 既存の中間層を拡張すると Oracle Application Server の中間層をそこにインストールす
ることができます。詳細は、7.14 項「中間層の拡張」を参照してください。

ヒント : 同じコンピュータに複数の Oracle Application Server インスタ
ンスをインストールする場合は、インスタンスごとに環境設定のスクリプ
トを作成します。これによって、バイナリが適切な Oracle ホームから実
行されるようにします。
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5.5 初めての Oracle 製品のインストール
Oracle Application Server が、コンピュータにインストールする最初の Oracle 製品である場
合、インストーラにより、インベントリ・ディレクトリ（oraInventory ディレクトリとも呼
ばれる）を指定するための画面が表示されます。インベントリ・ディレクトリは、インス
トーラがコンピュータ上にインストールされている全 Oracle 製品を把握するために使用し
ます。

インベントリ・ディレクトリは、Oracle Application Server の Oracle ホーム・ディレクトリ
とは別のものです。

oinstallグループの他のユーザーがインベントリ・ディレクトリにアクセスできるように
（Oracle 製品をインストールできるように）、oracleユーザーのホーム・ディレクトリをイ
ンベントリ・ディレクトリとして使用しないでください。ホーム・ディレクトリには、
oinstallグループのための適切な権限が設定されていないことがあるためです。そのかわ
り、インベントリ・ディレクトリを /opt/oracleディレクトリ

（/opt/oracle/oraInventoryなど）に置くことはできます。

コンピュータにすでに Oracle 製品をインストールしている場合、インストーラは既存のイ
ンベントリ・ディレクトリを使用します。このディレクトリに対する書込み権限を持ってい
ることを確認してください。最も確実な方法は、既存の Oracle 製品をインストールしたオ
ペレーティング・システム・ユーザーとしてインストーラを実行することです。

Oracle 製品のインストールに関連するすべてのタスクを実行するためのオペレーティング・
システム・ユーザーを作成することをお薦めします。詳細は、4.7 項「オペレーティング・
システム・ユーザー」を参照してください。
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5.6 追加の言語のインストール
デフォルトでは、インストーラによって、英語およびオペレーティング・システムの言語の
テキストで Oracle Application Server がインストールされます。追加の言語をインストール
するには、「インストールする製品の選択」画面の「製品の言語」をクリックします。

インストール後に追加の言語をインストールできないことに注意してください。追加の言語
はインストール中にインストールする必要があります。インストールしていない言語を使用
する環境で Oracle Application Server を実行すると、ユーザー・インタフェースはその言語
または英語で表示されます。または、（フォントがないために）テキストのかわりに四角い
ボックスが表示される場合もあります。

5.7 Oracle Application Server のインスタンスとインスタンス名
インフラストラクチャまたは中間層をインストールすると、Oracle Application Server イン
スタンスができます。インストーラにより、インストールする Oracle Application Server イ
ンスタンスの名前を入力するように求められます。たとえば、"infra904" または "J2EE_904"
のような名前を付けることができます。この名前は、Oracle ホームの名前と同じでなくても
かまいません。

インストール後に、この名前を変更することはできません。

Oracle Application Server では、指定されたインスタンス名にホスト名とドメイン名を追加
し、完全なインスタンス名にします。たとえば、c1という名前のコンピュータにインスタ
ンスをインストールする場合、インスタンスの名前を infra1にすると、ドメイン名が
mydomain.comであれば、インスタンスのフル・ネームは infra1.c1.mydomain.comに
なります。

インスタンス名に使用できる文字インスタンス名に使用できる文字インスタンス名に使用できる文字インスタンス名に使用できる文字

インスタンス名には、英数字（A～ Z、a～ z、0～ 9）および $または _（アンダースコ
ア）文字のみを使用できます。

インスタンス名には最大長の制限はありません。

Oracle Application Server でのインスタンス名の使用でのインスタンス名の使用でのインスタンス名の使用でのインスタンス名の使用

インスタンス名が重要なのは、Oracle Application Server でインスタンスを一意に識別する
のに使用されるためです。つまり、同じコンピュータ上に複数の Oracle Application Server
インスタンスをインストールした場合（OracleAS Infrastructure 10g インスタンスと J2EE 
and Web Cache インスタンスなど）、それぞれに異なる名前を付ける必要があります。

Oracle Enterprise Manager Application Server Control（または略して Application Server 
Control）を使用して Oracle Application Server を管理する場合、画面にインスタンス名が
表示されます。インスタンス名をクリックして、そのインスタンスにインストールされてい
るコンポーネント、コンポーネントの稼動 / 停止状態、コンポーネントのログ・ファイルな
どのインスタンスの詳細を表示できます。Application Server Control は、Oracle 
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Application Server のためのブラウザベースの管理ツールです。管理ツールの詳細は、
『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。

また、一部の dcmctlコマンドには、パラメータとしてインスタンス名が必要なものもあり
ます。dcmctlは、Oracle Application Server インスタンスを管理するためのコマンドライ
ン・ツールです。dcmctlの詳細は、『Distributed Configuration Management リファレン
ス・ガイド』を参照してください。

5.8 ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限ユーザーとそのパスワードの制限ユーザーとそのパスワードの制限ユーザーとそのパスワードの制限
インストーラにより、ias_adminユーザーのパスワードを指定するように求められます。
ias_adminユーザーは、Oracle Application Server インスタンスの管理ユーザーです。
Application Server Control を使用して Oracle Application Server インスタンスを管理するに
は、ias_adminとしてログインします。

コンピュータ上に、それぞれが一意のインスタンス名を持つ複数の Oracle Application 
Server インスタンスをインストールできますが、管理ユーザーの名前はどのインスタンスで
も ias_adminです。ias_adminユーザーのパスワードは、インスタンスごとに別にする
ことができます。

ias_admin ユーザーのパスワードユーザーのパスワードユーザーのパスワードユーザーのパスワード

ias_adminユーザーのパスワードは、Oracle Internet Directory のパスワード・ポリシーに
準拠している必要があります。

� Oracle Application Server のこのリリースとともに出荷されている Oracle Internet 
Directory を使用している場合で、デフォルトのパスワード・ポリシーを変更していな
いときは、パスワードに次の制限があります。

� 英数字 5 文字以上。

� 少なくとも 1 文字は数字。

� Oracle Internet Directory の他のリリースを使用している場合（たとえば既存の Oracle 
Internet Directory を使用している場合）、Oracle Internet Directory の管理者によって別
のパスワード・ポリシーが定義されている可能性があります。入力する ias_admin

Oracle9iAS リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2）からの変更点）からの変更点）からの変更点）からの変更点 : 10g（9.0.4）では、各
Oracle Application Server インスタンスに独自のパスワードがあります。
同じコンピュータ上に、同じオペレーティング・システム・ユーザーを使
用して複数の Oracle Application Server インスタンスをインストールした
場合でも、同じコンピュータのそれぞれのインスタンスごとに新しいパス
ワードを入力する必要があります。

リリース 2（9.0.2）では、同じコンピュータ上に同じオペレーティング・
システム・ユーザーを使用してインストールされた複数のインスタンスは
同じパスワードを共有していました。
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ユーザーのパスワードは、既存の Oracle Internet Directory のパスワード・ポリシーに
準拠している必要があります。

Oracle Internet Directory に定義されたパスワード・ポリシーに加え、ias_adminユーザー
のパスワードには次の制限もあります。

� パスワードは 30 文字より短くします。

� パスワードには、データベース・キャラクタ・セットの英数字、アンダースコア（_）、
ドル記号（$）およびシャープ記号（#）のみを使用できます。

� パスワードは、アルファベット文字で始める必要があります。数字、アンダースコア
（_）、ドル記号（$）またはシャープ記号（#）から始めることはできません。

� パスワードを Oracle の予約語にすることはできません。予約語については、『Oracle9i 
SQL リファレンス』の付録 C を参照してください。このガイドは、OTN-J（Oracle 
Technology Network Japan）のサイト（http://otn.oracle.co.jp/）にあります。または、
単に予約語のような形式の語の使用を避ける方法もあります。

パスワードは、次のタスクを実行するときに入力する必要があるため、覚えておく必要があ
ります。

� Oracle Application Server を管理するために Application Server Control にログインする
ときは、ias_adminユーザーとしてログインします。

� 中間層のインストールの場合 : すでに中間層のある ORACLE_HOME により大きい中間
層をインストールするとき（たとえば既存の J2EE and Web Cache タイプの上に
Business Intelligence and Forms タイプをインストールするなど）、インストール中に既
存のパスワードを入力する必要があります。

パスワードを忘れた場合は、リセットできます。詳細は、『Oracle Application Server 10g 管
理者ガイド』を参照してください。
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5.9 コンポーネントのインストール対コンポーネントの構成コンポーネントのインストール対コンポーネントの構成コンポーネントのインストール対コンポーネントの構成コンポーネントのインストール対コンポーネントの構成
「構成オプションの選択」画面でコンポーネントを選択すると、インストーラにより、選択
したコンポーネントがインストールされ、構成されます。選択していないコンポーネントも
インストールされますが、構成されません。

ほとんどの場合、「構成オプションの選択」画面で選択しなかったコンポーネントは、イン
ストール後に Application Server Control を使用して構成できます。詳細は、『Oracle 
Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。

5.10 インストーラがファイルを書き込む場所インストーラがファイルを書き込む場所インストーラがファイルを書き込む場所インストーラがファイルを書き込む場所
インストーラは、次のディレクトリにファイルを書き込みます。

表表表表 5-1 インストーラがファイルを書き込むディレクトリインストーラがファイルを書き込むディレクトリインストーラがファイルを書き込むディレクトリインストーラがファイルを書き込むディレクトリ

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 説明説明説明説明

Oracle ホーム・ディレクト

リ

このディレクトリには Oracle Application Server のファイルが

入っています。このディレクトリは、Oracle Application Server
のインストール時に指定します。

インベントリ・ディレクト
リ

コンピュータに最初に Oracle 製品をインストールするときにこの

ディレクトリを指定します。このディレクトリは、インストーラ
がコンピュータ上にインストールされている Oracle 製品を把握す

るのに使用します。それ以降のインストールでも、インストーラ
は同じインベントリ・ディレクトリを使用します。

/var/opt/oracleディレ

クトリ

このディレクトリには、コンピュータ上の Oracle ホームの場所に

関する情報が含まれます。

コンピュータに Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）をインストールし

た場合は、Oracle Enterprise Manager に関する情報の入ったファ

イルも含まれます。

/tmpディレクトリ インストーラは、インストール時のみに必要なファイルを一時
ディレクトリに書き込みます。デフォルトでは、一時ディレクト
リは /tmpです。別のディレクトリを指定するには、環境変数

TMP を設定します。詳細は、4.8.5 項「TMP」を参照してくださ

い。
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5.11 インストール中に特定の回数だけルートとしてログインすインストール中に特定の回数だけルートとしてログインすインストール中に特定の回数だけルートとしてログインすインストール中に特定の回数だけルートとしてログインす
る必要がある理由る必要がある理由る必要がある理由る必要がある理由

インストール中に少なくとも 1 回は、インストーラにより、rootユーザーとしてログイン
してスクリプトを実行するように求められます。ルートである必要があるのは、スクリプト
により /var/opt/oracleディレクトリ内のファイルを編集するためです。

5.12 インストール中のインストール中のインストール中のインストール中の root.sh の実行の実行の実行の実行
インストーラにより、root.shスクリプトを別のウィンドウで実行するように求められま
す。このスクリプトにより、ローカルの bin ディレクトリ（デフォルトでは
/usr/local/bin）にファイルが作成されます。

同じ名前のファイルが検出された場合、スクリプトにより既存のファイルを上書きするかど
うかを尋ねられます。これらのファイルのバックアップを作成してから（別のウィンドウで
できます）、上書きする必要があります。

次の行に、root.shスクリプトにより表示されるプロンプトを示します。デフォルト値は
大カッコに囲まれて表示されます。

Enter the full pathname of the local bin directory: [/usr/local/bin]:
The file "dbhome" already exists in /usr/local/bin.  Overwrite it? (y/n)[n]:  y
 Copying dbhome to /usr/local/bin ...
The file "oraenv" already exists in /usr/local/bin.  Overwrite it? (y/n)[n]:  y
 Copying oraenv to /usr/local/bin ...
The file "coraenv" already exists in /usr/local/bin.  Overwrite it? (y/n)[n]: y
 Copying coraenv to /usr/local/bin ...
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5.13 SSL 接続を介した接続を介した接続を介した接続を介した Oracle Internet Directory への接続への接続への接続への接続
OracleAS Infrastructure 10g または中間層をインストールするとき、Oracle Application 
Server のコンポーネントが SSL 接続のみを介して Oracle Internet Directory に接続するよう
に指定できます。Oracle Internet Directory のホスト名とポートを指定する画面で、「この
Oracle Internet Directory には SSL 接続のみ使用」チェック・ボックスを選択できます。

インストール中は Oracle HTTP Server は SSL 接続を行うように設定されないことに注意し
てください。Oracle HTTP Server で SSL を使用する必要がある場合は、インストール後に設
定を行います。詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』を参照してください。

5.14 CD-ROM またはまたはまたはまたは DVD のマウント・ポイントの設定のマウント・ポイントの設定のマウント・ポイントの設定のマウント・ポイントの設定
Oracle Application Server の CD-ROM は RockRidge フォーマットです。DVD は
DVD-ROM フォーマットです。

Solaris Volume Management ソフトウェア（デフォルトで Solaris Operating Environment
からインストールされる）を使用している場合、CD-ROM または DVD を挿入すると、自動
的に /cdromにマウントされます。たとえば、Oracle Application Server の Disk 1 を
CD-ROM ドライブに挿入すると、/cdrom/904disk1からその内容にアクセスできるよう
になります。

Solaris Volume Management ソフトウェアを使用していない場合は、CD-ROM または DVD
を手動でマウントする必要があります。CD-ROM または DVD を手動でマウントまたはアン
マウントするには、ルート権限が必要です。CD-ROM または DVD をドライブから取り出す
前に、必ずアンマウントしてください。

CD-ROM または DVD を手動でマウントする手順は次のとおりです。

1. rootユーザーとしてログインします。

prompt> su
Password: 

2. CD-ROM または DVD のマウント・ポイント・ディレクトリを作成します。

# mkdir mount_point

3. CD-ROM または DVD のドライブをマウント・ポイント・ディレクトリにマウントしま
す。

# mount options device_name mount_point

次の例では、Solaris Volume Management ソフトウェアを使用せずに、CD-ROM を
/cdromに手動でマウントします。次のコマンドを rootユーザーとして実行します。

# mkdir /cdrom
# mount -r -F hsfs device_name /cdrom
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同じコマンドとオプションを使用して、DVD をマウントすることもできます。

4. rootユーザーとしてログアウトします。

# exit

5.15 Oracle Universal Installer の起動の起動の起動の起動
1. コンピュータが自動的に CD-ROM または DVD をマウントしない場合、マウント・ポ

イントを手動で設定する必要があります。詳細は、5.14 項「CD-ROM または DVD のマ
ウント・ポイントの設定」を参照してください。

2. oracleユーザーとしてログインします。

3. CD-ROM の場合 :　Oracle Application Server Disk 1 を CD-ROM ドライブに挿入しま
す。

DVD の場合 :　Oracle Application Server の DVD を DVD ドライブに挿入します。

4. 「注意」の後に示すコマンドを使用して、Oracle Universal Installer を実行します。

CD-ROM の場合 :

prompt> cd
prompt> mount_point/904disk1/runInstaller

DVD の場合 :

prompt> cd
prompt> mount_point/application_server/runInstaller

Oracle Universal Installer が起動します。これを使用して Oracle Application Server をイン
ストールします。

注意注意注意注意 :

� Oracle Universal Installer の起動時は、rootユーザーとしてログイン
しないでください。rootユーザーとして実行しようとすると、イン
ストーラによりエラー・メッセージが表示されます。

� mount_point ディレクトリ内でインストールを開始しないでくださ
い。このディレクトリ内でインストールを開始すると、インストー
ル・ディスクを取り出せない場合があります。次の cdコマンドによ
り、現在のディレクトリがホーム・ディレクトリに変更されます。
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6

OracleAS Infrastructure 10g のインストールのインストールのインストールのインストール

表表表表 6-1 この章の内容この章の内容この章の内容この章の内容

トピックトピックトピックトピック 手順手順手順手順

� 6.1 項「インフラストラクチャのインストール・タイプ」

� 6.2 項「異なるインフラストラクチャのインストール・タイプを

選択する理由」

� 6.3 項「インフラストラクチャのインストールの順序」

� 6.4 項「コンポーネントの別々のコンピュータのインストール」

� 6.5 項「Identity Management コンポーネントを別々にインス

トールするためのヒント」

� 6.6 項「Oracle Delegated Administration Services または Oracle 
Directory Integration and Provisioning コンポーネントの必要

性」

� 6.7 項「インストール後のコンポーネントの構成」

� 6.8 項「OracleAS Metadata Repository に対する既存のデータ

ベースの使用」

� 6.9 項「既存の Oracle Internet Directory の使用」

� 6.10 項「OracleAS Metadata Repository の Oracle Internet 
Directory への登録とパスワードのランダム化」

� 6.11 項「OracleAS Metadata Repository の内容」

� 6.12 項「複数のメタデータ・リポジトリの使用」

� 6.13 項「Oracle Application Server でサポートされる高可用性オ

プション」

� 6.14 項「SYS および SYSTEM ユーザー用のパスワードの制限」

� 6.15 項「「Internet Directory のネームスペースの指定」画面での

入力」

� 6.16 項「コンポーネントが使用するポート番号の確認方法」

� 6.17 項「OracleAS Infrastructure 10g のインス

トール」

� 6.18 項「既存の Oracle Internet Directory に対す

る OracleAS Infrastructure 10g のインストール」

� 6.19 項「OracleAS Metadata Repository の新規

データベースへのインストール」

� 6.20 項「Identity Management コンポーネントの

み（Oracle Internet Directory を含む）のインス

トール」

� 6.21 項「Identity Management コンポーネントの

み（Oracle Internet Directory を除く）のインス

トール」

� 6.22 項「Oracle Internet Directory のみのインス

トール」

� 6.23 項「OracleAS Certificate Authority と

OracleAS Metadata Repository のみのインス

トール」

� 6.24 項「インストールの一部 :　インストールの

最初のいくつかの画面」

� 6.25 項「インストールの一部 :　インストールの

最後のいくつかの画面」

� 6.26 項「インストールの一部 :　Oracle9i 
Database の画面」

� 6.27 項「インストールの一部 :　OracleAS 
Certificate Authority の画面」
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インフラストラクチャのインストール・タイプ
6.1 インフラストラクチャのインストール・タイプインフラストラクチャのインストール・タイプインフラストラクチャのインストール・タイプインフラストラクチャのインストール・タイプ
インフラストラクチャ・コンポーネントは、Identity Management コンポーネントと
OracleAS Metadata Repository コンポーネントに分けられます。表 6-2 に、これらのコン
ポーネントの説明を示します。

インフラストラクチャのインストール時に、インストーラによって、Identity Management
コンポーネントまたは OracleAS Metadata Repository のいずれか、あるいは両方をインス
トールするかどうかを尋ねられます。OracleAS Infrastructure 10g のインストール・タイプ
は次のとおりです。

� Identity Management and OracleAS Metadata Repository

� Identity Management

� OracleAS Metadata Repository

表 6-2 に示したコンポーネントに加えて、OracleAS Infrastructure 10g をインストールする
ときには、Oracle HTTP Server、Oracle Application Server Containers for J2EE および
Oracle Enterprise Manager コンポーネントもインストールされます。これらのコンポーネン
トは、選択したインストール・タイプに関係なく常にインストールされます。

表表表表 6-2 OracleAS Infrastructure 10g のコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント

インフラストラクチャ・コンインフラストラクチャ・コンインフラストラクチャ・コンインフラストラクチャ・コン
ポーネントポーネントポーネントポーネント 説明説明説明説明

Identity Management コンポー

ネント

Identitiy Management コンポーネントでは、ディレクトリ、

セキュリティおよびユーザー管理機能を提供します。一部の
コンポーネント（OracleAS Single Sign-On など）では、

OracleAS Metadata Repository にスキーマがあります。

� Oracle Internet Directory

� OracleAS Single Sign-On

� Oracle Delegated Administration Services

� Oracle Directory Integration and Provisioning

� OracleAS Certificate Authority

OracleAS Metadata Repository OracleAS Metadata Repository は、他の Oracle Application 
Server コンポーネントにより使用されるスキーマの集合です。

スキーマは、次のカテゴリに分けられます。

� 製品メタデータ

� Identity Management メタデータ

� 管理メタデータ

詳細は、6.11 項「OracleAS Metadata Repository の内容」を

参照してください。
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インフラストラクチャのインストールの順序
次の項の、6.2 項「異なるインフラストラクチャのインストール・タイプを選択する理由」
を参照してください。

6.2 異なる異なる異なる異なるインフラストラクチャインフラストラクチャインフラストラクチャインフラストラクチャのインストール・タイプを選択のインストール・タイプを選択のインストール・タイプを選択のインストール・タイプを選択
する理由する理由する理由する理由

インフラストラクチャを Identity Management コンポーネントと OracleAS Metadata 
Repository に分けることにより、インストーラでは OracleAS Infrastructure 10g コンポーネ
ントを複数のコンピュータにインストールすることが可能になります。たとえば、OracleAS 
Metadata Repository を 1 つのコンピュータに、Identity Management コンポーネントを別
のコンピュータにインストールできます。Identity Management オプションでは、Identity 
Management コンポーネントを複数のコンピュータにインストールすることもできます。

また、これらのオプションにより、OracleAS Metadata Repository 用の新規データベースを
作成するかまたは既存のデータベースを使用できます。「OracleAS Metadata Repository」オ
プションまたは「Identity Management and OracleAS Metadata Repository」オプションの
いずれかを選択すると、インストーラは新規のデータベースを作成して、そのデータベース
に OracleAS Metadata Repository を移入します。

既存のデータベースを使用するには、6.8 項「OracleAS Metadata Repository に対する既存
のデータベースの使用」を参照してください。

6.3 インフラストラクチャのインストールの順序インフラストラクチャのインストールの順序インフラストラクチャのインストールの順序インフラストラクチャのインストールの順序
OracleAS Metadata Repository と Identity Management コンポーネントの両方をすべて同じ
コンピュータにインストールする場合は、「Identity Management and OracleAS Metadata 
Repository」オプションを選択します。インストーラにより、コンポーネントが適切な順序
でインストールされます。段階的な手順については、6.17 項「OracleAS Infrastructure 10g
のインストール」を参照してください。

インフラストラクチャ・コンポーネントを別々のコンピュータにインストールする場合は、
次の順序でインストールする必要があります。

1. OracleAS Metadata Repository をインストールします。

インストーラで新規データベースを作成し、そのデータベースに OracleAS Metadata 
Repository を移入するか、または Oracle Application Server Repository Creation 
Assistant（OracleAS RepCA）を実行して既存のデータベースに OracleAS Metadata 
Repository をインストールできます。

Oracle Internet Directory がまだインストールされていないので、この時点では
OracleAS Metadata Repository を Oracle Internet Directory に登録できないことに注意
してください。登録は、次の手順で行います。

参照 :

� 6.19 項「OracleAS Metadata Repository の新規データベースへのインストール」
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インフラストラクチャのインストールの順序
� 10.7 項「OracleAS Metadata Repository の既存のデータベースへのインストール」

2. Identity Management コンポーネントをインストールします。

インストーラにより、OracleAS Metadata Repository データベース用の接続情報を入力
するよう要求されます。

段階的な手順については、6.20 項「Identity Management コンポーネントのみ（Oracle 
Internet Directory を含む）のインストール」を参照してください。

インストーラにより、OracleAS Metadata Repository が新しく作成された Oracle 
Internet Directory に登録されます。登録の詳細は、6.10 項「OracleAS Metadata 
Repository の Oracle Internet Directory への登録とパスワードのランダム化」を参照し
てください。

OracleAS Metadata Repository のみをインストールしてものみをインストールしてものみをインストールしてものみをインストールしても Oracle Application Server イイイイ
ンスタンスは生成されないンスタンスは生成されないンスタンスは生成されないンスタンスは生成されない

インフラストラクチャのインストール時に OracleAS Metadata Repository のみをインストー
ルする場合は、インストーラでは新規データベースを作成し、そのデータベースに
OracleAS Metadata Repository スキーマを移入します。このインスタンスは、次の点で他の
Oracle Application Server インスタンスと異なります。

� インストーラにより、この Oracle Application Server インスタンスに対して名前を付け
るよう要求されません。

� Oracle Enterprise Manager Application Server Control は、このインスタンスには構成さ
れていないので、インストール終了時に起動されません。メタデータ・リポジトリ・
データベースのみから構成されるインスタンスを管理するには、これは不要です。

このインスタンスを管理するには、データベース管理ツールを使用します。詳細は、
『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』の「管理ツールの概要」を参照してくだ
さい。

� Oracle HTTP Server も、このインスタンスの管理に必要ないので、インストール終了時
に起動されません。
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Identity Management コンポーネントを別々にインストールするためのヒント
6.4 コンポーネントの別々のコンピュータのインストールコンポーネントの別々のコンピュータのインストールコンポーネントの別々のコンピュータのインストールコンポーネントの別々のコンピュータのインストール
Oracle Application Server インスタンスを別々のコンピュータにインストールできることは
すでに述べたとおりです。それに加えて、コンポーネントを複数のコンピュータに分散する
こともできます。これは、特にインフラストラクチャ・コンポーネントで役立ちます。分散
すると、インフラストラクチャ・サービスのパフォーマンス、セキュリティ、拡張性および
可用性を向上させることができます。

例 :

� OracleAS Infrastructure 10g は、OracleAS Metadata Repository の格納に Oracle9i データ
ベースを使用します。このデータベースを独自のコンピュータにインストールできま
す。

� Identity Management コンポーネントを 1 台以上のコンピュータのインフラストラク
チャにインストールできます。

第 11 章「推奨されるトポロジ」で、複数のコンピュータや分散コンポーネントを含む構成
について説明します。

6.5 Identity Management コンポーネントを別々にインストールすコンポーネントを別々にインストールすコンポーネントを別々にインストールすコンポーネントを別々にインストールす
るためのヒントるためのヒントるためのヒントるためのヒント

Identity Management コンポーネントを別々にインストールする場合、「構成オプションの選
択」画面で構成するコンポーネントを選択するときには次のガイドラインを念頭においてく
ださい。

� 同じ OracleAS Metadata Repository に対して複数の OracleAS Certificate Authority をイ
ンストールおよび構成することはできません。同じ OracleAS Metadata Repository に対
して複数の OracleAS Single Sign-On、Oracle Delegated Administration Services または
Oracle Directory Integration and Provisioning をインストールおよび構成することはで
きます。同じ OracleAS Metadata Repository に対して複数の Oracle Internet Directory
を構成する場合は、『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』を参照してください。

� 構成するコンポーネントを少なくとも 1 つ選択する必要があります。そうしないと、イ
ンストールは成功しません。

� 別々のインストールで、同じ Oracle Internet Directory に対する OracleAS Single 
Sign-On と Delegated Administration Services の構成を行う場合は、OracleAS Single 
Sign-On を構成してから Delegated Administration Services をインストールする必要が
あります。これは、Delegated Administration Services が mod_osso に依存し、
mod_osso が示す Oracle Internet Directory に先に Single Sign-On が構成されていない
と、インストール中に mod_osso が設定されないためです。
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Oracle Delegated Administration Services または Oracle Directory Integration and Provisioning コンポーネントの必要性
6.6 Oracle Delegated Administration Services またはまたはまたはまたは Oracle Directory 
Integration and Provisioning コンポーネントの必要性コンポーネントの必要性コンポーネントの必要性コンポーネントの必要性

これらのコンポーネントはオプションですが、次のサービスを提供しているためインストー
ルすることをお薦めします。

� Oracle Delegated Administration Services は Oracle Internet Directory へのブラウザ・
ベースのインタフェースを提供します。ユーザーは、このインタフェースを使用して、
ユーザーのパスワードの変更、ディレクトリ内の他のユーザーの検索、グループの作成
などのタスクを実行できます。ユーザーは、追加ユーザーを作成することもできます

（適切な権限を持っている場合）。

� Oracle Directory Integration and Provisioning によって、アプリケーションおよびサー
ド・パーティの LDAP ディレクトリを Oracle Internet Directory と統合できます。
Oracle Directory Integration and Provisioning を使用して、すべてのディレクトリの
データを同期化したり、Oracle Internet Directory 内のデータが変更されたとき（Oracle 
Internet Directory にユーザーやグループが追加されたときなど）にアプリケーションに
通知を送信することができます。

6.7 インストール後のコンポーネントの構成インストール後のコンポーネントの構成インストール後のコンポーネントの構成インストール後のコンポーネントの構成
インストール時にコンポーネントを構成しなかった（つまり、「構成オプションの選択」画
面でコンポーネントを選択しなかった）場合は、インストール後に一部のコンポーネントを
構成できます。

インストール後に、Oracle Internet Directory を構成することはできません。Oracle Internet 
Directory は、インストーラを使用してインストールおよび構成する必要があります。

詳細は、12.7 項「インストール後のコンポーネントの構成」を参照してください。
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既存の Oracle Internet Directory の使用
6.8 OracleAS Metadata Repository に対する既存のデータベースのに対する既存のデータベースのに対する既存のデータベースのに対する既存のデータベースの
使用使用使用使用

OracleAS Metadata Repository を新規データベースまたは既存のデータベースにインストー
ルできます。

既存のデータベースに OracleAS Metadata Repository をインストールする場合の詳細は、第
10 章「OracleAS Metadata Repository の既存のデータベースへのインストール」を参照して
ください。

6.9 既存の Oracle Internet Directory の使用
インストーラで新規の Oracle Internet Directory を作成するかわりに、既存のものを使用で
きます。アプリケーションで Oracle Internet Directory にすでに格納されているユーザーを
認証する必要がある場合には、既存のものを使用できます。インフラストラクチャのインス
トール時に、「構成オプションの選択」画面で「Oracle Internet Directory」オプションを選
択しないでください。

既存の Oracle Internet Directory の接続情報（ホスト名、ポート、ユーザー名、パスワード）
を入力する必要があります。

既存の Oracle Internet Directory は、リリース 9.0.2 以上である必要があります。Oracle 
Internet Directory のリリースを確認するには、Oracle Internet Directory が稼動しているこ
とを確認します。その後で、次のコマンドを実行します。

prompt> oidldapd -version
oidldapd: Release 9.2.0.1.0 - Production on Fri Feb 28 09:26:53 2003
(c) Copyright 2001 Oracle.  All rights reserved.

oidldapdコマンドは ORACLE_HOME/binディレクトリにあります。ここで
ORACLE_HOME は、Oracle Internet Directory がある Oracle Application Server のルート・
ディレクトリです。
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OracleAS Metadata Repository の Oracle Internet Directory への登録とパスワードのランダム化
6.10 OracleAS Metadata Repository のののの Oracle Internet Directory へのへのへのへの
登録とパスワードのランダム化登録とパスワードのランダム化登録とパスワードのランダム化登録とパスワードのランダム化

OracleAS Metadata Repository と Oracle Internet Directory は緊密に連携して動きます。
OracleAS Metadata Repository を使用する前に（ほとんどの場合）、Oracle Internet 
Directory に登録されていることを確認してください。

OracleAS Database-Based Cluster 機能を使用し、Identity Management Access 機能を使用せ
ずに J2EE and Web Cache の中間層を使用する場合は例外です。この場合は、OracleAS 
Metadata Repository が必要ですが、Oracle Internet Directory に登録する必要はありませ
ん。

表 6-3 に、インストーラが OracleAS Metadata Repository を Oracle Internet Directory に自
動的に登録するシナリオとユーザーが登録を決定するシナリオを示します。

表表表表 6-3 データベース登録シナリオデータベース登録シナリオデータベース登録シナリオデータベース登録シナリオ

シナリオシナリオシナリオシナリオ 登録登録登録登録 スキーマ・パスワードスキーマ・パスワードスキーマ・パスワードスキーマ・パスワード

同じインストール・セッションで OracleAS Metadata 
Repository および Oracle Internet Directory をインス

トールし構成する

手順については、6.17 項「OracleAS Infrastructure 10g
のインストール」を参照してください。

自動 ランダム化

既存の Oracle Internet Directory に対して OracleAS 
Metadata Repository をインストールする

詳細は、6.18 項「既存の Oracle Internet Directory に対

する OracleAS Infrastructure 10g のインストール」を

参照してください。

自動 ランダム化
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OracleAS Metadata Repository の Oracle Internet Directory への登録とパスワードのランダム化
最後の 2 つのシナリオでは、インストーラにより OracleAS Metadata Repository を Oracle 
Internet Directory に登録するかどうかを尋ねられます。「はい」と答える場合は、Oracle 
Internet Directory の接続情報を入力します。「いいえ」と答える場合は、インストーラは
OracleAS Metadata Repository を Oracle Internet Directory に登録しません。

既存の OracleAS Metadata Repository に対して Oracle 
Internet Directory をインストールする

詳細は、6.22 項「Oracle Internet Directory のみのイン

ストール」を参照してください。

自動 ランダム化（メタデータ・リポジト
リ・スキーマには新しいランダム化さ
れたパスワードが与えられます）

OracleAS Metadata Repository のみをインストールし

（Identity Management コンポーネントはインストール

しない）、Oracle Internet Directory に登録することを

選択する

このシナリオは、新規データベースまたは既存のデー
タベースにインストールする場合に該当します。

6.19 項「OracleAS Metadata Repository の新規データ

ベースへのインストール」

10.7 項「OracleAS Metadata Repository の既存のデー

タベースへのインストール」

する ランダム化

OracleAS Metadata Repository のみをインストールし

（Identity Management コンポーネントはインストール

しない）、Oracle Internet Directory に登録しないこと

を選択する

このシナリオは、新規データベースまたは既存のデー
タベースにインストールする場合に該当します。

しない スキーマはロックされ、パスワードは
期限切れになります。

表表表表 6-3 データベース登録シナリオデータベース登録シナリオデータベース登録シナリオデータベース登録シナリオ（続き）（続き）（続き）（続き）

シナリオシナリオシナリオシナリオ 登録登録登録登録 スキーマ・パスワードスキーマ・パスワードスキーマ・パスワードスキーマ・パスワード
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OracleAS Metadata Repository の内容
6.11 OracleAS Metadata Repository の内容の内容の内容の内容
OracleAS Metadata Repository には、次のカテゴリに分類されるスキーマが含まれていま
す。

� 製品メタデータ・スキーマ

製品メタデータ・スキーマは、OracleAS Portal や OracleAS Wireless などの中間層コン
ポーネントで使用されます。

� Identity Management スキーマ

これらのスキーマは、Oracle Internet Directory、OracleAS Single Sign-On、OracleAS 
Certificate Authority などの Identity Management コンポーネントで使用されます。

� 管理スキーマ

これらのスキーマは、DCM などのコンポーネントで使用されます。

10.2.8 項「スキーマと表領域」にすべてのスキーマの一覧を示します。

6.12 複数のメタデータ・リポジトリの使用複数のメタデータ・リポジトリの使用複数のメタデータ・リポジトリの使用複数のメタデータ・リポジトリの使用
複数のメタデータ・リポジトリをインストールしてパフォーマンスを向上させることができ
ます。このようにすると、トポロジ内の異なるコンポーネントで異なるメタデータ・リポジ
トリを使用できるようになります。複数のメタデータ・リポジトリを使用するには、次のガ
イドラインに従います。

� Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms の中間層が、製品メタデータ
に 2 つ目のメタデータ・リポジトリを使用できるようにするには、次のようにします。

a. 2 つ目のメタデータ・リポジトリをインストールし、Oracle Internet Directory に登
録します。

これは、インストーラまたは Oracle Application Server Repository Creation 
Assistant（OracleAS RepCA）を使用して行うことができます。OracleAS 
Metadata Repository を含む新規データベースを作成するにはインストーラを使用
し、既存のデータベースに OracleAS Metadata Repository をインストールするには
OracleAS RepCA を使用します。詳細は、10.7 項「OracleAS Metadata Repository
の既存のデータベースへのインストール」を参照してください。

b. Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms の中間層のインストー
ル時に、登録されたリポジトリのリストから 2 つ目のメタデータ・リポジトリを選
択します。これは、中間層がその製品メタデータ用に使用するメタデータ・リポジ
トリです。

� J2EE and Web Cache の中間層に 2 つ目のメタデータ・リポジトリを使用する場合、J2EE 
and Web Cache のどの機能が必要かによってオプションが異なります。
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複数のメタデータ・リポジトリの使用
� Identity Management Access 機能と OracleAS Database-Based Cluster 機能の両方が
必要な場合は、2 つ目のメタデータ・リポジトリを Oracle Internet Directory に登
録する必要があります。

� OracleAS Database-Based Cluster 機能のみが必要な場合は、2 つ目のメタデータ・
リポジトリを登録する必要はありません。これは、Oracle Internet Directory を使
用していない場合があるためです。

図 6-1 に、2 つのメタデータ・リポジトリを持つトポロジを示します。ここでは、4 つのコン
ピュータを使用しています。

� コンピュータ 1 では、メタデータ・リポジトリと Identity Management コンポーネント
が実行されています。Identity Management コンポーネントでは、このメタデータ・リ
ポジトリを使用します。

� コンピュータ 2 には、コンピュータ 1 で実行されている Oracle Internet Directory に登録
されているメタデータ・リポジトリがあります。

� コンピュータ 3 には、Business Intelligence and Forms の中間層があります。この中間層
ではその製品メタデータに使用するコンピュータ 1 上のメタデータ・リポジトリを検知
します。これは、インストール時にその製品メタデータがそのメタデータ・リポジトリ
に登録されたからです。

� コンピュータ 4 には、Portal and Wireless の中間層があります。この中間層ではその製
品メタデータに使用するコンピュータ 2 上のメタデータ・リポジトリを検知します。こ
れは、インストール時にその製品メタデータがそのメタデータ・リポジトリに登録され
たからです。
OracleAS Infrastructure 10g のインストール 6-11



複数のメタデータ・リポジトリの使用
図 6-1 複数のメタデータ・リポジトリが使用されている例複数のメタデータ・リポジトリが使用されている例複数のメタデータ・リポジトリが使用されている例複数のメタデータ・リポジトリが使用されている例

注意注意注意注意 :

� 同じコンピュータに複数のメタデータ・リポジトリをインストールす
る場合は、各メタデータ・リポジトリには一意のグローバル・データ
ベース名とシステム識別子（SID）が必要です。

� 複数のメタデータ・リポジトリを同じ Oracle Internet Directory に登
録する場合は、各メタデータ・リポジトリには一意のグローバル・
データベース名とシステム識別子（SID）が必要です。そうでない場
合は、同じ名前で 2 番目のメタデータ・リポジトリをインストールす
るときに Oracle Internet Directory Configuration Assistant が失敗し
ます。
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SYS および SYSTEM ユーザー用のパスワードの制限
6.13 Oracle Application Server でサポートされる高可用性オプでサポートされる高可用性オプでサポートされる高可用性オプでサポートされる高可用性オプ
ションションションション

次の高可用性環境で OracleAS Infrastructure 10g を実行できます。

� OracleAS Active Failover Cluster（Real Application Clusters を使用）

� OracleAS Cold Failover Cluster

� OracleAS Disaster Recovery

詳細は、第 9 章「高可用性環境へのインストール」を参照してください。

ハードウェアのクラスタリングは、インフラストラクチャに対してのみサポートされます。
Oracle Application Server の中間層に対してはサポートされません。

6.14 SYS およびおよびおよびおよび SYSTEM ユーザー用のパスワードの制限ユーザー用のパスワードの制限ユーザー用のパスワードの制限ユーザー用のパスワードの制限
OracleAS Metadata Repository を新規データベースにインストールするとき、インストーラ
により、そのデータベースの特権ユーザーである SYS ユーザーおよび SYSTEM ユーザーの
パスワードを設定するように求められます。これらのユーザーのパスワードには、次のよう
な制限があります。

� パスワードは 30 文字より短くします。

� パスワードには、データベース・キャラクタ・セットの英数字、アンダースコア（_）、
ドル記号（$）およびシャープ記号（#）のみを使用できます。

� パスワードは、アルファベット文字で始める必要があります。数字、アンダースコア
（_）、ドル記号（$）またはシャープ記号（#）から始めることはできません。

� パスワードに Oracle の予約語を使用することはできません。予約語については、
『Oracle9i SQL リファレンス』の付録 C を参照してください。このガイドは、OTN-J
（Oracle Technology Network Japan）のサイト（http://otn.oracle.co.jp/）にあります。
または、単に予約語のような形式の語の使用を避ける方法もあります。

� パスワードにデフォルトのパスワード（change_on_installおよび manager）を使
用することはできません。
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「Internet Directory のネームスペースの指定」画面での入力
6.15「「「「Internet Directory のネームスペースの指定」画面での入力のネームスペースの指定」画面での入力のネームスペースの指定」画面での入力のネームスペースの指定」画面での入力
この画面で指定する識別名（DN）は、ユーザーおよびグループを管理する Oracle Internet 
Directory 内のネームスペースに指定されます。

推奨されるネームスペースが配置要件を満たす場合は、そのネームスペースを選択します。
そうでない場合は、「カスタム・ネームスペース :」フィールドに必要な DN を入力します。
インストーラは、推奨されるネームスペースを /etc/hostsファイルで確認します。詳細
は、4.9 項「/etc/hosts ファイル」を参照してください。

Identity Management コンポーネントをサード・パーティのディレクトリと統合する場合は、
サード・パーティのディレクトリ内にあるデフォルトのネームスペースの DN に一致する
ネームスペースの DN を指定する必要があります。サード・パーティのディレクトリとの統
合の詳細は、『Oracle Internet Directory 管理者ガイド』を参照してください。

6.16 コンポーネントが使用するポート番号の確認方法コンポーネントが使用するポート番号の確認方法コンポーネントが使用するポート番号の確認方法コンポーネントが使用するポート番号の確認方法
インストール時に、特定の Oracle Application Server コンポーネントが使用するポート番号
を確認する必要がある場合があります。たとえば、既存の Oracle Internet Directory に対し
て OracleAS Infrastructure 10g をインストールする場合、インストーラにより Oracle 
Internet Directory のホスト名とポート番号の入力を求められます。

ポート番号のリストは、次の方法で取得できます。

� Oracle Enterprise Manager Application Server Control を使用します。

Enterprise Manager ホーム・ページ上の「ポート」リンクをクリックします。これによ
り、使用されているすべてのポートと様々なコンポーネントの推奨されるポート範囲を
示すぺージが表示されます。

� ORACLE_HOME/install/portlist.iniファイルを確認します。ORACLE_HOMEは、
Oracle Application Server インストールが格納されているディレクトリです。

インストール後にコンポーネントのポート番号を変更しても、portlist.iniファイ
ルは更新されません。portlist.iniファイルは、インストール後は更新されません。
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OracleAS Infrastructure 10g のインストール
6.17 OracleAS Infrastructure 10g のインストールのインストールのインストールのインストール
OracleAS Metadata Repository および Identity Management コンポーネントをインストール
するには、この手順を実行します。この手順を実行すると、1 つの Oracle ホームに完全な
OracleAS Infrastructure 10g がインストールされます。

既存の Oracle Internet Directory を使用する場合は、6.18 項「既存の Oracle Internet 
Directory に対する OracleAS Infrastructure 10g のインストール」を参照してください。

OracleAS Metadata Repository に既存のデータベースを使用する場合は、第 10 章
「OracleAS Metadata Repository の既存のデータベースへのインストール」を参照してくだ
さい。

表表表表 6-4 OracleAS Infrastructure 10g のインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
6.24 項「インストールの一部 :　インストールの最初のいくつかの画面」を参照して

ください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「Identity Management and OracleAS 
Metadata Repository」を選択します。

2. 「構成オプションの選択」 「Oracle Internet Directory」を選択します。

「OracleAS Single Sign-On」を選択します。

「Delegated Administration Services」を選択します。

「Oracle Directory Integration and Provisioning」を選択します。

ユーザーおよびサーバーに対して証明書を発行できる独自の認証局を構成する場合
は、「OracleAS Certificate Authority」を選択します。

「High Availability Addressing」を選択しないでください。

「次へ」をクリックします。

3. 「Internet Directory のネー

ムスペースの指定」

推奨されるネームスペースを選択するか、またはデフォルトの Identity 
Management レルムの場所のカスタム・ネームスペースを入力します。

「推奨されるネームスペース :」に表示された値が配置要件を満たしていることを確

認します。要件を満たさない場合は、「カスタム・ネームスペース :」に必要な値を

入力します。詳細は、6.15 項「「Internet Directory のネームスペースの指定」画面

での入力」を参照してください。

「次へ」をクリックします。
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OracleAS Infrastructure 10g のインストール
4. OracleAS Certificate 
Authority の画面

「構成オプションの選択」画面で「OracleAS Certificate Authority」を選択すると、

インストーラにより OracleAS Certificate Authority の情報を入力するための画面が

表示されます。詳細は、6.27 項「インストールの一部 :　OracleAS Certificate 
Authority の画面」を参照してください。

5. Oracle9i Database の画面 OracleAS Metadata Repository データベースの情報を入力します。詳細は、6.26 項

「インストールの一部 :　Oracle9i Database の画面」を参照してください。

6. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインフラストラクチャ・インスタンスの名前を入力しま

す。インスタンス名には、英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使

用できます。1 つのコンピュータに複数の Oracle Application Server インスタンス

がある場合は、インスタンス名は一意である必要があります。

例 :　infra_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制限
については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してくだ

さい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

7. -- インストールを終了します。詳細は、6.25 項「インストールの一部 :　インストール

の最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 6-4 OracleAS Infrastructure 10g のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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既存の Oracle Internet Directory に対する OracleAS Infrastructure 10g のインストール
6.18 既存の既存の既存の既存の Oracle Internet Directory に対するに対するに対するに対する OracleAS 
Infrastructure 10g のインストールのインストールのインストールのインストール

Identity Management コンポーネント（Oracle Internet Directory を除く）および OracleAS 
Metadata Repository をインストールするには、この手順を実行します。

前提条件 :　Oracle Internet Directory

この手順は、すでに Oracle Internet Directory（およびそれに関連付けられた OracleAS 
Metadata Repository）があり、次のようにする必要がある場合に実行します。

� OracleAS Certificate Authority をそれ専用の OracleAS Metadata Repository とともにイ
ンストールする、または

� Oracle Internet Directory レプリケーションのために別の OracleAS Metadata Repository
をインストールする。

この手順によって新しい OracleAS Metadata Repository がインストールされるので、他の
Identity Management コンポーネント（OracleAS Single Sign-On、Oracle Delegated 
Administration Services または Oracle Directory Integration and Provisioning）をインス
トールするためにこの手順を使用することはありません。OracleAS Metadata Repository な
しで Identity Management コンポーネントをインストールするには、6.21 項「Identity 
Management コンポーネントのみ（Oracle Internet Directory を除く）のインストール」の
手順に従います。
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既存の Oracle Internet Directory に対する OracleAS Infrastructure 10g のインストール
表表表表 6-5 既存の既存の既存の既存の Oracle Internet Directory に対してに対してに対してに対して OracleAS Infrastructure 10g をインストールする手順をインストールする手順をインストールする手順をインストールする手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
6.24 項「インストールの一部 :　インストールの最初のいくつかの画面」を参照して

ください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「Identity Management and OracleAS 
Metadata Repository」を選択します。

2. 「構成オプションの選択」 既存のものを使用するので、「Oracle Internet Directory」を選択しないでください。

「OracleAS Single Sign-On」を選択しないでください。

Delegated Administration Services や Oracle Directory Integration and Provisioning
が提供するサービスが必要な場合は、これらの両方またはいずれかを選択します。
6.6 項「Oracle Delegated Administration Services または Oracle Directory 
Integration and Provisioning コンポーネントの必要性」を参照してください。

ユーザーおよびサーバーに対して証明書を発行できる独自の認証局を構成する場合
は、「OracleAS Certificate Authority」を選択します。

「High Availability Addressing」を選択しないでください。

「次へ」をクリックします。

3. 「Oracle Internet Directory
への登録」

「ホスト名」:　Oracle Internet Directory を実行しているコンピュータの名前を入力

します。

「ポート」:　Oracle Internet Directory がリスニングしているポートを入力します。

ポート番号がわからない場合は、6.16 項「コンポーネントが使用するポート番号の

確認方法」を参照してください。

「Oracle Internet Directory には SSL 接続のみ使用」:　Oracle Application Server コ
ンポーネントが Oracle Internet Directory への接続に SSL のみを使用するようにす

る場合は、このオプションを選択します。

「次へ」をクリックします。

4. 「Oracle Internet Directory
に対するログインの指定」

「ユーザー名」:　Oracle Internet Directory にログインするためのユーザー名を入力

します。

「パスワード」:　ユーザー名のパスワードを入力します。

「レルム」:　ユーザー名の妥当性を検証するためのレルムを入力します。この

フィールドは、Oracle Internet Directory に複数のレルムがある場合にのみ表示され

ます。

「次へ」をクリックします。
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既存の Oracle Internet Directory に対する OracleAS Infrastructure 10g のインストール
5. OracleAS Certificate 
Authority の画面

「構成オプションの選択」画面で「OracleAS Certificate Authority」を選択すると、

インストーラにより OracleAS Certificate Authority の情報を入力するための画面が

表示されます。詳細は、6.27 項「インストールの一部 :　OracleAS Certificate 
Authority の画面」を参照してください。

6. Oracle9i Database の画面 OracleAS Metadata Repository データベースの情報を入力します。詳細は、6.26 項

「インストールの一部 :　Oracle9i Database の画面」を参照してください。

7. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインフラストラクチャ・インスタンスの名前を入力しま

す。インスタンス名には、英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使

用できます。1 つのコンピュータに複数の Oracle Application Server インスタンス

がある場合は、インスタンス名は一意である必要があります。

例 :　infra_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制限
については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してくだ

さい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

8. -- インストールを終了します。詳細は、6.25 項「インストールの一部 :　インストール

の最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 6-5 既存の既存の既存の既存の Oracle Internet Directory に対してに対してに対してに対して OracleAS Infrastructure 10g をインストールする手順（続き）をインストールする手順（続き）をインストールする手順（続き）をインストールする手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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OracleAS Metadata Repository の新規データベースへのインストール
6.19 OracleAS Metadata Repository の新規データベースへのインの新規データベースへのインの新規データベースへのインの新規データベースへのイン
ストールストールストールストール

新規データベースを作成し、OracleAS Metadata Repository を移入するには、この手順を実
行します。この手順では、Identity Management コンポーネントはインストールされません。

表表表表 6-6 OracleAS Metadata Repository の新規データベースへのインストール手順の新規データベースへのインストール手順の新規データベースへのインストール手順の新規データベースへのインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
6.24 項「インストールの一部 :　インストールの最初のいくつかの画面」を参照して

ください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「OracleAS Metadata Repository」を

選択します。

2. 「構成オプションの選択」 「High Availability Addressing」を選択しないでください。「次へ」をクリックしま

す。

3. 「OracleAS Metadata 
Repository の登録」

Oracle Internet Directory がすでにあり、その接続情報がわかっている場合は、「は

い」を選択し、Oracle Internet Directory が実行されているコンピュータの名前と

ポート番号を入力します。ポート番号がわからない場合は、6.16 項「コンポーネン

トが使用するポート番号の確認方法」を参照してください。

「Oracle Internet Directory には SSL 接続のみ使用」:　Oracle Application Server コ
ンポーネントが Oracle Internet Directory への接続に SSL のみを使用するようにす

る場合は、このオプションを選択します。

Oracle Internet Directory がない場合、またはその接続情報がわからない場合は、

「いいえ」を選択します。

「次へ」をクリックします。

4. 「Oracle Internet Directory
に対するログインの指定」

この画面は、前の画面で「はい」を選択した場合にのみ表示されます。

「ユーザー名」:　Oracle Internet Directory へログインするためのユーザー名を入力

します。

「パスワード」:　パスワードを入力します。

「レルム」:　このフィールドは、Oracle Internet Directory に複数のレルムがある場

合にのみ表示されます。ユーザーの認証に使用するレルムの名前を入力します。

「次へ」をクリックします。

5. Oracle9i Database の画面 OracleAS Metadata Repository データベースの情報を入力します。詳細は、6.26 項

「インストールの一部 :　Oracle9i Database の画面」を参照してください。
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6. -- インストールを終了します。詳細は、6.25 項「インストールの一部 :　インストール

の最後のいくつかの画面」を参照してください。

7. -- dcmスキーマをロック解除し、そのパスワードを設定します。この手順は、中間層

インスタンスのデータベース・クラスタリングにメタデータ・リポジトリを使用す
る場合にのみ必要です。

1. 環境変数 ORACLE_HOME に OracleAS Metadata Repository をインストール

したディレクトリのフル・パスを設定します。

2. 環境変数 ORACLE_SID に OracleAS Metadata Repository の SID を設定しま

す。

3. SQL*Plus を使用して、dcmスキーマをロック解除し、そのパスワードを設定

します。

次の alter userコマンドは、パスワードを "welcome1" に設定しますが、パ

スワードには任意の値を設定できます。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> alter user dcm identified by welcome1 account unlock;

表表表表 6-6 OracleAS Metadata Repository の新規データベースへのインストール手順（続き）の新規データベースへのインストール手順（続き）の新規データベースへのインストール手順（続き）の新規データベースへのインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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Identity Management コンポーネントのみ（Oracle Internet Directory を含む）のインストール
6.20 Identity Management コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（Oracle Internet 
Directory を含む）のインストールを含む）のインストールを含む）のインストールを含む）のインストール

OracleAS Metadata Repository をインストールしないで、Identity Management コンポーネ
ントをインストールするには、この手順を実行します。

リモート OracleAS Metadata Repository に対して Oracle Internet Directory を構成するには、
この手順に従います。OracleAS Metadata Repository は、既存のデータベース（第 10 章

「OracleAS Metadata Repository の既存のデータベースへのインストール」を参照）、または
新規データベース（6.19 項「OracleAS Metadata Repository の新規データベースへのインス
トール」を参照）にインストール済みです。

前提条件 :　Oracle Internet Directory に登録されていない OracleAS Metadata Repository

表表表表 6-7 Identity Management コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（Oracle Internet Directory を含む）のインストール手順を含む）のインストール手順を含む）のインストール手順を含む）のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
6.24 項「インストールの一部 :　インストールの最初のいくつかの画面」を参照して

ください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「Identity Management」を選択しま

す。

2. 「構成オプションの選択」 「Oracle Internet Directory」を選択します。

「OracleAS Single Sign-On」を選択します。

Delegated Administration Services や Oracle Directory Integration and Provisioning
が提供するサービスが必要な場合は、これらの両方またはいずれかを選択します。
6.6 項「Oracle Delegated Administration Services または Oracle Directory 
Integration and Provisioning コンポーネントの必要性」を参照してください。

ユーザーおよびサーバーに対して証明書を発行できる独自の認証局を構成する場合
は、「OracleAS Certificate Authority」を選択します。

「High Availability Addressing」を選択しないでください。

「次へ」をクリックします。

3. 「Internet Directory のネー

ムスペースの指定」

推奨されるネームスペースを選択するか、またはデフォルトの Identity 
Management レルムの場所のカスタム・ネームスペースを入力します。

「推奨されるネームスペース :」に表示された値が配置要件を満たしていることを確

認します。要件を満たさない場合は、「カスタム・ネームスペース :」に必要な値を

入力します。詳細は、6.15 項「「Internet Directory のネームスペースの指定」画面

での入力」を参照してください。

「次へ」をクリックします。
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Identity Management コンポーネントのみ（Oracle Internet Directory を含む）のインストール
4. Metadata Repository のロ

グインおよび接続情報の指
定

「ユーザー名」:　OracleAS Metadata Repository データベースにログインするため

に使用するユーザー名を入力します。ユーザーは、DBA 権限を持っている必要があ

ります。

「パスワード」:　ユーザーのパスワードを入力します。

「ホスト名とポート」:　データベースが稼動しているコンピュータの名前を入力し、

そのコンピュータがリスニングしているポートのポート番号を入力します。書式に
は、host:portを使用します。

「サービス名」:　データベースのサービス名を入力します。サービス名には、デー

タベースのドメイン名が含まれている必要があります。

例 :　asdb.mydomain.com

「次へ」をクリックします。

5. OracleAS Certificate 
Authority を構成するため

の情報の入力

OracleAS Certificate Authority の画面に従って情報を入力します。詳細は、6.27 項

「インストールの一部 :　OracleAS Certificate Authority の画面」を参照してくださ

い。

6. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインフラストラクチャ・インスタンスの名前を入力しま

す。インスタンス名には、英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使

用できます。1 つのコンピュータに複数の Oracle Application Server インスタンス

がある場合は、インスタンス名は一意である必要があります。

例 :　idmgmt_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制限
については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してくだ

さい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

7. -- インストールを終了します。詳細は、6.25 項「インストールの一部 :　インストール

の最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 6-7 Identity Management コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（Oracle Internet Directory を含む）のインストール手順（続き）を含む）のインストール手順（続き）を含む）のインストール手順（続き）を含む）のインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
OracleAS Infrastructure 10g のインストール 6-23



Identity Management コンポーネントのみ（Oracle Internet Directory を除く）のインストール
6.21 Identity Management コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（Oracle Internet 
Directory を除く）のインストールを除く）のインストールを除く）のインストールを除く）のインストール

OracleAS Metadata Repository または Oracle Internet Directory をインストールしないで、
Identity Management コンポーネントをインストールするには、この手順を実行します。

追加の OracleAS Single Sign-On、Oracle Delegated Administration Services または Oracle 
Directory Integration and Provisioning コンポーネントを既存の Oracle Internet Directory に
対してインストールするには、この手順を使用します。

前提条件 :　OracleAS Metadata Repository、Oracle Internet Directory

表表表表 6-8 Identity Management コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（Oracle Internet Directory を除く）のインストール手順を除く）のインストール手順を除く）のインストール手順を除く）のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
6.24 項「インストールの一部 :　インストールの最初のいくつかの画面」を参照して

ください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「Identity Management」を選択しま

す。

2. 「構成オプションの選択」 「Oracle Internet Directory」を選択しないでください。

「OracleAS Single Sign-On」を選択してください。

Delegated Administration Services や Oracle Directory Integration and Provisioning
が提供するサービスが必要な場合は、これらの両方またはいずれかを選択します。
6.6 項「Oracle Delegated Administration Services または Oracle Directory 
Integration and Provisioning コンポーネントの必要性」を参照してください。

ユーザーおよびサーバーに対して証明書を発行できる独自の認証局を構成する場合
は、「OracleAS Certificate Authority」を選択します。

「High Availability Addressing」を選択しないでください。

「次へ」をクリックします。

3. 「Oracle Internet Directory
への登録」

「ホスト名」:　Oracle Internet Directory を実行しているコンピュータの名前を入力

します。

「ポート」:　Oracle Internet Directory がリスニングしているポートを入力します。

ポート番号がわからない場合は、6.16 項「コンポーネントが使用するポート番号の

確認方法」を参照してください。

「Oracle Internet Directory には SSL 接続のみ使用」:　Oracle Application Server コ
ンポーネントが Oracle Internet Directory への接続に SSL のみを使用するようにす

る場合は、このオプションを選択します。

「次へ」をクリックします。
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Identity Management コンポーネントのみ（Oracle Internet Directory を除く）のインストール
4. 「Oracle Internet Directory
に対するログインの指定」

「ユーザー名」:　Oracle Internet Directory にログインするためのユーザー名を入力

します。

「パスワード」:　ユーザー名のパスワードを入力します。

「レルム」:　ユーザー名の妥当性を検証するためのレルムを入力します。この

フィールドは、Oracle Internet Directory に複数のレルムがある場合にのみ表示され

ます。

「次へ」をクリックします。

5. OracleAS Certificate 
Authority を構成するため

の情報の入力

OracleAS Certificate Authority の画面に従って情報を入力します。詳細は、6.27 項

「インストールの一部 :　OracleAS Certificate Authority の画面」を参照してくださ

い。

6. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインフラストラクチャ・インスタンスの名前を入力しま

す。インスタンス名には、英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使

用できます。1 つのコンピュータに複数の Oracle Application Server インスタンス

がある場合は、インスタンス名は一意である必要があります。

例 :　idmgmt_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制限
については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してくだ

さい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

7. -- インストールを終了します。詳細は、6.25 項「インストールの一部 :　インストール

の最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 6-8 Identity Management コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（コンポーネントのみ（Oracle Internet Directory を除く）のインストール手順（続き）を除く）のインストール手順（続き）を除く）のインストール手順（続き）を除く）のインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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Oracle Internet Directory のみのインストール
6.22 Oracle Internet Directory のみのインストールのみのインストールのみのインストールのみのインストール
Oracle Internet Directory をインストールするには、この手順を実行します。

前提条件 :　OracleAS Metadata Repository

表表表表 6-9 Oracle Internet Directory のインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
6.24 項「インストールの一部 :　インストールの最初のいくつかの画面」を参照して

ください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「Identity Management」を選択しま

す。

2. 「構成オプションの選択」 「Oracle Internet Directory」を選択します。

「OracleAS Single Sign-On」を選択しないでください。

「Delegated Administration Services」を選択しないでください。

「Oracle Directory Integration and Provisioning」を選択しないでください。

「OracleAS Certificate Authority」を選択しないでください。

「High Availability Addressing」を選択しないでください。

「次へ」をクリックします。

3. 「Internet Directory のネー

ムスペースの指定」

推奨されるネームスペースを選択するか、またはデフォルトの Identity 
Management レルムの場所のカスタム・ネームスペースを入力します。

「推奨されるネームスペース :」に表示された値が配置要件を満たしていることを確

認します。要件を満たさない場合は、「カスタム・ネームスペース :」に必要な値を

入力します。詳細は、6.15 項「「Internet Directory のネームスペースの指定」画面

での入力」を参照してください。

「次へ」をクリックします。
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Oracle Internet Directory のみのインストール
4. Metadata Repository のロ

グインおよび接続情報の指
定

「ユーザー名」:　OracleAS Metadata Repository データベースにログインするため

に使用するユーザー名を入力します。ユーザーは、DBA 権限を持っている必要があ

ります。

「パスワード」:　ユーザーのパスワードを入力します。

「ホスト名とポート」:　データベースが稼動しているコンピュータの名前を入力し、

そのコンピュータがリスニングしているポートのポート番号を入力します。書式に
は、host:portを使用します。

「サービス名」:　データベースのサービス名を入力します。サービス名には、デー

タベースのドメイン名が含まれている必要があります。

例 :　asdb.mydomain.com

「次へ」をクリックします。

5. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインフラストラクチャ・インスタンスの名前を入力しま

す。インスタンス名には、英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使

用できます。1 つのコンピュータに複数の Oracle Application Server インスタンス

がある場合は、インスタンス名は一意である必要があります。

例 :　infra_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制限
については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してくだ

さい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

6. -- インストールを終了します。詳細は、6.25 項「インストールの一部 :　インストール

の最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 6-9 Oracle Internet Directory のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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OracleAS Certificate Authority と OracleAS Metadata Repository のみのインストール
6.23 OracleAS Certificate Authority とととと OracleAS Metadata Repository
のみのインストールのみのインストールのみのインストールのみのインストール

OracleAS Certificate Authority および OracleAS Metadata Repository コンポーネントのみを
インストールするには、この手順を実行します。このシナリオは、11.7 項「OracleAS 
Certificate Authority トポロジ」で使用します。

前提条件 :　Oracle Internet Directory

表表表表 6-10 OracleAS Certificate Authority とととと OracleAS Metadata Repository のインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
6.24 項「インストールの一部 :　インストールの最初のいくつかの画面」を参照して

ください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「Identity Management and OracleAS 
Metadata Repository」を選択します。

2. 「構成オプションの選択」 既存のものを使用するので、「Oracle Internet Directory」を選択しないでください。

「OracleAS Single Sign-On」を選択しないでください。

「Delegated Administration Services」を選択しないでください。

「Oracle Directory Integration and Provisioning」を選択しないでください。

「OracleAS Certificate Authority」を選択します。

「High Availability Addressing」を選択しないでください。

「次へ」をクリックします。

3. 「Oracle Internet Directory
への登録」

「ホスト名」:　Oracle Internet Directory を実行しているコンピュータの名前を入力

します。

「ポート」:　Oracle Internet Directory がリスニングしているポートを入力します。

ポート番号がわからない場合は、6.16 項「コンポーネントが使用するポート番号の

確認方法」を参照してください。

「Oracle Internet Directory には SSL 接続のみ使用」:　Oracle Application Server コ
ンポーネントが Oracle Internet Directory への接続に SSL のみを使用するようにす

る場合は、このオプションを選択します。

「次へ」をクリックします。
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OracleAS Certificate Authority と OracleAS Metadata Repository のみのインストール
4. 「Oracle Internet Directory
に対するログインの指定」

「ユーザー名」:　Oracle Internet Directory にログインするためのユーザー名を入力

します。

「パスワード」:　ユーザー名のパスワードを入力します。

「レルム」:　ユーザー名の妥当性を検証するためのレルムを入力します。この

フィールドは、Oracle Internet Directory に複数のレルムがある場合にのみ表示され

ます。

「次へ」をクリックします。

5. OracleAS Certificate 
Authority の画面

OracleAS Certificate Authority を構成するための情報を入力します。詳細は、6.27
項「インストールの一部 :　OracleAS Certificate Authority の画面」を参照してくだ

さい。

6. Oracle9i Database の画面 OracleAS Metadata Repository データベースの情報を入力します。詳細は、6.26 項

「インストールの一部 :　Oracle9i Database の画面」を参照してください。

7. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインフラストラクチャ・インスタンスの名前を入力しま

す。インスタンス名には、英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使

用できます。1 つのコンピュータに複数の Oracle Application Server インスタンス

がある場合は、インスタンス名は一意である必要があります。

例 :　infra_oca_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制限
については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してくだ

さい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

8. -- インストールを終了します。詳細は、6.25 項「インストールの一部 :　インストール

の最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 6-10 OracleAS Certificate Authority とととと OracleAS Metadata Repository のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
OracleAS Infrastructure 10g のインストール 6-29



インストールの一部 :　インストールの最初のいくつかの画面
6.24 インストールの一部インストールの一部インストールの一部インストールの一部 :　インストールの最初のいくつかの画面　インストールの最初のいくつかの画面　インストールの最初のいくつかの画面　インストールの最初のいくつかの画面
インストーラの最初のいくつかの画面はすべてのインストールで同じであるため、ここで説
明します。この章のほとんどのインストール手順では、この項を開始点として参照していま
す。

表表表表 6-11 インストールの最初のいくつかの画面インストールの最初のいくつかの画面インストールの最初のいくつかの画面インストールの最初のいくつかの画面

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動します。詳細は、5.15 項「Oracle Universal Installer の起動」

を参照してください。

2. 「ようこそ」 「次へ」をクリックします。

3. 「インベントリ・ディレク
トリの指定」

この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

「インベントリ・ディレクトリのフルパスの入力」:　インストーラのファイル用の

ディレクトリへのフル・パスを入力します。製品ファイル用の Oracle ホーム・ディ

レクトリとは異なるディレクトリを入力します。

例 :　/opt/oracle/oraInventory

「OK」をクリックします。

4. 「UNIX グループ名」 この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

インベントリ・ディレクトリの書込み権限を持つオペレーティング・システム・グ
ループの名前を入力します。

例 :　oinstall

「次へ」をクリックします。

5. orainstRoot.sh の実行 この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

別のシェルで rootユーザーとして orainstRoot.shスクリプトを実行します。

このスクリプトは、oraInventory ディレクトリにあります。

「OK」をクリックします。
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インストールの一部 :　インストールの最初のいくつかの画面
6. 「ファイルの場所の指定」 「名前」:　この Oracle ホームを識別する名前を入力します。この名前には空白を使

用できません。最大文字数は 16 文字です。

例 :　OH_INFRA_904

「パス」:　インストール先のディレクトリへのフル・パスを入力します。これは

Oracle ホームです。ディレクトリが存在しない場合は、インストーラにより作成さ

れます。事前にディレクトリを作成する場合は、oracleユーザーとして作成しま

す。rootユーザーとして作成しないでください。

例 :　/opt/oracle/infra_904

「次へ」をクリックします。

7. 「ハードウェアのクラス
タ・インストール・モード
の指定」

この画面は、コンピュータがハードウェア・クラスタの一部である場合にのみ表示
されます。

インフラストラクチャをインストールする場合は、インフラストラクチャをインス
トールするハードウェア・クラスタ内のコンピュータを選択します。複数のコン
ピュータを選択することも、現在のコンピュータのみを選択することもできます。

「次へ」をクリックします。

8. 「インストールする製品の
選択」

「OracleAS Infrastructure 10g」を選択します。

追加の言語をインストールする必要がある場合は、「製品の言語」をクリックしま
す。詳細は、5.6 項「追加の言語のインストール」を参照してください。

「次へ」をクリックします。

9. 「インストール・タイプの
選択」

この画面に表示されるオプションは、「インストールする製品の選択」画面で選択し
たものによって異なります。

OracleAS Infrastructure 10g のインストール・タイプには次のものがあります。

� 「Identity Management and OracleAS Metadata Repository」

� 「Identity Management」

� 「OracleAS Metadata Repository」

「次へ」をクリックします。

10. 「既存の Oracle9iAS 
Infrastructure のアップグ

レード」

この画面は、インストーラがコンピュータ上に Infrastructure リリース 2（9.0.2）イ

ンスタンスを検出し、OracleAS Infrastructure 10g をインストールすることを選択

したときに表示されます。

この画面には、既存のリリース 2（9.0.2）のインフラストラクチャをアップグレー

ドするオプション、または 10g（9.0.4）のインフラストラクチャをインストールす

るオプションが表示されます。アップグレードする場合は、Oracle Application 
Server のアップグレードを参照してください。

表表表表 6-11 インストールの最初のいくつかの画面（続き）インストールの最初のいくつかの画面（続き）インストールの最初のいくつかの画面（続き）インストールの最初のいくつかの画面（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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インストールの一部 :　インストールの最初のいくつかの画面
図 6-2 で、画面の順序を要約しています。

11. 「Infrastructure のインス

トール手順のプレビュー」

この画面には、インストーラに表示される画面が一覧表示されます。「次へ」をク
リックします。

12. 「インストール前の要件の
確認」

使用しているコンピュータがすべての要件を満たしていることを確認します。「次
へ」をクリックします。

表表表表 6-11 インストールの最初のいくつかの画面（続き）インストールの最初のいくつかの画面（続き）インストールの最初のいくつかの画面（続き）インストールの最初のいくつかの画面（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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図図図図 6-2 インストールの最初のいくつかの画面の順序インストールの最初のいくつかの画面の順序インストールの最初のいくつかの画面の順序インストールの最初のいくつかの画面の順序
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インストールの一部 :　インストールの最後のいくつかの画面
6.25 インストールの一部インストールの一部インストールの一部インストールの一部 :　インストールの最後のいくつかの画面　インストールの最後のいくつかの画面　インストールの最後のいくつかの画面　インストールの最後のいくつかの画面
インストーラの最後のいくつかの画面はすべてのインストールで同じであるため、この項で
説明します。この章のほとんどのインストール手順では、この項を終了点として参照してい
ます。

表表表表 6-12 インストールの最後のいくつかの画面インストールの最後のいくつかの画面インストールの最後のいくつかの画面インストールの最後のいくつかの画面

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. 「サマリー」 選択した内容を確認し、「インストール」をクリックします。

2. インストール進捗 この画面には、インストールの進捗状況が表示されます。

3. root.sh の実行 注意注意注意注意 :　　　　要求されるまで root.shスクリプトを実行しないでください。

1. 要求されたら、別のシェルで rootユーザーとして root.shスクリプトを実

行します。このスクリプトは、このインスタンスの Oracle ホーム・ディレクト

リにあります。

2. staticports.ini を使用して Oracle HTTP Server に 1024 よりも小さいポートを指

定した場合は、これらの追加手順を実行します。

これらの手順は、インストーラが Oracle HTTP Server を起動できるようにする

ために必要です。これらは、root.shの実行後、「OK」をクリックする前に実

行します。

prompt> su                Become the root user
Password:
# cd ORACLE_HOME/Apache/Apache/bin
# chown root .apachectl   Note the . at the start of the filename
# chmod 6750 .apachectl

3. 「OK」をクリックします。

4. 「Configuration Assistant」 この画面には、Configuration Assistant の進捗状況が表示されます。Configuration 
Assistant によって、コンポーネントが構成されます。

5. 「インストールの終了」 「終了」をクリックして、インストーラを終了します。
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6.26 インストールの一部インストールの一部インストールの一部インストールの一部 :　　　　Oracle9i Database の画面の画面の画面の画面
OracleAS Metadata Repository 用の新規データベースをインストールすると、インストーラ
に次の画面が表示されます。

表表表表 6-13 Oracle9i Database の画面の画面の画面の画面

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. 権限付きオペレーティン
グ・システム・グループの
指定

この画面は、OSDBA または OSOPER オペレーティング・システム・グループに属

さないユーザーとしてインストーラを実行する場合に表示されます。

データベース管理者（OSDBA）グループ :　例 :　dbadmin

データベース・オペレータ（OSOPER）・グループ :　例 :　dbadmin

「次へ」をクリックします。

2. データベースの識別の指定 「グローバル・データベース名」:　OracleAS Metadata Repository データベースの

名前を入力します。コンピュータのドメイン名をデータベース名に追加します。

例 :　asdb.mydomain.com

「SID」:　OracleAS Metadata Repository データベースのシステム識別子を入力しま

す。通常、これはグローバル・データベース名と同じですが、ドメイン名は含まれ
ません。SID は、すべてのデータベースで一意である必要があります。SID は最大

8 文字です。

例 :　asdb

「次へ」をクリックします。

3. SYS および SYSTEM ユー

ザーのパスワードの指定

これらの権限付きデータベース・アカウントのパスワードを設定します。これらの
アカウントのパスワードの設定規則については、6.14 項「SYS および SYSTEM ユー

ザー用のパスワードの制限」を参照してください。

「次へ」をクリックします。

4. データベース・ファイルの
場所の指定

データベース・ファイルのディレクトリの入力または選択 :　インストーラで

OracleAS Metadata Repository データベース用のデータ・ファイルを作成するディ

レクトリを入力します。データ・ファイルと Oracle ホーム・ディレクトリ内のファ

イルは、別々のディスクに配置する必要があります。

たとえば、別のディスクに /data_partitionというディレクトリがある場合、

そのディレクトリに oracleAS_dbfilesというサブディレクトリを作成し、デー

タ・ファイルをそのサブディレクトリ
（/data_partition/oracleAS_dbfiles）に配置できます。

「次へ」をクリックします。

5. データベース・キャラク
タ・セットの指定

「デフォルト・キャラクタ・セットを使用」を選択します。「次へ」をクリックしま
す。
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6.27 インストールの一部インストールの一部インストールの一部インストールの一部 :　　　　OracleAS Certificate Authority の画面の画面の画面の画面
OracleAS Infrastructure 10g のインストール時に「構成オプションの選択」画面で

「OracleAS Certificate Authority」を選択すると、インストーラにより表 6-14 に示された画
面が表示されます。

同じ OracleAS Metadata Repository に対して複数の OracleAS Certificate Authority をイン
ストールすることはできません。Identity Management コンポーネントを既存の OracleAS 
Metadata Repository に対してのみインストールするときには、Metadata Repository に対し
てすでに OracleAS Certificate Authority のインスタンスが構成されていないことを確認しま
す。

例 :　OracleAS Certificate Authority を含む OracleAS Metadata Repository および Identity 
Management コンポーネントをコンピュータにインストールします。次に、同じ OracleAS 
Metadata Repository に対して追加の Identity Management コンポーネント（OracleAS 
Certificate Authority を含む）を同じまたは別のコンピュータにインストールすると、この
インストールは失敗します。

表表表表 6-14 OracleAS Certificate Authority の画面の画面の画面の画面

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. OracleAS Metadata 
Repository の選択

この画面は、OracleAS Certificate Authority を構成するときに、既存の Oracle 
Internet Directory および 既存の OracleAS Metadata Repository を使用している場

合にのみ表示されます。Oracle Internet Directory には、使用する OracleAS 
Metadata Repository が登録されている必要があります。

OracleAS Certificate Authority で使用する OracleAS Metadata Repository を選択し

ます。

「次へ」をクリックします。

2. OCA 識別名の指定 OracleAS Certificate Authority では、この画面で指定された DN を、発行される証

明書の「発行者」フィールドに移入します。

標準 DN:　DN にこのセクションに一覧表示された属性のみを使用する場合は、こ

のセクションを使用します。このセクションで指定された属性をすべて入力する必
要はありません。o（組織）属性のみが必須です。どの属性でも、'（一重引用符）

文字は無効です。

� 「一般名 (CN)」:　証明書に必要な名前を入力します。この名前は、ホスト名と

は異なる必要があります。例 :　John Doe。

� 「組織単位 (OU)」:　地区または部門の名前を入力します。例 :　Sales。

� 「組織 (O)」:　会社または組織の名前を入力します。例 :　Oracle。

� 「国 (C)」:　ドロップダウン・リストから国を選択します。

カスタム DN:　DN に標準 DN セクションで一覧表示されない属性を使用する場合

は、このセクションで DN を指定します。

「次へ」をクリックします。
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3. 「OCA 鍵の長さの指定」 「鍵の長さ」（ビット）:　OracleAS Certificate Authority で発行されるすべての証明

書に署名するために RSA アルゴリズムで使用される鍵の長さを選択します。少なく

とも 2048 ビットの鍵の長さを使用することをお薦めします。鍵の長さが長いほど

セキュリティが強化されますが、新しい証明書を発行するための時間が長くなりま
す。

「次へ」をクリックします。

4. 「OCA 管理者パスワードの

指定」

「管理者のパスワード」と「パスワードの確認」:　OracleAS Certificate Authority
管理者のパスワードを指定して、確認します。パスワードには、次の制限がありま
す。

� 8 文字以上である必要があります。

� 英字を 1 文字以上使用する必要があります。

� 英字以外の文字（数字など）を 1 文字以上使用する必要があります。

� 先頭の文字を数字にすることはできません。

OracleAS Certificate Authority を管理するには、このパスワードが必要です。この

パスワードは、OracleAS Certificate Authority Configuration Assistant でも使用し

ます。

インストール後に、ocactlコマンドを使用してパスワードを変更できます。詳細

は、OracleAS Certificate Authority のオンライン・ヘルプを参照してください。

「次へ」をクリックします。

表表表表 6-14 OracleAS Certificate Authority の画面（続き）の画面（続き）の画面（続き）の画面（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール

表表表表 7-1 この章の内容この章の内容この章の内容この章の内容

トピックトピックトピックトピック 手順手順手順手順

� 7.1 項「中間層タイプ」

� 7.2 項「中間層のコンポーネント」

� 7.3 項「必要なコンポーネント」

� 7.4 項「J2EE and Web Cache 中間層用の構成オプショ

ン」

� 7.5 項「DCM スキーマのパスワードの確認方法」

� 7.6 項「コンポーネントが使用するポート番号の確認方

法」

� 7.7 項「アップグレードした Oracle Internet Directory に

中間層をインストールする場合」

� 7.8 項「インフラストラクチャなしでの J2EE and Web 
Cache のインストール」

� 7.9 項「OracleAS Database-Based Cluster および Identity 
Management Access を使用した J2EE and Web Cache の

インストール」

� 7.10 項「Identity Management Access を使用せずに

OracleAS Database-Based Cluster を使用した J2EE and 
Web Cache のインストール」

� 7.11 項「Identity Management Access を使用せずに

OracleAS File-Based Cluster を使用した J2EE and Web 
Cache のインストール」

� 7.12 項「OracleAS File-Based Cluster および Identity 
Management Access を使用した J2EE and Web Cache の

インストール」

� 7.13 項「Portal and Wireless または Business Intelligence 
and Forms のインストール」

� 7.14 項「中間層の拡張」

� 7.15 項「中間層のアップグレードと拡張を同時に行う方

法」

� 7.16 項「インストールの一部 :　中間層をインストール

する最初のいくつかの画面」

� 7.17 項「インストールの一部 :　インストールの最後の

いくつかの画面」
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中間層タイプ
7.1 中間層タイプ中間層タイプ中間層タイプ中間層タイプ
Oracle Application Server の中間層のインストール時に、必要な中間層のタイプを選択しま
す。Oracle Application Server には、次に示す 3 つのタイプの中間層があります（最小限の
コア・コンポーネントから完全なコンポーネントのセットの順）。

� J2EE and Web Cache

� Portal and Wireless

� Business Intelligence and Forms

中間層は、アプリケーションの配置および実行のためのコンポーネントを提供します。異な
るタイプの中間層は、異なるコンポーネントを提供します（7.2 項「中間層のコンポーネン
ト」を参照）。

中間層とインフラストラクチャ中間層とインフラストラクチャ中間層とインフラストラクチャ中間層とインフラストラクチャ

Portal and Wireless タイプと Business Intelligence and Forms タイプには、OracleAS 
Infrastructure 10g が必要です。これは、これらの中間層タイプのコンポーネントが、
OracleAS Metadata Repository にあるそれぞれのスキーマにアクセスする必要があるためで
す。

J2EE and Web Cache タイプでは、「OracleAS Database-Based Cluster」オプションまたは
「Identity Management Access」オプションを使用する場合にのみ一部のインフラストラク
チャ・コンポーネントが必要となります。J2EE and Web Cache 中間層でこれらのオプショ
ンを使用しない場合は、OracleAS Infrastructure 10g は必要ありません。詳細は、7.4 項

「J2EE and Web Cache 中間層用の構成オプション」を参照してください。
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7.2 中間層のコンポーネント中間層のコンポーネント中間層のコンポーネント中間層のコンポーネント
表 7-2 に、各タイプの中間層にインストールされるコンポーネントを示します。

小さい中間層タイプのコンポーネントは、大きい中間層タイプのサブセットです。大きいタ
イプには、小さいタイプのすべてのコンポーネントが含まれています。

� J2EE and Web Cache タイプは最小タイプです。

� Portal and Wireless タイプには、J2EE and Web Cache タイプに含まれるすべてのコン
ポーネントに加えて、Portal and Wireless タイプに固有のコンポーネントも含まれてい
ます。

� Business Intelligence and Forms タイプには、すべての中間層のコンポーネントが含ま
れています。

表表表表 7-2 中間層のコンポーネント中間層のコンポーネント中間層のコンポーネント中間層のコンポーネント

J2EE and Web 
Cache

Portal and 
Wireless

Business Intelligence and 
Forms

Oracle HTTP Server はい はい はい

Oracle Application Server Containers for 
J2EE (OC4J)

はい はい はい

OracleAS Web Cache はい はい はい

Oracle Enterprise Manager Application 
Server Control

はい はい はい

OracleAS Portal はい はい

OracleAS Wireless はい はい

OracleAS Personalization はい

OracleAS Discoverer（OracleAS 
Discoverer Plus、OracleAS Discoverer 
Viewer、Discoverer Portlet Provider を含

む）

はい

OracleAS Reports Services はい

OracleAS Forms Services はい
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必要なコンポーネント
7.3 必要なコンポーネント必要なコンポーネント必要なコンポーネント必要なコンポーネント
アプリケーションは、中間層インスタンス上に配置します。中間層は、アプリケーションで
使用するコンポーネントを提供する必要があります。

アプリケーションで使用するコンポーネントがわかっている場合は、適切な中間層タイプを
選択できます。たとえば、Portal の機能が必要な場合は、Portal and Wireless タイプをイン
ストールします。Business Intelligence and Forms タイプには、OracleAS Portal コンポーネ
ントも含まれるので、このタイプをインストールすることもできます。

必要なタイプがわからない場合でもディスク領域にゆとりがあれば、Business Intelligence 
and Forms タイプをインストールできます。このタイプを選択すると、すべてのコンポーネ
ントがインストールされます。ディスク領域にゆとりがない場合は、小さい中間層タイプを
インストールし、必要に応じて後でより大きなタイプに拡張できます。たとえば、J2EE and 
Web Cache を Business Intelligence and Forms に拡張できます。7.14 項「中間層の拡張」を
参照してください。

表 7-3 に、いくつかの機能とそれに適した中間層タイプを示します。

表表表表 7-3 機能とコンポーネントの対応付け機能とコンポーネントの対応付け機能とコンポーネントの対応付け機能とコンポーネントの対応付け

必要な機能必要な機能必要な機能必要な機能 このコンポーネントを提供する中間層を選択このコンポーネントを提供する中間層を選択このコンポーネントを提供する中間層を選択このコンポーネントを提供する中間層を選択

J2EE（JavaServer Pages（JSP）、サーブレットお

よび Enterprise JavaBeans（EJB）アプリケー

ションの開発用）

Oracle Application Server Containers for J2EE (OC4J)

Web サービス OC4J

UDDI OracleAS Portal

UDDI は、アプリケーションの配置に OC4J を、様々な UDDI
データ構造の格納に OracleAS Metadata Repository を、ユーザー

およびグループの管理に Oracle Internet Directory を利用するた

め、Portal and Wireless（または Business Intelligence and Forms）
中間層タイプが必要です。J2EE and Web Cache インストール・タ

イプには、OracleAS Metadata Repository も Oracle Internet 
Directory も必要ありません。

Oracle Ultra Search OracleAS Portal

OracleAS Syndication Services OracleAS Portal

Portal OracleAS Portal

Reports および Discoverer のプロバイダ

（OracleAS Portal と使用可能）

OracleAS Reports Services、OracleAS Discoverer

PL/SQL アプリケーション Oracle HTTP Server

携帯電話や PDA などのモバイル機器への配信 OracleAS Wireless
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Data Mining OracleAS Personalization

Business Intelligence アプリケーション OracleAS Reports Services, OracleAS Discoverer

Reports OracleAS Reports Services

Forms OracleAS Forms Services

表表表表 7-3 機能とコンポーネントの対応付け機能とコンポーネントの対応付け機能とコンポーネントの対応付け機能とコンポーネントの対応付け（続き）（続き）（続き）（続き）

必要な機能必要な機能必要な機能必要な機能 このコンポーネントを提供する中間層を選択このコンポーネントを提供する中間層を選択このコンポーネントを提供する中間層を選択このコンポーネントを提供する中間層を選択
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J2EE and Web Cache 中間層用の構成オプション
7.4 J2EE and Web Cache 中間層用の構成オプション中間層用の構成オプション中間層用の構成オプション中間層用の構成オプション
J2EE and Web Cache 中間層のインストールを選択すると、「構成オプションの選択」画面に
次のオプションが表示されます。

� OracleAS Web Cache

� OracleAS Database-Based Cluster

� OracleAS File-Based Cluster

� Identity Management Access

表 7-4 ではこれらのオプションおよび各オプションで必要な OracleAS Infrastructure 10g コ
ンポーネントについて説明します。必要なインフラストラクチャ・コンポーネントをインス
トールしてからでなければ、これらのオプションを使用して J2EE and Web Cache 中間層を
インストールすることはできません。これらのオプションのいずれも選択しない場合は、
OracleAS Infrastructure 10g は必要ありません。
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J2EE and Web Cache 中間層用の構成オプション
表表表表 7-4 インフラストラクチャを必要とするインフラストラクチャを必要とするインフラストラクチャを必要とするインフラストラクチャを必要とする J2EE and Web Cache のオプションのオプションのオプションのオプション

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明 必要なコンポーネント必要なコンポーネント必要なコンポーネント必要なコンポーネント

OracleAS File-Based 
Cluster

管理された OracleAS Cluster では、複数の

J2EE and Web Cache インスタンスをグルー

プ化できます。クラスタ内の任意のインスタ
ンスで、クタスタの任意のメンバー宛の要求
を処理できます。クラスタ内のすべてのイン
スタンスの構成は同じです。

管理された OracleAS Cluster には、ファイ

ル・ベースとデータベース・ベースの 2 種類

があります。

OracleAS ファイル・ベース・クラスタの

Oracle Application Server では、構成データ

をファイル・システムに格納します。このタ
イプのクラスタが必要な場合は、「OracleAS 
File-Based Cluster」を選択します。

OracleAS Cluster の詳細は、『Oracle 
Application Server 10g 高可用性ガイド』を

参照してください。

先にインストールしておく必要のあるコン
ポーネントはありません。

OracleAS 
Database-Based 
Cluster

このタイプの管理された OracleAS Cluster
の場合、Oracle Application Server では構成

データをメタデータ・リポジトリ・データ
ベースに格納します。このタイプのクラスタ
が必要な場合は、「OracleAS Databse-Based 
Cluster」を選択します。

OracleAS Metadata Repository

メタデータ・リポジトリを Oracle Internet 
Directory に登録する必要はありません。この

オプションには、Oracle Internet Directory は

必要ではありません。

このオプションには、Identity Management
コンポーネントは必要ではありません。

Identity Management 
Access

このオプションを使用すると、アプリケー
ションで OracleAS Single Sign-On や Oracle 
Internet Directory などの Identity 
Management サービスを使用できるようにな

ります。

Oracle Internet Directory、OracleAS Single 
Sign-On および OracleAS Metadata 
Repository

さらに、OracleAS Metadata Repository を

Oracle Internet Directory に登録する必要があ

ります。詳細は、6.10 項「OracleAS 
Metadata Repository の Oracle Internet 
Directory への登録とパスワードのランダム

化」を参照してください。

OracleAS Web Cache このオプションは、OracleAS Web Cache を

構成します。

先にインストールしておく必要のあるコン
ポーネントはありません。
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DCM スキーマのパスワードの確認方法
7.5 DCM スキーマのパスワードの確認方法スキーマのパスワードの確認方法スキーマのパスワードの確認方法スキーマのパスワードの確認方法
「Identity Management Access」オプションを使用せずに、「OracleAS Database-Based 

Cluster」オプションを使用して J2EE and Web Cache 中間層をインストールする場合は、イ
ンストーラにより OracleAS Metadata Repository 内の DCMスキーマのパスワードを入力す
るように要求されます。

「dcm」をパスワードとして使用し、「dcm」ユーザーとして OracleAS Metadata Repository
データベースへのログインを試みることができます。次のように SQL*Plus を使用してこれ
を行うことができます。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/sqlplus
Enter user-name: dcm
Enter password: dcm

これがうまくいかない場合は、インストーラにより DCMスキーマ用にランダム・パスワード
が生成されています。インストーラが DCMパスワードをランダム化するかどうかは、インス
トーラが OracleAS Metadata Repository を Oracle Internet Directory に登録するかどうかに
よって決まります。詳細は、6.10 項「OracleAS Metadata Repository の Oracle Internet 
Directory への登録とパスワードのランダム化」を参照してください。

ランダム・パスワードの変更方法ランダム・パスワードの変更方法ランダム・パスワードの変更方法ランダム・パスワードの変更方法

ランダム・パスワードを既知の値に変更できます。これを行うには、他の場所にあるパス
ワードを更新する必要があるため Application Server Control を使用する必要があります。
詳細は、『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。

Oracle Internet Directory を使用したランダム・パスワードの確認方法を使用したランダム・パスワードの確認方法を使用したランダム・パスワードの確認方法を使用したランダム・パスワードの確認方法

OracleAS Metadata Repository を Oracle Internet Directory に登録した場合は、Oracle 
Directory Manager を使用してランダム・パスワードを確認できます。

ただし、Oracle Internet Directory があり、OracleAS Metadata Repository がそれに登録され
ている場合は、「構成オプションの選択」画面で「OracleAS Database-Based Cluster」と

「Identity Management Access」の両方を選択することをお薦めします。両方を選択すると、
インストーラにより DCMパスワードを入力するように要求されません。

Oracle Internet Directory 内のランダム・パスワードを確認するには、次の手順を実行しま
す。

1. Oracle Directory Manager を起動します。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/oidadmin

注意注意注意注意 : この手順は、Oracle Internet Directory のスーパーユーザー
（cn=orcladmin）のみが実行できます。
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DCM スキーマのパスワードの確認方法
2. Oracle Internet Directory に cn=orcladminスーパーユーザーとしてログインします。

3. 図 7-1 に示すように、構造を展開します。図に示すように、左側で
OrclResourceName=DCM を選択します。DCMスキーマのパスワードが、右側の
orclpasswordattribute フィールドに表示されます。

図図図図 7-1 Oracle Internet Directory 内の内の内の内の DCM スキーマのパスワードの表示スキーマのパスワードの表示スキーマのパスワードの表示スキーマのパスワードの表示
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コンポーネントが使用するポート番号の確認方法
7.6 コンポーネントが使用するポート番号の確認方法コンポーネントが使用するポート番号の確認方法コンポーネントが使用するポート番号の確認方法コンポーネントが使用するポート番号の確認方法
インストール時に、特定のコンポーネントが使用するポート番号を確認する必要がある場合
があります。たとえば、Oracle Application Server 中間層のインストール時に、インストー
ラにより Oracle Internet Directory ポートの入力を要求されます。

ポート番号のリストは、次の方法で取得できます。

� Oracle Enterprise Manager Application Server Control を使用する。

Enterprise Manager ホーム・ページ上の「ポート」リンクをクリックします。これによ
り、使用されているすべてのポートと様々なコンポーネントの推奨されるポート範囲を
示すぺージが表示されます。

� ORACLE_HOME/install/portlist.iniファイルを確認する。ORACLE_HOMEは、
Oracle Application Server インストールが格納されているディレクトリです。

インストール後にコンポーネントのポート番号を変更しても、portlist.iniファイ
ルは更新されません。portlist.iniファイルは、インストール後は更新されません。

7.7 アップグレードしたアップグレードしたアップグレードしたアップグレードした Oracle Internet Directory に中間層をインに中間層をインに中間層をインに中間層をイン
ストールする場合ストールする場合ストールする場合ストールする場合 

リリース 9.2.0.x から 10g（9.0.4）にアップグレードした Oracle Internet Directory に対して
中間層をインストールする場合は、Oracle Application Server のアップグレードに記載され
ている Oracle Internet Directory 9.2.0.x から 10g（9.0.4）へのアップグレードの手順に従っ
たことを確認します。手順は、「Identity Management サービスのアップグレード」の章に記
載されています。
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インフラストラクチャなしでの J2EE and Web Cache のインストール
7.8 インフラストラクチャなしでのインフラストラクチャなしでのインフラストラクチャなしでのインフラストラクチャなしでの J2EE and Web Cache のインのインのインのイン
ストールストールストールストール

インフラストラクチャを必要としない J2EE and Web Cache インスタンスをインストールす
るには、この手順を実行します。

表表表表 7-5 J2EE and Web Cache のインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
7.16 項「インストールの一部 :　中間層をインストールする最初のいくつかの画面」

を参照してください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「J2EE and Web Cache」を選択しま

す。

「次へ」をクリックします。

2. 「構成オプションの選択」 「OracleAS Web Cache」を選択します。

「Identity Management Access」オプションは、Oracle Internet Directory および

OracleAS Single Sign-On を必要とするので、このオプションを選択しないでくださ

い。

「OracleAS Database-Based Cluster」オプションでは OracleAS Metadata Repository
を必要とするので、このオプションを選択しないでください。

「OracleAS File-Based Cluster」を選択しないでください。

「次へ」をクリックします。

3. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインスタンスの名前を入力します。インスタンス名には、

英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使用できます。1 つのコン

ピュータに複数の Oracle Application Server インスタンスがある場合は、インスタ

ンス名は一意である必要があります。

例 :　J2EE_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制限
については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してくだ

さい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

4. -- インストールを終了します。詳細は、7.17 項「インストールの一部 :　インストー

ルの最後のいくつかの画面」を参照してください。
中間層のインストール 7-11



OracleAS Database-Based Cluster および Identity Management Access を使用した J2EE and Web Cache のインストール
7.9 OracleAS Database-Based Cluster およびおよびおよびおよび Identity Management 
Access を使用したを使用したを使用したを使用した J2EE and Web Cache のインストールのインストールのインストールのインストール

OracleAS Cluster managed using database repository および Identity Management Access を
使用して J2EE and Web Cache 中間層をインストールするには、この手順を実行します。

前提条件 :　OracleAS Infrastructure 10g

表表表表 7-6 OracleAS Database-Based Cluster およびおよびおよびおよび Identity Management Access を使用したを使用したを使用したを使用した J2EE and Web Cache
のインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
7.16 項「インストールの一部 :　中間層をインストールする最初のいくつかの画面」

を参照してください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「J2EE and Web Cache」を選択しま

す。

2. 「構成オプションの選択」 「OracleAS Web Cache」を選択します。

「Identity Management Access」を選択します。

「OracleAS Database-Based Cluster」を選択します。

「OracleAS File-Based Cluster」を選択解除します。

「次へ」をクリックします。

3. 「Oracle Internet Directory
への登録」

「ホスト名」:　Oracle Internet Directory を実行しているコンピュータの名前を入力

します。

「ポート」:　Oracle Internet Directory がリスニングしているポートを入力します。

ポート番号がわからない場合は、7.6 項「コンポーネントが使用するポート番号の

確認方法」を参照してください。

「Oracle Internet Directory には SSL 接続のみ使用」:　Oracle Application Server コ
ンポーネントが Oracle Internet Directory への接続に SSL のみを使用するようにす

る場合は、このオプションを選択します。

「次へ」をクリックします。

4. 「Oracle Internet Directory
に対するログインの指定」

「ユーザー名」:　 Oracle Internet Directory にログインするためのユーザー名を入力

します。

「パスワード」:　ユーザー名のパスワードを入力します。

「レルム」:　ユーザー名の妥当性を検証するためのレルムを入力します。この

フィールドは、Oracle Internet Directory に複数のレルムがある場合にのみ表示され

ます。

「次へ」をクリックします。
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OracleAS Database-Based Cluster および Identity Management Access を使用した J2EE and Web Cache のインストール
5. OracleAS Cluster 用の

Metadata Repository の選

択

ドロップダウン・リストから「OracleAS Metadata Repository」を選択します。

「次へ」をクリックします。

6. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインスタンスの名前を入力します。インスタンス名には、

英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使用できます。1 つのコン

ピュータに複数の Oracle Application Server インスタンスがある場合は、インスタ

ンス名は一意である必要があります。

例 :　j2ee_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制限
については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してくだ

さい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

7. -- インストールを終了します。詳細は、7.17 項「インストールの一部 :　インストー

ルの最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 7-6 OracleAS Database-Based Cluster およびおよびおよびおよび Identity Management Access を使用したを使用したを使用したを使用した J2EE and Web Cache
のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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Identity Management Access を使用せずに OracleAS Database-Based Cluster を使用した J2EE and Web Cache のインストール
7.10 Identity Management Access を使用せずにを使用せずにを使用せずにを使用せずに OracleAS 
Database-Based Cluster を使用したを使用したを使用したを使用した J2EE and Web Cache のインスのインスのインスのインス
トールトールトールトール

Identity Management Access を使用せずに OracleAS Cluster managed using database 
repository を使用して J2EE and Web Cache 中間層をインストールするには、この手順を実
行します。

前提条件 :　OracleAS Metadata Repository

表表表表 7-7 Identity Management Access を使用せずに、を使用せずに、を使用せずに、を使用せずに、OracleAS Database-Based Cluster を使用したを使用したを使用したを使用した J2EE and Web 
Cache のインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
7.16 項「インストールの一部 :　中間層をインストールする最初のいくつかの画面」

を参照してください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「J2EE and Web Cache」を選択しま

す。

2. 「構成オプションの選択」 「OracleAS Web Cache」を選択します。

「OracleAS Database-Based Cluster」を選択します。

「OracleAS File-Based Cluster」を選択解除します。

「Identity Management Access」を選択しないでください。

「次へ」をクリックします。

3. OracleAS Cluster 用の

Metadata Repository の

指定

「パスワード」:　DCMスキーマのパスワードを入力します。このスキーマの最初の

パスワードは、dcmです。

「ホスト名とポート」:　データベースが稼動しているコンピュータの名前を入力し、

そのコンピュータがリスニングしているポートのポート番号を入力します。
host.domain:portという書式を使用します。

「サービス名」:　データベースのサービス名を入力します。サービス名には、デー

タベースのドメイン名が含まれている必要があります。

例 :　 asdb.mydomain.com

「次へ」をクリックします。
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4. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインスタンスの名前を入力します。インスタンス名には、

英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使用できます。1 つのコン

ピュータに複数の Oracle Application Server インスタンスがある場合は、インスタ

ンス名は一意である必要があります。

例 :　j2ee_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパ

スワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制
限については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してく

ださい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

5. -- インストールを終了します。詳細は、7.17 項「インストールの一部 :　インストー

ルの最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 7-7 Identity Management Access を使用せずに、を使用せずに、を使用せずに、を使用せずに、OracleAS Database-Based Cluster を使用したを使用したを使用したを使用した J2EE and Web 
Cache のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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Identity Management Access を使用せずに OracleAS File-Based Cluster を使用した J2EE and Web Cache のインストール
7.11 Identity Management Access を使用せずにを使用せずにを使用せずにを使用せずに OracleAS File-Based 
Cluster を使用したを使用したを使用したを使用した J2EE and Web Cache のインストールのインストールのインストールのインストール

Identity Management Access を使用せずにファイルベース・リポジトリを使用して管理され
る OracleAS Cluster を使用して J2EE and Web Cache 中間層をインストールするには、この
手順を実行します。

表表表表 7-8 Identity Management Access を使用せずに、を使用せずに、を使用せずに、を使用せずに、OracleAS File-Based Cluster を使用したを使用したを使用したを使用した J2EE and Web 
Cache のインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
7.16 項「インストールの一部 :　中間層をインストールする最初のいくつかの画面」

を参照してください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「J2EE and Web Cache」を選択しま

す。

「次へ」をクリックします。

2. 「構成オプションの選択」 � 「OracleAS Web Cache」を選択します。

� 「OracleAS File-Based Cluster」を選択します。

� 「OracleAS Database-Based Cluster」オプションでは OracleAS Metadata 
Repository を必要とするので、このオプションを選択しないでください。

� 「Identity Management Access」オプションは、Oracle Internet Directory およ

び OracleAS Single Sign-On を必要とするので、このオプションを選択しない

でください。

「次へ」をクリックします。

4. 「警告」 この警告ダイアログにより、ファイル・ベースのクラスタリングを設定するには、
インストール後に追加手順を実行する必要があることが警告されます。このダイア
ログのテキストも、ORACLE_HOME/install/setupinfo.txtに格納されていま

す。「OK」をクリックします。
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Identity Management Access を使用せずに OracleAS File-Based Cluster を使用した J2EE and Web Cache のインストール
5. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインスタンスの名前を入力します。インスタンス名には、

英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使用できます。1 つのコン

ピュータに複数の Oracle Application Server インスタンスがある場合は、インスタ

ンス名は一意である必要があります。

例 :　J2EE_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制限
については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してくだ

さい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

6. -- インストールを終了します。詳細は、7.17 項「インストールの一部 :　インストー

ルの最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 7-8 Identity Management Access を使用せずに、を使用せずに、を使用せずに、を使用せずに、OracleAS File-Based Cluster を使用したを使用したを使用したを使用した J2EE and Web 
Cache のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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OracleAS File-Based Cluster および Identity Management Access を使用した J2EE and Web Cache のインストール
7.12 OracleAS File-Based Cluster およびおよびおよびおよび Identity Management Access
を使用したを使用したを使用したを使用した J2EE and Web Cache のインストールのインストールのインストールのインストール

ファイルベース・リポジトリを使用して管理される OracleAS Cluster および Identity 
Management Access を使用して J2EE and Web Cache 中間層をインストールするには、この
手順を実行します。

前提条件 :　 Oracle Internet Directory

表表表表 7-9 OracleAS File-Based Cluster およびおよびおよびおよび Identity Management Access を使用したを使用したを使用したを使用した J2EE and Web Cache のイのイのイのイ
ンストール手順ンストール手順ンストール手順ンストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
7.16 項「インストールの一部 :　中間層をインストールする最初のいくつかの画面」

を参照してください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「J2EE and Web Cache」を選択しま

す。

「次へ」をクリックします。

2. 「構成オプションの選択」 � 「OracleAS Web Cache」を選択します。

� 「OracleAS File-Based Cluster」を選択します。

� 「OracleAS Database-Based Cluster」を選択しないでください。

� 「Identity Management Access」を選択します。

「次へ」をクリックします。

4. 「警告」 この警告ダイアログにより、ファイル・ベースのクラスタリングを設定するには、
インストール後に追加手順を実行する必要があることが警告されます。このダイア
ログのテキストも、ORACLE_HOME/install/setupinfo.txtに格納されていま

す。「OK」をクリックします。

5. 「Oracle Internet Directory
への登録」

「ホスト名」:　Oracle Internet Directory を実行しているコンピュータの名前を入力

します。

「ポート」:　Oracle Internet Directory がリスニングしているポートを入力します。

ポート番号がわからない場合は、7.6 項「コンポーネントが使用するポート番号の

確認方法」を参照してください。

「Oracle Internet Directory には SSL 接続のみ使用」:　Oracle Application Server コ
ンポーネントが Oracle Internet Directory への接続に SSL のみを使用するようにす

る場合は、このオプションを選択します。

「次へ」をクリックします。
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6. 「Oracle Internet Directory
に対するログインの指定」

「ユーザー名」:　 Oracle Internet Directory にログインするためのユーザー名を入力

します。

「パスワード」:　ユーザー名のパスワードを入力します。

「レルム」:　ユーザー名の妥当性を検証するためのレルムを入力します。この

フィールドは、Oracle Internet Directory に複数のレルムがある場合にのみ表示され

ます。

「次へ」をクリックします。

7. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインスタンスの名前を入力します。インスタンス名には、

英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使用できます。1 つのコン

ピュータに複数の Oracle Application Server インスタンスがある場合は、インスタ

ンス名は一意である必要があります。

例 :　J2EE_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制限
については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してくだ

さい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

8. -- インストールを終了します。詳細は、7.17 項「インストールの一部 :　インストー

ルの最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 7-9 OracleAS File-Based Cluster およびおよびおよびおよび Identity Management Access を使用したを使用したを使用したを使用した J2EE and Web Cache のイのイのイのイ

ンストール手順（続き）ンストール手順（続き）ンストール手順（続き）ンストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms のインストール
7.13 Portal and Wireless またはまたはまたはまたは Business Intelligence and Forms のののの
インストールインストールインストールインストール

Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms の中間層をインストールするに
は、この手順を実行します。

前提条件 :　 OracleAS Infrastructure 10g

表表表表 7-10 Portal and Wireless またはまたはまたはまたは Business Intelligence and Forms のインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
7.16 項「インストールの一部 :　中間層をインストールする最初のいくつかの画面」

を参照してください。

注意 :

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「Portal and Wireless」または

「Business Intelligence and Forms」を選択します。

2. 「構成オプションの選択」 使用するコンポーネントを選択し、「次へ」をクリックします。すべてのコンポー
ネントを選択する必要はありません。

Portal and Wireless のオプションを次に示します。

� OracleAS Portal

� OracleAS Wireless

Business Intelligence and Forms のオプションを次に示します。

� OracleAS Portal

� OracleAS Wireless

� OracleAS Discoverer

� OracleAS Personalization

� OracleAS Reports Services

� OracleAS Forms Services

3. 「Oracle Internet Directory
への登録」

「ホスト名」:　Oracle Internet Directory を実行しているコンピュータの名前を入力

します。

「ポート」:　Oracle Internet Directory がリスニングしているポートのポート番号を

入力します。ポート番号がわからない場合は、7.6 項「コンポーネントが使用する

ポート番号の確認方法」を参照してください。

「Oracle Internet Directory には SSL 接続のみ使用」:　Oracle Application Server コ
ンポーネントが Oracle Internet Directory への接続に SSL のみを使用するようにす

る場合は、このオプションを選択します。

「次へ」をクリックします。
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4. 「Oracle Internet Directory
に対するログインの指定」

「ユーザー名」:　 Oracle Internet Directory にログインするためのユーザー名を入力

します。

「パスワード」:　ユーザーのパスワードを入力します。

「レルム」:　ユーザーの妥当性を検証するためのレルムを入力します。このフィー

ルドは、Oracle Internet Directory に複数のレルムがある場合にのみ表示されます。

Oracle Internet Directory にレルムが 1 つのみ含まれる場合は、インストーラによっ

てそのレルムに対してユーザーの妥当性が検証されます。

「次へ」をクリックします。

5. OracleAS Metadata 
Repository の選択

「リポジトリ」:　この中間層インスタンスで使用する OracleAS Metadata 
Repository を選択します。インストーラでは、このインスタンスを選択された

OracleAS Metadata Repository に登録します。「次へ」をクリックします。

6. 「OCA 管理者パスワードの

指定」

この画面は、「構成オプションの選択」画面で「OracleAS Reports Services」を選択

した場合にのみ表示されます。

OracleAS Reports Services で使用する送信メール・サーバー（SMTP）の名前を入

力します。空白のままにして、後で構成することもできます。「次へ」をクリック
します。

7. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインスタンスの名前を入力します。インスタンス名には、

英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使用できます。1 つのコン

ピュータに複数の Oracle Application Server インスタンスがある場合は、インスタ

ンス名は一意である必要があります。

例 1:　PW_904

例 2:　BI_Forms_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパ

スワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制
限については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してく

ださい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

8. -- インストールを終了します。詳細は、7.17 項「インストールの一部 :　インストー

ルの最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 7-10 Portal and Wireless またはまたはまたはまたは Business Intelligence and Forms のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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中間層の拡張
7.14 中間層の拡張中間層の拡張中間層の拡張中間層の拡張
中間層をインストールして使用した後に、より大きな中間層のコンポーネントが必要になる
場合があります。たとえば、J2EE and Web Cache 中間層をインストールしてから OracleAS 
Portal が必要になる場合などです。

この場合は、J2EE and Web Cache インスタンスと同じ Oracle ホームに Portal and Wireless
タイプ（Business Intelligence and Forms タイプ）をインストールできます。インストーラ
により、既存のコンポーネントの構成を変更することなく、より大きい中間層に含まれる追
加のコンポーネントがインストールされ、構成されます。

中間層は次の方法で拡張できます。

� J2EE and Web Cache から Portal and Wireless

� J2EE and Web Cache から Business Intelligence and Forms

� Portal and Wireless から Business Intelligence and Forms

中間層の拡張は、次の点を除けば、新しい中間層のインストールと同じです。

� 「ファイルの場所の指定」画面で、拡張する中間層の Oracle ホーム・ディレクトリを入
力します。

� 拡張する中間層の ias_admin ユーザーのパスワードが必要です。

インストーラにより、インスタンス名と ias_admin パスワードの指定画面ではなく、
「ias_admin パスワードの指定」画面が表示されます。この画面では、ias_admin ユー
ザーの既存のパスワードを入力します。

� インスタンス名は変わりません。

Portal and Wireless タイプと Business Intelligence and Forms タイプにはインフラストラク
チャが必要であることに注意してください。

中間層を縮小することはできません。つまり、大きい中間層から小さい中間層に移行するこ
とはできません。

インフラストラクチャは拡張できません。

手順手順手順手順 :　中間層の拡張　中間層の拡張　中間層の拡張　中間層の拡張

中間層を拡張するには、次の手順を実行します。
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表表表表 7-11 中間層の拡張手順中間層の拡張手順中間層の拡張手順中間層の拡張手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- 拡張する中間層に関連付けられているすべてのプロセスを停止します。プロセスの
停止方法については、『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してく

ださい。

2. -- インストーラを起動して、最初のいくつかの画面で情報を入力します。詳細は、
7.16 項「インストールの一部 :　中間層をインストールする最初のいくつかの画面」

を参照してください。

注意 :

� 「ファイルの場所の指定」画面で、拡張する中間層の Oracle ホーム・ディレク

トリを入力します。

� 「インストール・タイプの選択」画面で、「Portal and Wireless」または

「Business Intelligence and Forms」を選択します。

3. 「構成オプションの選択」 使用するコンポーネントを選択します。

「次へ」をクリックします。

Portal and Wireless のオプションを次に示します。

� OracleAS Portal

� OracleAS Wireless

Business Intelligence and Forms のオプションを次に示します。

� OracleAS Portal

� OracleAS Wireless

� OracleAS Discoverer

� OracleAS Personalization

� OracleAS Reports Services

� OracleAS Forms Services

4. 「Oracle Internet Directory
への登録」

「ホスト名」:　Oracle Internet Directory を実行しているコンピュータの名前を入力

します。

「ポート」:　Oracle Internet Directory がリスニングしているポートのポート番号を

入力します。ポート番号がわからない場合は、7.6 項「コンポーネントが使用する

ポート番号の確認方法」を参照してください。

「Oracle Internet Directory には SSL 接続のみ使用」:　Oracle Application Server コ
ンポーネントが Oracle Internet Directory への接続に SSL のみを使用するようにす

る場合は、このオプションを選択します。

「次へ」をクリックします。
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5. 「Oracle Internet Directory
に対するログインの指定」

「ユーザー名」:　 Oracle Internet Directory にログインするためのユーザー名を入力

します。

「パスワード」:　ユーザーのパスワードを入力します。

「レルム」:　ユーザーの妥当性を検証するためのレルムを入力します。このフィー

ルドは、Oracle Internet Directory に複数のレルムがある場合にのみ表示されます。

Oracle Internet Directory にレルムが 1 つのみ含まれる場合は、インストーラによっ

てそのレルムに対してユーザーの妥当性が検証されます。

「次へ」をクリックします。

6. OracleAS Metadata 
Repository の選択

「リポジトリ」:　この中間層インスタンスで使用する OracleAS Metadata 
Repository を選択します。インストーラでは、このインスタンスを選択された

OracleAS Metadata Repository に登録します。「次へ」をクリックします。

7. 「OCA 管理者パスワードの

指定」

この画面は、「構成オプションの選択」画面で「OracleAS Reports Services」を選択

した場合にのみ表示されます。

OracleAS Reports Services で使用する送信メール・サーバー（SMTP）の名前を入

力します。空白のままにして、後で構成することもできます。「次へ」をクリック
します。

8. ias_admin パスワードの

指定

「ias_admin パスワード」:　拡張する中間層の ias_admin ユーザーのパスワードを

入力します。「次へ」をクリックします。

9. -- インストールを終了します。詳細は、7.17 項「インストールの一部 :　インストー

ルの最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 7-11 中間層の拡張手順（続き）中間層の拡張手順（続き）中間層の拡張手順（続き）中間層の拡張手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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インストールの一部 :　中間層をインストールする最初のいくつかの画面
7.15 中間層のアップグレードと拡張を同時に行う方法中間層のアップグレードと拡張を同時に行う方法中間層のアップグレードと拡張を同時に行う方法中間層のアップグレードと拡張を同時に行う方法
中間層が 9.0.2 リリースのものであり、それを同じタイプの 10g（9.0.4）中間層へ（たとえ
ば、J2EE and Web Cache 9.0.2 中間層から J2EE and Web Cache 10g（9.0.4）中間層へ）アッ
プグレードする場合は、Oracle Application Server のアップグレードの指示に従います。

中間層のアップグレードと拡張を同時に行う場合（たとえば、J2EE and Web Cache 9.0.2 か
ら Portal and Wireless 10g（9.0.4）へ）は、次の 2 つの手順を実行する必要があります。

1. 中間層を 10g（9.0.4）の同じタイプの中間層にアップグレードします。この手順は、
Oracle Application Server のアップグレードに記載されています。

2. 10g（9.0.4）の Oracle ホームにある中間層を拡張します。詳細は、前の項、7.14 項「中
間層の拡張」を参照してください。

7.16 インストールの一部インストールの一部インストールの一部インストールの一部 :　中間層をインストールする最初の　中間層をインストールする最初の　中間層をインストールする最初の　中間層をインストールする最初の
いくつかの画面いくつかの画面いくつかの画面いくつかの画面

インストーラの最初のいくつかの画面はすべてのインストールで同じであるため、ここで説
明します。この章のほとんどのインストール手順では、この項を開始点として参照していま
す。

表表表表 7-12 中間層のインストールの最初のいくつかの画面中間層のインストールの最初のいくつかの画面中間層のインストールの最初のいくつかの画面中間層のインストールの最初のいくつかの画面

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動します。詳細は、5.15 項「Oracle Universal Installer の起動」

を参照してください。

2. 「ようこそ」 「次へ」をクリックします。

3. 「インベントリ・ディレク
トリの指定」

この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

「インベントリ・ディレクトリのフルパスの入力」:　インストーラのファイル用の

ディレクトリへのフル・パスを入力します。製品ファイル用の Oracle ホーム・ディ

レクトリとは異なるディレクトリを入力します。

例 :　/opt/oracle/oraInventory

「OK」をクリックします。
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4. 「UNIX グループ名」 この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

インベントリ・ディレクトリの書込み権限を持つオペレーティング・システム・グ
ループの名前を入力します。

例 :　oinstall

「次へ」をクリックします。

5. orainstRoot.sh の実行 この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

別のシェルで rootユーザーとして orainstRoot.shスクリプトを実行します。

このスクリプトは、oraInventory ディレクトリにあります。

「OK」をクリックします。

6. 「ファイルの場所の指定」 「名前」:　この Oracle ホームを識別する名前を入力します。この名前には空白を使

用できません。最大文字数は 16 文字です。

例 :　OH_J2EE_904

「パス」:　インストール先のディレクトリへのフル・パスを入力します。これは

Oracle ホームです。ディレクトリが存在しない場合は、インストーラにより作成さ

れます。事前にディレクトリを作成する場合は、oracleユーザーとして作成しま

す。rootユーザーとして作成しないでください。

例 :　/opt/oracle/OraJ2EE_904

「次へ」をクリックします。

7. ハードウェアのクラスタ・
インストール・モードの
指定

この画面は、コンピュータがハードウェア・クラスタの一部である場合にのみ表示
されます。

中間層にはハードウェア・クラスタがサポートされていないので、中間層をインス
トールするときには「ローカル・インストール」を選択します。

「次へ」をクリックします。

8. 「インストールする製品の
選択」

「Oracle Application Server」を選択して、中間層をインストールします。

追加の言語をインストールする必要がある場合は、「製品の言語」をクリックしま
す。詳細は、5.6 項「追加の言語のインストール」を参照してください。

「次へ」をクリックします。

表表表表 7-12 中間層のインストールの最初のいくつかの画面（続き）中間層のインストールの最初のいくつかの画面（続き）中間層のインストールの最初のいくつかの画面（続き）中間層のインストールの最初のいくつかの画面（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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インストールの一部 :　中間層をインストールする最初のいくつかの画面
図 7-2 で、画面の順序を要約しています。

9. 「インストール・タイプの
選択」

この画面に表示されるオプションは、「インストールする製品の選択」画面で選択し
たものによって異なります。

「Oracle Application Server（Oracle Application Server の中間層のこと）」を選択す

ると、次の画面が表示されます。

� J2EE and Web Cache

� Portal and Wireless

� Business Intelligence and Forms

「次へ」をクリックします。

10. 「中間層インストールの手
順のプレビュー」

この画面には、インストーラに表示される画面が一覧表示されます。「次へ」をク
リックします。

11. 「インストール前の要件の
確認」

画面に表示されたすべての要件を満たしていることを確認します。「次へ」をクリッ
クします。

表表表表 7-12 中間層のインストールの最初のいくつかの画面（続き）中間層のインストールの最初のいくつかの画面（続き）中間層のインストールの最初のいくつかの画面（続き）中間層のインストールの最初のいくつかの画面（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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インストールの一部 :　中間層をインストールする最初のいくつかの画面
図図図図 7-2 インストールの最初のいくつかの画面の順序インストールの最初のいくつかの画面の順序インストールの最初のいくつかの画面の順序インストールの最初のいくつかの画面の順序
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インストールの一部 :　インストールの最後のいくつかの画面
7.17 インストールの一部インストールの一部インストールの一部インストールの一部 :　インストールの最後のいくつかの画面　インストールの最後のいくつかの画面　インストールの最後のいくつかの画面　インストールの最後のいくつかの画面
インストーラの最後のいくつかの画面はすべてのインストールで同じであるため、この項で
説明します。この章のほとんどのインストール手順では、この項を終了点として参照してい
ます。

表表表表 7-13 インストールの最後のいくつかの画面インストールの最後のいくつかの画面インストールの最後のいくつかの画面インストールの最後のいくつかの画面

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. 「サマリー」 選択した内容を確認し、「インストール」をクリックします。

2. インストール進捗 この画面には、インストールの進捗状況が表示されます。

3. root.sh の実行 注意注意注意注意 :　　　　要求されるまでスクリプトを実行しないでください。

1. 要求されたら、別のシェルで rootユーザーとして root.shスクリプトを実

行します。このスクリプトは、このインスタンスの Oracle ホーム・ディレクト

リにあります。

2. staticports.ini を使用して Oracle HTTP Server および OracleAS Web Cache に

1024 よりも小さいポートを指定した場合は、これらの追加手順を実行します。

これらの手順は、インストーラが Oracle HTTP Server および OracleAS Web 
Cache を起動できるようにするために必要です。これらの手順は、root.shの

実行後、「OK」をクリックする前に実行します。

prompt> su                   Become the root user
Password:
# cd ORACLE_HOME/Apache/Apache/bin
# chown root .apachectl   Note the . at the start of the filename
# chmod 6750 .apachectl
# cd ORACLE_HOME/webcache/bin
# chown root webcached
# chmod 6750 webcached

3. 「OK」をクリックします。

4. 「Configuration Assistant」 この画面には、Configuration Assistant の進捗状況が表示されます。Configuration 
Assistant によって、コンポーネントが構成されます。

5. 「インストールの終了」 「終了」をクリックして、インストーラを終了します。
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インストールの一部 :　インストールの最後のいくつかの画面
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Oracle Application Server のインストール権限のための Oracle Internet Directory の
8

Oracle Application Server のインストール権のインストール権のインストール権のインストール権
限のための限のための限のための限のための Oracle Internet Directory の構成の構成の構成の構成

特定の中間層またはインフラストラクチャ・コンポーネントをインストールするときには、
インストーラにより、Oracle Internet Directory へログインするためのユーザー名を入力す
るように求められます。インストールを正常に行うためには、このユーザーは Oracle 
Internet Directory 内の特定のグループに属している必要があります。必要なグループは、イ
ンストールするものによって異なります。

ユーザーをグループに入れることにより、他のユーザーがインストールを実行できるように
なります。インストールを実行するために、ユーザーは cn=orcladminスーパーユーザー
としてログインする必要はありません。

この章の内容 :

� 8.1 項「Oracle Internet Directory のデフォルト・ユーザー」

� 8.2 項「Oracle Internet Directory のグループ」

� 8.3 項「コンポーネントのインストールに必要なグループ」

� 8.4 項「中間層のインストールに必要なグループ」

� 8.5 項「追加のメタデータ・リポジトリのインストールに必要なグループ」

� 8.6 項「異なるユーザーによるインストールの例」

� 8.7 項「Oracle Internet Directory でのユーザーの作成方法」

� 8.8 項「Oracle Internet Directory 内のグループへのユーザーの追加方法」

� 8.9 項「新しい Oracle Internet Directory の内容」

� 8.10 項「「Oracle Internet Directory に対するログインの指定」画面で入力するユーザー
名とレルム」
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Oracle Internet Directory のデフォルト・ユーザー
8.1 Oracle Internet Directory のデフォルト・ユーザーのデフォルト・ユーザーのデフォルト・ユーザーのデフォルト・ユーザー
Oracle Internet Directory をインストールすると、2 人のユーザー、cn=orcladminと
orcladminが作成されます。

� cn=orcladminは、Oracle Internet Directory のスーパーユーザーです。このユーザー
は、Oracle Internet Directory 内のすべてのタスクを実行するすべての権限を持ちます。

cn=orcladminの初期のパスワードは、Oracle Application Server インスタンスの
ias_admin ユーザーのパスワードと同じです。インストール時にこのパスワードを指定
しています。

cn=orcladminは、同じインストール・セッションで作成されたオブジェクトの所有
者です。たとえば、Oracle Internet Directory、OracleAS Metadata Repository および
Oracle Delegated Administration Services をインストールすると、cn=orcladminユー
ザーが作成され、リポジトリ所有者グループおよび DAS コンポーネント所有者グルー
プのメンバーになります。cn=orcladminは、iAS Admins グループのメンバーにもな
ります。

Oracle Delegated Administration Services を使用してスーパーユーザー
（cn=orcladmin）として Oracle Internet Directory にログインすることはできません。
cn=orcladminとしてログインするには、Oracle Directory Manager を使用する必要が
あります。

� Oracle Internet Directory のインストール時に、orcladminユーザーも作成されます。
このユーザーの DN は、 cn=orcladmin,cn=users,<default realm DN>です。

orcladminの初期のパスワードは、Oracle Application Server インスタンスの
ias_admin ユーザーのパスワードと同じです。インストール時にこのパスワードを指定
しています。

他の Oracle Internet Directory ユーザーを管理するために、Oracle Delegated 
Administration Services を使用して orcladminとして Oracle Internet Directory にロ
グインできます。これが可能なのは、orcladminが有効な OracleAS Single Sign-On
ユーザーであるからです。
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Oracle Internet Directory のグループ
8.2 Oracle Internet Directory のグループのグループのグループのグループ
Oracle Internet Directory のグループは、次のカテゴリに分類できます。

� 8.2.1 項「" グローバル " グループ」

� 8.2.2 項「各メタデータ・リポジトリのグループ」

� 8.2.3 項「各コンポーネントのグループ」

8.2.1 " グローバルグローバルグローバルグローバル " グループグループグループグループ
表 8-1 で、すべての Oracle Application Server インスタンスおよび Oracle Internet Directory
に登録されたコンポーネントに影響するグループについて説明します。

表表表表 8-1 " グローバルグローバルグローバルグローバル " グループグループグループグループ

グループグループグループグループ 説明説明説明説明

IAS Admins

DN:cn=IASAdmins, cn=groups, 
cn=OracleContext

IAS Admins には、次の権限があります。

� 新しいメタデータ・リポジトリのインストールおよび登録。IAS 
Admins には、Oracle Internet Directory にすでに登録されている既

存のリポジトリを管理する権限はありません。

� 中間層をインストールします。

信頼できるアプリケーションの管理者

DN:cn=Trusted Application Admins, 
cn=groups, cn=OracleContext

Identity Management、OracleAS Portal または OracleAS Wireless コン

ポーネントをインストールするには、いくつかのグループに属す必要が
あり、そのうちの 1 つが信頼できるアプリケーションの管理者グループ

です。表 8-4 は、各コンポーネントに必要なグループを示しています。

ユーザー管理アプリケーションの管理者

DN:cn=IAS & User Mgmt Admins, 
cn=groups, cn=OracleContext

OracleAS Portal または OracleAS Wireless をインストールするには、い

くつかのグループに属す必要があり、そのうちの 1 つがユーザー管理ア

プリケーションの管理者グループです。表 8-4 は、各コンポーネントに

必要なグループを示しています。
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Oracle Internet Directory のグループ
8.2.2 各メタデータ・リポジトリのグループ各メタデータ・リポジトリのグループ各メタデータ・リポジトリのグループ各メタデータ・リポジトリのグループ
表 8-2 に示すように、Oracle Internet Directory に登録された各メタデータ・リポジトリには
それぞれ独自のグループがあります。これにより、各リポジトリに異なる所有者およびユー
ザーを割り当てることができます。

表表表表 8-2 Oracle Internet Directory に登録された各メタデータ・リポジトリに関連付けられたグループに登録された各メタデータ・リポジトリに関連付けられたグループに登録された各メタデータ・リポジトリに関連付けられたグループに登録された各メタデータ・リポジトリに関連付けられたグループ

グループグループグループグループ 説明説明説明説明

リポジトリ所有者 メタデータ・リポジトリをインストールしたユーザーは、このグループのメンバー
になります。

リポジトリ所有者には、次の権限があります。

� このグループに対するユーザーの追加および削除。

� このリポジトリの登録解除。

� このリポジトリの中間層の管理者グループに対するユーザーの追加および削
除。

� このリポジトリに対する中間層インスタンスの追加および削除。

� 中間層の管理者グループのすべての権限。

中間層の管理者 中間層の管理者には次の権限があります。

� このリポジトリの関連の中間層グループからの中間層インスタンスの追加およ
び削除。これは、中間層をインストールするために、または別のリポジトリを
使用するように中間層コンポーネントを構成するために必要です。

� リポジトリ・データベース・オブジェクトのメタデータへのアクセス。

関連の中間層 このグループのメンバーは、このメタデータ・リポジトリに関連付けられた中間層
インスタンスです。中間層インスタンスは、インストール中にこのグループに追加
されます。このグループにインスタンスを手動で追加する必要はありません。

このグループのメンバーには、次の権限があります。

� リポジトリ・データベース・オブジェクトとそのスキーマのメタデータへのア
クセス。
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8.2.3 各コンポーネントのグループ各コンポーネントのグループ各コンポーネントのグループ各コンポーネントのグループ
Oracle Application Server コンポーネントのグループも、Oracle Internet Directory にありま
す。各コンポーネントには、表 8-3 に示したコンポーネント所有者グループと関連の中間層
グループがあります。

図 8-6 に、Oracle Delegated Administration Services コンポーネント用のこれらのグループ
を示します。

表表表表 8-3 各コンポーネントに関連付けられたグループ各コンポーネントに関連付けられたグループ各コンポーネントに関連付けられたグループ各コンポーネントに関連付けられたグループ

グループグループグループグループ 説明説明説明説明

コンポーネント所有者 コンポーネント所有者には、次の権限があります。

� このコンポーネントの所有者の追加および削除。

� このコンポーネントの登録解除。

� 追加の中間層とこのコンポーネントの関連付け。

関連の中間層 このグループのメンバーは、中間層インスタンスです。
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コンポーネントのインストールに必要なグループ
8.3 コンポーネントのインストールに必要なグループコンポーネントのインストールに必要なグループコンポーネントのインストールに必要なグループコンポーネントのインストールに必要なグループ
表 8-4 に、Oracle Application Server コンポーネントをインストールするためにユーザーが
属す必要があるグループを示します。

コンポーネントをインストールしたユーザーが、そのコンポーネントの所有者になります。

表表表表 8-4 コンポーネントの構成に必要なコンポーネントの構成に必要なコンポーネントの構成に必要なコンポーネントの構成に必要な Oracle Internet Directory グループグループグループグループ

構成するコンポーネント構成するコンポーネント構成するコンポーネント構成するコンポーネント ユーザーがメンバーである必要があるグループのリストユーザーがメンバーである必要があるグループのリストユーザーがメンバーである必要があるグループのリストユーザーがメンバーである必要があるグループのリスト

インフラストラクチャのコンポーネントインフラストラクチャのコンポーネントインフラストラクチャのコンポーネントインフラストラクチャのコンポーネント

Oracle Delegated Administration Services � 信頼できるアプリケーションの管理者

� iAS Admins

� OracleAS Single Sign-On が使用するメタデータ・リポジトリ用の

中間層の管理者グループ

OracleAS Single Sign-On が使用するメタデータ・リポジトリが

不明な場合は、8-9 ページの「OracleAS Single Sign-On が使用す

るメタデータ・リポジトリを確認するには」を参照してくださ
い。

� Oracle Delegated Administration Services コンポーネントのコン

ポーネント所有者

注意注意注意注意 :　これは、Oracle Delegated Administration Services の複

数のインスタンスをインストールする場合にのみ必要です。2 番

目およびそれ以降のインスタンスをインストールするときには、
ンポーネント所有者グループに属す必要があります。最初の
Oracle Delegated Administration Services インスタンスをインス

トールするときには、このグループのメンバーである必要はあり
ません。

グループへのユーザーの追加方法の手順は、8.8.1 項「Oracle 
Directory Manager を使用したグループへのユーザーの追加」を

参照してください。

OracleAS Single Sign-On OracleAS Single Sign-On をスーパーユーザー（cn=orcladmin）と

してインストールする必要があります。
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コンポーネントのインストールに必要なグループ
Oracle Directory Integration and 
Provisioning

� iAS Admins

� 信頼できるアプリケーションの管理者

� "cn=dipadmingrp,cn=odi,cn=oracle internet 
directory" で識別される Oracle Directory Integration and 
Provisioning の管理者

� OracleAS Single Sign-On が使用するメタデータ・リポジトリの中

間層の管理者グループ

OracleAS Single Sign-On が使用するメタデータ・リポジトリが

不明な場合は、8-9 ページの「OracleAS Single Sign-On が使用す

るメタデータ・リポジトリを確認するには」を参照してくださ
い。

既存の OracleAS Metadata Repository に対

して構成された OracleAS Certificate 
Authority 

� 信頼できるアプリケーションの管理者

� iAS Admins

� 既存のメタデータ・リポジトリのリポジトリ所有者グループ

新しい OracleAS Metadata Repository に対

して構成された OracleAS Certificate 
Authority（つまり、同じインストール・

セッションで OracleAS Certificate Authority
および OracleAS Metadata Repository をイ

ンストールし構成する）

� 信頼できるアプリケーションの管理者

� iAS Admins

J2EE and Web Cache 中間層の機能中間層の機能中間層の機能中間層の機能

Identity Management Access のみ � iAS Admins

Identity Management Access および

OracleAS Cluster（データベース・ベースま

たはファイル・ベース）

� iAS Admins

� メタデータ・リポジトリの中間層の管理者またはリポジトリ所有
者グループ

表表表表 8-4 コンポーネントの構成に必要なコンポーネントの構成に必要なコンポーネントの構成に必要なコンポーネントの構成に必要な Oracle Internet Directory グループ（続き）グループ（続き）グループ（続き）グループ（続き）

構成するコンポーネント構成するコンポーネント構成するコンポーネント構成するコンポーネント ユーザーがメンバーである必要があるグループのリストユーザーがメンバーである必要があるグループのリストユーザーがメンバーである必要があるグループのリストユーザーがメンバーである必要があるグループのリスト
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コンポーネントのインストールに必要なグループ
Portal and Wireless およびおよびおよびおよび Business 
Intelligence and Forms の中間層コンポーネの中間層コンポーネの中間層コンポーネの中間層コンポーネ

ントントントント

OracleAS Portal � 信頼できるアプリケーションの管理者

� IAS およびユーザー管理アプリケーションの管理者

� iAS Admins

� メタデータ・リポジトリの中間層の管理者またはリポジトリ所有
者グループ

� OracleAS Portal コンポーネントのコンポーネント所有者グループ

注意注意注意注意 :　　　　このグループは、追加の OracleAS Portal インスタンスを

インストールする場合にのみ適用できます。最初の OracleAS 
Portal のインストールには適用されません。それ以降の

OracleAS Portal のインストールの場合は、最初のインストール

を実行した Oracle Internet Directory ユーザーと同じユーザーと

してインストールを実行できます。OracleAS Portal を別の

Oracle Internet Directory ユーザーがインストールできるように

する場合は、そのユーザーを Portal アプリケーション・エンティ

ティのコンポーネント所有者グループに追加する必要がありま
す。

OracleAS Wireless � IAS およびユーザー管理アプリケーションの管理者

� iAS Admins

� メタデータ・リポジトリの中間層の管理者またはリポジトリ所有
者グループ

� OracleAS Wireless コンポーネントのコンポーネント所有者グ

ループ

注意注意注意注意 :　　　　このグループは、追加の OracleAS Wireless インスタンス

をインストールする場合にのみ適用できます。最初の OracleAS 
Wireless のインストールには適用されません。それ以降の

OracleAS Portal のインストールの場合は、最初のインストール

を実行した Oracle Internet Directory ユーザーと同じユーザーと

してインストールを実行できます。OracleAS Wireless を別の

Oracle Internet Directory ユーザーがインストールできるように

する場合は、そのユーザーを Wireless アプリケーション・エン

ティティのコンポーネント所有者グループに追加する必要があり
ます。

表表表表 8-4 コンポーネントの構成に必要なコンポーネントの構成に必要なコンポーネントの構成に必要なコンポーネントの構成に必要な Oracle Internet Directory グループ（続き）グループ（続き）グループ（続き）グループ（続き）

構成するコンポーネント構成するコンポーネント構成するコンポーネント構成するコンポーネント ユーザーがメンバーである必要があるグループのリストユーザーがメンバーである必要があるグループのリストユーザーがメンバーである必要があるグループのリストユーザーがメンバーである必要があるグループのリスト
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コンポーネントのインストールに必要なグループ
OracleAS Single Sign-On が使用するメタデータ・リポジトリを確認するにはが使用するメタデータ・リポジトリを確認するにはが使用するメタデータ・リポジトリを確認するにはが使用するメタデータ・リポジトリを確認するには

1. 次のコマンド（すべてを 1 行で）を実行します。

prompt> ldapsearch -h oidhostname -p oidport -D cn=orcladmin -w password
 -b "orclapplicationcommonname=orasso_ssoserver,cn=sso,cn=products,
      cn=oraclecontext"
 -s base "objectclass=*" seealso

次の値を入力します。

oidhostname:　Oracle Internet Directory を実行するコンピュータの名前。
例 :  dbmachine.mydomain.com

oidport :　Oracle Internet Directory がリスニングしているポートの番号。例 :  389。

passwd:　cn=orcladminユーザーのパスワード。

2. 前の手順のコマンドがメタデータ・リポジトリの名前を返さない場合は、次のコマンド
を実行します。

a. まず次のコマンドを実行して、その次のコマンドに必要な "orclreplicaid" 値を取得
します。

prompt> ldapsearch -h oidhostname -p oidport -D cn=orcladmin -w password
 -b "" -s base "objectclass=*" orclreplicaid

b. その後、次のコマンドを実行します。

prompt> ldapsearch -h oidhostname -p oidport -D cn=orcladmin -w password
 -b "orclreplicaid=value_from_previous_command,cn=replication configuration"
 -s base "objectclass=*" seealso

このコマンドは、cn=Metadata repository DB Name,cn=oraclecontext
という書式の "seealso" 値を返します。

OracleAS Reports Services

OracleAS Forms Services

OracleAS Personalization

OracleAS Discoverer

� iAS Admins

� メタデータ・リポジトリの中間層の管理者またはリポジトリ所有
者グループ

表表表表 8-4 コンポーネントの構成に必要なコンポーネントの構成に必要なコンポーネントの構成に必要なコンポーネントの構成に必要な Oracle Internet Directory グループ（続き）グループ（続き）グループ（続き）グループ（続き）

構成するコンポーネント構成するコンポーネント構成するコンポーネント構成するコンポーネント ユーザーがメンバーである必要があるグループのリストユーザーがメンバーである必要があるグループのリストユーザーがメンバーである必要があるグループのリストユーザーがメンバーである必要があるグループのリスト
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中間層のインストールに必要なグループ
8.4 中間層のインストールに必要なグループ中間層のインストールに必要なグループ中間層のインストールに必要なグループ中間層のインストールに必要なグループ
中間層のインストール時に、インストーラにより、Oracle Internet Directory にログインす
るように求められます。次のグループのメンバーであるユーザーとしてログインします。

� 8.4.1 項「必要なメタデータ・リポジトリに対してインストールするのに必要なグルー
プ」

� 8.4.2 項「中間層コンポーネントのインストールに必要なグループ」

8.4.1 必要なメタデータ・リポジトリに対してインストールするのに必要な必要なメタデータ・リポジトリに対してインストールするのに必要な必要なメタデータ・リポジトリに対してインストールするのに必要な必要なメタデータ・リポジトリに対してインストールするのに必要な
グループグループグループグループ

メタデータ・リポジトリに対して中間層をインストールするには、ユーザーは次のグループ
に属している必要があります。

� IAS Admins グループ

� 中間層とともに使用するメタデータ・リポジトリ用の中間層の管理者グループ。インス
トーラによってこの中間層に使用する OracleAS Metadata Repository が要求されるとき
は、ユーザーが中間層の管理者であるメタデータ・リポジトリのみが表示されます。た
とえば、図 8-2 では、userA は asdb.oracle.com のリポジトリのみを、userB は
asdb1.oracle.com のみを表示できます。

8.4.2 中間層コンポーネントのインストールに必要なグループ中間層コンポーネントのインストールに必要なグループ中間層コンポーネントのインストールに必要なグループ中間層コンポーネントのインストールに必要なグループ
OracleAS Portal や OracleAS Wireless などの中間層コンポーネントをインストールするに
は、ユーザーは追加のグループにも属している必要があります。コンポーネントおよび必要
なグループのリストは、表 8-4 を参照してください。
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中間層のインストールに必要なグループ
8.4.3 例例例例
図 8-1 に、メタデータ・リポジトリが 1 つ、中間層インスタンスが 1 つの場合の Oracle 
Internet Directory を示します。userA は中間層の管理者および IAS Admins グループに属す
ので、asdb メタデータ・リポジトリに対して中間層をインストールできます。userA は信頼
できるアプリケーションの管理者グループ、IAS およびユーザー管理アプリケーションの管
理者グループおよび Wireless のコンポーネント所有者グループに属すので、中間層コンポー
ネントもインストールできます。

図図図図 8-1 Infrastructure がががが 1 つ、中間層がつ、中間層がつ、中間層がつ、中間層が 1 つある場合のつある場合のつある場合のつある場合の Oracle Internet Directory の内容の内容の内容の内容
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追加のメタデータ・リポジトリのインストールに必要なグループ
8.5 追加のメタデータ・リポジトリのインストールに必要なグ追加のメタデータ・リポジトリのインストールに必要なグ追加のメタデータ・リポジトリのインストールに必要なグ追加のメタデータ・リポジトリのインストールに必要なグ
ループループループループ

追加のメタデータ・リポジトリをインストールするには、ユーザーは IAS Admins グループ
のメンバーである必要があります。インストール後、ユーザーはそのメタデータ・リポジト
リのリポジトリ所有者グループのメンバーになります。

8.6 異なるユーザーによるインストールの例異なるユーザーによるインストールの例異なるユーザーによるインストールの例異なるユーザーによるインストールの例
図 8-2 に、異なるユーザーがインストールした 2 つのメタデータ・リポジトリと 2 つの中間
層がある場合の Oracle Internet Directory を示します。

図図図図 8-2 2 つのメタデータ・リポジトリとつのメタデータ・リポジトリとつのメタデータ・リポジトリとつのメタデータ・リポジトリと 2 つの中間層がある場合のつの中間層がある場合のつの中間層がある場合のつの中間層がある場合の Oracle Internet Directory

図の中の番号は、次の各手順に対応しています。
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異なるユーザーによるインストールの例
1. OracleAS Infrastructure 10g（（（（Oracle Internet Directory およびおよびおよびおよび OracleAS Metadata 
Repository を含む）のインストールを含む）のインストールを含む）のインストールを含む）のインストール

最初のインストールでは、Oracle Internet Directory およびメタデータ・リポジトリが作成
されます。

インストーラは、"asdb.oracle.com" エントリを作成することにより Oracle Internet 
Directory にメタデータ・リポジトリを登録します。

orcladmin ユーザーは、このリポジトリのリポジトリ所有者グループおよび中間層の管理者
グループのメンバーになります。

2. J2EE and Web Cache 中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール

userA は、次のグループに追加されました。

� "asdb.oracle.com" の中間層の管理者グループ

これにより、userA がこの中間層の "asdb.oracle.com" リポジトリを使用できるようにな
ります。このグループは、「OracleAS Database-Based Cluster」オプションを使用して
J2EE and Web Cache 中間層をインストールする場合にのみ必要です。このオプション
を使用しないで中間層をインストールする場合は、userA はこの中間層の管理者グルー
プに属す必要はありません。

� iAS Admins グループ

インストーラは、"J2EE" エントリを作成することにより、この中間層を Oracle Internet 
Directory に登録します。（"J2EE" は、userA が指定した中間層インスタンスの名前です。）

中間層は、"asdb.oracle.com" の関連の中間層グループのメンバーになります。

3. OracleAS Infrastructure 10g（（（（OracleAS Metadata Repository のみ）のインストールのみ）のインストールのみ）のインストールのみ）のインストール

userB は、このインストールを実行できるように、iAS Admins グループに追加されました。
詳細は、8.5 項「追加のメタデータ・リポジトリのインストールに必要なグループ」を参照
してください。

インストーラは、"asdb1.oracle.com" エントリを作成することにより、この新しいリポジト
リを Oracle Internet Directory に登録します。

userB は、新しいリポジトリのリポジトリ所有者グループと中間層の管理者グループのメン
バーになります。

4. Portal and Wireless 中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール

userB は、次のグループに追加されました。

� "asdb1.oracle.com" の中間層の管理者グループ。これによって userB がこの中間層のリポ
ジトリを使用できます。

� 信頼できるアプリケーションの管理者。OracleAS Portal のインストールに必要です。
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Oracle Internet Directory でのユーザーの作成方法
� IAS およびユーザー管理アプリケーションの管理者。OracleAS Portal および OracleAS 
Wireless のインストールに必要です。

� iAS Admins。OracleAS Portal および OracleAS Wireless のインストールに必要です。

インストーラは、"PW1" エントリを作成することにより、この中間層を Oracle Internet 
Directory に登録します。

中間層は、"asdb1.oracle.com" の関連の中間層グループのメンバーになります。

8.7 Oracle Internet Directory でのユーザーの作成方法でのユーザーの作成方法でのユーザーの作成方法でのユーザーの作成方法
Oracle Delegated Administration Services の一部であるセルフ・サービス・コンソールを使
用して Oracle Internet Directory にユーザーを作成できます。詳細は、『Oracle Internet 
Directory 管理者ガイド』を参照してください。

8.8 Oracle Internet Directory 内のグループへのユーザーの追加方法内のグループへのユーザーの追加方法内のグループへのユーザーの追加方法内のグループへのユーザーの追加方法
Oracle Internet Directory 内のグループにユーザーを追加するには、次のツールを使用でき
ます。

� Oracle Internet Directory の管理のための Java ベースのツールである Oracle Directory 
Manager。

� エンドユーザーがパスワードの変更や個人情報の編集などの作業を実行するための Web
ベースのツールである Oracle Delegated Administration Services。ユーザーが適切な権
限を持っている場合は、このツールを使用してグループおよびユーザーの作成もできま
す。

注意注意注意注意 : Oracle Delegated Administration Services コンソールを使用して、
cn=orcladminスーパーユーザーとして Oracle Internet Directory に接続
することはできません。Oracle Internet Directory にスーパーユーザーと
して接続するには、Oracle Directory Manager を使用します。

注意注意注意注意 : Oracle Delegated Administration Services を使用して
cn=orcladminスーパーユーザーとして Oracle Internet Directory にログ
インすることはできません。ユーザーまたはグループを追加するために
スーパーユーザーとしてログインする（または Oracle Internet Directory
関連の作業を実行する）必要がある場合は、Oracle Directory Manager を
使用する必要があります。
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Oracle Internet Directory 内のグループへのユーザーの追加方法
8.8.1 Oracle Directory Manager を使用したグループへのユーザーの追加を使用したグループへのユーザーの追加を使用したグループへのユーザーの追加を使用したグループへのユーザーの追加
ユーザーをグループへ追加するために cn=orcladminスーパーユーザーとしてログインす
る必要があるときには、Oracle Delegated Administration Services のかわりに Oracle 
Directory Manager を使用する必要があります。

Oracle Directory Manager を使用してユーザーを追加するには、次のようにします。

1. Oracle Directory Manager を起動します。ORACLE_HOME は、Oracle Internet 
Directory がインストールされているホーム・ディレクトリのことです。

prompt> cd $ORACLE_HOME/bin
prompt> ./oidadmin

2. 「Oracle Internet Directory の接続」画面で、Oracle Internet Directory 用の接続情報を次
のように入力します。

� 「ユーザー」:　cn=orcladminを入力します。

� 「パスワード」:　cn=orcladminのパスワードを入力します。

� 「サーバー」と「ポート」:　フィールドの右側のアイコンをクリックして、Oracle 
Internet Directory を実行しているコンピュータの名前と Oracle Internet Directory
がリスニングしているポートの番号を入力します。

� 「ログイン」をクリックします。

3. 左側で、ユーザーを追加するグループに移動します。左側にあるグループを選択して、
その属性を右側に表示します。

" グローバル " グループに移動するには、8.8.1.1 項「" グローバル " グループへの移動」
を参照してください。

メタデータ・リポジトリのグループに移動するには、8.8.1.2 項「メタデータ・リポジト
リのグループへの移動」を参照してください。

コンポーネントのグループに移動するには、8.8.1.3 項「コンポーネントのグループへの
移動」を参照してください。

4. ユーザーの DN を uniquemember属性に追加して、新しいユーザーをグループに追加
します。

8.8.1.1 " グローバルグローバルグローバルグローバル " グループへの移動グループへの移動グループへの移動グループへの移動
表 8-1 に " グローバル " グループを示しています。

一般的なナビゲーション・パスは次のとおりです。画面表示は、図 8-3 を参照してください。

1. 最上位のエントリ、「Oracle Internet Directory サーバー」を展開します。

2. 特定の Oracle Internet Directory を展開します。

3. 「エントリ管理」を展開します。
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Oracle Internet Directory 内のグループへのユーザーの追加方法
4. 「cn=OracleContext」を展開します。

5. 「cn=Groups」を展開します。

6. ユーザーを追加するグループをクリックします。図 8-3 は、iASAdmins グループが選択
された状態の Oracle Directory Manager を示しています。

図図図図 8-3 Oracle Directory Manager を使用したを使用したを使用したを使用した " グローバルグローバルグローバルグローバル " グループへのユーザーの追加グループへのユーザーの追加グループへのユーザーの追加グループへのユーザーの追加
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Oracle Internet Directory 内のグループへのユーザーの追加方法
8.8.1.2 メタデータ・リポジトリのグループへの移動メタデータ・リポジトリのグループへの移動メタデータ・リポジトリのグループへの移動メタデータ・リポジトリのグループへの移動
表 8-2 に、メタデータ・リポジトリのグループを示しています。

一般的なナビゲーション・パスは次のとおりです。画面表示は、図 8-4 を参照してください。

1. 最上位のエントリ、「Oracle Internet Directory サーバー」を展開します。

2. 特定の Oracle Internet Directory を展開します。

3. 「エントリ管理」を展開します。

4. 「cn=OracleContext」を展開します。

5. 「cn=Products」を展開します。

6. 「cn=IAS」を展開します。

7. 「cn=IAS Infrastructure Databases」を展開します。

8. 「orclReferenceName=dbName」を展開します。dbName は、メタデータ・リポジトリ・
データベースの名前です。

9. ユーザーを追加するグループをクリックします。図 8-4 は、asdb.us.oracle.com データ
ベースのリポジトリ管理者グループが選択された状態の Oracle Directory Manager を示
しています。
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Oracle Internet Directory 内のグループへのユーザーの追加方法
図図図図 8-4 Oracle Directory Manager を使用したメタデータ・リポジトリのグループへのユーザーの追加を使用したメタデータ・リポジトリのグループへのユーザーの追加を使用したメタデータ・リポジトリのグループへのユーザーの追加を使用したメタデータ・リポジトリのグループへのユーザーの追加
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Oracle Internet Directory 内のグループへのユーザーの追加方法
8.8.1.3 コンポーネントのグループへの移動コンポーネントのグループへの移動コンポーネントのグループへの移動コンポーネントのグループへの移動
表 8-3 に、コンポーネントのグループを示しています。

一般的なナビゲーション・パスは次のとおりです。画面表示は、図 8-5 を参照してください。

1. 最上位のエントリ、「Oracle Internet Directory サーバー」を展開します。

2. 特定の Oracle Internet Directory を展開します。

3. 「エントリ管理」を展開します。

4. 「cn=OracleContext」を展開します。

5. 「cn=Products」を展開します。

6. ユーザーを追加するグループが属している特定のコンポーネント（たとえば、
「cn=DAS」または「cn=Forms」）を展開します。

7. 「orclApplicationCommonName=appName」を展開します。appName は、コンポーネン
トおよびアプリケーション・サーバー・インスタンスに固有です。1 つのコンポーネン
トの複数のインスタンスをインストールした場合は、このエントリの複数のインスタン
スが表示されます。

8. ユーザーを追加するグループをクリックします。図 8-5 は、Oracle Delegated 
Administration Services（DAS）のコンポーネント所有者グループが選択された状態の
Oracle Directory Manager を示しています。
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Oracle Internet Directory 内のグループへのユーザーの追加方法
図図図図 8-5 Oracle Directory Manager を使用したを使用したを使用したを使用した Oracle Delegated Administration Services コンポーネントのコンコンポーネントのコンコンポーネントのコンコンポーネントのコン

ポーネント所有者グループへのユーザーの追加ポーネント所有者グループへのユーザーの追加ポーネント所有者グループへのユーザーの追加ポーネント所有者グループへのユーザーの追加
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8.8.2 Deployment Delegation Console を使用したグループへのユーザーの追加を使用したグループへのユーザーの追加を使用したグループへのユーザーの追加を使用したグループへのユーザーの追加
Oracle Delegated Administration Services の一部としてインストールされる Deployment 
Delegation Console を使用して、次のグループに対してユーザーを追加または削除できま
す。

� リポジトリ所有者

� 中間層の管理者

� コンポーネント所有者

ユーザーをこれらのグループに追加するには、次の手順を実行します。

1. Oracle Delegated Administration Services および Oracle Internet Directory が稼働して
いることを確認します。

2. 「Deployment Delegation Console」ページを表示します。URL を次に示します。

http://hostname:port/oiddas/ui/oidinstallhome

hostname は、Oracle Delegated Administration Services をインストールしたコンピュー
タの名前を指定します。

port は、Oracle HTTP Server がリスニングしているポートを指定します。

3. 「ログイン」をクリックします。

4. Oracle Internet Directory にログインするためのユーザー名とパスワードを入力して、
「ログイン」をクリックします。ログイン・ユーザーには、必要なグループへのユー
ザーの追加を可能にするのに十分な権限が必要です。

5. 必要なグループにユーザーを追加するには、次の手順を実行します。

注意注意注意注意 : これらのグループに cn=orcladminスーパーユーザー以外の既存
のメンバーがある場合にのみ、ユーザーを追加できます。これらのグルー
プの唯一のメンバーがスーパーユーザーである場合は、Oracle Directory 
Manager を使用してこれらのグループにユーザーを追加する必要がありま
す。詳細は、8.8.1 項「Oracle Directory Manager を使用したグループへの
ユーザーの追加」を参照してください。

ユーザーを追加するグループユーザーを追加するグループユーザーを追加するグループユーザーを追加するグループ ログインするユーザーが属しているグループログインするユーザーが属しているグループログインするユーザーが属しているグループログインするユーザーが属しているグループ

リポジトリ所有者 同じリポジトリ所有者グループ。

中間層の管理者 同じリポジトリのリポジトリ所有者グループ。

コンポーネント所有者 同じコンポーネント所有者グループ。
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ユーザーをリポジトリ所有者グルーユーザーをリポジトリ所有者グルーユーザーをリポジトリ所有者グルーユーザーをリポジトリ所有者グルー
プに追加するにはプに追加するにはプに追加するにはプに追加するには

ユーザーを中間層の管理者グループユーザーを中間層の管理者グループユーザーを中間層の管理者グループユーザーを中間層の管理者グループ
に追加するにはに追加するにはに追加するにはに追加するには

ユーザーをコンポーネント所有者グユーザーをコンポーネント所有者グユーザーをコンポーネント所有者グユーザーをコンポーネント所有者グ
ループに追加するにはループに追加するにはループに追加するにはループに追加するには

1. 「リポジトリ」タブをクリックし
ます。

これにより、所有しているすべ
てのメタデータ・リポジトリが
表示されます。

2. ユーザーを追加するメタデータ・
リポジトリを選択し、「所有者の
管理」を選択します。

3. 現在の所有者を表示するページ
で、「追加」をクリックします。

4. ユーザーの名前の最初のいくつ
かの文字を「検索」フィールド
に入力し、「実行」をクリックし
ます。「検索」フィールドを空の
ままにして「実行」をクリック
すると、Oracle Internet 
Directory に含まれるすべての

ユーザーが一覧表示されます。

5. リポジトリ所有者グループに追
加するユーザーを選択し、「選
択」をクリックします。

6. 「リポジトリ所有者の管理」ペー
ジで「送信」をクリックします。

1. 「リポジトリ」タブをクリックし
ます。

これにより、所有しているすべ
てのメタデータ・リポジトリが
表示されます。

2. ユーザーを追加するメタデータ・
リポジトリを選択し、「管理者の
管理」を選択します。

3. 現在の管理者を表示するページ
で、「追加」をクリックします。

4. ユーザーの名前の最初のいくつ
かの文字を「検索」フィールド
に入力し、「実行」をクリックし
ます。「検索」フィールドを空の
ままにして「実行」をクリック
すると、Oracle Internet 
Directory に含まれるすべての

ユーザーが一覧表示されます。

5. 中間層の管理者グループに追加
するユーザーを選択し、「選択」
をクリックします。

6. 「管理者の管理」ページで「送
信」をクリックします。

1. 「コンポーネント」タブをクリッ
クします。

これにより、所有しているすべ
てのコンポーネントが表示され
ます。

2. ユーザーを追加するコンポーネ
ントを選択し、「所有者の管理」
を選択します。

3. 現在のコンポーネントの所有者
を表示するページで、「追加」を
クリックします。

4. ユーザーの名前の最初のいくつ
かの文字を「検索」フィールド
に入力し、「実行」をクリックし
ます。「検索」フィールドを空の
ままにして「実行」をクリック
すると、Oracle Internet 
Directory に含まれるすべての

ユーザーが一覧表示されます。

5. コンポーネントの所有者グルー
プに追加するユーザーを選択し、

「選択」をクリックします。

6. 「コンポーネントの所有者の管
理」ページで「送信」をクリッ
クします。
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8.9 新しい新しい新しい新しい Oracle Internet Directory の内容の内容の内容の内容
Oracle Internet Directory、OracleAS Metadata Repository および Oracle Delegated 
Administration Services によって OracleAS Infrastructure 10g をインストールする場合、
Oracle Internet Directory には次のオブジェクト（図 8-6）が含まれます。

� 表 8-1 に示した " グローバル " グループ

� cn=orcladminスーパーユーザー

� デフォルトのレルムに属す orcladminユーザー

� Oracle Internet Directory に登録されたメタデータ・リポジトリのエントリ。このメタ
データ・リポジトリは、表 8-2 に示したグループに関連付けられています。
cn=orcladminスーパーユーザーは、リポジトリ所有者グループのメンバーです。

� Oracle Delegated Administration Services コンポーネントのアプリケーション・エン
ティティ・エントリ。このコンポーネントは、表 8-3 に示したグループに関連付けられ
ています。cn=orcladminスーパーユーザーは、コンポーネント所有者グループのメ
ンバーです。

他のユーザーが Oracle Delegated Administration Services の追加インスタンスをインス
トールできるようにするには、cn=orcladminとして Oracle Directory Manager にロ
グインし、ユーザーをコンポーネント所有者グループに追加します。詳細は、8.8.1 項

「Oracle Directory Manager を使用したグループへのユーザーの追加」を参照してくださ
い。
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図図図図 8-6 新しい新しい新しい新しい Oracle Internet Directory の内容の内容の内容の内容
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8.10「「「「Oracle Internet Directory に対するログインの指定」画面でに対するログインの指定」画面でに対するログインの指定」画面でに対するログインの指定」画面で
入力するユーザー名とレルム入力するユーザー名とレルム入力するユーザー名とレルム入力するユーザー名とレルム

次の場合、インストーラによって、「Oracle Internet Directory に対するログインの指定」画
面が表示されます。

� OracleAS Infrastructure 10g をインストールし、既存の Oracle Internet Directory を使用
する場合

� Infrastructure を必要とする中間層をインストールする場合

この画面では、Oracle Internet Directory にログインするためのユーザー名とパスワードを
入力するように求められます。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名

「ユーザー名」フィールドで、単純なユーザー名またはユーザーの DN のいずれかを入力し
ます。

単純なユーザー名の例 :　jdoe

DN の例 :　cn=orcladmin

ユーザーは、特定のコンポーネントをインストールおよび構成するためには特定のグループ
に属す必要があります。詳細は、表 8-4 を参照してください。

スーパーユーザーを指定する場合は、orcladminだけではなく、cn=orcladminと入力し
ます。

レルムレルムレルムレルム

「レルム」フィールドは、Oracle Internet Directory に複数のレルムが含まれる場合にのみ表
示されます。入力したユーザー名は、指定されたレルムに対して認証されます。レルム名が
不明な場合は、Oracle Internet Directory 管理者に問い合せてください。

例 1:  ホストされている配置では、レルム名は、ホストされている会社の名前、XYZCorpに
近い名前である場合があります。

例 2: 企業内で、社内ユーザーと社外ユーザー用のレルムが異なる場合があります。社外ユー
ザー用のレルム名は、externalUsersなどの可能性があります。
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高可用性環境へのインスト
9

高可用性環境へのインストール高可用性環境へのインストール高可用性環境へのインストール高可用性環境へのインストール

この章では、次の高可用性環境に OracleAS Infrastructure 10g をインストールする方法につ
いて説明します。

� 9.2 項「OracleAS Cold Failover Cluster」

� 9.3 項「OracleAS Active Failover Cluster」

� 9.4 項「OracleAS Disaster Recovery」

9.1 項「高可用性環境の要件」では、これらの高可用性環境に該当する要件について説明し
ます。
ール 9-1



高可用性環境の要件
9.1 高可用性環境の要件高可用性環境の要件高可用性環境の要件高可用性環境の要件
この項では、OracleAS Active Failover Cluster または OracleAS Cold Failover Cluster 環境
に Oracle Application Server をインストールする前に満たす必要がある要件について説明し
ます。これらの共通の要件に加えて、各環境には固有の要件があります。詳細は、それぞれ
の項を参照してください。

共通の要件は次のとおりです。

� 9.1.1 項「ノードの最小数の確認」

� 9.1.2 項「クラスタウェアの実行の確認」

� 9.1.3 項「すべてのノードでグループが同様に定義されていることの確認」

� 9.1.4 項「oracle ユーザーのプロパティの確認」

� 9.1.5 項「Oracle UNIX Distributed Lock Manager がリリース 3.3.4.5 以上であることの確
認」

� 9.1.6 項「すべてのノード上の以前の Oracle インストールの確認」

注意注意注意注意 : 第 4 章「要件」に記載された要件に加えて、使用する高可用性環
境に固有の要件を満たす必要があります。
9-2 Oracle Application Server 10gインストレーション・ガイド 10g（9.0.4）for Solaris Operating System（SPARC）



高可用性環境の要件
9.1.1 ノードの最小数の確認ノードの最小数の確認ノードの最小数の確認ノードの最小数の確認
高可用性環境には、少なくとも 2 つのノードが必要です。なんらかの理由でノードに障害が
発生した場合、2 番目のノードが引き継ぎます。

9.1.2 クラスタウェアの実行の確認クラスタウェアの実行の確認クラスタウェアの実行の確認クラスタウェアの実行の確認
クラスタ内の各ノードでは、Sun Cluster、VERITAS Cluster Server、Fujitsu-Siemens 
PrimeCluster などのクラスタウェアが実行されている必要があります。

クラスタウェアが実行中かどうかを確認するには、使用しているクラスタウェアに適したコ
マンドを使用します。たとえば、Sun Cluster を実行している場合は、scstatコマンドを使
用してクラスタ内のノードのステータスを取得します。

9.1.3 すべてのノードでグループが同様に定義されていることの確認すべてのノードでグループが同様に定義されていることの確認すべてのノードでグループが同様に定義されていることの確認すべてのノードでグループが同様に定義されていることの確認
クラスタ内のすべてのノードの /etc/groupファイルに、使用するオペレーティング・シ
ステム・グループが含まれていることを確認します。oraInventory ディレクトリ用に 1 つの
グループ、データベース管理用に 1 つか 2 つのグループが必要です。グループ名およびグ
ループ ID は、すべてのノードで同じである必要があります。

詳細は、4.6 項「オペレーティング・システム・グループ」を参照してください。

9.1.4 oracle ユーザーのプロパティの確認ユーザーのプロパティの確認ユーザーのプロパティの確認ユーザーのプロパティの確認
Oracle Application Server をインストールするためのログインに使用する oracleオペレー
ティング・システム・ユーザーに次のプロパティがあることを確認します。

� oinstallグループおよび osdbaグループに属している。 oinstallグループは
oraInventory ディレクトリ用で、osdbaグループはデータベース管理グループです。詳
細は、4.6 項「オペレーティング・システム・グループ」を参照してください。

� リモート・ディレクトリに対する書込み権限を持つ。
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9.1.5 Oracle UNIX Distributed Lock Manager がリリースがリリースがリリースがリリース 3.3.4.5 以上であること以上であること以上であること以上であること
の確認の確認の確認の確認

Oracle Application Server をインストールするすべてのクラスタ化されたノードで、Oracle 
UNIX Distributed Lock Manager（ORCLudlm）リリース 3.3.4.5 以上が実行されていること
を確認します。

コンピュータで ORCLudlm リリース 3.3.4.5 以上が実行されていない場合は、クラスタの再
構成プロセスが停止し、クラスタ内のすべてのノードでデータベース・サービスの提供が停
止する場合があります。

確認するには、次のコマンドを実行します。

prompt> pkginfo -l ORCLudlm |grep VERSION

ORCLudlm リリース 3.3.4.5 以上がない場合、または ORCLudlm そのものがない場合は、
Oracle Application Server Disk 1 からインストールできます。 クラスタ内のすべてのノード
にインストールする必要があります。

Sun Cluster 3.0 を使用している場合は、次の手順に従って ORCLudlm をインストールしま
す。

1. クラスタ・ノードで ORCLudlm の以前のリリースを実行している場合は、既存の
ORCLudlm のすべてのクライアントをシャットダウンします。

2. rootユーザーになり、非クラスタ・モードでクラスタ・ノードを再起動します。

prompt> su
Password: root_password
# scswitch -S -h nodename
# shutdown -g 0 -y
... Wait for the "ok" prompt.
ok boot -x

3. 使用しているコンピュータ上のディレクトリに
904disk1/racpatch/ORCLudlm.tar.Zをコピーします。

次の例では、/opt/oracleディレクトリにコピーします。

prompt> cp <cdrom_mount_point>/904disk1/racpatch/ORCLudlm.tar.Z /opt/oracle

注意注意注意注意 :

� OracleAS Active Failover Cluster の場合、この手順は必須です。

� OracleAS Cold Failover Cluster の場合、この手順をお薦めしますが、
必須ではありません。
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4. ファイルを解凍して抽出します。

prompt> cd /opt/oracle
prompt> zcat ORCLudlm.tar.Z | tar xvf -

5. パッケージをインストールします。rootユーザーとして pkgaddコマンドを実行する
必要があります。

prompt> su
Password: root_password
# cd /opt/oracle
# pkgadd -d . ORCLudlm

これにより、次のようなメッセージが表示されます。この例では、メッセージの終わり
で '1' を入力し、ORCLudlm パッケージを選択してインストールします。

The following packages are available:
1  ORCLudlm  Oracle UNIX Distributed Lock Manager
             (sparc) Dev Release 01/10/03, 3.3.4.6

Select package(s) you wish to process (or 'all' to process all packages). 
(default: all) [?, ??, q]: 1

6. ORCLudlm を正常にインストールしたら、クラスタ・モードでクラスタ・ノードを再
起動します。

prompt> su
Password: root_password
# shutdown -g 0 -y -i 6

Sun Cluster 3.0 では、ORCLudlm 構成ファイルは
/etc/opt/SUNWcluster/conf/udlm.confです。

Sun Cluster 3.0 では、ORCLudlm ログ・ファイルは
/var/cluster/ucmm/dlm_<nodename>/logs/dlm.logです。
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9.1.6 すべてのノード上の以前のすべてのノード上の以前のすべてのノード上の以前のすべてのノード上の以前の Oracle インストールの確認インストールの確認インストールの確認インストールの確認
高可用性構成で Oracle Application Server をインストールするすべてのノードに既存の
oraInventory ディレクトリがないことを確認します。

インストーラにより oraInventory ディレクトリの場所の入力が要求されるようにするために
は、これを行う必要があります。 これからインストールする Oracle Application Server イン
スタンスには、既存の oraInventory ディレクトリの場所は適していない場合があります。 た
とえば、OracleAS Cold Failover Cluster で、oraInventory ディレクトリを共有記憶域に置く
必要がある場合などです。 インストーラにより既存の oraInventory ディレクトリが検出され
る場合は、そのディレクトリが自動的に使用され、場所を入力するようには要求されませ
ん。

インストーラによって検出可能な oraInventory ディレクトリがノードにあるかどうかを確認
するには、次の手順に従います。

1. 各ノードで、/var/opt/oracle/oraInst.locファイルを確認します。

ノードにこのファイルがない場合は、そのノードにはインストーラが使用する
oraInventory ディレクトリがありません。 次のノードを確認します。

2. oraInst.locファイルがあるノードの場合は、インストーラによって認識されないよ
うに oracleディレクトリの名前を変更します。 そうすると、インストーラによって
oraInventory ディレクトリの場所の入力を要求されます。

次の例では、oracleディレクトリの名前を oracle.origに変更します（これを行う
にはルートである必要があります）。

prompt> su
Password: root_password
# cd /var/opt
# mv oracle oracle.orig

インストーラを実行して Oracle Application Server をインストールするときには、新しい
ファイルが含まれる新しい /var/opt/oracleディレクトリが作成されます。 oracleおよ
び oracle.origの両方のディレクトリが必要な場合があります。 いずれかを削除したり、
一方の名前を他方の名前に変更しないでください。

インストーラは、/var/opt/oracleディレクトリとそのファイルを使用します。 インス
トーラを実行する前に、正しい oracleディレクトリが適切な場所にあることを確認します

（たとえば、製品を削除または拡張する場合など）。
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9.2 OracleAS Cold Failover Cluster
OracleAS Cold Failover Cluster 環境（図 9-1）は、次のものから構成されています。

� クラスタウェア（Sun Cluster や VERITAS Cluster Server など）を実行する 2 つのノード

� 各ノードにローカルの記憶デバイス

� 両方のノードからアクセスできる記憶デバイス。OracleAS Infrastructure 10g は、共有
記憶デバイスにインストールします。

正常動作時には、プライマリ・ノードであるノード 1 がアクティブ・ノードです。このノー
ドは、共有記憶域をマウントして OracleAS Infrastructure 10g ファイルにアクセスし、
OracleAS Infrastructure 10g プロセスを実行して、すべての要求の処理を行います。

なんらかの理由でノード 1 が停止すると、クラスタウェアはノード 1 の OracleAS 
Infrastructure 10g プロセスをノード 2 にフェイルオーバーします。 ノード 2 がアクティブ・
ノードになり、共有記憶域をマウントし、プロセスを実行し、すべての要求を処理します。

OracleAS Cold Failover Cluster 内のアクティブ・ノードにアクセスするには、中間層コン
ポーネントやアプリケーションを含むクライアントは、OracleAS Cold Failover Cluster に関
連付けられた仮想ホスト名を使用します。仮想ホスト名は、アクティブ・ノード（正常動作
時にはノード 1、ノード 1 が停止した場合はノード 2）に関連付けられます。クライアント
は、どちらのノード（プライマリまたはセカンダリ）が要求を処理しているかを知る必要は
ありません。

インフラストラクチャにアクセスする URL に仮想ホスト名を使用することもできます。た
とえば、vhost.acme.comが仮想ホストの名前である場合は、Oracle HTTP Server および
Application Server Control の URL は次のようになります。

次のものの次のものの次のものの次のものの URL URL の例の例の例の例

Oracle HTTP Server の「ようこそ」ページ http://vhost.oracle.com:7777

Oracle HTTP Server、セキュア・モード https://vhost.oracle.com:4443

Application Server Control http://vhost.oracle.com:1810
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図図図図 9-1 OracleAS Cold Failover Cluster 環境環境環境環境

この項の残りの部分では、次の手順について説明します。

� 9.2.1 項「OracleAS Cold Failover Cluster 環境の設定」

� 9.2.2 項「OracleAS Infrastructure 10g の OracleAS Cold Failover Cluster へのインストー
ル」

� 9.2.3 項「OracleAS Cold Failover Cluster のインストール後の手順の実行」

� 9.2.4 項「OracleAS Cold Failover Cluster のインフラストラクチャへの中間層のインス
トール」
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9.2.1 OracleAS Cold Failover Cluster 環境の設定環境の設定環境の設定環境の設定
OracleAS Cold Failover Cluster に OracleAS Infrastructure 10g をインストールする前に、次
の手順を実行します。

� 9.2.1.1 項「追加のクラスタウェア要件の確認」

� 9.2.1.2 項「仮想ホスト名と仮想 IP アドレスのマップ」

� 9.2.1.3 項「両方のノードからマウント可能なファイル・システムの設定」

また、9.1 項「高可用性環境の要件」で説明している要件を満たしていることを確認します。

9.2.1.1 追加のクラスタウェア要件の確認追加のクラスタウェア要件の確認追加のクラスタウェア要件の確認追加のクラスタウェア要件の確認
OracleAS Cold Failover Cluster 環境で、1 つのノードが別のノードに自動的にフェイルオー
バーするには、クラスタウェアのベンダーから適切な OracleAS Infrastructure 10g クラス
ウェア・エージェントを入手する必要があります。 このエージェントがなければ、手動で
フェイルオーバーする必要があります。 表 9-1 に一部のクラスタウェア・エージェントを示
します。

9.2.1.2 仮想ホスト名と仮想仮想ホスト名と仮想仮想ホスト名と仮想仮想ホスト名と仮想 IP アドレスのマップアドレスのマップアドレスのマップアドレスのマップ
OracleAS Cold Failover Cluster 環境内の各ノードは、それぞれの物理 IP アドレスに関連付
けられています。また、クラスタ内のアクティブ・ノードは、仮想ホスト名と仮想 IP アド
レスに関連付けられています。これにより、仮想ホスト名を使用してクライアントが
OracleAS Cold Failover Cluster にアクセスできます。

仮想ホスト名と仮想 IP アドレスは、ハードウェア・クラスタを含むサブネットのコンテキ
スト内で有効な任意のホスト名および IP アドレスです。

次の例では、仮想 IP を 138.1.12.191 にして、vhost.oracle.comという仮想ホスト名を構
成します。

表表表表 9-1 OracleAS Cold Failover Cluster 用のクラスタウェア・エージェントの例用のクラスタウェア・エージェントの例用のクラスタウェア・エージェントの例用のクラスタウェア・エージェントの例

クラスタウェアクラスタウェアクラスタウェアクラスタウェア エージェントエージェントエージェントエージェント

Sun Cluster Sun Cluster Data Service

VERITAS Cluster Server Service Group

注意注意注意注意 : 仮想ホスト名と仮想 IP アドレスは、アクティブ・ノードにのみ
マップします。仮想ホスト名と IP アドレスを同時にアクティブ・ノード
とセカンダリ・ノードの両方にマップしないでください。フェイルオー
バーしたときにのみ、アクティブ・ノードになったセカンダリ・ノードに
仮想ホスト名と IP アドレスをマップします。
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1. rootユーザーになります。

prompt> su
Password: root_password

2. パブリック・ネットワーク・インタフェースを確認します。

# ifconfig -a
lo0: flags=1000849<UP,LOOPBACK,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 8232 index 1
        inet 127.0.0.1 netmask ff000000
lo0:1: flags=1008849<UP,LOOPBACK,RUNNING,MULTICAST,PRIVATE,IPv4> mtu 8232 
index 1
        inet 172.16.193.1 netmask ffffffff
ge0: flags=1000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 1500 index 2
        inet 138.1.13.146 netmask fffffc00 broadcast 138.1.15.255
        ether 8:0:20:fd:1:23
hme0: flags=1008843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,PRIVATE,IPv4> mtu 1500 
index 3
        inet 172.16.1.1 netmask ffffff80 broadcast 172.16.1.127
        ether 8:0:20:fd:1:23
hme0:2: flags=1008843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,PRIVATE,IPv4> mtu 1500 
index 3
        inet 172.16.194.6 netmask fffffffc broadcast 172.16.194.7
ge1: flags=1008843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,PRIVATE,IPv4> mtu 1500 
index 4
        inet 172.16.0.129 netmask ffffff80 broadcast 172.16.0.255
        ether 8:0:20:fd:1:23

出力から、ge0がパブリック・ネットワーク・インタフェースとなります。これは、
ループバック・インタフェースでもプライベート・インタフェースでもありません。

3. 仮想 IP を ge0ネットワーク・インタフェースに追加します。

# ifconfig ge0 addif 138.1.12.191 up

"ge0" および IP アドレスは、この例に固有の値です。使用しているクラスタに適した値
に置き換えてください。

4. 新しいインタフェースが追加されたことを確認します。

# ifconfig -a
lo0: flags=1000849<UP,LOOPBACK,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 8232 index 1
        inet 127.0.0.1 netmask ff000000
lo0:1: flags=1008849<UP,LOOPBACK,RUNNING,MULTICAST,PRIVATE,IPv4> mtu 8232 index 
1
        inet 172.16.193.1 netmask ffffffff
ge0: flags=1000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 1500 index 2
        inet 138.1.13.146 netmask fffffc00 broadcast 138.1.15.255
        ether 8:0:20:fd:1:23
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ge0:1: flags=1000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 1500 index 2
        inet 138.1.12.191 netmask ffff0000 broadcast 138.1.255.255
hme0: flags=1008843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,PRIVATE,IPv4> mtu 1500 index 
3
        inet 172.16.1.1 netmask ffffff80 broadcast 172.16.1.127
        ether 8:0:20:fd:1:23
hme0:2: flags=1008843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,PRIVATE,IPv4> mtu 1500 
index 3
        inet 172.16.194.6 netmask fffffffc broadcast 172.16.194.7
ge1: flags=1008843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,PRIVATE,IPv4> mtu 1500 index 4
        inet 172.16.0.129 netmask ffffff80 broadcast 172.16.0.255
        ether 8:0:20:fd:1:23

仮想 IP は、ge0:1エントリに表示されます。 インストール中に、「High Availability 
Addressing の指定」画面で仮想ホスト名として "vhost.oracle.com" と入力すると、イン
ストーラにより "vhost.oracle.com" が有効なインタフェースであることが確認されます。

フェイルオーバー時フェイルオーバー時フェイルオーバー時フェイルオーバー時

アクティブ・ノードに障害が発生すると、セカンダリ・ノードが引き継ぎます。 障害が発生
したノードからセカンダリ・ノードに仮想 IP をマップするクラスタウェア・エージェント
がない場合は、手動で行う必要があります。次のようにして、障害が発生したノードから仮
想 IP マッピングを削除し、セカンダリ・ノードにマップする必要があります。

1. 障害が発生したノードで、スーパーユーザーになり、仮想 IP を削除します。

障害が発生したノードが完全に停止する（つまり、起動しない）場合は、この手順を省
略して、手順 2 に進みます。 ノードの部分的な障害（たとえば、ディスクまたはメモ
リーの問題）が発生し、そのノードが ping 可能である場合は、この手順を実行する必
要があります。

prompt> su
Password: root_password
# ifconfig ge0 removeif 138.1.12.191

"ge0" および IP アドレスは、この例に固有の値です。使用しているクラスタに適した値
に置き換えてください。

2. セカンダリ・ノードで、仮想 IP を ge0ネットワーク・インタフェースに追加します。

# ifconfig ge0 addif 138.1.12.191 up

"ge0" および IP アドレスは、この例に固有の値です。使用しているクラスタに適した値
に置き換えてください。

3. セカンダリ・ノードで、新しいインタフェースが追加されたことを確認します。

# ifconfig -a
...
ge0:1: flags=1000843<UP,BROADCAST,RUNNING,MULTICAST,IPv4> mtu 1500 index 2
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        inet 138.1.12.191 netmask ffff0000 broadcast 138.1.255.255
...

9.2.1.3 両方のノードからマウント可能なファイル・システムの設定両方のノードからマウント可能なファイル・システムの設定両方のノードからマウント可能なファイル・システムの設定両方のノードからマウント可能なファイル・システムの設定
ハードウェア・クラスタには共有記憶域がありますが、OracleAS Cold Failover Cluster の両
方のノードがこのファイル・システムをマウントできるようにこの共有記憶域にファイル・
システムを作成する必要があります。このファイル・システム上に次のディレクトリを配置
します。

� OracleAS Infrastructure 10g

� oraInventory ディレクトリと jre/1.1.8ディレクトリ。インストーラは、
oraInventory ディレクトリと同じレベルに jreディレクトリを自動的にインストール
します。

たとえば、/mnt/app/oracle/oraInventoryを oraInventory ディレクトリとして指
定すると、インストーラは jreディレクトリを /mnt/app/oracle/jreとしてインス
トールします。インストーラは、jreディレクトリ内に 1.1.8ディレクトリをインス
トールします。

OracleAS Infrastructure 10g のディスク領域の要件については、4.1 項「システム要件」を参
照してください。

クラスタ上でボリューム・マネージャを実行して共有記憶域を管理する場合のボリュームを
作成する手順については、ボリューム・マネージャのドキュメントを参照してください。ボ
リュームを作成すると、そのボリューム上にファイル・システムを作成できます。

ボリューム・マネージャがない場合は、共有ディスク上に直接ファイル・システムを作成で
きます。OracleAS Cold Failover Cluster のいずれかのノードからファイル・システムがマウ
ントでき、またクラッシュが発生した場合にいずれかのノードからファイル・システムが修
復できる機能をハードウェアのベンダーがサポートしていることを確認します。

ファイル・システムをいずれかのノードからマウントできることを確認するには、次の手順
を行います。

1. ノード 1 からファイル・システムを設定して、マウントします。

2. ノード 1 からファイル・システムをアンマウントします。

3. 手順 1 で使用したマウント・ポイントと同じものを使用してノード 2 からファイル・シ
ステムをマウントします。

4. ノード 1 からインストーラを実行するため、ノード 2 からアンマウントし、ノード 1 に
マウントします。
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9.2.2 OracleAS Infrastructure 10g のののの OracleAS Cold Failover Cluster へのインスへのインスへのインスへのインス
トールトールトールトール

OracleAS Cold Failover Cluster ソリューションの場合、「インストール・タイプの選択」画
面で「Identity Management and OracleAS Metadata Repository」オプションを選択するこ
とにより、同時に同じコンピュータに OracleAS Metadata Repository および Identity 
Management の両方のコンポーネントをインストールする必要があります。このオプション
により、OracleAS Metadata Repository 用の新規のデータベースと新規の Oracle Internet 
Directory が作成されます。

次の手順に従って、OracleAS Cold Failover Cluster 環境に OracleAS Infrastructure 10g をイ
ンストールします。

注意注意注意注意 : どの時点でも、OracleAS Cold Failover Cluster のノードのうち 1
つのみでファイル・システムをマウントする必要があります。クラスタの
すべてのノードのファイル・システム構成ファイルには、ノードの再起動
時またはグローバル・マウント・コマンドの実行時にファイル・システム
の自動マウントを行うエントリを含めないでください。たとえば、UNIX
プラットフォームでは、/etc/fstabファイルにこのファイル・システム
のエントリを含めないでください。

注意注意注意注意 : OracleAS Cold Failover Cluster ソリューションの場合、新規の
データベース（OracleAS Metadata Repository 用）と Oracle Internet 
Directory をインストールする必要があります。OracleAS Cold Failover 
Cluster ソリューションに既存のデータベースまたは Oracle Internet 
Directory を使用することはできません。

表表表表 9-2 OracleAS Infrastructure 10g のののの OracleAS Cold Failover Cluster へのインストール手順へのインストール手順へのインストール手順へのインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動します。詳細は、5.15 項「Oracle Universal Installer の起動」

を参照してください。

2. 「ようこそ」 「次へ」をクリックします。
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3. 「インベントリ・ディレク
トリの指定」

この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

「インベントリ・ディレクトリのフルパスの入力」:　インストーラでファイルを格

納するディレクトリへのフル・パスを入力します。インストーラは、これらのファ
イルを使用して、このコンピュータにインストールされたすべての Oracle 製品を把

握します。Oracle ホーム・ディレクトリとは異なるディレクトリを入力します。

注意注意注意注意 :　　　　OracleAS Cold Failover Cluster 環境のいずれのノードからもマウントでき

るファイル・システム内のディレクトリを入力する必要があります。

例 :　/mnt/app/oracle/oraInventory

「OK」をクリックします。

4. 「UNIX グループ名」 この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

oraInventory ディレクトリの書込み権限を持つオペレーティング・システム・グ

ループの名前を入力します。

例 :　oinstall

「次へ」をクリックします。

5. orainstRoot.sh の実行 この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

別のシェルで rootユーザーとして orainstRoot.shスクリプトを実行します。

このスクリプトは、oraInventory ディレクトリにあります。

「続行」をクリックします。

6. 「ファイルの場所の指定」 「名前」:　この Oracle ホームを識別する名前を入力します。

例 :　OH_INFRA_904

「パス」:　インストール先のディレクトリへのフル・パスを入力します。これは

Oracle ホームです。

注意注意注意注意 :

� OracleAS Cold Failover Cluster 環境のいずれのノードからもマウントできる

ファイル・システム内のディレクトリを入力する必要があります。

� 新しい Oracle ホームの名前およびディレクトリを入力する必要があります。ド

ロップダウン・リストから既存の Oracle ホームを選択しないでください。既

存の Oracle ホームを選択すると、インストーラでは、次の画面である「ハー

ドウェアのクラスタのインストール・モードの指定」が表示されません。

例 :　/mnt/app/oracle/OraInfra_904

「次へ」をクリックします。

表表表表 9-2 OracleAS Infrastructure 10g のののの OracleAS Cold Failover Cluster へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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7. 「ハードウェアのクラス
タ・インストール・モード
の指定」

共有記憶域に OracleAS Infrastructure 10g をインストールするため、「単一ノードま

たはコールド・フェイルオーバー・クラスタのインストール」を選択します。 「次

へ」をクリックします。

この画面が表示されない場合、インストーラにより現在のノードでクラスタウェア
が実行されていることが確認できなかったことを意味します（9.1.2 項「クラスタ

ウェアの実行の確認」を参照）。次の 2 つの選択肢があります。

� インストールを続行します。OracleAS Cold Failover Cluster 環境へのインス

トールの場合はこの画面はオプションです。手順 12. の「構成オプションの選

択」画面で「High Availability Addressing」を選択するだけですみます。ま

た、クラスタウェアが実行されていることを確認します。

� インストーラを終了し、9.1.5 項「Oracle UNIX Distributed Lock Manager がリ

リース 3.3.4.5 以上であることの確認」に記載されているとおりに Oracle 
UDLM をインストールしてから、インストールをやり直します。この画面が表

示されます。

8. 「インストールする製品の
選択」

「OracleAS Infrastructure 10g」を選択して、インフラストラクチャをインストール

します。

追加の言語をインストールする必要がある場合は、「製品の言語」をクリックしま
す。詳細は、5.6 項「追加の言語のインストール」を参照してください。

「次へ」をクリックします。

9. 「インストール・タイプの
選択」

「Identity Managemant and OracleAS Metadata Repository」を選択します。 「次へ」

をクリックします。

10. 「Infrastructure のインス

トール手順のプレビュー」

この画面には、インストーラに表示される画面が一覧表示されます。 「次へ」をク

リックします。

11. 「インストール前の要件の
確認」

表示されたすべての要件を満たしていることを確認します。 「次へ」をクリックし

ます。

表表表表 9-2 OracleAS Infrastructure 10g のののの OracleAS Cold Failover Cluster へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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12. 「構成オプションの選択」 「Oracle Internet Directory」を選択します。

「OracleAS Single Sign-On」を選択します。

「Delegated Administration Services」を選択します。

「Oracle Directory Integration and Provisioning」を選択します。

「OracleAS Certificate Authority」を選択しないでください。 OracleAS Certificate 
Authority は OracleAS Cold Failover Cluster 環境ではサポートされていません。

「High Availability Addressing」を選択します。インストーラにより、以前「ハー

ドウェアのクラスタのインストール・モードの指定」画面が表示された場合は、こ
のオプションはグレー表示され、デフォルトで選択されています。

インストーラにより、「ハードウェアのクラスタのインストール・モードの指定」画
面が表示されなかった場合は、「High Availability Addressing」オプションはグ

レー表示されません。このオプションを選択する必要があります。

「次へ」をクリックします。

13. 「Internet Directory のネー

ムスペースの指定」

推奨されるネームスペースを選択するか、またはデフォルトの Identity 
Management レルムの場所のカスタム・ネームスペースを入力します。

「推奨されるネームスペース :」に表示された値が配置要件を満たしていることを確

認します。 要件を満たさない場合は、「カスタム・ネームスペース :」に希望の値を

入力します。詳細は、6.15 項「「Internet Directory のネームスペースの指定」画面

での入力」を参照してください。

「次へ」をクリックします。

14. 「High Availability 
Addressing の指定」

注意注意注意注意 :　　　　これは、インフラストラクチャを OracleAS Cold Failover Cluster にインス

トールするときに重要な画面です。この画面が表示されない場合は、「構成オプショ
ンの選択」画面に戻り、「High Availability Addressing」が選択されていることを

確認します。

OracleAS Cold Failover Cluster 環境用の仮想ホスト名を入力します。

例 :　 vhost.oracle.com

「次へ」をクリックします。

15. 権限付きオペレーティン
グ・システム・グループの
指定

この画面は、OSDBA または OSOPER オペレーティング・システム・グループに属

さないユーザーとしてインストーラを実行する場合に表示されます。

データベース管理者（OSDBA）グループ :　

例 :　dbadmin

データベース・オペレータ（OSOPER）・グループ :　

例 :　dbadmin

「次へ」をクリックします。

表表表表 9-2 OracleAS Infrastructure 10g のののの OracleAS Cold Failover Cluster へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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16. 「データベースの識別」 「グローバル・データベース名」:　OracleAS Metadata Repository データベースの

名前を入力します。コンピュータのドメイン名をデータベース名に追加します。

例 :　 asdb.oracle.com

「SID 接頭辞」:　OracleAS Metadata Repository データベースのシステム識別子を

入力します。通常、これはグローバル・データベース名と同じですが、ドメイン名
は含まれません。 SID は最大 8 文字です。

例 :　asdb

「次へ」をクリックします。

17. 「SYS および SYSTEM のパ

スワードの設定」

これらのデータベース・ユーザーのパスワードを設定します。 「次へ」をクリック

します。

18. 「データベース・ファイル
の場所」

データベース・ファイルのディレクトリの入力または選択 :　インストーラで

OracleAS Metadata Repository データベース用のデータ・ファイルを作成するディ

レクトリを入力します。

注意注意注意注意 :　　　　OracleAS Cold Failover Cluster 環境のいずれのノードからもマウントでき

るファイル・システム内のディレクトリを入力する必要があります。

「次へ」をクリックします。

19. 「データベース・キャラク
タ・セット」

「デフォルト・キャラクタ・セットを使用」を選択します。 「次へ」をクリックしま

す。

20. 「インスタンス名と
ias_admin パスワードの指

定」

「インスタンス名」:　このインフラストラクチャ・インスタンスの名前を入力しま

す。 インスタンス名には、英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使用

できます。1 つのコンピュータに複数の Oracle Application Server インスタンスが

ある場合は、インスタンス名は一意である必要があります。

例 :　infra_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを入力して、確認します。これはこのインフラストラクチャ・インスタンス
の管理ユーザーです。

パスワードの要件については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制

限」を参照してください。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

21. -- インストールを終了します。詳細は、6.25 項「インストールの一部 :　インストール

の最後のいくつかの画面」を参照してください。

表表表表 9-2 OracleAS Infrastructure 10g のののの OracleAS Cold Failover Cluster へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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9.2.3 OracleAS Cold Failover Cluster のインストール後の手順の実行のインストール後の手順の実行のインストール後の手順の実行のインストール後の手順の実行
� 9.2.3.1 項「/var/opt/oracle ディレクトリの他のノードへのコピー」

� 9.2.3.2 項「自動フェイルオーバーのためのクラスタウェア・エージェントの作成」

9.2.3.1 /var/opt/oracle ディレクトリの他のノードへのコピーディレクトリの他のノードへのコピーディレクトリの他のノードへのコピーディレクトリの他のノードへのコピー
OracleAS Infrastructure 10g のインストールが完了したら、/var/opt/oracleディレクト
リをインストールを実行したノードから OracleAS Cold Failover Cluster 内の他のノードに
コピーします。このようにすると、クラスタ内のいずれのノードからもインストーラを実行
して OracleAS Infrastructure 10g を更新できるようになります。

2 つの /var/opt/oracleディレクトリの同期を保つようにします。インフラストラクチャ
を更新するためにインストーラを実行するたびに、oracleディレクトリを他のノードにコ
ピーする必要があります。

/var/opt/oracleディレクトリは、Oracle Application Server の実行時には使用されませ
ん。このディレクトリはインストーラのみが使用します。

9.2.3.2 自動フェイルオーバーのためのクラスタウェア・エージェント自動フェイルオーバーのためのクラスタウェア・エージェント自動フェイルオーバーのためのクラスタウェア・エージェント自動フェイルオーバーのためのクラスタウェア・エージェント
の作成の作成の作成の作成
OracleAS Cold Failover Cluster 環境は、OracleAS Infrastructure 10g の手動フェイルオー
バーのためのフレームワークを提供します。 自動フェイルオーバーを行うには、クラスタ
ウェアを使用するエージェントを設定する必要があります。 自動フェイルオーバーの例には、
プライマリ・ノードのハート・ビートを監視するようにセカンダリ・ノードを設定し、プラ
イマリ・ノードの停止を検出したら、仮想 IP アドレス、共有記憶域およびすべての
OracleAS Infrastructure 10g プロセスがセカンダリ・ノードにフェイルオーバーするなどが
あります。
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9.2.4 OracleAS Cold Failover Cluster のインフラストラクチャへの中間層のイのインフラストラクチャへの中間層のイのインフラストラクチャへの中間層のイのインフラストラクチャへの中間層のイ
ンストールンストールンストールンストール

中間層が OracleAS Cold Failover Cluster 内の OracleAS Infrastructure 10g と機能するように
するには、中間層をクラスタ外のコンピュータ、またはクラスタ内のノードにインストール
します。

中間層を OracleAS Cold Failover Cluster のノードの、ローカル記憶域または共有記憶域の
いずれかにインストールするよう選択すると、中間層はクラスタを活用することができない
ことに注意してください。アクティブ・ノードに障害が発生した場合、中間層は他のノード
にフェイルオーバーされません。中間層には、独自の高可用性ソリューションがあります。 
詳細は、『Oracle Application Server 10g 高可用性ガイド』を参照してください。

9.2.4.1 中間層を中間層を中間層を中間層を OracleAS Cold Failover Cluster のノードにインストールすのノードにインストールすのノードにインストールすのノードにインストールす
る場合る場合る場合る場合
中間層を OracleAS Cold Failover Cluster のノード（プライマリまたはセカンダリ）にイン
ストールする場合は、中間層をインストールする前に次のタスクを実行します。

� 9.2.4.1.1 項「中間層用の staticports.ini ファイルの作成」

� 9.2.4.1.2 項「インフラストラクチャで使用する /var/opt/oracle ディレクトリの名前の変
更」

9.2.4.1.1 中間層用の中間層用の中間層用の中間層用の staticports.ini ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成  

中間層で使用されるポートが、インフラストラクチャで使用されるポートと同じでないよう
にします。これは、インフラストラクチャがプライマリ・ノードからセカンダリ・ノード

（またはこの逆）にフェイルオーバーすることがあり、いずれのノードでもポートの競合が
生じないようにするためです。両方のノード上のインフラストラクチャに同じポートを確保
する必要があります。

中間層をインストールするノードでインフラストラクチャが実行中の場合は、インストーラ
はどちらのポートが使用されているかを検出して、中間層に別のポートを選択します。たと
えば、インフラストラクチャがプライマリ・ノードで実行されており、中間層をインストー

注意注意注意注意 : OracleAS Infrastructure 10g をインストールした共有ディスクに中
間層をインストールしないことをお薦めします。これは、この共有ディス
クがセカンダリ・ノードにフェイルオーバーされると、中間層がアクセス
不可能になるためです。

OracleAS Cold Failover Cluster 外のノード上に中間層をインストールし
て、実行するのが最善の解決策です。

中間層をプライマリ・ノードまたはセカンダリ・ノードで実行する場合
は、中間層をローカル・ディスク、または OracleAS Infrastructure 10g を
インストールしたディスク以外のディスクにインストールします。
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ルするためにインストーラをプライマリ・ノードで実行する場合は、インストーラにより別
のポートが中間層に割り当てられます。

ただし、中間層をインストールするのとは異なるノードでインフラストラクチャが実行され
ている場合は、インストーラはインフラストラクチャがどのポートを使用しているかを検出
できません。たとえば、インフラストラクチャがプライマリ・ノード上で実行されていて、
中間層をセカンダリ・ノードにインストールする場合は、インストーラはインフラストラク
チャがどのポートを使用しているかを検出できません。この場合、中間層用のポート番号を
指定するために staticports.iniファイルを設定する必要があります。詳細は、4.5.2 項

「カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）」を参照してください。

インフラストラクチャが使用しているポートは、ORACLE_HOME/install/portlist.ini
ファイルで確認できます。ここで、ORACLE_HOME は、インフラストラクチャをインス
トールしたディレクトリです。

9.2.4.1.2 インフラストラクチャで使用するインフラストラクチャで使用するインフラストラクチャで使用するインフラストラクチャで使用する /var/opt/oracle ディレクトリの名前の変更ディレクトリの名前の変更ディレクトリの名前の変更ディレクトリの名前の変更  

インフラストラクチャで使用されているのと同じインベントリ・ディレクトリを使用するか
わりに、環境を設定して、中間層が独自のインベントリ・ディレクトリを持つようにしま
す。これを行うには、/var/opt/oracleディレクトリの名前を変更して、インストーラに
より新しいインベントリ・ディレクトリの入力が要求されるようにする必要があります。次
の例では、名前を oracle.infraに変更しています。

prompt> su
Password: root_password
# cd /var/opt
# mv oracle oracle.infra

インストーラにより、インベントリ・ディレクトリの入力が要求されたら、ローカル記憶域
または OracleAS Infrastructure 10g がインストールされたディスク以外のディスクのディレ
クトリを指定します。

中間層のインストールが完了したら、次の名前変更操作を行います。

prompt> su
Password: root_password
# cd /var/opt
# mv oracle oracle.mt       see (1)
# mv oracle.infra oracle    see (2)

(1) このコマンドは、インストーラが中間層をインストールしたときに作成された oracle
ディレクトリの名前を変更します。

(2) このコマンドは、oracle.infraディレクトリの名前を oracleに戻します。

/var/opt/oracleディレクトリは、Oracle Application Server の実行時には使用されませ
ん。このディレクトリが必要となるのは、インストーラを実行するときのみです（たとえ
ば、インスタンスを削除したり拡張する場合など）。
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インストーラを実行する前に、正しい oracle ディレクトリが配置されていることを確認し
ます。

9.2.4.2 OracleAS Cold Failover Cluster のインフラストラクチャへの中間層のインフラストラクチャへの中間層のインフラストラクチャへの中間層のインフラストラクチャへの中間層
のインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順
OracleAS Cold Failover Cluster 内の OracleAS Infrastructure 10g と機能するにように中間層
をインストールするには、第 7 章「中間層のインストール」に記載された手順に従います。
ただし、次の点を除きます。

� 「Oracle Internet Directory への登録」画面で、「ホスト名」フィールドに仮想ホスト名を
入力します。

� OracleAS Cold Failover Cluster のノードに中間層をインストールする場合は、次の追加
要件に従う必要があります。

� 9.2.4.1 項「中間層を OracleAS Cold Failover Cluster のノードにインストールする場
合」をお読みください。

� 「ハードウェアのクラスタ・インストール・モードの指定」画面で、「ローカル・イ
ンストール」を選択します。

� 「構成オプションの選択」画面で、「High Availability Addressing」を選択しないで
ください。
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9.3 OracleAS Active Failover Cluster

OracleAS Active Failover Cluster 環境（図 9-2）にインストールし、実行することで、
OracleAS Infrastructure 10g の可用性を高めます。OracleAS Active Failover Cluster では、
OracleAS Metadata Repository は Real Application Clusters のデータベース上で実行され、
Identity Management コンポーネントはクラスタ内の同じノードで実行されます。

この環境を作成するには、OracleAS Infrastructure 10g コンポーネント、つまり OracleAS 
Metadata Repository および Identity Management コンポーネントをクラスタ環境にインス
トールします。

OracleAS Active Failover Cluster を使用するには、次のアイテムが必要です。

� ハードウェア・クラスタ

� 各ノード用の記憶デバイス

� すべてのノードで共有する記憶デバイス

� Oracle Application Server の中間層からの HTTP、HTTPS および LDAP 要求をクラスタ
内のノードに送るロード・バランサ

Real Application Clusters の詳細の詳細の詳細の詳細

Real Application Clusters の詳細は、データベースのドキュメント・ライブラリにある次の
ドキュメントを参照してください。

� 『Oracle9i Real Application Clusters 概要』

� 『Oracle9i Real Application Clusters セットアップおよび構成』

� 『Oracle9i Real Application Clusters 管理』

� 『Oracle9i Real Application Clusters 配置およびパフォーマンス』

これらのドキュメントは、OTN-J（Oracle Technology Network Japan）のサイト
（http://otn.oracle.co.jp/）で閲覧できます。

最新の情報最新の情報最新の情報最新の情報

OracleAS Active Failover Cluster に関連する既知の問題がいくつかあります。 それらの問題
は、Oracle Application Server のリリース・ノートに記載されています。

注意注意注意注意 : Oracle Application Server 10g（9.0.4）の初期のリリースでは、
OracleAS Active Failover Cluster は限定リリース機能です。
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図図図図 9-2 OracleAS Active Failover Cluster 環境環境環境環境

インストールする必要のあるコンポーネントインストールする必要のあるコンポーネントインストールする必要のあるコンポーネントインストールする必要のあるコンポーネント

OracleAS Infrastructure 10gコンポーネントをクラスタ化されたノードにインストールする
必要があります。つまり、既存のデータベースまたは既存の Oracle Internet Directory は使
用できません。インストーラで新規のデータベースおよび Oracle Internet Directory を作成
する必要があります。

「インストール・タイプの選択」画面で、「Identity Managemant and OracleAS Metadata 
Repository」を選択する必要があります。 Identify Management のみを選択することはでき
ません。これは、OracleAS Active Failover Cluster に対してサポートされているオプション
ではないためです。
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インストール後のノードの追加インストール後のノードの追加インストール後のノードの追加インストール後のノードの追加

OracleAS Active Failover Cluster に OracleAS Infrastructure 10g をインストールすると、最
初にインストールした後で追加ノードにインストールすることはできません。最初のインス
トール時に、OracleAS Infrastructure 10g をインストールするクラスタ内のすべてのノード
を選択する必要があります。

インストーラがファイルを書き込む場所インストーラがファイルを書き込む場所インストーラがファイルを書き込む場所インストーラがファイルを書き込む場所

OracleAS Infrastructure 10g をインストールする OracleAS Active Failover Cluster 内の任意
のノードでインストーラを実行します。インストーラにより、ノードがクラスタの一部であ
ることが検出され、クラスタ内のすべてのノードを一覧表示する画面が表示されます。この
画面で、OracleAS Infrastructure 10g をインストールするノードを選択します。インストー
ラを実行しているノードを常に選択します。

表 9-3 に示すように、インストーラは、選択されたノードのローカル記憶デバイスおよび共
有記憶デバイスにファイルを書き込みます。

この項の残りの部分では、次の手順について説明します。

� 9.3.1 項「OracleAS Active Failover Cluster 環境の設定」

� 9.3.2 項「OracleAS Infrastructure 10g の OracleAS Active Failover Cluster へのインス
トール」

� 9.3.3 項「インストール後の手順」

� 9.3.4 項「OracleAS Active Failover Cluster のインフラストラクチャへの中間層のインス
トール」

表表表表 9-3 インストーラがファイルを書き込むインストーラがファイルを書き込むインストーラがファイルを書き込むインストーラがファイルを書き込む OracleAS Active Failover Cluster 内の場所内の場所内の場所内の場所

ファイルまたはディレクトリファイルまたはディレクトリファイルまたはディレクトリファイルまたはディレクトリ 場所場所場所場所

ORACLE_HOME ディレクト

リ

インストーラは、選択されたノードのローカル記憶デバイス上
の Oracle ホーム・ディレクトリに書き込みます。インストーラ

は、すべてのノードで「ファイルの場所の指定」画面に指定さ
れたものと同じパス名を使用します。

oraInventory ディレクトリ インストーラは、選択されたノードのローカル記憶デバイス上
の oraInventory ディレクトリに書き込みます。インストーラ

は、すべてのノードで「インベントリ・ディレクトリの指定」
画面に指定されたものと同じパス名を使用します。

OracleAS Metadata 
Repository 用のファイル

インストーラは、すべての選択されたノード上の OracleAS 
Metadata Repository にデータベース・ソフトウェア・ファイル

を書き込みますが、データ・ファイルの場合は、インストーラ
は Database Configuration Assistant を起動してデータ・ファイ

ルを共有記憶デバイス上のロー・デバイスに書き込みます。
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9.3.1 OracleAS Active Failover Cluster 環境の設定環境の設定環境の設定環境の設定
OracleAS Active Failover Cluster 環境に OracleAS Infrastructure 10g をインストールする前
に、次の手順を実行します。

� 9.3.1.1 項「staticports.ini ファイルの設定」

� 9.3.1.2 項「ロード・バランサ用の仮想サーバー名の設定」

� 9.3.1.3 項「ロード・バランサの仮想サーバー名にクラスタ内のノードの名前が含まれて
いないことの確認」

� 9.3.1.4 項「1 つのノードのみを示すようにロード・バランサを構成」

� 9.3.1.5 項「クラスタ内のすべてのノードに同じユーザーおよびグループを作成」

� 9.3.1.6 項「ユーザー等価関係の設定」

� 9.3.1.7 項「Server Management（SRVM）用のロー・デバイスまたは共有ファイルの作
成」

� 9.3.1.8 項「（オプション）環境変数 SRVM_SHARED_CONFIG の設定」

� 9.3.1.9 項「OracleAS Metadata Repository 用のロー・デバイスの作成」

� 9.3.1.10 項「ロー・デバイスを一覧表示するテキスト・ファイルの作成」

� 9.3.1.11 項「環境変数 DBCA_RAW_CONFIG の設定」

� また、9.1 項「高可用性環境の要件」で説明している要件を満たしていることを確認し
ます。

9.3.1.1 staticports.ini ファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定
各 OracleAS Infrastructure 10g コンポーネントは、クラスタ内のすべてのノードで同じポー
ト番号を使用する必要があります。このためには、各コンポーネント用のポート番号を指定
できるようにする staticports.iniファイルを作成します。詳細は、4.5.2 項「カスタム
のポート番号の使用（「静的ポート」機能）」を参照してください。

注意注意注意注意 : ローカル・ノードのみで、インストーラにより
staticports.iniファイルに指定されたポートが使用可能であることが
チェックされます。リモート・ノードでポートが使用可能であるかどうか
はチェックされません。それらのポートが使用可能であるかどうかすべて
のノードを自らチェックする必要があります。
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9.3.1.2 ロード・バランサ用の仮想サーバー名の設定ロード・バランサ用の仮想サーバー名の設定ロード・バランサ用の仮想サーバー名の設定ロード・バランサ用の仮想サーバー名の設定
インストーラにより、ロード・バランサ名の入力を要求されたときには、ロード・バランサ
の物理ホスト名ではなく、ロード・バランサの仮想サーバー名を入力します。仮想サーバー
名の設定方法については、使用しているロード・バランサのドキュメントを参照してくださ
い。

仮想サーバー名のガイドラインについては、次の項、9.3.1.3 項「ロード・バランサの仮想
サーバー名にクラスタ内のノードの名前が含まれていないことの確認」を参照してくださ
い。

仮想サーバー名を設定した後、次のようにしてこの名前にアクセスできることを確認しま
す。

prompt> ping load_balancer_virtual_name

9.3.1.3 ロード・バランサの仮想サーバー名にクラスタ内のノードの名ロード・バランサの仮想サーバー名にクラスタ内のノードの名ロード・バランサの仮想サーバー名にクラスタ内のノードの名ロード・バランサの仮想サーバー名にクラスタ内のノードの名
前が含まれていないことの確認前が含まれていないことの確認前が含まれていないことの確認前が含まれていないことの確認
インストーラによりクラスタ内の異なるノードにファイルがコピーされると、ファイルに含
まれる現在のホスト名がターゲット・ノードのホスト名に置き換えられます。ロード・バラ
ンサの仮想サーバー名にクラスタ内のノードの名前を含めないようにします。そうしない
と、インストーラによりロード・バランサの仮想サーバー名も変更されることがあります。

例 :　rac-1および rac-2という名前のノードにインストールする場合は、ロード・バラン
サの仮想サーバー名に "rac-1" および "rac-2" を含めないようにします。インストーラにより
ファイルが rac-2にインストールされると、ファイル内で文字列 "rac-1" が検索され、
"rac-2" に置き換えられます。ロード・バランサの仮想サーバー名が LB-rac-1xである場合
は、インストーラにより名前に文字列 "rac-1" が含まれていることが検出され、"rac-2" で置
き換えられるので、仮想サーバー名が LB-rac-2xになってしまいます。

9.3.1.4 1 つのノードのみを示すようにロード・バランサを構成つのノードのみを示すようにロード・バランサを構成つのノードのみを示すようにロード・バランサを構成つのノードのみを示すようにロード・バランサを構成
ロード・バランサがすべてのトラフィックをインストーラを実行するノードのみへ送るよう
に構成する必要があります。インストール後に、ロード・バランサがトラフィックをクラス
タ内のすべてのノードに送るように構成を元に戻します。
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9.3.1.5 クラスタ内のすべてのノードに同じユーザーおよびグループを作成クラスタ内のすべてのノードに同じユーザーおよびグループを作成クラスタ内のすべてのノードに同じユーザーおよびグループを作成クラスタ内のすべてのノードに同じユーザーおよびグループを作成

クラスタ内のすべてのノード上に同じユーザー ID を持つオペレーティング・システム・
ユーザーを作成します。これは、ユーザー等価関係が機能するために必要です（9.3.1.6 項

「ユーザー等価関係の設定」を参照）。このユーザーとして 1 つのノードでインストーラを実
行するときには、インストーラはこのユーザーとしてクラスタ内の他のノードにアクセスす
る必要があります。

4.7 項「オペレーティング・システム・ユーザー」に記載されているとおりに oracleユー
ザーをすでに作成している場合は、他のノード上に oracleユーザーを作成するときに同じ
ユーザー ID を指定できるように、そのユーザー ID を確認します。

ユーザー ID を確認するには、次のようにします。

prompt> id -a oracle
uid=3223(oracle) gid=8400(dba) gid=5000(oinstall)

"uid" の後の数字がユーザー ID を示し、"gid" の後の数字がグループ ID を示します。この例
では、oracleユーザーの ID はすべてのノードで 3223 であり、dbaおよび oinstallグ
ループの ID はすべてのノードで 8400 および 5000 です。

ユーザーおよびグループの作成方法については、4.7 項「オペレーティング・システム・
ユーザー」および 4.6 項「オペレーティング・システム・グループ」を参照してください。

注意注意注意注意 : この手順は、ローカル・ユーザーおよびグループを使用する場合
にのみ必要です。NIS などのディレクトリ・サービスに定義されたユー
ザーおよびグループを使用する場合、ユーザーおよびグループはすでに同
じであるため、この手順は必要ありません。
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9.3.1.6 ユーザー等価関係の設定ユーザー等価関係の設定ユーザー等価関係の設定ユーザー等価関係の設定
インストーラは、クラスタ内のすべてのノードにユーザー等価関係を設定する必要がありま
す。 ユーザー等価関係のためにセキュア・シェル（sshおよび scp）を設定するか、または
この項の手順を実行して rshおよび rcpのユーザー等価関係を有効にします。

使用するユーザー等価関係タイプを特定するために、インストーラはセキュア・シェルが設
定されているかどうかを確認します。 設定されている場合は、それを使用します。 そうでな
い場合は、rshおよび rcpを使用します。

� 9.3.1.6.1 項「rsh および rcp のユーザー等価関係を設定するには」

� 9.3.1.6.2 項「セキュア・シェルが構成されているかどうかを確認するには」

9.3.1.6.1 rsh およびおよびおよびおよび rcp のユーザー等価関係を設定するにはのユーザー等価関係を設定するにはのユーザー等価関係を設定するにはのユーザー等価関係を設定するには  

次の手順を実行します。

1. インストーラを実行する予定のノードにある次のファイルに、

� oracleユーザーのホーム・ディレクトリ内の .rhostsファイル

� rootユーザーのホーム・ディレクトリ内の .rhostsファイル（つまり、
/.rhosts）

クラスタ内の各ノード名の行を入力します。ローカル・ノード自体の名前を含めるよう
にします。

たとえば、クラスタに node1、node2および node3という名前の 3 つのノードがある
場合、.rhostsファイルに次の行を入力します。

node1
node2
node3

2. ユーザー等価関係が機能していることを確認します。

a. インストーラを実行する予定のノードに oracleユーザーとしてログインします。

b. oracleユーザーとして、クラスタ内の各ノードへのリモート・ログインを実行し
ます。

prompt> rlogin node2

コマンドにより、パスワードの入力が要求される場合は、oracleユーザーの属性
がすべてのノードで同じでないことになります。インストーラがファイルをリモー
ト・ノードにコピーできるように、これを修正する必要があります。

ヒントヒントヒントヒント : oracleユーザーおよび rootユーザー用に .rhostsファイル
にこれらの行を書き込むかわりに、/etc/hosts.equivファイルに同じ
行を入力することもできます。
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9.3.1.6.2 セキュア・シェルが構成されているかどうかを確認するにはセキュア・シェルが構成されているかどうかを確認するにはセキュア・シェルが構成されているかどうかを確認するにはセキュア・シェルが構成されているかどうかを確認するには  

クラスタのノード間のホスト等価性のためにセキュア・シェルを使用する場合は、実行中
に、sshおよび scpコマンドがパスワードなどをユーザーに要求することがないようにし
てください。 セキュア・シェルの設定方法については、システム管理者にまたはセキュア・
シェルのドキュメントを確認してください。

セキュア・シェルを設定すると、これらのコマンドを使用して次のことを確認できます。

� sshを確認するには、クラスタ内の各ノードで次のコマンドを実行します。

prompt> ssh local_hostname ls /tmp
prompt> ssh remote_hostname ls /tmp

ヒントヒントヒントヒント : ユーザー等価関係が機能していない場合は、次の方法で
.rhostsまたは /etc/hosts.equivファイルを変更して、機能するよ
うにします。

� ファイルに次のような完全修飾ホスト名を指定します。

node1.oracle.com
node2.oracle.com
node3.oracle.com

� ホスト名の後にユーザー名を指定します。ホスト名とユーザー名を空
白文字で区切ります。

node1.oracle.com oracle
node2.oracle.com oracle
node3.oracle.com oracle

rootユーザーの .rhostsファイルの場合は、"oracle" を "root" に置き換

えます。

� 次のようなバリエーションをすべてファイルに含めることができま
す。

node1 oracle
node1.oracle.com oracle
node2 oracle
node2.oracle.com oracle
node3 oracle
node3.oracle.com oracle

rootユーザーの .rhostsファイルの場合は、"oracle" を "root" に置き換

えます。
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この例では、sshコマンドは、ローカル・ノードおよびリモート・ノート上の "ls 
/tmp" コマンドを実行します。 local_hostname および remote_hostname をローカルおよび
リモート・ノードのそれぞれのホスト名に置き換えてください。

� scpを確認するには、クラスタ内の各ノードで次のコマンドを実行します。

prompt> touch /tmp/testscp
prompt> scp /tmp/testscp local_hostname:/tmp/testscp2
prompt> scp /tmp/testscp remote_hostname:/tmp/testscp2

この例では、touchコマンドは /tmpディレクトリ内に testscpというファイルを作
成し、scpコマンドはこのファイルを同じディレクトリ内の別のファイル

（testscp2）にコピーします。 local_hostname をローカル・ノードの名前で、
remote_hostname をリモート・ノードの名前で置き換えます。

インストール時にこれらのコマンドがユーザー応答を要求する場合は、セキュア・シェルが
適切に設定されていなく、インストーラが等価の rshおよび rcpコマンドを使用すること
意味します。 その場合は、インストーラを成功させるために 9.3.1.6.1 項「rsh および rcp の
ユーザー等価関係を設定するには」の手順を実行する必要があります。

9.3.1.7 Server Management（（（（SRVM）用のロー・デバイスまたは共有ファ）用のロー・デバイスまたは共有ファ）用のロー・デバイスまたは共有ファ）用のロー・デバイスまたは共有ファ
イルの作成イルの作成イルの作成イルの作成
これがクラスタ上の Oracle データベースへの最初のインストールである場合は、この手順
は必須です。SRVM は、Real Application Clusters のコンポーネントです。

SRVM 用のロー・デバイスまたは共有ファイルは、次の属性を持つ必要があります。

� クラスタ内のすべてのノードからアクセスできる。

� サイズは、100 MB 以上である。

ロー・デバイスを作成するためのコマンドは、使用しているボリューム・マネージャに固有
です。たとえば、VERITAS Volume Manager を使用している場合は、コマンドは
vxassistになります。

9.3.1.8（オプション）環境変数（オプション）環境変数（オプション）環境変数（オプション）環境変数 SRVM_SHARED_CONFIG の設定の設定の設定の設定
OracleAS Infrastructure 10g がクラスタ上にインストールする最初の Oracle 製品である場合
は、SRVM 共有構成デバイス用に作成したロー・デバイスまたは共有ファイルの名前に環境
変数 SRVM_SHARED_CONFIG を設定します。

例（C シェル）:

% setenv SRVM_SHARED_CONFIG /dev/vx/rdsk/ias_dg/srvcfg

例（Bourne/Korn シェル）:

$ SRVM_SHARED_CONFIG=/dev/vx/rdsk/ias_dg/srvcfg; export SRVM_SHARED_CONFIG
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この環境変数を設定しない場合、インストーラにより「共有構成ファイル名」画面が表示さ
れ、ここで SRVM 構成デバイスへのパスを入力します。

9.3.1.9 OracleAS Metadata Repository 用のロー・デバイスの作成用のロー・デバイスの作成用のロー・デバイスの作成用のロー・デバイスの作成
SRVM（9.3.1.7 項「Server Management（SRVM）用のロー・デバイスまたは共有ファイル
の作成」）用のロー・デバイスに加えて、OracleAS Metadata Repository データベース用に
共有記憶デイバスをロー・デバイスとして構成する必要があります。

表 9-4 に、必要な表領域およびシステム・オブジェクト、それらの最小サイズおよびロー・
デバイスの推奨名を示します。

表表表表 9-4 OracleAS Metadata Repository 用のロー・デバイス用のロー・デバイス用のロー・デバイス用のロー・デバイス

表領域またはシステム・オブジェクト表領域またはシステム・オブジェクト表領域またはシステム・オブジェクト表領域またはシステム・オブジェクト 最小サイズ最小サイズ最小サイズ最小サイズ 推奨名推奨名推奨名推奨名

SYSTEM 表領域 1024 MB dbname_raw_system_1024m

サーバー・パラメータ・ファイル 64 MB dbname_raw_spfile_64m

TEMP 表領域 128 MB dbname_raw_temp_128m

UNDOTBS1 表領域 256 MB dbname_raw_undotbs1_256m

UNDOTBS2 表領域 256 MB dbname_raw_undotbs2_256m

DRSYS 表領域 64 MB dbname_raw_drsys_64m

3 つの制御ファイル 各ファイルに 64 MB dbname_raw_controlfile1_64m

dbname_raw_controlfile2_64m

dbname_raw_controlfile3_64m

各インスタンスに 3 つの REDO ログ・

ファイル

各ファイルに 64 MB dbname_raw_thread_lognumber_64m

thread は、インスタンスのスレッド IDを指定します。

number は、インスタンスのログ番号（1、2 また

は 3）を指定します。

PORTAL 表領域 128 MB dbname_raw_portal_128m

PORTAL_DOC 表領域 64 MB dbname_raw_portaldoc_64m

PORTAL_IDX 表領域 64 MB dbname_raw_portalidx_64m

PORTAL_LOG 表領域 64 MB dbname_raw_portallog_64m

DCM 表領域 256 MB dbname_raw_dcm_256m

OCATS 表領域 64 MB dbname_raw_ocats_64m

DISCO_PTM5_CACHE 表領域 64 MB dbname_raw_discoptm5cache_64m
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9.3.1.10 ロー・デバイスを一覧表示するテキスト・ファイルの作成ロー・デバイスを一覧表示するテキスト・ファイルの作成ロー・デバイスを一覧表示するテキスト・ファイルの作成ロー・デバイスを一覧表示するテキスト・ファイルの作成
名前 / 値ペアの形式でデータベース・オブジェクトおよびロー・デバイスの名前を一覧表示
するテキスト・ファイルを作成します。インストーラを実行するノードにテキスト・ファイ
ルを配置します。

次の例に、2 つのインスタンスの OracleAS Metadata Repository 用のテキスト・ファイルの
内容を示します。3 つ以上のインスタンスがある場合は、"undotbs" および REDO ログ・
ファイルにさらに行を追加します。

system1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_system_1024m
spfile1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_spfile_64m
temp1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_temp_128m
undotbs1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_undotbs1_256m
undotbs2=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_undotbs2_256m
..... Create additional lines for "undotbsN" if you have more than 2 instances.
drsys1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_drsys_64m
control1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_controlfile1_64m

DISCO_PTM5_META 表領域 64 MB dbname_raw_discoptm5meta_64m

DSGATEWAY_TAB 表領域 64 MB dbname_raw_dsgatewaytab_64m

WCRSYS_TS 表領域 64 MB dbname_raw_wcrsysts_64m

UDDISYS_TS 表領域 64 MB dbname_raw_uddisysts_64m

OLTS_ATTRSTORE 表領域 128 MB dbname_raw_oltsattrstore_128m

OLTS_BTTRSTORE 表領域 64 MB dbname_raw_oltsbttrstore_64m

OLTS_CT_STORE 表領域 256 MB dbname_raw_oltsctstore_256m

OLTS_DEFAULT 表領域 128 MB dbname_raw_oltsdefault_128m

OLTS_SVRMGSTORE 表領域 64 MB dbname_raw_oltssvrmgstore_64m

IP_DT 表領域 128 MB dbname_raw_ipdt_128m

IP_RT 表領域 128 MB dbname_raw_iprt_128m

IP_LOB 表領域 128 MB dbname_raw_iplob_128m

IP_IDX 表領域 128 MB dbname_raw_ipidx_128m

IAS_META 表領域 256 MB dbname_raw_iasmeta1_256m

表表表表 9-4 OracleAS Metadata Repository 用のロー・デバイス（続き）用のロー・デバイス（続き）用のロー・デバイス（続き）用のロー・デバイス（続き）

表領域またはシステム・オブジェクト表領域またはシステム・オブジェクト表領域またはシステム・オブジェクト表領域またはシステム・オブジェクト 最小サイズ最小サイズ最小サイズ最小サイズ 推奨名推奨名推奨名推奨名
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control2=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_controlfile2_64m
control3=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_ raw_controlfile3_64m
redo1_1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_1_log1_64m
redo1_2=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_1_log2_64m 
redo1_3=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_1_log3_64m
redo2_1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_2_log1_64m
redo2_2=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_2_log2_64m 
redo2_3=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_2_log3_64m
..... Create additional lines for "redoN" log files if you have more
..... than 2 instances.
portal1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_portal_128m
portal_doc1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_portaldoc_64m
portal_idx1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_portalidx_64m
portal_log1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_portallog_64m
dcm1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_dcm_256m
ocats1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_ocats_64m
disco_ptm5_cache1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_discoptm5cache_64m
disco_ptm5_meta1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_discoptm5meta_64m
dsgateway_tab1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_dsgatewaytab_64m
wcrsys_ts1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_wcrsysts_64m
uddisys_ts1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_uddisysts_64m
olts_attrstore1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_oltsattrstore_128m
olts_battrstore1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_oltsbattrstore_64m
olts_ct_store1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_oltsctstore_256m
olts_default1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_oltsdefault_128m
olts_svrmgstore1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_oltssvrmgstore_64m
ip_dt1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_ipdt_128m
ip_rt1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_iprt_128m
ip_lob1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_iplob_128m
ip_idx1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_ipidx_128m
ias_meta1=/dev/vx/rdsk/ias_dg/infra_raw_iasmeta1_256m

9.3.1.11 環境変数環境変数環境変数環境変数 DBCA_RAW_CONFIG の設定の設定の設定の設定
テキスト・ファイルを示すように環境変数 DBCA_RAW_CONFIG を設定します。たとえば、
/opt/oracle/rawdevices.txtとしてファイルを作成した場合は、次のいずれかのコマ
ンドを使用して変数を設定できます。

例（C シェル）:

% setenv DBCA_RAW_CONFIG /opt/oracle/rawdevices.txt

例（Bourne/Korn シェル）:

$ DBCA_RAW_CONFIG=/opt/oracle/rawdevices.txt; export DBCA_RAW_CONFIG
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9.3.2 OracleAS Infrastructure 10g のののの OracleAS Active Failover Cluster へのインスへのインスへのインスへのインス
トールトールトールトール

OracleAS Active Failover Cluster では、「インストール・タイプの選択」画面で「Identity 
Managemant and OracleAS Metadata Repository」オプションを選択することにより 1 回の
インストール・セッションで OracleAS Metadata Repository および Identity Management コ
ンポーネントをインストールします。このオプションにより、OracleAS Metadata 
Repository 用の新規のデータベースと新規の Oracle Internet Directory が作成されます。

次の手順に従って、OracleAS Active Failover Cluster に OracleAS Infrastructure 10g をイン
ストールします。

注意注意注意注意 : OracleAS Active Failover Cluster では、新しい OracleAS 
Metadata Repository および Oracle Internet Directory をインストールする
必要があります。既存のデータベースまたは Oracle Internet Directory を
使用することはできません。

表表表表 9-5 OracleAS Infrastructure 10g のののの OracleAS Active Failover Cluster へのインストール手順へのインストール手順へのインストール手順へのインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動します。詳細は、5.15 項「Oracle Universal Installer の起動」

を参照してください。

2. 「ようこそ」 「次へ」をクリックします。

3. 「インベントリ・ディレク
トリの指定」

この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

「インベントリ・ディレクトリのフルパスの入力」:　インストーラでファイルを格

納するディレクトリへのフル・パスを入力します。インストーラは、これらのファ
イルを使用して、このコンピュータにインストールされたすべての Oracle 製品を把

握します。Oracle ホーム・ディレクトリとは異なるディレクトリを入力します。

例 :　/mnt/oracle/oraInventory

「OK」をクリックします。

4. 「UNIX グループ名」 この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

oraInventory ディレクトリの書込み権限を持つオペレーティング・システム・グ

ループの名前を入力します。

例 :　oinstall

「次へ」をクリックします。
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5. orainstRoot.sh の実行 この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

別のシェルで rootユーザーとして orainstRoot.shスクリプトを実行します。

このスクリプトは、oraInventory ディレクトリにあります。

インストーラを実行しているノードでスクリプトを実行します。インストーラによ
り、後の手順 8. で、他のノードでスクリプトを実行するように要求されます。

スクリプトの実行後、「続行」をクリックします。

6. 「ファイルの場所の指定」 「名前」:　この Oracle ホームを識別する名前を入力します。

例 :　OH_INFRA_904

「パス」:　インストール先のディレクトリへのフル・パスを入力します。これは

Oracle ホームです。インストーラは、すべてのノードで、このパスを Oracle ホー

ムとして使用します。

注意注意注意注意 :　新しい Oracle ホームの名前およびディレクトリを入力する必要があります。

ドロップダウン・リストから既存の Oracle ホームを選択しないでください。既存の

Oracle ホームを選択すると、インストーラでは、重要な画面である次の画面「ハー

ドウェアのクラスタのインストール・モードの指定」が表示されません。

例 :　/mnt/oracle/OraInfra_904

「次へ」をクリックします。

7. 「ハードウェアのクラス
タ・インストール・モード
の指定」

注意注意注意注意 :　　　　これは、インフラストラクチャを OracleAS Active Failover Cluster にイン

ストールするときに重要な画面です。この画面が表示されない場合は、インストー
ラを終了し、Oracle UDLM（9.1.5 項「Oracle UNIX Distributed Lock Manager がリ

リース 3.3.4.5 以上であることの確認」を参照）の正しいリリースを実行しているこ

とを確認します。

「Active Failover Cluster インストール」を選択し、OracleAS Infrastructure 10g を

インストールするノードを選択します。

「次へ」をクリックします。

8. orainstRoot.sh の実行 選択したノードで rootユーザーとして orainstRoot.shスクリプトを実行しま

す。このスクリプトは、選択されたノード上の oraInventory ディレクトリにありま

す。

選択したすべてのノード上でスクリプトを実行した後、「続行」をクリックします。

9. 「インストールする製品の
選択」

「OracleAS Infrastructure 10g」を選択して、インフラストラクチャをインストール

します。

追加の言語をインストールする必要がある場合は、「製品の言語」をクリックしま
す。詳細は、5.6 項「追加の言語のインストール」を参照してください。

「次へ」をクリックします。

表表表表 9-5 OracleAS Infrastructure 10g のののの OracleAS Active Failover Cluster へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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10. 「インストール・タイプの
選択」

「Identity Managemant and OracleAS Metadata Repository」を選択します。 「次へ」

をクリックします。

11. 「Infrastructure のインス

トール手順のプレビュー」

この画面には、インストーラに表示される画面が一覧表示されます。 「次へ」をク

リックします。

12. 「インストール前の要件の
確認」

表示されたすべての要件を満たしていることを確認します。 「次へ」をクリックし

ます。

13. 「構成オプションの選択」 OracleAS Certificate Authority 以外のすべてのコンポーネントを選択します。

「High Availability Addressing」が選択されていることを確認します。グレー表示

され、選択済である必要があります。

「次へ」をクリックします。

14. 「Internet Directory のネー

ムスペースの指定」

推奨されるネームスペースを選択するか、またはデフォルトの Identity 
Management レルムの場所のカスタム・ネームスペースを入力します。

「推奨されるネームスペース :」に表示された値が配置要件を満たしていることを確

認します。 要件を満たさない場合は、「カスタム・ネームスペース :」に希望の値を

入力します。詳細は、6.15 項「「Internet Directory のネームスペースの指定」画面

での入力」を参照してください。

「次へ」をクリックします。

15. 「High Availability 
Addressing の指定」

注意注意注意注意 :　　　　これは、インフラストラクチャを OracleAS Active Failover Cluster にイン

ストールするときに重要な画面です。この画面が表示されない場合は、「構成オプ
ションの選択」画面に戻り、「High Availability Addressing」が選択されているこ

とを確認します。

ロード・バランサの仮想サーバーの完全修飾名を入力します。（ロード・バランサの
物理ホスト名は入力しないでください。） 「次へ」をクリックします。

16. 「共有構成ファイル名」 この画面は、環境変数 SRVM_SHARED_CONFIG を設定していない場合に表示さ

れます。詳細は、9.3.1.8 項「（オプション）環境変数 SRVM_SHARED_CONFIG の

設定」を参照してください。

「共有構成ファイル名」:　SRVM 共有構成デバイス用に作成したロー・デバイスま

たは共有ファイルのパスを入力します。

例 :　/dev/vx/rdsk/rac/srvm256m

「次へ」をクリックします。

表表表表 9-5 OracleAS Infrastructure 10g のののの OracleAS Active Failover Cluster へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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17. 「データベースの識別」 「グローバル・データベース名」:　OracleAS Metadata Repository データベースの

名前を入力します。コンピュータのドメイン名をデータベース名に追加します。

例 :　 asdb.oracle.com

「SID 接頭辞」:　OracleAS Metadata Repository データベースのシステム識別子を

入力します。通常、これはグローバル・データベース名と同じですが、ドメイン名
は含まれません。 SID は最大 8 文字です。

例 :　asdb

「次へ」をクリックします。

18. 「SYS および SYSTEM のパ

スワードの設定」

これらのデータベース・ユーザーのパスワードを設定します。 「次へ」をクリック

します。

19. 「データベース・キャラク
タ・セット」

「デフォルト・キャラクタ・セットを使用」を選択します。 「次へ」をクリックしま

す。

20. 「インスタンス名と
ias_admin パスワードの指

定」

「インスタンス名」:　このインフラストラクチャ・インスタンスの名前を入力しま

す。 インスタンス名には、英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使用

できます。1 つのコンピュータに複数の Oracle Application Server インスタンスが

ある場合は、インスタンス名は一意である必要があります。

例 :　infra_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを入力して、確認します。これはこのインフラストラクチャ・インスタンス
の管理ユーザーです。

パスワードの要件については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制

限」を参照してください。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

21. 「サマリー」 選択した内容を確認し、「インストール」をクリックします。

22. インストール進捗 この画面には、インストールの進捗状況が表示されます。

23. root.sh の実行 注意注意注意注意 :　　　　要求されるまで root.shスクリプトを実行しないでください。

要求されたら、別のシェルで rootユーザーとして root.shスクリプトを実行し

ます。このスクリプトは、このインスタンスの Oracle ホーム・ディレクトリにあり

ます。

注意注意注意注意 :　OracleAS Infrastructure 10g をインストールしている各ノードでこのスクリ

プトを実行する必要があります。

すべてのノードでこのスクリプトを実行した後、「OK」をクリックします。

表表表表 9-5 OracleAS Infrastructure 10g のののの OracleAS Active Failover Cluster へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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9.3.3 インストール後の手順インストール後の手順インストール後の手順インストール後の手順
インストーラを起動する前に、ロード・バランサがトラフィックをインストーラを実行する
ノードのみへ送るように構成しました。今度は、クラスタ内のすべてのノードへトラフィッ
クを送るようにロード・バランサを再構成できます。

9.3.4 OracleAS Active Failover Cluster のインフラストラクチャへの中間層ののインフラストラクチャへの中間層ののインフラストラクチャへの中間層ののインフラストラクチャへの中間層の
インストールインストールインストールインストール

インストール前 :　　　　OracleAS Active Failover Cluster 内の 1 つのノードのみを示すように
ロード・バランサを構成します。ポイントするノードは、クラスタ内のいずれのノードでも
かまいません。中間層のインストール後、クラスタ内のすべてのノードを示すようにロー
ド・バランサを変更できます。

インストール :　　　　OracleAS Active Failover Cluster 内で実行されている OracleAS 
Infrastructure 10g に対して Oracle Application Server 中間層をインストールするには、第 7
章「中間層のインストール」に記載された手順に従います。ただし、次の点を除きます。

� 「Oracle Internet Directory への登録」画面で、「ホスト名」フィールドにロード・バラン
サの仮想サーバー名（ロード・バランサの物理ホスト名ではない）を入力します。これ
は、OracleAS Infrastructure 10g のインストールの「High Availability Addressing の指
定」画面で指定した名前と同じです。

24. 「Configuration Assistant」 この画面には、Configuration Assistant の進捗状況が表示されます。Configuration 
Assistant によって、コンポーネントが構成されます。

25. 「インストールの終了」 「完了」をクリックして、インストーラを終了します。

表表表表 9-5 OracleAS Infrastructure 10g のののの OracleAS Active Failover Cluster へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）へのインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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9.4 OracleAS Disaster Recovery
使用している環境に 2 つの物理的に分離したサイトが必要な場合は、OracleAS Disaster 
Recovery 環境を使用します。1 つは本番サイトであり、もう 1 つはスタンバイ・サイトで
す。 本番サイトがアクティブの間スタンバイ・サイトはパッシブです。本番サイトが停止す
ると、スタンバイ・サイトがアクティブになります。

通常、スタンバイ・サイトは本番サイトをミラー化します。 スタンバイ・サイトの各ノード
は、本番サイトのノードに対応しています。この中には、OracleAS Infrastructure 10g およ
び中間層の両方を実行しているノードも含まれます。 OracleAS Cold Failover Cluster 環境の
本番サイトに OracleAS Infrastructure 10g を設定し、この環境を少し変更できます。詳細は、
9.4.1.4 項「本番サイトで OracleAS Cold Failover Cluster を使用する場合」を参照してくだ
さい。

図 9-3 に、OracleAS Disaster Recovery 環境の例を示します。各サイトには、中間層を実行
するノードが 2 つと OracleAS Infrastructure 10g を実行するノードが 1 つあります。

データの同期化データの同期化データの同期化データの同期化

OracleAS Disaster Recovery を機能させるには、フェイルオーバーが即座に実行されるよう
に本番サイトとスタンバイ・サイトのデータを同期化する必要があります。 本番サイトで
行った構成の変更は、スタンバイ・サイトと同期化する必要があります。

次のようにデータには 2 つのタイプがあり、同期化の方法はデータのタイプによって異なり
ます。

� 本番サイトおよびスタンバイ・サイトの OracleAS Metadata Repository データベースの
データを同期化するには、Oracle Data Guard を使用します。同期化を実行するように
Oracle Data Guard を構成できます。

� データベース外のデータ（構成ファイルに格納されたデータなど）を同期化するには、
バックアップおよびリカバリのスクリプトを使用します。

Oracle Data Guard、およびバックアップおよびリカバリ・スクリプトの使用方法の詳細は、
『Oracle Application Server 10g 高可用性ガイド』を参照してください。
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図図図図 9-3 OracleAS Disaster Recovery 環境環境環境環境

この項は、次の項目で構成されます。

� 9.4.1 項「OracleAS Disaster Recovery 環境の設定」

� 9.4.2 項「Oracle Application Server の OracleAS Disaster Recovery 環境へのインストー
ル」

� 9.4.3 項「次に読むマニュアル」
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9.4.1 OracleAS Disaster Recovery 環境の設定環境の設定環境の設定環境の設定
OracleAS Disaster Recovery 環境内に Oracle Application Server をインストールする前に、
次の手順を実行する必要があります。

� 9.4.1.1 項「オペレーティング・システム・レベルでノードが同じであることの確認」

� 9.4.1.2 項「staticports.ini ファイルの設定」

� 9.4.1.3 項「本番およびスタンバイの両方のサイトで同じホスト名を設定」

� 9.4.1.4 項「本番サイトで OracleAS Cold Failover Cluster を使用する場合」

9.4.1.1 オペレーティング・システム・レベルでノードが同じであるこオペレーティング・システム・レベルでノードが同じであるこオペレーティング・システム・レベルでノードが同じであるこオペレーティング・システム・レベルでノードが同じであるこ
との確認との確認との確認との確認
次の条件についてノードが同じであることを確認します。

� すべてのノードが同じバージョンのオペレーティング・システムを実行している。

� すべてのノードに同じオペレーティング・システムのパッチおよびパッケージがある。

� すべてのノード上の同じディレクトリ・パスに Oracle Application Server をインストー
ルできる。

9.4.1.2 staticports.ini ファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定ファイルの設定
同じコンポーネントでは、本番サイトでもスタンバイ・サイトでも同じポート番号を使用す
る必要があります。 たとえば、Oracle HTTP Server が本番サイトでポート 80 を使用してい
る場合は、スタンバイ・サイトでもポート 80 を使用する必要があります。 これを確実にする
ためには、インストール時に使用する staticports.iniファイルを作成します。 このファ
イルで各コンポーネントのポート番号を指定できます。詳細は、4.5.2 項「カスタムのポート
番号の使用（「静的ポート」機能）」を参照してください。

9.4.1.3 本番およびスタンバイの両方のサイトで同じホスト名を設定本番およびスタンバイの両方のサイトで同じホスト名を設定本番およびスタンバイの両方のサイトで同じホスト名を設定本番およびスタンバイの両方のサイトで同じホスト名を設定
サイト間でデータを同期化するときにデータを編集してホスト名を修正する必要がないよう
に、本番サイトおよびスタンバイ・サイトの対応するノードの名前は同じである必要があり
ます。

9.4.1.3.1 インフラストラクチャ・ノードの場合インフラストラクチャ・ノードの場合インフラストラクチャ・ノードの場合インフラストラクチャ・ノードの場合  インフラストラクチャを実行するノードの
場合、仮想名を設定します。 これを行うには、/etc/hostsファイルにノードの別名を指定
します。

たとえば、本番サイトのインフラストラクチャ・ノードでは、/etc/hosts内の次の行は別
名を iasinfraに設定します。

138.1.2.111   prodinfra   iasinfra

スタンバイ・サイトでは、次の行はノードの別名を iasinfraに設定します。
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213.2.2.110   standbyinfra   iasinfra

本番サイトおよびスタンバイ・サイトに OracleAS Infrastructure 10g をインストールする場
合は、「High Availability Addressing の指定」画面でこの別名（iasinfra）を指定します。 
構成データには、インフラストラクチャ・ノード用のこの別名が含まれます。

9.4.1.3.2 中間層ノードの場合中間層ノードの場合中間層ノードの場合中間層ノードの場合  

中間層を実行するノードの場合、インストーラにより中間層のインストールには「High 
Availability Addresssing の指定」画面が表示されないため、インフラストラクチャ・ノード
の場合のように別名を指定できません。 中間層をインストールするときには、インストーラ
により gethostname() 関数をコールすることによって自動的にホスト名が確認されます。 本
番サイトの各中間層ノードに対して、スタンバイ・サイトの対応するノードが同じホスト名
を返すようにする必要があります。

これを行うには、ローカルまたは内部ホスト名を設定します。このホスト名はパブリックま
たは外部ホスト名とは同じである必要はありません。 スタンバイ・サイトのノードの名前を
本番サイトの対応するノードの名前にあわせて変更するか、本番サイトとスタンバイ・サイ
トの両方のノードの名前が同じになるように変更できます。 これはノード上で他にどのよう
なアプリケーションを実行中かによって、変更の方法が決まります。また、ノード名を変更
するかどうかはこれらのアプリケーションに影響を及ぼします。

1. ローカル名を変更するノードで、/etc/nodenameファイルを編集して、新しいローカ
ルの完全修飾名を指定します。 次の例では、名前を iasmid1.oracle.comに設定しま
す。 （図 9-3 の例では、この名前を使用しています。）

iasmid1.oracle.com

2. OracleAS Disaster Recovery 環境内の他のノードが新しいローカル・ホスト名を使用し
てこのノードを解決できるようにします。これは、2 つの方法のうちのいずれかで行う
ことができます。

� 方法 1:　本番サイトとスタンバイ・サイトに異なる内部 DNS サーバーを設定しま
す。 この構成により、各サイト（本番またはスタンバイ）のノードがサイト内でホ
スト名を解決できるようになります。内部 DNS サーバーの上には、企業、つまり
外部の DNS サーバーがあります。内部 DNS サーバーは、信頼できない要求は外部
DNS サーバーへ転送します。外部 DNS サーバーは、内部 DNS サーバーの存在を
知りません。詳細は、図 9-4 を参照してください。

この方法を使用するには、手順 3 に進みます。
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図図図図 9-4 方法方法方法方法 1:　　　　DNS サーバーの使用サーバーの使用サーバーの使用サーバーの使用

� 方法 2:　 両サイトの各ノードの /etc/hostsファイルを編集します。この方法に
は、DNS サーバーの構成は含まれませんが、OracleAS Disaster Recovery 環境内の
各ノードの /etc/hostsファイルをメンテナンスする必要があります。たとえば、
IP アドレスが変更されたら、すべてのノード上のファイルを更新し、ノードを再起
動する必要があります。

この方法を使用するには、手順 4 に進みます。

3. 異なる内部 DNS サーバー方法（方法 1）を使用する場合は、次のように DNS ファイル
を設定します。

a. 外部 DNS 名が外部 DNS ゾーンに定義されていることを確認します。例 : 

prodmid1.us.oracle.com     IN  A  138.1.2.333
prodmid2.us.oracle.com     IN  A  138.1.2.444
prodinf.us.oracle.com      IN  A  138.1.2.111
standbymid1.us.oracle.com  IN  A  213.2.2.330
standbymid2.us.oracle.com  IN  A  213.2.2.331
standbyinf.us.oracle.com   IN  A  213.2.2.110

b. 本番サイトで、外部ドメイン名とは異なるドメイン名を使用して本番サイトに新し
いゾーンを作成します。これを行うには、OracleAS Disaster Recovery 環境内の各
ノードのエントリをゾーン・データ・ファイルに移入します。

インフラストラクチャ・ノードの場合、仮想名または別名を使用します。

中間層ノードの場合、ノード名を使用します（/etc/nodename内の値）。

次の例では、新しいゾーンのドメイン名として "iasha" を使用します。
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iasmid1.iasha    IN  A  138.1.2.333
iasmid2.iasha    IN  A  138.1.2.444
iasinfra.iasha   IN  A  138.1.2.111

スタンバイ・サイトに対しても同じことを行います。本番サイトに使用したドメイ
ン名を使用します。

iasmid1.iasha    IN  A  213.2.2.330
iasmid1.iasha    IN  A  213.2.2.331
iasinfra.iasha   IN  A  213.2.2.110

c. 外部 DNS サーバーではなく内部 DNS サーバーを指定するように DNS リゾルバを
構成します。

本番サイトの各ノードの /etc/resolv.confファイル内で、既存のネーム・サー
バーの IP アドレスを本番サイトの内部 DNS サーバーに置き換えます。

スタンバイ・サイトのノードに対しても同じことを行いますが、スタンバイ・サイ
トでは内部 DNS サーバーの IP アドレスを使用します。

d. 内部 DNS サーバー内の Oracle Data Guard 用に別のエントリを作成します。この
エントリは、Oracle Data Guard がスタンバイ・サイトのデータベースに REDO
データを送るために使用します。

次の例では、"remote_infra" エントリはスタンバイ・サイトのインフラストラク
チャ・ノードを示します。この名前は、スイッチオーバーが発生した場合に TNS
エントリを変更しなくてもよいように、本番サイトとスタンバイ・サイトの両方の
TNS エントリで使用されます。

図図図図 9-5 内部内部内部内部 DNS サーバー内のサーバー内のサーバー内のサーバー内の Oracle Data Guard エントリエントリエントリエントリ

本番サイトでは、DNS エントリは次のようになります。

iasmid1.iasha       IN  A  138.1.2.333
iasmid2.iasha       IN  A  138.1.2.444
iasinfra.iasha      IN  A  138.1.2.111
remote_infra.iasha  IN  A  213.2.2.110
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スタンバイ・サイトでは、DNS エントリは次のようになります。

iasmid1.iasha       IN  A  213.2.2.330
iasmid2.iasha       IN  A  213.2.2.331
iasinfra.iasha      IN  A  213.2.2.110
remote_infra.iasha  IN  A  138.1.2.111

4. 名前解決に /etc/hostsの方法（方法 2）を使用する場合は、次の手順を実行します。

a. 本番サイトの各ノードで、/etc/hostsファイルに次の行を含めます。IP アドレ
スは、本番サイトのノードで解決します。

127.0.0.1    localhost
138.1.2.333  iasmid1.oracle.com   iasmid1
138.1.2.444  iasmid2.oracle.com   iasmid2
138.1.2.111  iasinfra.oracle.com  iasinfra

b. スタンバイ・サイトの各ノードで、/etc/hostsファイルに次の行を含めます。IP
アドレスは、スタンバイ・サイトのノードで解決します。

127.0.0.1    localhost
213.2.2.330  iasmid1.oracle.com   iasmid1
213.2.2.331  iasmid2.oracle.com   iasmid2
213.2.2.110  iasinfra.oracle.com  iasinfra

c. /etc/nsswitch.confファイルの "hosts:" 行の最初の項目が "files" になるように
します。

hosts:   files nis dns

このエントリでは、名前解決の順序を指定します。 別の方法が最初に表示されてい
る場合は、ノードは他の方法を使用してホスト名を解決します。

注意注意注意注意 : /etc/hostsファイルでは、現在のノードを識別する行を
localhost 定義の行（アドレス 127.0.0.1 の行）の直後に指定してください。

注意注意注意注意 : /etc/hostsファイルでは、現在のノードを識別する行を
loopback 定義の行（アドレス 127.0.0.1 の行）の直後に指定してください。

注意注意注意注意 : これらのファイルを編集した後で、ノードを再起動します。
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変更を行い、ノードを再起動した後で、次のコマンドを実行してホスト名が正常に機能して
いることを確認します。

� 両サイトの中間層で、hostnameコマンドを実行します。これにより、内部ホスト名が
返されます。たとえば、prodmid1 および standbymid1 上で実行すると、このコマンド
により "iasmid1" が返されます。

prompt> hostname
iasmid1

� 各ノードで、内部ホスト名および外部ホスト名を使用して、環境内の他のノードに対し
て ping を実行します。このコマンドは成功する必要があります。 たとえば、最初の中間
層ノード prodmid1 から、次のコマンドを実行できます（-sオプションはノードの IP
アドレスを表示します）。

prompt> ping -s prodinfra       ping the production infrastructure node
PING prodinfra: 56 data byes
64 bytes from prodinfra.oracle.com (138.1.2.111): icmp_seq=0. time=0. ms
^C

prompt> ping -s iasinfra        ping the production infrastructure node
PING iasinfra: 56 data byes
64 bytes from iasinfra.oracle.com (138.1.2.111): icmp_seq=0. time=0. ms
^C

prompt> ping -s iasmid2         ping the second production midtier node
PING iasmid2: 56 data byes
64 bytes from iasmid2.oracle.com (138.1.2.444): icmp_seq=0. time=0. ms
^C

prompt> ping -s prodmid2        ping the second production midtier node
PING prodmid2: 56 data byes
64 bytes from prodmid2.oracle.com (138.1.2.444): icmp_seq=0. time=0. ms
^C

prompt> ping -s standbymid1       ping the first standby midtier node
PING standbymid1: 56 data byes
64 bytes from standbymid1.oracle.com (213.2.2.330): icmp_seq=0. time=0. ms
^C
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9.4.1.4 本番サイトで本番サイトで本番サイトで本番サイトで OracleAS Cold Failover Cluster を使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合
OracleAS Disaster Recovery システムの本番サイトで OracleAS Infrastructure 10g を設定し、
OracleAS Cold Failover Cluster 構成で実行できます。 この場合、1 つのハードウェア・クラ
スタに 2 つのノードがあり、OracleAS Infrastructure 10g を共有ディスクにインストールし
ます。詳細は、9.2 項「OracleAS Cold Failover Cluster」を参照してください。

図図図図 9-6 OracleAS Cold Failover Cluster 構成内のインフラストラクチャ構成内のインフラストラクチャ構成内のインフラストラクチャ構成内のインフラストラクチャ

この環境で OracleAS Cold Failover Cluster を設定するには、本番サイト上の iasinfra.iasha
に対して仮想 IP アドレス（物理 IP アドレスのかわりに）を使用します。次の例では、
138.1.2.120 が仮想 IP アドレスであると仮定します。

iasmid1.iasha          IN  A  138.1.2.333
iasmid2.iasha          IN  A  138.1.2.444
iasinfra.iasha         IN  A  138.1.2.120         this is a virtual IP address
remote_infra.iasha     IN  A  213.2.2.110
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スタンバイ・サイトでは、iasinfra.iasha には引き続き物理 IP アドレスを使用しますが、
remote_infra.iasha には仮想 IP アドレスを使用します。

iasmid1.iasha          IN  A  213.2.2.330
iasmid2.iasha          IN  A  213.2.2.331
iasinfra.iasha         IN  A  213.2.2.110         physical IP address
remote_infra.iasha     IN  A  138.1.2.120         virtual IP address

9.4.2 Oracle Application Server のののの OracleAS Disaster Recovery 環境へのインス環境へのインス環境へのインス環境へのインス
トールトールトールトール

次のようにして Oracle Application Server をインストールします。

1. 本番サイトで OracleAS Infrastructure 10g をインストールします。

2. スタンバイ・サイトで OracleAS Infrastructure 10g をインストールします。

3. 中間層を本番サイトにインストールします。

4. 中間層をスタンバイ・サイトにインストールします。

9.4.2.1 OracleAS Infrastructure 10g のインストールのインストールのインストールのインストール
OracleAS Cold Failover Cluster および OracleAS Active Failover Cluster の場合と同様、
OracleAS Infrastructure 10g の Identity Management および OracleAS Metadata Repository
コンポーネントを同じノードにインストールする必要があります。コンポーネントを複数の
ノードに分散することはできません。

インストール手順は、OracleAS Cold Failover Cluster の場合の手順と同様です。画面の順序
については、9.2.2 項「OracleAS Infrastructure 10g の OracleAS Cold Failover Cluster へのイ
ンストール」を参照してください。次の点に注意してください。

� 「ハードウェア・クラスタ・オプションの選択」画面が表示されない場合でも問題はあ
りません。表 9-2、手順 7. を参照してください。

� 「構成オプションの選択」画面で「High Availability Addressing」を必ず選択します。
表 9-2、手順 12. を参照してください。

� 「High Availability Addressing の指定」画面で、仮想アドレスとして別名
（iasinfra.oracle.com など）を入力します。表 9-2、手順 14. を参照してください。

注意注意注意注意 : すべてのインストールに対して、staticports.ini を使用してコン
ポーネントのポート番号を指定します。詳細は、9.4.1.2 項「staticports.ini
ファイルの設定」を参照してください。 さらに、各インストール・タイプ
に正しいオプション名を指定するようにします（表 4-5 を参照）。
9-48 Oracle Application Server 10gインストレーション・ガイド 10g（9.0.4）for Solaris Operating System（SPARC）



OracleAS Disaster Recovery
9.4.2.2 中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール中間層のインストール
任意の中間層タイプをインストールできます。

J2EE and Web Cache のインストールについては、7.9 項「OracleAS Database-Based Cluster
および Identity Management Access を使用した J2EE and Web Cache のインストール」を参
照してください。

Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms のインストールについては、7.13
項「Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms のインストール」を参照し
てください。

次の点に注意してください。

� インストーラにより、Oracle Internet Directory に登録し、Oracle Internet Directory の
ホスト名を入力するよう要求されたら、OracleAS Infrastructure 10g を実行している
ノードの別名（iasinfra.acme.com など）を入力します。

9.4.3 次に読むマニュアル次に読むマニュアル次に読むマニュアル次に読むマニュアル
Oracle Data Guard の設定や OracleAS Metadata Repository データベースの構成などの、
OracleAS Disaster Recovery 環境の管理方法については、『Oracle Application Server 10g 高
可用性ガイド』を参照してください。
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OracleAS Metadata Repository の既存のの既存のの既存のの既存の

データベースへのインストールデータベースへのインストールデータベースへのインストールデータベースへのインストール

インストーラで OracleAS Metadata Repository 用の新規のデータベースを作成するのではな
く、既存のデータベースに OracleAS Metadata Repository をインストールできます。

この章の内容 :

� 10.1 項「概要」

� 10.2 項「データベース要件」

� 10.3 項「スワップ領域の要件」

� 10.4 項「Oracle Internet Directory のリリース」

� 10.5 項「更新される Oracle Ultra Search ディレクトリ」

� 10.6 項「OracleAS RepCA の起動」

� 10.7 項「OracleAS Metadata Repository の既存のデータベースへのインストール」

� 10.8 項「OracleAS Metadata Repository の Real Application Clusters データベースへのイ
ンストール」

� 10.9 項「Oracle Internet Directory への OracleAS Metadata Repository の登録」

� 10.10 項「cleanMR スクリプトを使用したスキーマと表領域の削除」

� 10.11 項「失敗した登録のクリーン・アップまたはメタデータ・リポジトリの登録解除」

� 10.12 項「トラブルシューティング」
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概要
10.1 概要概要概要概要
OracleAS Metadata Repository を既存のデータベースにインストールするには、Oracle 
Application Server Repository Creation Assistant（OracleAS RepCA）と呼ばれるツールを
実行します。このツールによって、OracleAS Metadata Repository のデータが既存のデータ
ベースにロードされます。

CD-ROM の場合 :　OracleAS RepCA は、OracleAS RepCA and Utilities という CD-ROM に
あります。Disk 1 にはありません。

DVD の場合 :　OracleAS RepCA は、DVD の repca_utilitiesディレクトリにありま
す。

10.2 データベース要件データベース要件データベース要件データベース要件
OracleAS Metadata Repository のインストール先のデータベースが次の各項目の要件を満た
しているかどうか確認します。

� 10.2.1 項「データベースのリリース」

� 10.2.2 項「Standard Edition のデータベース :　追加要件」

� 10.2.3 項「初期化パラメータ」

� 10.2.4 項「データベース・オプション」

� 10.2.5 項「PL/SQL パッケージ」

� 10.2.6 項「DBMS_LDAP パッケージ」

� 10.2.7 項「パスワード・ファイルの認証」

� 10.2.8 項「スキーマと表領域」

� 10.2.9 項「Oracle Internet Directory への登録」

注意注意注意注意 : メタデータ・リポジトリに、Oracle E-Business Suite インスタンス
を含むデータベースを使用する場合は、関連する Oracle Application 
Server インスタンスの機能が多少制限されます。メタデータ・リポジトリ
を使用するには、OracleAS RepCA を実行した後で追加の手順を実行する
必要があります。
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10.2.1 データベースのリリースデータベースのリリースデータベースのリリースデータベースのリリース
OracleAS Metadata Repository は、次のリリースのデータベースにインストールできます。

データベースのリリースを確認するには、PRODUCT_COMPONENT_VERSIONビューを問い合
せます。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select version from product_component_version
 where product like 'Oracle%i%';

password は、SYS ユーザーのパスワードです。

10.2.1.1 Oracle9i リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1.x）のデータベース）のデータベース）のデータベース）のデータベース
9.0.1.x のデータベースを使用している場合は、そのリリースが 9.0.1.5 以上であることを確認
してください。

以前のリリース 1（9.0.1.x）からリリース 1（9.0.1.5）にアップグレードするには、9.0.1.5 の
パッチ・セットを適用します。

現行のパッチ・レベルを確認するには、sys.patch$を問い合せます。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select version from sys.patch$;

このコマンドにより、9.0.1.5が返される必要があります。

9.0.1.5 パッチ・セットの適用 :　　　　データベースを OracleAS Metadata Repository を実行する
ためにのみ使用する場合は、次のインストール後の手順を実行する必要があります。

� シングル・ユーザー・モードでデータベースを使用して catpatch.sqlを実行します。

� Oracle Text のアップグレード・スクリプトを実行します。

� データベース内の Java オプションをアップグレードするためのスクリプト
（jvmusrc.sql、initxml.sql、xmlja.sql）を実行します。

� utlrp.sqlを実行して、PL/SQL パッケージを再コンパイルします。

表表表表 10-1 サポートされているデータベースのリリースサポートされているデータベースのリリースサポートされているデータベースのリリースサポートされているデータベースのリリース

データベース・シリーズデータベース・シリーズデータベース・シリーズデータベース・シリーズ
サポートされているサポートされているサポートされているサポートされている
リリースリリースリリースリリース 詳細の参照先詳細の参照先詳細の参照先詳細の参照先

Oracle9i リリース 1（9.0.1.x） 9.0.1.5 以上 10.2.1.1 項「Oracle9i リリース 1
（9.0.1.x）のデータベース」

Oracle9i リリース 2（9.2.x） 9.2.0.4 以上 10.2.1.2 項「Oracle9i リリース 2
（9.2.x）のデータベース」
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9.0.1.5 パッチ・セットに含まれるその他のインストール後の手順はすべて、OracleAS 
Metadata Repository ではオプションです。それらのオプションは、Oracle Application 
Server 以外でそれらを使用する場合にのみ、つまり、パッチ・セットの Real Application 
Clusters 部分について言えば、データベースが Real Application Clusters データベースの場
合にのみ実行する必要があります。

10.2.1.2 Oracle9i リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2.x）のデータベース）のデータベース）のデータベース）のデータベース
9.2.x のデータベースを使用している場合は、そのリリースが 9.2.0.4 以上であることを確認
してください。

以前のリリース 2（9.2.0.x）からリリース 2（9.2.0.4）にアップグレードするには、9.2.0.4 の
パッチ・セットを適用します。パッチ・セット 3095277 を参照してください。

9.2.0.4 パッチ・セットの適用 :　　　　OracleAS Metadata Repository の実行に必要なインストー
ル後の手順は、次のとおりです。

� 初期化（init.ora）パラメータが指定されたとおりに設定されていること、SYSTEM 表領
域に十分な空き領域があること、および環境変数 CLUSTER_DATABASE が設定されて
いること（必要な場合）を確認します。

� シングル・ユーザー・モードでデータベースを使用して catpatch.sqlを実行します
（パッチ・セットの README ファイルの手順 3c）。

� utlrp.sqlを実行します（パッチ・セットの README ファイルの手順 3h）。

� Oracle Internet Directory のリリース 9.2.0.x を実行していた場合にのみ、Oracle Internet 
Directory のパッチを実行します。このデータベースで Oracle Internet Directory が使用
されたことがない場合は、この手順を実行する必要はありません。

9.2.0.4 パッチ・セットに含まれるその他のインストール後の手順はすべて、OracleAS 
Metadata Repository ではオプションです。それらのオプションは、Oracle Application 
Server 以外でそれらを使用する場合にのみ実行する必要があります。

catpatch.sqlスクリプトを実行したかどうかを確認するには、SQL*Plus で次のコマンド
を実行します。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select comp_name, version, status from dba_registry
 where comp_id = 'CATPROC';

次のような結果が得られるはずです。

注意注意注意注意 : パッチ・セットの README ファイルで説明しているように、
9.0.1.5 パッチ・セットを適用するときに必ず catpatch.sqlスクリプト
を実行してください。そうしないと、OracleAS RepCA によってメタデー
タ・リポジトリがデータベースにロードされるときにエラーが発生しま
す。
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COMP_NAME                     VERSION     STATUS
----------------------------- ----------- --------
Oracle9i Packages and Types   9.2.0.4.0   Valid

10.2.2 Standard Edition のデータベースのデータベースのデータベースのデータベース :　追加要件　追加要件　追加要件　追加要件
Standard Edition のデータベースのリリース 1（9.0.1.x）またはリリース 2（9.2.0.x）を使用
している場合は、Oracle Internet Directory のマルチマスター・レプリケーション機能を使
用できません（この機能は Enterprise Edition のデータベースでのみ利用できる ASR に基づ
いています）。

かわりに、ファンアウト・レプリケーション機能を使用できます。詳細は、『Oracle Internet 
Directory 管理者ガイド』を参照してください。

10.2.3 初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ
インストール中に、データベースの初期化パラメータが表 10-2 に示す値に設定されている必
要があります。

インストール後、パフォーマンスを最適化するために、必要に応じてこれらのパラメータの
ほとんどの値を変更できます。

注意注意注意注意 : db_block_sizeパラメータの値は、8192 以上である必要があり
ます。このパラメータは、データベースが作成されたときに設定され、変
更できません。このパラメータがそれよりも小さい値に設定されている場
合は、メタデータ・リポジトリにそのデータベースを使用できません。

表表表表 10-2 初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ :　必要な値　必要な値　必要な値　必要な値

パラメータパラメータパラメータパラメータ 必要な値必要な値必要な値必要な値 パラメータ・クラスパラメータ・クラスパラメータ・クラスパラメータ・クラス 注意注意注意注意

db_block_size 8192 以上 変更不可。「注意」
欄を参照。

データベースの作成後に、このパラ
メータの値を変更することはできませ
ん。

aq_tm_processes 1 以上 動的 このパラメータの値は、インストール
後に変更できます。

open_cursors 300 以上 9.0.2.x では動的

9.0.1.x では静的

このパラメータの値は、インストール
後に変更できます。

job_queue_processes 1 以上 動的 このパラメータの値は、インストール
後に変更できます。

db_cache_size 150,994,944（144 MB）
以上

動的 このパラメータの値は、インストール
後に変更できます。
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large_pool_size 0 9.0.2.x では動的

9.0.1.x では静的

0 に設定すると、かわりに

shared_pool_sizeパラメータ（次

の行を参照）の値がデータベースに
よって使用されます。

このパラメータの値は、インストール
後に変更できます。

shared_pool_size 104,857,600（100 MB）
以上

動的 このパラメータの値は、インストール
後に変更できます。

java_pool_size 67,108,864（64 MB）以

上

静的 このパラメータの値は、インストール
後に変更できます。

pga_aggregate_target 100,663,296（96 MB）
以上

動的 このパラメータの値は、インストール
後に変更できます。

query_rewrite_enabled TRUE 動的 OracleAS Wireless にはこの値が必要な

ため、インストール後にこのパラメー
タを変更しないでください。

query_rewrite_
integrity

trustedまたは
enforced

動的 OracleAS Wireless にはこの値が必要な

ため、インストール後にこのパラメー
タを変更しないでください。

sessions 400 以上 静的 このパラメータの値は、インストール
後に変更できます。

nls_length_semantics BYTE 動的 このパラメータは、OracleAS RepCA
によって確認されません。このパラ
メータがサポートされた値に設定され
ているかどうかを手動で確認する必要
があります。

このパラメータの CHAR値はサポート

されていません。

max_commit_
propagation_delay

99 以下 静的 このパラメータは、Real Application 
Clusters データベースにのみ適用され

ます。

このパラメータは、OracleAS RepCA
によって確認されません。Real 
Application Clusters データベースを使

用している場合は、このパラメータが
サポートされた値に設定されているか
どうかを手動で確認する必要がありま
す。

表表表表 10-2 初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ :　必要な値（続き）　必要な値（続き）　必要な値（続き）　必要な値（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 必要な値必要な値必要な値必要な値 パラメータ・クラスパラメータ・クラスパラメータ・クラスパラメータ・クラス 注意注意注意注意
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パラメータ値の確認パラメータ値の確認パラメータ値の確認パラメータ値の確認

SQL*Plus を使用して初期化パラメータの値を確認する場合は、show parametersコマン
ドを使用できます。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> show parameters parameter_name

password は、SYS ユーザーのパスワードです。

また、V$PARAMETERビューを問い合せて値を確認することもできます。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select name,value from v$parameter;

パラメータ値の変更パラメータ値の変更パラメータ値の変更パラメータ値の変更

パラメータの値を変更するための方法は、パラメータが静的か動的かによって、またデータ
ベースがパラメータ・ファイルまたはサーバー・パラメータ・ファイルのどちらを使用する
かによって異なります。

パラメータ・ファイル、サーバー・パラメータ・ファイル、パラメータ値の変更方法の詳細
は、『Oracle9i データベース管理者ガイド』を参照してください。

データベースがパラメータ・ファイルを使用する場合は、次の 2 つの方法を使用してパラ
メータ値を変更できます。

� パラメータ・ファイルを編集し、データベースを再起動できます。この方法は、静的な
パラメータと動的なパラメータの両方に使用できます。

� 動的なパラメータの値を変更するには、alter systemコマンドを使用できますが、新
しい値はデータベースがシャットダウンされるまでしか存続しません。たとえば、次の
ようになります。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> alter system set aq_tm_processes=9;
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データベースがサーバー・パラメータ・ファイルを使用する場合は、alter systemコマ
ンドを使用してパラメータ値を変更します。静的なパラメータの場合は、scopeを spfile
に設定します。新しい値を反映させるためには、データベースを再起動する必要がありま
す。動的なパラメータの場合は、scopeを spfile、memoryまたは bothに設定できます。
値を存続させるには、scopeを spfileまたは bothに設定します。たとえば、次のように
なります。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> alter system set aq_tm_processes=9 scope=both;

10.2.4 データベース・オプションデータベース・オプションデータベース・オプションデータベース・オプション
データベースでは、次のデータベース・オプションが有効になっている必要があります。

表表表表 10-3 必要なデータベース・オプション必要なデータベース・オプション必要なデータベース・オプション必要なデータベース・オプション

必要なオプション必要なオプション必要なオプション必要なオプション オプションがデータベースにインストールされているかどうかの確認方法オプションがデータベースにインストールされているかどうかの確認方法オプションがデータベースにインストールされているかどうかの確認方法オプションがデータベースにインストールされているかどうかの確認方法

OLAP ウィンドウ・ファンクション

パラレル・ロード

データベースにこれらのオプションがあるかどうかを確認するには、
V$OPTIONビューを問い合せます。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select * from v$option;

password は、SYS ユーザーのパスワードです。

Java prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select count(*) from dba_objects where object_type like
 'JAVA%'  and owner = 'SYS' and status = 'VALID';

返されるカウントは 0 よりも大きい必要があります。

intermedia prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select count(name) from sys.props$
 where name = 'EXPORT_VIEWS_VERSION';

返されるカウントは 0 よりも大きい必要があります。
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10.2.5 PL/SQL パッケージパッケージパッケージパッケージ
データベースには、次の PL/SQL パッケージがインストールされている必要があります。

表表表表 10-4 必要なパッケージ必要なパッケージ必要なパッケージ必要なパッケージ

必要なパッケージ必要なパッケージ必要なパッケージ必要なパッケージ パッケージがデータベースにインストールされているかどうかの確認方法パッケージがデータベースにインストールされているかどうかの確認方法パッケージがデータベースにインストールされているかどうかの確認方法パッケージがデータベースにインストールされているかどうかの確認方法

DBMS_DDL

DBMS_LOCK

DBMS_OUTPUT

DBMS_REPUTIL

DBMS_SQL

DBMS_STATS

DBMS_UTILITY

UTL_FILE

UTL_RAW

ALL_OBJECTSビューを問い合せます。次の例では、DBMS_DDLパッケージについて確認し

ます。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select count(object_name) from all_objects where object_name like
 'DBMS_DDL%' and status = 'VALID';

パッケージごとに問合せを実行します。つまり、DBMS_DDLを各パッケージの名前に置き

換えます。返されるカウントは 0 よりも大きい必要があります。

DBMS_TEXT prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select count(*) from dba_views where owner = 'CTXSYS' and view_name = 
'CTX_VERSION';

カウントは 0 よりも大きい必要があります。
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10.2.6 DBMS_LDAP パッケージパッケージパッケージパッケージ
データベースに DBMS_LDAPパッケージが含まれていること、およびそのパッケージが有効
であることを確認します。有効でない場合は、そのパッケージを再インストールする必要が
あります。

1. DBMS_LDAPパッケージのリリースが 2 であることを確認します。次の SQL コマンドが
0 を返す必要があります。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select dbms_ldap_utl.check_interface_version('2') from dual;

DBMS_LDAP_UTL.CHECK_INTERFACE_VERSION('2')
------------------------------------------
                                         0

このコマンドが別の値を返す場合、または次のようなエラーを返す場合があります。

The DBMS_LDAP package supplied with this database doesn't support the
version 2 interface used by 904 components.

この場合は、パッケージを再ロードする必要があります。この項の最後にある
「DBMS_LDAP パッケージの再ロード」に進んでください。

2. DBMS_LDAPパッケージが有効であることを確認します。次の SQL コマンドが 9 を返す
必要があります。

a. 次の行を含むファイルを作成します。このファイルには任意の名前
（test_ldap.sqlなど）を付けることができます。

select count(*) from dba_objects where
( object_name = 'DBMS_LDAP' and 
object_type = 'PACKAGE' and 
status = 'VALID' and owner = 'SYS' 
) OR 
( object_name = 'DBMS_LDAP' and 
object_type = 'PACKAGE BODY' and 
status = 'VALID' and owner = 'SYS' 
) OR 
( object_name = 'DBMS_LDAP_UTL' and 
object_type = 'PACKAGE' and 
status = 'VALID' and owner = 'SYS' 
) OR 
( object_name = 'DBMS_LDAP_UTL' and 
object_type = 'PACKAGE BODY' and 
status = 'VALID' and owner = 'SYS' 
) OR 
( object_name = 'DBMS_LDAP' and 
object_type = 'SYNONYM' and 
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status = 'VALID' and owner = 'PUBLIC' 
) OR 
( object_name = 'DBMS_LDAP_UTL' and 
object_type = 'SYNONYM' and 
status = 'VALID' and owner = 'PUBLIC' 
) OR 
( object_name = 'DBMS_LDAP_API_FFI' and 
object_type = 'PACKAGE' and 
status = 'VALID' and owner = 'SYS' 
) OR 
( object_name = 'DBMS_LDAP_API_FFI' and 
object_type = 'PACKAGE BODY' and 
status = 'VALID' and owner = 'SYS' 
) OR 
( object_name = 'DBMS_LDAP_API_LIB' and 
object_type = 'LIBRARY' and 
status = 'VALID' and owner = 'SYS' 
);

b. SQL*Plus でこのファイルを実行します。たとえば、ファイルに test_ldap.sql
という名前を付けた場合、コマンドは次のようになります。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> @test_ldap.sql

  COUNT(*)
----------
         9

このコマンドが 9 以外の値を返す場合は、パッケージを再ロードする必要がありま
す。

DBMS_LDAP パッケージの再ロードパッケージの再ロードパッケージの再ロードパッケージの再ロード

1. 次のファイルが ORACLE_HOME/rdbms/adminディレクトリに存在することを確認しま
す。

� catldap.sql

� dbmsldap.sql

� prvtldap.plb

� prvtldh.plb

2. SQL*Plus を使用して、SYS ユーザーとして catldap.sqlコマンドを実行します。

prompt> cd $ORACLE_HOME/rdbms/admin
prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> @catldap.sql
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10.2.7 パスワード・ファイルの認証パスワード・ファイルの認証パスワード・ファイルの認証パスワード・ファイルの認証
パスワード・ファイルの認証を使用するようにデータベースを設定する必要があります。パ
スワード・ファイルの認証の詳細は、『Oracle9i データベース管理者ガイド』を参照してく
ださい。

パスワード・ファイルの認証は、OracleAS RepCA を実行している場合にのみ必要です。メ
タデータ・リポジトリがインストールされている場合は必要ありません。

パスワード・ファイルの認証を使用するようにデータベースが設定されているかどうかは、
次の 2 つの方法で確認できます。

� SQL*Plus で次のコマンドを実行して、初期化パラメータ
remote_login_passwordfileの値を調べます。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> show parameters remote_login_passwordfile
NAME                            TYPE       VALUE
------------------------------- ---------- ------------
remote_login_passwordfile       string     EXCLUSIVE

初期化パラメータ remote_login_passwordfileの値が EXCLUSIVEまたは SHARED
である必要があります。パラメータの値が異なる場合、またはパラメータが定義されて
いない場合は、パスワード・ファイルの認証を使用するようにデータベースが設定され
ていません。

� SQL*Net 接続を介して、sysdbaとしてデータベースに接続してみます。

prompt> sqlplus "sys/password@sqlnet_dbname as sysdba"

sqlnet_dbname は、tnsnames.oraファイルに含まれるデータベースのエントリを示し
ます。データベースがパスワード認証を使用するように設定されていない場合は、接続
することができません。

パスワード・ファイルの認証用にデータベースを設定するには、次の手順を実行します。

1. orapwdコマンドを使用して、パスワード・ファイルを作成します（すべてを 1 行で）。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/orapwd file=fullpath_to_pwfile password=password 
entries=maxUsers

次の値を入力します。

fullpath_to_pwfile:　パスワード情報が書き込まれるファイルへのフル・パスを入力しま
す。ファイル名は orapwsidとしてください。通常、パスワード・ファイルは
ORACLE_HOME/dbsディレクトリに格納されます。

password:　SYS ユーザーのパスワードを設定します。

maxUsers:　ファイルに格納できるユーザーの最大数を指定します。
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次の例では、データベースに prodmeta という名前のパスワード・ファイルを設定しま
す。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/orapwd
    file=/opt/oracle/db92/OraHome1/dbs/orapwprodmeta
    password=topsecret entries=9

2. 初期化パラメータ remote_login_passwordfileを EXCLUSIVEに設定します。複数
のデータベースに同じパスワード・ファイルを使用する場合は、このパラメータを
SHAREDに設定できます。Real Application Clusters データベースを使用している場合
は、このパラメータを EXCLUSIVEに設定する必要があります。

3. データベースを再起動します。

10.2.8 スキーマと表領域スキーマと表領域スキーマと表領域スキーマと表領域
OracleAS RepCA では、表 10-8 に示すスキーマと表領域を既存のデータベースにインストー
ルします。データベースに同じ名前のスキーマと表領域が含まれないようにしてください。

10.2.8.1 スキーマ名がすでに使用中の場合スキーマ名がすでに使用中の場合スキーマ名がすでに使用中の場合スキーマ名がすでに使用中の場合
OracleAS RepCA では、既存のデータベースに同じ名前のスキーマがすでにあることを検出
すると、それを削除して新しいデータでスキーマを再作成する前にユーザーに確認を求めま
す。

スキーマ内のデータを保存する場合は、先に進まないでください。保存するデータをバック
アップし、それを別のスキーマのもとで復元して、OracleAS RepCA を再実行できます。今
度は、そのスキーマを削除して再作成するように指定できます。

データベースに含まれる既存のスキーマ名のリストを取得するには、ALL_USERSビューを
問い合せます。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select username from all_users;

password は、SYS ユーザーのパスワードです。

スクリプトを実行して、OracleAS Metadata Repository によって使用されたスキーマと表領
域を削除する場合は、10.10 項「cleanMR スクリプトを使用したスキーマと表領域の削除」
を参照してください。
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10.2.8.2 表領域名がすでに使用中の場合表領域名がすでに使用中の場合表領域名がすでに使用中の場合表領域名がすでに使用中の場合
OracleAS RepCA では、既存のデータベースに同じ名前の表領域がすでにあることを検出す
ると、処理を続行できません。エラー・ダイアログが表示されます。この場合は、次の手順
を実行します。

1. エラー・ダイアログを閉じ、OracleAS RepCA を終了します。

2. 表領域内のデータをバックアップします（必要な場合）。

3. 表領域を削除します。

4. OracleAS RepCA を再実行します。

データベースに含まれる既存の表領域名のリストを取得するには、V$TABLESPACEビュー
を問い合せます。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> select name from v$tablespace;

password は、SYS ユーザーのパスワードです。

表領域を削除するには、cleanMRスクリプトまたは SQL 文を手動で実行します。スクリプ
トについては、10.10 項「cleanMR スクリプトを使用したスキーマと表領域の削除」を参照
してください。

SQL 文を手動で実行するには、次の手順を実行します。作業の順序が大切です。最初にデー
タ・ファイルを削除すると、表領域を削除できません。表領域が存在していると、OracleAS 
RepCA を再実行できません。

1. SQL*Plus を使用し、SYS ユーザーとしてデータベースにログインします。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"

2. 表領域内のスキーマを削除します。

SQL> drop user schema_name cascade;

注意注意注意注意 : OracleAS RepCA を実行し、完了する前にそれをキャンセルする
と、表 10-8 に示す表領域がデータベースに作成されることがあります。こ
れらの表領域を削除してから、OracleAS RepCA を再実行する必要があり
ます。

スクリプトを実行して、OracleAS Metadata Repository によって使用され
たスキーマと表領域を削除する場合は、10.10 項「cleanMR スクリプトを
使用したスキーマと表領域の削除」を参照してください。
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3. 表領域を削除します。

SQL> drop tablespace tablespace_name including contents cascade constraints;
SQL> exit;

4. 表領域に関連付けられたデータ・ファイル（.dbf ファイル）を削除します。

10.2.8.3 表領域のサイズ表領域のサイズ表領域のサイズ表領域のサイズ
表領域に、ロー・デバイスではなくファイルを使用する場合は、OracleAS RepCA によって
作成される各表領域のサイズを選択します。

OracleAS RepCA では、3 つのサイズから選択できます（表 10-5 を参照）。これらは、コン
ポーネントの使用が少ないか、中程度か、多いかによって選択します。コンポーネントを頻
繁に使用するアプリケーションがある場合は、そのコンポーネントの表領域に対して最大の
サイズを選択する必要があります。このリポジトリで使用する予定のないコンポーネントに
は、最小のサイズを選択する必要があります。

表領域のサイズは、初期サイズです。コンポーネントを広範囲にわたって使用すると、表領
域のサイズが大きくなる場合があります。これは表領域が AUTOEXTENDに設定されている
からです。

表表表表 10-5 表領域の初期サイズ表領域の初期サイズ表領域の初期サイズ表領域の初期サイズ

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 表領域表領域表領域表領域

初期サイズ（初期サイズ（初期サイズ（初期サイズ（MB））））

小小小小 中中中中 大大大大

OracleAS Portal PORTAL 75 100 150

OracleAS Portal PORTAL_DOC 25 40 50

OracleAS Portal PORTAL_IDX 30 50 60

OracleAS Portal PORTAL_LOG 30 50 60

OracleAS Single Sign-On

OracleAS Wireless

Oracle Ultra Search

Oracle Workflow

INTERNET_APPSERVER_
REGISTRY（スキーマ）

IAS_META 200 300 500

OracleAS Discoverer DISCO_PTM5_META 5 10 15

OracleAS Discoverer DISCO_PTM5_CACHE 5 10 15

OracleAS Distributed 
Configuration 
Management（DCM）

DCM 50 100 200
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既存のデータベースがロー・デバイスを使用する場合は、表領域のサイズを選択する必要は
ありません。ただし、ロー・デバイスのサイズがコンポーネントに適していることを確認す
る必要はあります（表 10-6 および表 10-7 を参照）。コンポーネントを広範囲にわたって使用
する予定で、かつデータベースがロー・デバイスを使用する場合は、必ず表領域のロー・デ
バイスに利用可能な領域を十分に割り当てます。

OracleAS Syndication 
Services

DSGATEWAY_TAB 25 35 45

OracleAS Web Clipping 
Support

WCRSYS_TS 35 45 55

OracleAS ProcessConnect IP_RT 50 75 90

OracleAS ProcessConnect IP_DT 60 75 90

OracleAS ProcessConnect IP_IDX 20 40 60

OracleAS ProcessConnect IP_LOB 20 40 60

OracleAS Certificate 
Authority

OCATS 15 35 55

OracleAS UDDI UDDISYS_TS 35 50 65

Oracle Internet Directory OLTS_ATTRSTORE 10 15 20

Oracle Internet Directory OLTS_BATTRSTORE 10 15 20

Oracle Internet Directory OLTS_CT_STORE 10 15 20

Oracle Internet Directory OLTS_DEFAULT 10 15 20

Oracle Internet Directory OLTS_SVRMGSTORE 10 15 20

表表表表 10-6 システム表領域の最小サイズシステム表領域の最小サイズシステム表領域の最小サイズシステム表領域の最小サイズ

表領域表領域表領域表領域 最小サイズ最小サイズ最小サイズ最小サイズ

SYSTEM 表領域 1024 MB

TEMP 表領域 128 MB

UNDOTBS1 表領域 256 MB

UNDOTBS2 表領域 256 MB

DRSYS 表領域 64 MB

表表表表 10-5 表領域の初期サイズ（続き）表領域の初期サイズ（続き）表領域の初期サイズ（続き）表領域の初期サイズ（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 表領域表領域表領域表領域

初期サイズ（初期サイズ（初期サイズ（初期サイズ（MB））））

小小小小 中中中中 大大大大
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ロー・デバイスの使用方法については、データベースのドキュメントを参照してください。

表表表表 10-7 OracleAS Metadata Repository 用のロー・デバイス用のロー・デバイス用のロー・デバイス用のロー・デバイス

ロー・デバイスを使用する領域ロー・デバイスを使用する領域ロー・デバイスを使用する領域ロー・デバイスを使用する領域 最小サイズ最小サイズ最小サイズ最小サイズ 推奨名推奨名推奨名推奨名

PORTAL 表領域 128 MB dbname_raw_portal_128m

PORTAL_DOC 表領域 64 MB dbname_raw_portaldoc_64m

PORTAL_IDX 表領域 64 MB dbname_raw_portalidx_64m

PORTAL_LOG 表領域 64 MB dbname_raw_portallog_64m

DCM 表領域 256 MB dbname_raw_dcm_256m

OCATS 表領域 64 MB dbname_raw_ocats_64m

DISCO_PTM5_CACHE 表領域 64 MB dbname_raw_discoptm5cache_64m

DISCO_PTM5_META 表領域 64 MB dbname_raw_discoptm5meta_64m

DSGATEWAY_TAB 表領域 64 MB dbname_raw_dsgatewaytab_64m

WCRSYS_TS 表領域 64 MB dbname_raw_wcrsysts_64m

UDDISYS_TS 表領域 64 MB dbname_raw_uddisysts_64m

OLTS_ATTRSTORE 表領域 128 MB dbname_raw_oltsattrstore_128m

OLTS_BTTRSTORE 表領域 64 MB dbname_raw_oltsbttrstore_64m

OLTS_CT_STORE 表領域 256 MB dbname_raw_oltsctstore_256m

OLTS_DEFAULT 表領域 128 MB dbname_raw_oltsdefault_128m

OLTS_SVRMGSTORE 表領域 64 MB dbname_raw_oltssvrmgstore_64m

IP_DT 表領域 128 MB dbname_raw_ipdt_128m

IP_RT 表領域 128 MB dbname_raw_iprt_128m

IP_LOB 表領域 128 MB dbname_raw_iplob_128m

IP_IDX 表領域 128 MB dbname_raw_ipidx_128m

IAS_META 表領域 256 MB dbname_raw_iasmeta1_256m
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10.2.8.4 スキーマと表領域のリストスキーマと表領域のリストスキーマと表領域のリストスキーマと表領域のリスト
表 10-8 に、OracleAS Metadata Repository に含まれるスキーマと表領域を示します。

表表表表 10-8 スキーマと表領域スキーマと表領域スキーマと表領域スキーマと表領域

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント スキーマスキーマスキーマスキーマ 表領域表領域表領域表領域
デフォルトのデータデフォルトのデータデフォルトのデータデフォルトのデータ
ベース・ファイルベース・ファイルベース・ファイルベース・ファイル

OracleAS Portal PORTAL PORTAL portal.dbf

OracleAS Portal PORTAL PORTAL_DOC ptldoc.dbf

OracleAS Portal PORTAL PORTAL_IDX ptlidx.dbf

OracleAS Portal PORTAL PORTAL_LOG ptllog.dbf

OracleAS Portal PORTAL_APP PORTAL portal.dbf

OracleAS Portal PORTAL_DEMO PORTAL portal.dbf

OracleAS Portal PORTAL_PUBLIC PORTAL portal.dbf

OracleAS Single Sign-On ORASSO IAS_META ias_meta01.dbf

OracleAS Single Sign-On ORASSO_PA IAS_META ias_meta01.dbf

OracleAS Single Sign-On ORASSO_DS IAS_META ias_meta01.dbf

OracleAS Single Sign-On ORASSO_PS IAS_META ias_meta01.dbf

OracleAS Single Sign-On ORASSO_PUBLIC IAS_META ias_meta01.dbf

OracleAS Wireless WIRELESS IAS_META ias_meta01.dbf

Oracle Workflow OWF_MGR IAS_META ias_meta01.dbf

OracleAS Discoverer DISCOVERER5 DISCO_PTM5_META discopltm1.dbf

OracleAS Discoverer DISCOVERER5 DISCO_PTM5_CACHE discopltc1.dbf

OracleAS Distributed 
Configuration Management

（DCM）

DCM DCM dcm.dbf

OracleAS Syndication Services DSGATEWAY DSGATEWAY_TAB oss_sys01.dbf

Oracle9iAS Web Clipping 
Support

WCRSYS WCRSYS_TS wcrsys01.dbf

OracleAS ProcessConnect IP IP_DT ip_dt.dbf

OracleAS ProcessConnect IP IP_RT ip_rt.dbf

OracleAS ProcessConnect IP IP_LOB ip_lob.dbf

OracleAS ProcessConnect IP IP_IDX ip_idx.dbf
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OracleAS Certificate Authority OCA OCATS oca.dbf

OracleAS Certificate Authority ORAOCA_PUBLIC OCATS oca.dbf

OracleAS UDDI UDDISYS UDDISYS_TS uddisys01.dbf

Oracle Internet Directory ODS OLTS_ATTRSTORE attrs1_oid.dbf

Oracle Internet Directory ODS OLTS_BATTRSTORE battrs1_oid.dbf

Oracle Internet Directory ODS OLTS_CT_STORE gcats1_oid.dbf

Oracle Internet Directory ODS OLTS_DEFAULT gdefault1_oid.dbf

Oracle Internet Directory ODS OLTS_SVRMGSTORE svrmg1_oid.dbf

Oracle Ultra Search WKSYS IAS_META ias_meta01.dbf

Oracle Ultra Search WKPROXY IAS_META ias_meta01.dbf

Oracle Ultra Search WK_TEST IAS_META ias_meta01.dbf

Metadata Repository Version INTERNET_APPSERVER_
REGISTRY

IAS_META ias_meta01.dbf

表表表表 10-8 スキーマと表領域（続き）スキーマと表領域（続き）スキーマと表領域（続き）スキーマと表領域（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント スキーマスキーマスキーマスキーマ 表領域表領域表領域表領域
デフォルトのデータデフォルトのデータデフォルトのデータデフォルトのデータ
ベース・ファイルベース・ファイルベース・ファイルベース・ファイル
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10.2.9 Oracle Internet Directory への登録への登録への登録への登録
既存のデータベースがまだ Oracle Internet Directory に登録されていないことを確認します。
Oracle Internet Directory にすでに登録されているデータベースは登録できません。

データベースが Oracle Internet Directory にすでに登録されているかどうかを確認するには、
Oracle Internet Directory を調べる必要があります。

1. Oracle Directory Manager を使用して、Oracle Internet Directory に接続します。

a. Oracle Directory Manager を起動します。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/oidadmin

b. 「接続」画面で、接続情報を入力します。Oracle Internet Directory のスーパーユー
ザー（cn=orcladmin）としてログインします。

2. データベースが Oracle Internet Directory に登録されているかどうかを確認します。次
のエントリを展開します。

「エントリ管理」を展開します。

「cn=OracleContext」を展開します。

データベースが Oracle Internet Directory に登録されている場合は、
「cn=your_database_name」というエントリが見つかります。

登録を削除するには、10.11 項「失敗した登録のクリーン・アップまたはメタデータ・
リポジトリの登録解除」の手順 2 を参照してください。

3. データベースに、Oracle Internet Directory に登録されているメタデータ・リポジトリが
存在するかどうかを確認します。次のエントリを展開します。

「エントリ管理」を展開します。

「cn=OracleContext」を展開します。

「cn=Products」を展開します。

「cn=IAS」を展開します。

「cn=IAS Infrastructure Databases」を展開します。

データベースに、Oracle Internet Directory に登録されているメタデータ・リポジトリ
が存在する場合は、「orclReferenceName=your_database_name」というエントリが見つか
ります。

登録を削除するには、10.11 項「失敗した登録のクリーン・アップまたはメタデータ・
リポジトリの登録解除」の手順 3 を参照してください。
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10.3 スワップ領域の要件スワップ領域の要件スワップ領域の要件スワップ領域の要件
OracleAS RepCA を実行するためには、使用可能なスワップ領域が 512 MB 以上必要です。
スワップ領域を確認し、必要に応じて増加する方法については、4-6 ページの「スワップ領
域」を参照してください。

10.4 Oracle Internet Directory のリリースのリリースのリリースのリリース
メタデータ・リポジトリを Oracle Internet Directory に登録する場合は、Oracle Internet 
Directory のリリースが 9.0.2.x、10g（9.0.4）または 9.2.0.x である必要があります。

Oracle Internet Directory のリリースを確認するには、次のコマンドを実行します。

prompt> oidldapd -version
oidldapd: Release 9.2.0.1.0 - Production on Fri Feb 28 09:26:53 2003
(c) Copyright 2001 Oracle.  All rights reserved.

oidldapdコマンドは ORACLE_HOME/binディレクトリにあります。ここで
ORACLE_HOME は、Oracle Internet Directory がある Oracle Application Server のルート・
ディレクトリです。

10.5 更新される更新される更新される更新される Oracle Ultra Search ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ
OracleAS RepCA では、データベースの Oracle ホーム・ディレクトリにある ultrasearch
ディレクトリを新しいリリースに置き換えます。古いリリースのディレクトリの名前が
ultrasearch_timestamp に変更されます。
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10.6 OracleAS RepCA の起動の起動の起動の起動
OracleAS RepCA は、OracleAS Metadata Repository を既存のデータベースにインストール
するためのウィザードです。

1. OracleAS RepCA は、データベースがインストールされているコンピュータで実行しま
す。このツールでは、データベースの Oracle ホームにあるバイナリにアクセスする必
要があります。

OracleAS RepCA を起動する前に、既存のデータベースのリスナーとデータベース自体
が稼働していることを確認します。

2. コンピュータが自動的に CD-ROM または DVD をマウントしない場合、マウント・ポ
イントを手動で設定する必要があります。詳細は、5.14 項「CD-ROM または DVD のマ
ウント・ポイントの設定」を参照してください。

3. OracleAS RepCA and Utilities という CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入するか、
DVD を DVD ドライブに挿入します。

4. CD-ROM または DVD から OracleAS RepCA を起動します。

CD-ROM: prompt> mount_point/repCA/runRepca [parameters]
DVD:    prompt> mount_point/repca_utilities/runRepca [parameters]

runRepcaコマンドには次のパラメータを指定できます。

注意注意注意注意 : OracleAS RepCA は、OracleAS RepCA and Utilities という
CD-ROM にあります。Oracle Application Server の Disk 1 にはありませ
ん。

DVD では、repca_utilitiesディレクトリにあります。

表表表表 10-9 runRepca コマンドのパラメータコマンドのパラメータコマンドのパラメータコマンドのパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ
必須またはオ必須またはオ必須またはオ必須またはオ
プションプションプションプション 説明説明説明説明

-OH oracle_home 必須 メタデータ・リポジトリのインストール先となるデータベースの Oracle
ホーム・ディレクトリへのフル・パスを指定します。このパラメータを
指定しないと、OracleAS RepCA により、それを入力するように求めら

れます。

-LOGDIR logdir オプション OracleAS RepCA がログ・ファイルを書き込めるディレクトリへのフ

ル・パスを指定します。指定しないと、OracleAS RepCA はログ・ファ

イルを ORACLE_HOME/assistants/repca/logディレクトリに書き

込みます。ログ・ディレクトリの書込み権限を持っている必要がありま
す。
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例 : 

runRepca -OH /opt/oracle/oradb -LOGDIR /opt/oracle/repca/logs

10.7 OracleAS Metadata Repository の既存のデータベースへのイの既存のデータベースへのイの既存のデータベースへのイの既存のデータベースへのイ
ンストールンストールンストールンストール

OracleAS Metadata Repository を Real Application Clusters 以外の既存のデータベースにイ
ンストールするには、この項の手順を実行します。OracleAS Metadata Repository を Real 
Application Clusters データベースにインストールするには、10.8 項「OracleAS Metadata 
Repository の Real Application Clusters データベースへのインストール」を参照してくださ
い。

1. データベースが 10.2 項「データベース要件」に示した要件を満たしていることを確認し
ます。

2. データベースがインストールされているコンピュータで OracleAS RepCA を起動しま
す。詳細は、10.6 項「OracleAS RepCA の起動」を参照してください。この場合に必要
なパラメータは、-OHおよび -LOGDIR（異なるログ・ディレクトリを指定する場合）
です。たとえば、次のようになります。

runRepca -OH /opt/oracle/oradb -LOGDIR /opt/oracle/repca/logs

3. 画面の指示に従います。

-REGISTER オプション OracleAS RepCA が Oracle Internet Directory へのメタデータ・リポジト

リの登録だけを行う必要があることを指定します。スキーマはデータ
ベースにインストールされません。

-RAC オプション データベースが Real Application Clusters データベースであることを指

定します。

-HELP オプション パラメータのヘルプを表示します。

表表表表 10-9 runRepca コマンドのパラメータ（続き）コマンドのパラメータ（続き）コマンドのパラメータ（続き）コマンドのパラメータ（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ
必須またはオ必須またはオ必須またはオ必須またはオ
プションプションプションプション 説明説明説明説明
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表表表表 10-10 OracleAS Metadata Repository を既存のデータベースにインストールするための手順を既存のデータベースにインストールするための手順を既存のデータベースにインストールするための手順を既存のデータベースにインストールするための手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. 「ようこそ」 「次へ」をクリックします。

2. 「データベース接続の指定」 既存のデータベースの接続情報を入力します。

「SYS パスワード」:　SYS ユーザーのパスワードを入力します。

「ホスト名およびポート」:　データベースのコンピュータ名とポート番号を入力し

ます。書式には、hostname:portを使用します。中間層インスタンスが異なるド

メインにある場合は、ドメイン名をホスト名に追加する必要があります。

例 1（同じドメイン）:　myhost:1521

例 2（異なるドメイン）:　myhost.mydomain.com:1521

「サービス名」:　データベースのサービス名を入力します。サービス名には、デー

タベースのドメイン名が含まれている必要があります。

例 :　 asdb.mydomain.com

「次へ」をクリックします。

3. 「表領域情報の指定」 「すべての表領域に同じディレクトリを使用」:　このオプションは、すべての表領

域のすべてのファイルを同じディレクトリに置く場合に選択します。このオプショ
ンの下にあるフィールドでディレクトリを指定します。ディレクトリに十分な空き
領域があることを確認してください。

「表領域ごとに別個のディレクトリを使用」:　このオプションは、表領域のファイ

ルを別々のディレクトリに置く場合に選択します。

「表領域」:　各コンポーネントの表領域を表示するには、このツリーを展開します。

関連付けられたデータ・ファイルやサイズを表示または編集する表領域を選択しま
す。

「サイズ」:　コンポーネントを頻繁に使用するアプリケーションがある場合は、表

領域に対して最大サイズを選択します。そうでない場合は、最小サイズを選択しま
す。

「ファイル名」:　データベース・ファイルのファイル名を入力します。

例 :　portal.dbf

「ディレクトリ」:　表領域のデータベース・ファイルを格納するディレクトリを入

力します。「...」ボタンをクリックすると、ファイル・システムを参照できます。

例（Solaris）:　/opt/oracle/dbfiles/

例（Windows）:　C:\oracle\dbfiles\

「次へ」をクリックします。
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4. dcmスキーマをロック解除し、そのパスワードを設定します。この手順は、（1）メタ
データ・リポジトリを中間層インスタンスのデータベース・クラスタリングにのみ使用
し、さらに（2）メタデータ・リポジトリを Oracle Internet Directory に登録しなかった
場合にのみ必要です。

a. 環境変数 ORACLE_HOME がデータベースのインストール先のディレクトリのフ
ル・パスを指すように設定します

b. 環境変数 ORACLE_SID をデータベースの SID に設定します。

c. SQL*Plus を使用して、dcmスキーマをロック解除し、そのパスワードを設定しま
す。

次の alter userコマンドは、パスワードを「welcome1」に設定しますが、パス
ワードには任意の値を設定できます。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> alter user dcm identified by welcome1 account unlock;

4. 「Oracle Internet Directory
への登録」

Oracle Internet Directory がすでにあり、その接続情報がわかっている場合は、「す

ぐに登録」を選択し、Oracle Internet Directory が実行されているコンピュータの名

前とポート番号を入力します。

「Oracle Internet Directory には SSL 接続のみ使用」:　このオプションは、登録の実

行時に OracleAS RepCA が SSL を使用して Oracle Internet Directory に接続される

ようにする場合に選択します。

Oracle Internet Directory がない場合、またはその接続情報がわからない場合は、

「後で登録」を選択します。

「次へ」をクリックします。

5. 「Oracle Internet Directory
へのログインの指定」

この画面は、前の画面で「すぐに登録」を選択した場合に表示されます。

Oracle Internet Directory にログインするためのユーザー名とパスワードを入力しま

す。ユーザーは、iASAdmins グループに属している必要があります。単純なユー

ザー名（jdoeなど）を使用することも、DN（cn=orcladminなど）を使用する

こともできます。

Oracle Internet Directory に複数のレルムがある場合は、指定のユーザーが含まれて

いるレルムを入力する必要があります。

「次へ」をクリックします。

6. 「リポジトリをロードして
います」

OracleAS RepCA によって表領域とスキーマが作成され移入されます。

7. 「完了」 「完了」をクリックして OracleAS RepCA を終了します。

表表表表 10-10 OracleAS Metadata Repository を既存のデータベースにインストールするための手順（続き）を既存のデータベースにインストールするための手順（続き）を既存のデータベースにインストールするための手順（続き）を既存のデータベースにインストールするための手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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10.8 OracleAS Metadata Repository のののの Real Application Clusters デーデーデーデー
タベースへのインストールタベースへのインストールタベースへのインストールタベースへのインストール

この項では、Real Application Clusters を使用する環境（図 10-1）について説明します。こ
の環境では、表 10-11 に示すように、OracleAS Infrastructure 10g のコンポーネントは別々
にインストールされます。

図図図図 10-1 OracleAS Metadata Repository がががが Real Application Clusters データベースにインストールされているデータベースにインストールされているデータベースにインストールされているデータベースにインストールされている

OracleAS Infrastructure 10g
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10.8.1 インストール手順の概要インストール手順の概要インストール手順の概要インストール手順の概要

この環境を作成するには、次のように Oracle Application Server をインストールします。

1. OracleAS Metadata Repository を既存の Real Application Clusters データベースにイン
ストールします。

このためには、OracleAS RepCA を使用します。詳細は、10.8.2 項「インストール手順」
を参照してください。

2. Identity Management のコンポーネントをクラスタ化されていないコンピュータにイン
ストールします。

Identity Management のコンポーネントをすべて 1 台のコンピュータにインストールす
ることも、複数のコンピュータに分散させることもできます。詳細は、6.20 項

「Identity Management コンポーネントのみ（Oracle Internet Directory を含む）のイン
ストール」を参照してください。

Metadata Repository のログインおよび接続情報の指定の画面で、データベースのホス
ト名を入力するよう要求されたら、Real Application Clusters のすべてのノード名と各
ノードのポート番号を入力します。node:portという書式を使用します。各ペアはカ
ンマで区切ります。

表表表表 10-11 Real Application Clusters を使用するを使用するを使用するを使用する OracleAS Infrastructure 10g

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント インストール場所インストール場所インストール場所インストール場所

OracleAS Metadata Repository 既存の Real Application Clusters データベースにイ

ンストールされます。

Identity Management コンポーネント クラスタ化されていないコンピュータにインス
トールされます。

注意注意注意注意 : この環境を作成するには、既存の Real Application Clusters デー
タベースが必要です。

インストーラを使用して、OracleAS Metadata Repository を含む新しい
Real Application Clusters データベースを作成することはできません。

注意注意注意注意 : Oracle Internet Directory をまだインストールしていないので、
OracleAS Metadata Repository を Oracle Internet Directory に登録しない
でください。
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たとえば、クラスタに 3 つのノード（node1、node2および node3）があり、リス
ナーがすべてのノードに対してポート 1521 でリスニングする場合は、次のように入力
します。

node1:1521, node2:1521, node3:1521

3. Oracle Application Server の中間層をインストールします。

10.8.2 インストール手順インストール手順インストール手順インストール手順
OracleAS Metadata Repository を Real Application Clusters データベースにインストールす
るには、次の手順を実行します。

1. データベースが 10.2 項「データベース要件」に示した要件を満たしていることを確認し
ます。

2. OracleAS Metadata Repository 用のロー・デバイスを作成します。

ロー・デバイスの作成が必要な表領域とそれらの最小サイズのリストについては、表
10-7 を参照してください。

ロー・デバイスを作成するためのコマンドは、使用しているボリューム・マネージャに
固有です。たとえば、VERITAS Volume Manager を使用している場合は、コマンドは
vxassistになります。

3. 表領域をロー・デバイスにマップするためのファイルを作成します。

ファイルの各行の書式は次のとおりです。

tablespace_name=raw_device_file_path

次のサンプル・ファイルを使用して、ロー・デバイス・ファイルのパスを実際の値に置
き換えることができます。サンプル・ファイルに示すように、表領域名には "1" を付加
します。

PORTAL1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_portal_128m
PORTAL_DOC1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_portal_doc_64m
PORTAL_IDX1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_portal_idx_64m
PORTAL_LOG1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_portal_log_64m
IAS_META1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_ias_meta_256m
DISCO_PTM5_META1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_disco_meta_64m
DISCO_PTM5_CACHE1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_disco_cache_64m
DCM1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_dcm_256m
DSGATEWAY_TAB1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_synd_64m
WCRSYS_TS1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_clip_64m
IP_DT1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_ip_dt_128m
IP_RT1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_ip_rt_128m
IP_LOB1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_ip_lob_128m
IP_IDX1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_ip_idx_128m
OCATS1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_oca_64m
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UDDISYS_TS1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_uddi_64m
OLTS_ATTRSTORE1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_olts_attr_128m
OLTS_BATTRSTORE1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_olts_battr_64m
OLTS_CT_STORE1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_olts_ct_store_256m
OLTS_DEFAULT1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_olts_default_128m
OLTS_SVRMGSTORE1=/dev/vx/rdsk/oracle/mydb_raw_olts_svrmgstore_64m

OracleAS Metadata Repository 内の表領域とスキーマのリストは、10.2.8 項「スキーマ
と表領域」を参照してください。

OracleAS RepCA を実行すると、このファイルが読み取られ、「表領域情報の指定」画
面にデータが移入されます。この画面のデータを確認するだけで済みます。

このファイルを作成しなくても、OracleAS RepCA を実行して、OracleAS Metadata 
Repository を Real Application Clusters データベースにインストールできます。ただ
し、OracleAS RepCA がファイルから読み取ったデータを表示していた画面の各フィー
ルドは空白のままであるため、手動でデータを入力する必要があります。

4. 環境変数 DBCA_RAW_CONFIG がこのファイルを指すようにします。

たとえば、/opt/oracle/repca/tablespace_map.txtという名前でファイルを保
存した場合は、この環境変数を次のように設定します。

setenv DBCA_RAW_CONFIG /opt/oracle/repca/tablespace_map.txt

5. データベースがインストールされているコンピュータで OracleAS RepCA を起動しま
す。詳細は、10.6 項「OracleAS RepCA の起動」を参照してください。この場合に必要
なパラメータは、-OH、-RACおよび -LOGDIR（異なるログ・ディレクトリを指定する
場合）です。たとえば、次のようになります。

runRepca -OH /opt/oracle/oradb -RAC -LOGDIR /opt/oracle/repca/logs

6. 画面の指示に従います。
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表表表表 10-12 OracleAS Metadata Repository を既存のを既存のを既存のを既存の Real Application Clusters データベースにインストールするためデータベースにインストールするためデータベースにインストールするためデータベースにインストールするため
の手順の手順の手順の手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. 「ようこそ」 「次へ」をクリックします。

2. 「データベース接続の指定」 既存のデータベースの接続情報を入力します。

「SYS パスワード」:　SYS ユーザーのパスワードを入力します。

「ホスト名およびポート」:　データベースのコンピュータ名とポート番号を入力し

ます。書式には、hostname:portを使用します。中間層インスタンスが異なるド

メインにある場合は、ドメイン名をホスト名に追加する必要があります。

例 1（同じドメイン）:　myhost:1521

例 2（異なるドメイン）:　myhost.mydomain.com:1521

「サービス名」:　データベースのサービス名を入力します。サービス名には、デー

タベースのドメイン名が含まれている必要があります。

例 :　 asdb.mydomain.com

「次へ」をクリックします。

3. 「表領域情報の指定」 この画面には、環境変数 DBCA_RAW_CONFIG が指すファイルから読み取られた

値が表示されます。必要に応じて値を訂正し、「次へ」をクリックします。

4. 「Oracle Internet Directory
への登録」

Oracle Internet Directory がすでにあり、その接続情報がわかっている場合は、「す

ぐに登録」を選択し、Oracle Internet Directory が実行されているコンピュータの名

前とポート番号を入力します。

「Oracle Internet Directory には SSL 接続のみ使用」:　このオプションは、登録の実

行時に OracleAS RepCA が SSL を使用して Oracle Internet Directory に接続される

ようにする場合に選択します。

Oracle Internet Directory がない場合、その接続情報がわからない場合、または

OracleAS Metadata Repository を OracleAS Cluster にのみ使用する予定の場合は、

「後で登録」を選択します。

「次へ」をクリックします。

5. 「Oracle Internet Directory
へのログインの指定」

この画面は、前の画面で「すぐに登録」を選択した場合に表示されます。

Oracle Internet Directory にログインするためのユーザー名とパスワードを入力しま

す。ユーザーは、iASAdmins グループに属している必要があります。単純なユー

ザー名（jdoeなど）を使用することも、DN（cn=orcladminなど）を使用する

こともできます。

Oracle Internet Directory に複数のレルムがある場合は、指定のユーザーが含まれて

いるレルムを入力する必要があります。

「次へ」をクリックします。

6. 「リポジトリをロードして
います」

OracleAS RepCA によって表領域とスキーマが作成され移入されます。
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7. dcmスキーマをロック解除し、そのパスワードを設定します。この手順は、（1）メタ
データ・リポジトリを中間層インスタンスのデータベース・クラスタリングにのみ使用
し、さらに（2）メタデータ・リポジトリを Oracle Internet Directory に登録しなかった
場合にのみ必要です。

a. 環境変数 ORACLE_HOME がデータベースのインストール先のディレクトリのフ
ル・パスを指すように設定します

b. 環境変数 ORACLE_SID をデータベースの SID に設定します。

c. SQL*Plus を使用して、dcmスキーマをロック解除し、そのパスワードを設定しま
す。

次の alter userコマンドは、パスワードを "welcome1" に設定しますが、パス
ワードには任意の値を設定できます。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> alter user dcm identified by welcome1 account unlock;

7. 「完了」 「完了」をクリックして終了します。

表表表表 10-12 OracleAS Metadata Repository を既存のを既存のを既存のを既存の Real Application Clusters データベースにインストールするためデータベースにインストールするためデータベースにインストールするためデータベースにインストールするため

の手順（続き）の手順（続き）の手順（続き）の手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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10.9 Oracle Internet Directory へのへのへのへの OracleAS Metadata Repository のののの
登録登録登録登録

インストール時に OracleAS Metadata Repository を Oracle Internet Directory に登録しな
かった場合は、OracleAS RepCA をもう一度実行して、登録のみを行うことができます。
-REGISTERオプションを指定して OracleAS RepCA を実行すると、スキーマや表領域は
データベースにインストールされません。

メタデータ・リポジトリが Real Application Clusters データベース内にある場合は、
Database Configuration Assistant（DBCA）を使用して OracleAS Metadata Repository を
Oracle Internet Directory に登録することはできません。OracleAS RepCA を使用して登録を
行う必要があります。

OracleAS Metadata Repository を Oracle Internet Directory に登録するには、次の手順を実
行します。

1. データベースがインストールされているコンピュータで OracleAS RepCA を起動しま
す。詳細は、10.6 項「OracleAS RepCA の起動」を参照してください。

例 1:　 Real Application Clusters 以外のデータベースにインストールされている
OracleAS Metadata Repository を登録する場合

runRepca -OH /opt/oracle/oradb -REGISTER

例 2:　Real Application Clusters データベースにインストールされている OracleAS 
Metadata Repository を登録する場合

runRepca -OH /opt/oracle/oradb -RAC -REGISTER

2. 画面の指示に従います。

注意注意注意注意 :

� OracleAS RepCA を使用して Metadata Repository を Oracle Internet 
Directory に登録するときは、別の Metadata Repository が同じシステ
ム識別子（SID）で Oracle Internet Directory に登録されていないこと
を確認してください。そうしないと、Metadata Repository が登録済
であるというメッセージが表示されます。

� OracleAS RepCA では、登録しているデータベースが異なる Oracle 
Internet Directory に登録済であるかどうかの確認はできません （そ
のデータベースが指定の Oracle Internet Directory に登録済かどうか
の確認しかできません）。このため、登録が正常に行われても、実行
時に予期しない動作が発生することがあります。
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Oracle Internet Directory への OracleAS Metadata Repository の登録
登録が完了する前に OracleAS RepCA を終了した場合、または登録に失敗した場合は、次の
手順を手動で実行してから、OracleAS RepCA をもう一度実行して再登録する必要がありま
す。

1. リポジトリのエントリを Oracle Internet Directory から削除します。詳細は、『Oracle 
Internet Directory 管理者ガイド』を参照してください。

表表表表 10-13 OracleAS Metadata Repository を登録するための手順を登録するための手順を登録するための手順を登録するための手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. 「ようこそ」 「次へ」をクリックします。

2. 「データベース接続の指定」 データベースの接続情報を入力します。

「ユーザー名」と「パスワード」:　データベースにログインするためのユーザー名

とパスワードを入力します。ユーザーは、DBA 権限を持っている必要があります。

「ホスト名およびポート」:　データベースのコンピュータ名とポート番号を入力し

ます。書式には、hostname:portを使用します。中間層インスタンスが異なるド

メインにある場合は、ドメイン名をホスト名に追加する必要があります。

例 1（同じドメイン）:　myhost:1521

例 2（異なるドメイン）:　myhost.mydomain.com:1521

「サービス名」:　データベースのサービス名を入力します。サービス名には、デー

タベースのドメイン名が含まれている必要があります。

例 :　 asdb.mydomain.com

「次へ」をクリックします。

3. 「Oracle Internet Directory
接続の指定」

「ホスト名」:　Oracle Internet Directory を実行しているコンピュータの名前を入力

します。

「ポート」:　Oracle Internet Directory がリスニングしているポート番号を入力しま

す。

「Oracle Internet Directory には SSL 接続のみ使用」:　このオプションは、登録の実

行時に OracleAS RepCA が SSL を使用して Oracle Internet Directory に接続される

ようにする場合に選択します。

「次へ」をクリックします。

4. 「Oracle Internet Directory
へのログインの指定」

Oracle Internet Directory にログインするためのユーザー名とパスワードを入力しま

す。ユーザーは、iASAdmins グループに属している必要があります。単純なユー

ザー名（jdoeなど）を使用することも、DN（cn=orcladminなど）を使用する

こともできます。

Oracle Internet Directory に複数のレルムがある場合は、指定のユーザーが含まれて

いるレルムを入力する必要があります。

「完了」をクリックします。
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cleanMR スクリプトを使用したスキーマと表領域の削除
2. スキーマのすべてのパスワードをデフォルト値にリセットします。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> alter user schema_name identified by schema_password;

3. スキーマのすべてのパスワードをロックします。

prompt> sqlplus "sys/password as sysdba"
SQL> alter user schema_name account lock password expire;

これらの手順が完了したら、OracleAS RepCA を再起動してデータベースを登録できます。

10.10 cleanMR スクリプトを使用したスキーマと表領域の削除スクリプトを使用したスキーマと表領域の削除スクリプトを使用したスキーマと表領域の削除スクリプトを使用したスキーマと表領域の削除
SQL 文を手動で実行して、OracleAS Metadata Repository のスキーマや表領域をデータベー
スから削除するのではなく、cleanMRスクリプトを実行して、これらのオブジェクトを削
除できます。このスクリプトでは、cleanMRスクリプトと同じディレクトリにある
repca_cleanup.sqlファイル内の SQL 文を実行します。

このスクリプトは、データベースを実行しているコンピュータで実行する必要があります。

cleanMRスクリプトの場所は次のとおりです。

cleanMRスクリプトを実行するには、次の手順を実行します。

1. cleanディレクトリ全体を CD-ROM または DVD からハード・ディスクにコピーしま
す。

cleanMRスクリプトでは、そのスクリプトを含むディレクトリにファイルを作成する
必要があるため、CD-ROM または DVD からこのスクリプト実行することはできませ
ん。次の例では、このディレクトリを /opt/oracleディレクトリにコピーします。

CD-ROM（/cdromをマウント・ポイントとします）:

prompt> cp -r /cdrom/repCA/repca/clean /opt/oracle

DVD（/cdromをマウント・ポイントとします）:

prompt> cp -r /cdrom/repca_utilities/repca/clean /opt/oracle

表表表表 10-14 CD-ROM とととと DVD 上の上の上の上の cleanMR スクリプトの場所スクリプトの場所スクリプトの場所スクリプトの場所

メディアメディアメディアメディア cleanMR スクリプトの場所スクリプトの場所スクリプトの場所スクリプトの場所

CD-ROM OracleAS RepCA and Utilities: mount_point/repCA/repca/clean/cleanMR

DVD mount_point/repca_utilities/repca/clean/cleanMR
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cleanMR スクリプトを使用したスキーマと表領域の削除
2. コピー先のディレクトリからスクリプトを実行します。

prompt> cd /opt/oracle/clean
prompt> ./cleanMR -OH db_OH -DBSID sid [-DBUSER dbuser] -DBPASSWD password 
[-DBROLE dbrole]

例 : 

cleanMR -OH /opt/oracle/oradb -DBSID hrdb -DBPASSWD topsecret

注意注意注意注意 :

� このスクリプトでは、ODSスキーマは削除されません。また、 OLTS_ATTRSTORE、
OLTS_BATTRSTORE、OLTS_CT_STORE、OLTS_DEFAULT、OLTS_SVRMGSTOREの各表
領域も削除されません。これらのオブジェクトは、Oracle Internet Directory に属して
います。

このスクリプトでこれらのオブジェクトを削除する場合は、repca_cleanup.sql
ファイル（cleanMRスクリプトと同じディレクトリにある）でそれらのオブジェクト
名を検索し、対応する行をコメント解除します。

� このスクリプトでは、データ・ファイルは削除されません。

表表表表 10-15 cleanMR コマンドのパラメータコマンドのパラメータコマンドのパラメータコマンドのパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ
オプションまオプションまオプションまオプションま
たは必須たは必須たは必須たは必須 説明説明説明説明

-OH db_OH 必須 データベースの ORACLE_HOME ディレクトリを指

定します。

-DBSID sid 必須 データベースの SID を指定します。

-DBUSER dbuser オプション スクリプトがデータベースに接続するために使用す
るデータベース・ユーザーを指定します。指定しな
い場合、デフォルト・ユーザーは "SYS" になります。

-DBPASSWD password 必須 DBUSER のパスワードを指定します。

-DBROLE dbrole オプション データベース・ユーザーのロールを指定します。指
定しない場合、デフォルトのロールは "SYSDBA" に
なります。
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失敗した登録のクリーン・アップまたはメタデータ・リポジトリの登録解除
10.11 失敗した登録のクリーン・アップまたはメタデータ・リ失敗した登録のクリーン・アップまたはメタデータ・リ失敗した登録のクリーン・アップまたはメタデータ・リ失敗した登録のクリーン・アップまたはメタデータ・リ
ポジトリの登録解除ポジトリの登録解除ポジトリの登録解除ポジトリの登録解除

OracleAS RepCA が Oracle Internet Directory へのメタデータ・リポジトリの登録に失敗し
た場合は、OracleAS RepCA によって Oracle Internet Directory 内に作成されたエントリを
クリーン・アップしてから、メタデータ・リポジトリをもう一度登録してみる必要がありま
す。

次の手順は、メタデータ・リポジトリを Oracle Internet Directory から登録解除する必要が
ある場合にも使用できます。

1. Oracle Directory Manager を使用して、Oracle Internet Directory に接続します。

a. Oracle Directory Manager を起動します。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/oidadmin

b. 「接続」画面で、接続情報を入力します。Oracle Internet Directory のスーパーユー
ザー（cn=orcladmin）としてログインします。

2. Oracle Internet Directory 内のデータベースの登録エントリをクリーン・アップします。

a. 次のエントリを展開します（図 10-2 に示す）。

「エントリ管理」を展開します。

「cn=OracleContext」を展開します。

「cn=your_database_name」を展開します。

b. 「cn=your_database_name」の下にあるすべての子エントリを最も下位の子エン
トリから順に削除します。

「cn=DESCRIPTION_0」エントリを削除する前に、最後の子エントリに達するまで
そのエントリを展開します。次に、それぞれの子エントリを最も内側の子エントリ
から順に削除します。

エントリを削除するには、それぞれの子エントリを右クリックし、ポップアップ・
メニューから「削除」を選択します。「確認」ダイアログで「はい」をクリックし
ます。子エントリを削除するときに、エラー・メッセージが表示されることがあり
ます。これらのエラー・メッセージは無視して構いません。

c. 「cn=your_database_name」を右クリックして削除します。
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失敗した登録のクリーン・アップまたはメタデータ・リポジトリの登録解除
図図図図 10-2 データベースの登録エントリのクリーン・アップデータベースの登録エントリのクリーン・アップデータベースの登録エントリのクリーン・アップデータベースの登録エントリのクリーン・アップ

3. Oracle Internet Directory 内のメタデータ・リポジトリの登録エントリをクリーン・アッ
プします。

a. 次のエントリを展開します（図 10-3 に示す）。

「エントリ管理」を展開します。

「cn=OracleContext」を展開します。

「cn=Products」を展開します。

「cn=IAS」を展開します。

「cn=IAS Infrastructure Databases」を展開します。

「orclReferenceName=your_database_name」を展開します。
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失敗した登録のクリーン・アップまたはメタデータ・リポジトリの登録解除
b. 「orclReferenceName=your_database_name」の下にある子エントリをすべて
削除します。

c. 「orclReferenceName=your_database_name」エントリを削除します。

図図図図 10-3 メタデータ・リポジトリの登録エントリのクリーン・アップメタデータ・リポジトリの登録エントリのクリーン・アップメタデータ・リポジトリの登録エントリのクリーン・アップメタデータ・リポジトリの登録エントリのクリーン・アップ
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トラブルシューティング
10.12 トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング
この項では、OracleAS RepCA の実行時に発生する可能性のある問題とその解決方法につい
て説明します。

10.12.1 OracleAS RepCA のデータベースへの接続が失われましたのデータベースへの接続が失われましたのデータベースへの接続が失われましたのデータベースへの接続が失われました
このメッセージは、9.0.1.5 または 9.2.0.4 データベースのパッチ・セットの適用時に、
catpatch.sqlスクリプトを実行しなかった場合に表示されます。

この問題を解決するには、OracleAS RepCA を終了し、データベースに対して
catpatch.sqlスクリプトを実行します。
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推奨されるト
11

推奨されるトポロジ推奨されるトポロジ推奨されるトポロジ推奨されるトポロジ

この章では、インフラストラクチャと中間層を異なるトポロジでインストールして構成する
方法について説明します。トポロジは、Oracle Application Server の柔軟性を示します。

この章の各項では、トポロジを 1 つずつ説明します。トポロジごとに、各項ではトポロジの
図を示し、前提条件、特別な要件およびインストール手順について説明します。

表 11-1 に、推奨されるトポロジを示します。

表表表表 11-1 推奨されるトポロジの概要推奨されるトポロジの概要推奨されるトポロジの概要推奨されるトポロジの概要

トポロジトポロジトポロジトポロジ 環境環境環境環境
インフラストラクインフラストラクインフラストラクインフラストラク
チャが必要かチャが必要かチャが必要かチャが必要か ?

11.1 項「Java 開発者トポロジ」 開発 いいえ

11.2 項「Portal and Wireless 開発者トポロジ」 開発 はい

11.3 項「Forms、Reports および Discoverer 開発者トポロジ」 開発 はい

11.4 項「統合アーキテクトおよびプロセス・モデラー・トポロジ」 開発 はい

11.5 項「部内別トポロジ」 配置 はい

11.6 項「開発ライフ・サイクル・サポート・トポロジ」 開発および配置 該当なし

11.7 項「OracleAS Certificate Authority トポロジ」 配置 はい

トポロジの詳細トポロジの詳細トポロジの詳細トポロジの詳細 : 複雑なエンタープライズ・トポロジについては、
『Oracle Application Server 10g エンタープライズ・デプロイメントのため
のアドバンスト・トポロジ』ガイドを参照してください。
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Java 開発者トポロジ
11.1 Java 開発者トポロジ開発者トポロジ開発者トポロジ開発者トポロジ
これは、J2EE アプリケーションを構築、実行およびテストできる、1 台のコンピュータから
なる開発トポロジです。これには、OracleAS Infrastructure 10g は含まれません。

対象ユーザー対象ユーザー対象ユーザー対象ユーザー

J2EE アプリケーションの開発者

図 11-1 に、このトポロジの図を示します。

図図図図 11-1 Oracle JDeveloper 10g を使用するを使用するを使用するを使用する J2EE and Web Cache

11.1.1 説明説明説明説明
このトポロジの J2EE and Web Cache の中間層には、次のコンポーネントが含まれています。

� Oracle HTTP Server

� Oracle Application Server Containers for J2EE

� OracleAS Web Cache

開発ツールとして、Oracle Developer Suite 10g の一部として利用できる Oracle JDeveloper 
10g IDE をインストールできます。

注意注意注意注意

� インストール後にいつでも OracleAS Infrastructure 10g を使用できるように、この J2EE 
and Web Cache インスタンスを構成できます。

� このインスタンスで OracleAS Single Sign-On を使用するには、Oracle Internet 
Directory を使用してそれを構成する必要があります。OracleAS Infrastructure 10g をイ
ンストールすれば、Oracle Internet Directory をインストールできます。
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Java 開発者トポロジ
11.1.2 要件要件要件要件
この要件は、第 4 章「要件」に示したものと同じです。

11.1.3 インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順
2 つのインストールを実行する必要があります。

� 7.8 項「インフラストラクチャなしでの J2EE and Web Cache のインストール」で説明し
たとおりに、J2EE and Web Cache をインストールします。

� Oracle JDeveloper 10g をインストールします。詳細は、Oracle Developer Suite 10g のイ
ンストレーション・ガイドを参照してください。

これらの製品は、異なる Oracle ホームにインストールします。Oracle ホームは新しいディ
レクトリ（他の Oracle 製品の Oracle ホームでないディレクトリ）である必要があります。

J2EE and Web Cache と Oracle JDeveloper 10g は、どのような順序でインストールしても構
いません。
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Portal and Wireless 開発者トポロジ
11.2 Portal and Wireless 開発者トポロジ開発者トポロジ開発者トポロジ開発者トポロジ
これは、OracleAS Infrastructure 10g と Portal and Wireless の中間層を含む、1 台のコン
ピュータからなる開発トポロジです。OracleAS Infrastructure 10g のインストールによって、
新規の Oracle9i データベースと Oracle Internet Directory が作成されます。

対象ユーザー対象ユーザー対象ユーザー対象ユーザー

アプリケーション開発者。組み込まれたコンポーネントによって提供される機能にアクセス
するアプリケーションを実行してテストできます。

11.2.1 説明説明説明説明
このトポロジを使用すると、アプリケーション開発者は Portal and Wireless アプリケーショ
ンを開発してテストできます。このトポロジでは、同じコンピュータで OracleAS 
Infrastructure 10g と Portal and Wireless 中間層を実行するため、11.1 項「Java 開発者トポ
ロジ」で説明したトポロジよりも強力なコンピュータが必要です。インフラストラクチャと
中間層は、異なる Oracle ホームにインストールされます。

図図図図 11-2 Portal and Wireless 開発者トポロジ開発者トポロジ開発者トポロジ開発者トポロジ
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Portal and Wireless 開発者トポロジ
11.2.2 要件要件要件要件
この要件は、第 4 章「要件」に示したものと同じです。

11.2.3 インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順
次の手順でこのトポロジを作成します。

1. OracleAS Infrastructure 10g をインストールします。

6.17 項「OracleAS Infrastructure 10g のインストール」の手順に従って、新規の
Oracle9i データベースでインフラストラクチャをインストールし、OracleAS Metadata 
Repository を格納します。この手順では、新しい Oracle Internet Directory もインス
トールされます。

2. Portal and Wireless 中間層をインストールします。

7.13 項「Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms のインストール」
の手順に従います。

これらは、異なる Oracle ホームにインストールします。
推奨されるトポロジ 11-5



Forms、Reports および Discoverer 開発者トポロジ
11.3 Forms、、、、Reports およびおよびおよびおよび Discoverer 開発者トポロジ開発者トポロジ開発者トポロジ開発者トポロジ
これは、次のものを含む、1 台のコンピュータからなる開発トポロジです。

� 新規の Oracle9i データベースと Oracle Internet Directory をインストールする OracleAS 
Infrastructure 10g

� Business Intelligence and Forms の中間層

� Forms Builder（Oracle Developer Suite 10g の一部）

� Reports Builder（Oracle Developer Suite 10g の一部）

� Discoverer Administrator（Oracle Developer Suite 10g の一部）

対象ユーザー対象ユーザー対象ユーザー対象ユーザー

Forms、Reports および Discoverer アプリケーション開発者

11.3.1 説明説明説明説明
このトポロジを使用すると、Forms や Reports の開発者はそのアプリケーションを構築して
テストできます。開発者は、Forms Builder や Reports Builder を使用してアプリケーション
を開発します。

次に、Oracle Application Server でアプリケーションを配置して実行できます。Business 
Intelligence and Forms 中間層には、アプリケーションの実行に必要な OracleAS Forms 
Services および OracleAS Reports Services コンポーネントが用意されています。

OracleAS Infrastructure 10g と Business Intelligence and Forms 中間層は、異なる Oracle
ホームにインストールします。Forms Builder と Reports Builder は、3 番目の Oracle ホーム
にインストールします。
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Forms、Reports および Discoverer 開発者トポロジ
図図図図 11-3 Forms、、、、Reports およびおよびおよびおよび Discoverer アプリケーション開発トポロジアプリケーション開発トポロジアプリケーション開発トポロジアプリケーション開発トポロジ

11.3.2 要件要件要件要件
この要件は、第 4 章「要件」に示したものと同じです。

11.3.3 インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順
次の順番で各アイテムをインストールします。各アイテムは、それぞれ独自の Oracle ホー
ムにインストールします。

1. Forms Builder、Reports Builder、Discoverer Administrator コンソールを含む Oracle 
Developer Suite 10g をインストールします。詳細は、Oracle Developer Suite のインス
トレーション・ガイドを参照してください。

2. OracleAS Infrastructure 10g をインストールします。

6.17 項「OracleAS Infrastructure 10g のインストール」の手順に従います。

3. Business Intelligence and Forms 中間層をインストールします。

7.13 項「Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms のインストール」
の手順に従います。
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統合アーキテクトおよびプロセス・モデラー・トポロジ
11.4 統合アーキテクトおよびプロセス・モデラー・トポロジ統合アーキテクトおよびプロセス・モデラー・トポロジ統合アーキテクトおよびプロセス・モデラー・トポロジ統合アーキテクトおよびプロセス・モデラー・トポロジ
この開発トポロジを使用すると、OracleAS ProcessConnect のアーキテクトやモデラーは、
Oracle Application Server および OracleAS ProcessConnect を使用して外部アプリケーショ
ンと通信できるアプリケーションを設計できます。

対象読者対象読者対象読者対象読者

� OracleAS ProcessConnect の統合アーキテクト（統合アプリケーションの設計者）

� OracleAS ProcessConnect のモデラー（OracleAS ProcessConnect ユーザー・インタ
フェースを使用して、統合アプリケーションによって使用されるモデリング・メタデー
タを定義するユーザー）

11.4.1 説明説明説明説明
この開発トポロジには、次のものが含まれています。

� OracleAS Infrastructure 10g

� J2EE and Web Cache の中間層

� OracleAS ProcessConnect。E-Business アプリケーションを統合するためのアプリケー
ション統合フレームワークを提供します。詳細は、『Oracle Application Server 
ProcessConnect ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

OracleAS ProcessConnect は、Oracle Application Server で配布される独自の CD-ROM にあ
ります。OracleAS ProcessConnect の CD-ROM には、『Oracle Application Server 
ProcessConnect インストレーション・ガイド』も含まれています。

Oracle Application Server の DVD がある場合、OracleAS ProcessConnect は
processconnectディレクトリにあります。
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統合アーキテクトおよびプロセス・モデラー・トポロジ
図図図図 11-4 統合アーキテクトおよびプロセス・モデラー・トポロジ統合アーキテクトおよびプロセス・モデラー・トポロジ統合アーキテクトおよびプロセス・モデラー・トポロジ統合アーキテクトおよびプロセス・モデラー・トポロジ

11.4.2 要件要件要件要件
この要件は、第 4 章「要件」に示したものと同じです。

OracleAS ProcessConnect の要件については、OracleAS ProcessConnect の CD-ROM、また
は Oracle Application Server の DVD の processconnectディレクトリにある『Oracle 
Application Server ProcessConnect インストレーション・ガイド』を参照してください。

11.4.3 前提条件前提条件前提条件前提条件
このトポロジには、次の前提条件があります。

� OracleAS Infrastructure 10g をインストールするときは、新しい Oracle Internet 
Directory を作成します。

� OracleAS Infrastructure 10g をインストールするときは、OracleAS Metadata Repository
用の新規のデータベースを作成します。この OracleAS Metadata Repository は、
OracleAS ProcessConnect も使用します。
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統合アーキテクトおよびプロセス・モデラー・トポロジ
11.4.4 インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順
次の順番で各アイテムをインストールします（図 11-4 を参照）。

1. O_H1 には、Identity Management サービスおよび OracleAS Metadata Repository を含
めた OracleAS Infrastructure 10g をインストールします。それぞれの手順については、
6.17 項「OracleAS Infrastructure 10g のインストール」を参照してください。

これによって、OracleAS Metadata Repository を格納するためのデータベースが作成さ
れます。また、Oracle Internet Directory も作成されます。

2. O_H2 には、J2EE and Web Cache の中間層をインストールします。詳細は、7.9 項
「OracleAS Database-Based Cluster および Identity Management Access を使用した J2EE 

and Web Cache のインストール」を参照してください。

インストーラによって Oracle Internet Directory の入力を要求されたら、手順 1 で作成
された Oracle Internet Directory の接続情報を入力します。

インストーラによって OracleAS Metadata Repository の入力を要求されたら、手順 1 で
インストールした OracleAS Metadata Repository を選択します。

3. J2EE and Web Cache の中間層をインストールした Oracle ホームに OracleAS 
ProcessConnect をインストールします。OracleAS ProcessConnect のインストール方法
の詳細は、『Oracle Application Server ProcessConnect インストレーション・ガイド』

（OracleAS ProcessConnect の CD-ROM、または Oracle Application Server の DVD の
processconnectディレクトリ）を参照してください。
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部内別トポロジ
11.5 部内別トポロジ部内別トポロジ部内別トポロジ部内別トポロジ
このトポロジは、『Oracle Application Server 10g エンタープライズ・デプロイメントのため
のアドバンスト・トポロジ』ガイドに説明されているトポロジの小規模バージョンです。こ
れは、2 つのメタデータ・リポジトリを含む OracleAS Infrastructure 10g と複数の中間層か
ら構成されます。

対象ユーザー対象ユーザー対象ユーザー対象ユーザー

このトポロジは、組織内の個々の部門で使用できます。このトポロジを利用するユーザー
は、組織の内部にいる人々です。そのため、このトポロジでは外部ユーザーに関するセキュ
リティ要件は考慮されていません。

11.5.1 説明説明説明説明
このトポロジ（図 11-5）は、OracleAS Infrastructure 10g といくつかの中間層（Portal and 
Wireless の中間層を少なくとも 1 つ含む）から構成されます。このトポロジでは、メタデー
タ・リポジトリを 2 つ使用します。

� Identity Management サービス用に 1 つ（コンピュータ 1 にインストールされる）。すべ
ての中間層で、このメタデータ・リポジトリを Identity Management サービスに使用し
ます。

� 製品メタデータ用に 1 つ（コンピュータ 2 にインストールされる）。Portal and Wireless
の中間層では、このメタデータ・リポジトリを使用します。

トポロジの拡張トポロジの拡張トポロジの拡張トポロジの拡張

必要に応じて、Oracle Application Server の中間層を他のコンピュータにもインストールで
きます。これらの中間層がどちらかのメタデータ・リポジトリを使用するように設定しま
す。

高可用性機能の追加高可用性機能の追加高可用性機能の追加高可用性機能の追加

このインフラストラクチャを OracleAS Active Failover Cluster または OracleAS Cold 
Failover Cluster 環境にインストールできます。詳細は、第 9 章「高可用性環境へのインス
トール」を参照してください。
推奨されるトポロジ 11-11



部内別トポロジ
図図図図 11-5 部内別トポロジ部内別トポロジ部内別トポロジ部内別トポロジ
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部内別トポロジ
11.5.2 要件要件要件要件
この要件は、第 4 章「要件」に示したものと同じです。

11.5.3 前提条件前提条件前提条件前提条件
このトポロジには、次の前提条件があります。

� OracleAS Infrastructure 10g をインストールするときは、新しい Oracle Internet 
Directory を作成します。

11.5.4 インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順
次の順番で各アイテムをインストールします。図 11-5 に、各コンピュータを示しています。

1. コンピュータ 1:　 Identity Management サービスおよび OracleAS Metadata Repository
を含めた OracleAS Infrastructure 10g をインストールします。それぞれの手順について
は、6.17 項「OracleAS Infrastructure 10g のインストール」を参照してください。

これによって、OracleAS Metadata Repository を格納するためのデータベースが作成さ
れます。また、Oracle Internet Directory も作成されます。

2. コンピュータ 2:　2 番目の OracleAS Metadata Repository をインストールします。手順
については、6.19 項「OracleAS Metadata Repository の新規データベースへのインス
トール」を参照してください。

インストーラによって OracleAS Metadata Repository を登録するように要求されたら、
手順 1 で作成された Oracle Internet Directory の接続情報を入力します。

Portal and Wireless の中間層では、この 2 番目のメタデータ・リポジトリを製品メタ
データに使用します。6.12 項「複数のメタデータ・リポジトリの使用」を参照してくだ
さい。

3. コンピュータ 3:　Portal and Wireless の中間層をインストールします。詳細は、7.13 項
「Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms のインストール」を参照し
てください。

インストーラによって Oracle Internet Directory の入力を要求されたら、手順 1 で作成
された Oracle Internet Directory の接続情報を入力します。この Oracle Internet 
Directory には、手順 1 と 2 でインストールした OracleAS Metadata Repository の登録
が含まれています。

インストーラによって OracleAS Metadata Repository の入力を要求されたら、手順 2 で
インストールした OracleAS Metadata Repository を選択します。

4. コンピュータ 4:　J2EE and Web Cache の中間層をインストールします。詳細は、7.9 項
「OracleAS Database-Based Cluster および Identity Management Access を使用した J2EE 

and Web Cache のインストール」を参照してください。
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開発ライフ・サイクル・サポート・トポロジ
インストーラによって Oracle Internet Directory の入力を要求されたら、手順 1 で作成
された Oracle Internet Directory の接続情報を入力します。

インストーラによって OracleAS Metadata Repository の入力を要求されたら、手順 1 で
インストールした OracleAS Metadata Repository を選択します。

11.6 開発ライフ・サイクル・サポート・トポロジ開発ライフ・サイクル・サポート・トポロジ開発ライフ・サイクル・サポート・トポロジ開発ライフ・サイクル・サポート・トポロジ
このトポロジは、アプリケーションをテスト環境からステージング環境を経て本番環境へ移
行するのをサポートする他のトポロジの組合せです。

� テスト環境 :　アプリケーション開発者が独自の環境でアプリケーションをテストしま
す。テスト環境の例については、次の項を参照してください。

� 11.1 項「Java 開発者トポロジ」

� 11.2 項「Portal and Wireless 開発者トポロジ」

� 11.3 項「Forms、Reports および Discoverer 開発者トポロジ」

� ステージング環境 :　本番環境に配置する前に、QA 担当者がすべてのアプリケーション
をテストします。この環境では、11.5 項「部内別トポロジ」で説明したトポロジを使用
できます。ステージング環境におけるこのトポロジでは、1 つの部門だけではなく、す
べての部門からアプリケーションを実行します。

� 本番環境 :　アプリケーションが企業の内部と外部のユーザーによっていつでも使用で
きる状態にあります。

11.6.1 テストからステージングへのアプリケーションの移行テストからステージングへのアプリケーションの移行テストからステージングへのアプリケーションの移行テストからステージングへのアプリケーションの移行
アプリケーションをテスト環境からステージング環境へ移行するには、それらをステージン
グ環境の中間層に配置します。これらのアプリケーションは、ステージング環境の Identity 
Management および OracleAS Metadata Repository を使用します。

アプリケーションがデータベース内のカスタム・データを使用する場合は、そのデータをそ
のデータベースからステージング環境のデータベースへ移行する必要があります。

11.6.2 ステージングから本番へのアプリケーションの移行ステージングから本番へのアプリケーションの移行ステージングから本番へのアプリケーションの移行ステージングから本番へのアプリケーションの移行
ステージング環境から本番環境へアプリケーションを移行するには、それらのアプリケー
ションを本番環境に配置し、アプリケーション固有のデータをステージング環境から本番環
境へ移行します。

別の方法として、ステージング環境の中間層が別のインフラストラクチャを使用するように
構成します（つまり、その中間層が本番環境のインフラストラクチャを使用するようにしま
す）。この機能を使用して、中間層（およびそのアプリケーション）をステージング環境か
ら本番環境へ移行できます。
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OracleAS Certificate Authority トポロジ
ただし、ステージング環境のデータベースに格納されているアプリケーション固有のデータ
は本番環境へ移行する必要があります。

この方法は、本番環境のためのコンピュータを追加する必要がある場合に便利です。1 つの
手順で、すでに中間層がインストールされ、アプリケーションが配置されているコンピュー
タを追加します。

詳細は、『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。

11.7 OracleAS Certificate Authority トポロジトポロジトポロジトポロジ
このトポロジでは、OracleAS Certificate Authority に独自の OracleAS Metadata Repository
があり、それらは他のインフラストラクチャ・コンポーネントとは異なるコンピュータで実
行されます（図 11-6）。他のコンポーネントは、異なるメタデータ・リポジトリを使用しま
す。

図図図図 11-6 OracleAS Certificate Authority のトポロジのトポロジのトポロジのトポロジ
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OracleAS Certificate Authority トポロジ
11.7.1 説明説明説明説明
他のインフラストラクチャ・コンポーネントと同じコンピュータに OracleAS Certificate 
Authority をインストールすることもできますが、OracleAS Certificate Authority と独自の
OracleAS Metadata Repository を別のコンピュータにインストールした方がセキュリティの
向上を図れます。

� OracleAS Metadata Repository を他のコンピュータと共有しないことにより、偶発的ま
たは故意に OracleAS Certificate Authority のセキュリティが侵害されないようにできま
す。

� OracleAS Certificate Authority が実行されているコンピュータを安全な部屋に配置でき
ます。

11.7.2 要件要件要件要件
第 4 章「要件」に、各コンピュータの要件を示しています。

11.7.3 インストールの手順インストールの手順インストールの手順インストールの手順
次の順番で各アイテムをインストールします。

1. コンピュータ 1:　OracleAS Certificate Authority 以外のインフラストラクチャ・コン
ポーネントをインストールします。手順については、6.17 項「OracleAS Infrastructure 
10g のインストール」を参照してください。

2. コンピュータ 2:　OracleAS Certificate Authority と 2 番目の OracleAS Metadata 
Repository をインストールします。詳細は、6.23 項「OracleAS Certificate Authority と
OracleAS Metadata Repository のみのインストール」を参照してください。

このインストール中に、コンピュータ 2 の OracleAS Metadata Repository を、コン
ピュータ 1 にインストールした Oracle Internet Directory に登録します。

3. 中間層をインストールします。それらの中間層が必ずコンピュータ 1 にインストールし
た OracleAS Metadata Repository を使用するようにします。中間層をインストールする
手順については、次の項を参照してください。

� 7.9 項「OracleAS Database-Based Cluster および Identity Management Access を使
用した J2EE and Web Cache のインストール」

� 7.13 項「Portal and Wireless または Business Intelligence and Forms のインストー
ル」

注意注意注意注意 : OracleAS Certificate Authority はコンピュータ 2 にインストール
するため、「構成オプションの選択」画面で「OracleAS Certificate 
Authority」を選択しないでください。
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インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業

この章の内容 :

� 12.1 項「インストール後の Oracle Application Server インスタンスの状態」

� 12.2 項「NFS でのインストール」

� 12.3 項「OracleAS のファイルベースのクラスタリング」

� 12.4 項「バックアップおよびリカバリ」

� 12.5 項「SSL 対応」

� 12.6 項「環境変数 NLS_LANG」

� 12.7 項「インストール後のコンポーネントの構成」

� 12.8 項「インストール後の作業を必要とするコンポーネント」

� 12.9 項「次の作業」
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インストール後の Oracle Application Server インスタンスの状態
12.1 インストール後のインストール後のインストール後のインストール後の Oracle Application Server インスタンスのインスタンスのインスタンスのインスタンスの
状態状態状態状態

インストール後は、構成したコンポーネントが起動されます（1024 よりも小さいポートを使
用するようにそれらを構成しなかった場合。1024 よりも小さいポートを使用するように構成
した場合は、それらを手動で起動する必要があります）。

Oracle Application Server インスタンスを開始および停止するには、スクリプトまたは
Oracle Enterprise Manager Application Server Control を使用できます。詳細は、『Oracle 
Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。

12.2 NFS でのインストールでのインストールでのインストールでのインストール
Oracle Application Server を NFS ディスクにインストールした場合は、
ORACLE_HOME/Apache/Apache/conf/httpd.confファイルに格納されている
LockFileディレクティブがローカル・ディスクを指すように編集する必要があります。こ
のファイルは、Oracle HTTP Server コンポーネントによって使用されます。

詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』を参照してください。

12.3 OracleAS のファイルベースのクラスタリングのファイルベースのクラスタリングのファイルベースのクラスタリングのファイルベースのクラスタリング
ファイルベース・リポジトリを使用して管理される OracleAS Cluster を設定する場合は、

『Oracle Application Server 10g 高可用性ガイド』に示す手順を実行する必要があります。

dcmctl joinFarmコマンドを実行すると、すべてのコンポーネントを停止させる
opmnctl stopallが起動されるので注意してください。dcmctl joinFarmコマンドが
完了した後で、opmnctl startallを実行して、それらのコンポーネントを再起動する必
要があります。
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12.4 バックアップおよびリカバリバックアップおよびリカバリバックアップおよびリカバリバックアップおよびリカバリ
インストール後というのは、ファイルのバックアップを開始し、バックアップおよびリカバ
リの計画を立てるのに良いタイミングです。詳細は、『Oracle Application Server 10g 管理者
ガイド』を参照してください。

12.5 SSL 対応対応対応対応
デフォルトでは、ほとんどのコンポーネントが SSL に対応するように構成されていません。
それらのコンポーネントに対して SSL を有効にするには、それぞれのコンポーネントのガイ
ドを参照してください。たとえば、Oracle HTTP Server に対して SSL を有効にするには、

『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』を参照してください。

12.6 環境変数環境変数環境変数環境変数 NLS_LANG
環境変数 NLS_LANG の値を調べて、それが環境に適しているかどうか確認します。この変
数を設定するファイルのリストなどの詳細は、『Oracle Application Server 10g グローバリ
ゼーション・ガイド』を参照してください。場合によっては、これらのファイルに含まれる
変数 NLS_LANG の値を編集する必要があります。
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インストール後のコンポーネントの構成
12.7 インストール後のコンポーネントの構成インストール後のコンポーネントの構成インストール後のコンポーネントの構成インストール後のコンポーネントの構成
インストール時にコンポーネントを構成しなかった（つまり、「構成オプションの選択」画
面でコンポーネントを選択しなかった）場合は、インストール後に一部のコンポーネントを
構成できます。コンポーネントの中には、それを構成する前に依存関係を設定しておく必要
があるものがあります。12.7.1 項「mod_osso の構成（Oracle Delegated Administration 
Services に必要）」では、Oracle Delegated Administration Services を構成する前に行う必要
がある mod_osso の構成方法について説明します。

12.7.1 mod_osso の構成（の構成（の構成（の構成（Oracle Delegated Administration Services に必要）に必要）に必要）に必要）
インストール中に Oracle Delegated Administration Services を構成しなかった場合は、イン
ストール後に Oracle Enterprise Manager Application Server Control を使用してそれを構成
できます。

その前に、OracleAS Single Sign-On が Oracle Internet Directory に対して構成されているこ
とを確認します。これらの 2 つのコンポーネントをインストーラからインストールして構成
した場合は、この処理は済んでいます。

また、mod_osso が構成されているかどうかも確認します。mod_osso は、Single Sign-On 
Server と通信する Oracle HTTP Server モジュールです。mod_osso が構成されていない場合
は、それを構成してから、Oracle Delegated Administration Services を構成する必要があり
ます。次の手順を実行します。

1. Oracle Delegated Administration Services を構成する ORACLE_HOME で mod_osso が
構成されているかどうか確認します。

ORACLE_HOME/Apache/Apache/conf/httpd.confファイル内の次の行を調べます。
ORACLE_HOME は、Oracle Delegated Administration Services を構成するディレクト
リを指しています。

include "ORACLE_HOME/Apache/Apache/conf/mod_osso.conf"

その行が #で始まっている場合、その行はコメント・アウトされているため、
mod_osso はこのインストールでは構成されていません。手順 2 を実行して mod_osso
を構成します。

その行がコメント・アウトされていない場合、mod_osso は構成済です。先に進み、
Application Server Control を使用して Oracle Delegated Administration Services を構成
できます。手順 4 に進みます。

2. mod_osso を手動で構成するには、次の手順を実行します。

a. 環境変数 ORACLE_HOME に Oracle Delegated Administration Services が構成され
るディレクトリのフル・パスを設定します。

b. 環境変数 LD_LIBRARY_PATH に $ORACLE_HOME/libおよび
$ORACLE_HOME/network/libが含まれるように設定します。
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インストール後のコンポーネントの構成
c. 次のコマンド（すべてを 1 行で）を実行します。
注意注意注意注意 :　　　　-classpathパラメータでは、コロン（:）の後に空白文字を入力しない
でください（<no spaces> で示す）。

prompt> $ORACLE_HOME/jdk/bin/java
 -classpath .:$ORACLE_HOME/sso/lib/ossoreg.jar:<no spaces>
 $ORACLE_HOME/jlib/ojmisc.jar:<no spaces>
 $ORACLE_HOME/jlib/repository.jar:<no spaces>
 $ORACLE_HOME/j2ee/home/jazn.jar:$ORACLE_HOME/jdk/lib/dt.jar:<no spaces>
 $ORACLE_HOME/jdk/lib/tools.jar:$ORACLE_HOME/jlib/infratool.jar
 oracle.ias.configtool.UseInfrastructure i
 -f $ORACLE_HOME/config/infratool_mod_osso.properties
 -h OIDhost -p OIDport -u OIDadminName -w OIDclearTextPassword
 -o ORACLE_HOME -m ASinstanceName
 -infra infraGlobalDBName -mh host -sso true
 -sslp sslPort -sslf false

表 12-1 に、値を指定する必要があるパラメータを示します。

表表表表 12-1 mod_osso を構成するためのパラメータを構成するためのパラメータを構成するためのパラメータを構成するためのパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

-h OIDhost Oracle Internet Directory を実行しているコンピュータの名前を指

定します。この値は、ORACLE_
HOME/config/ias.propertiesファイルの OIDhostパラメー

タから判断できます。

-p OIDport Oracle Internet Directory がリスニングしているポート番号を指定

します。この値は、ORACLE_HOME/config/ias.properties
ファイルの OIDportパラメータから判断できます。

-u OIDadminName Oracle Internet Directory のログイン名を指定します。スーパー

ユーザー cn=orcladminを使用します。

-w 
OIDclearTextPassword

Oracle Internet Directory ユーザーのパスワードを指定します。

-o ORACLE_HOME OracleAS Infrastructure 10g がインストールされたディレクトリへ

のフル・パスを指定します。

-m ASinstanceName mod_osso を構成する OracleAS Infrastructure 10g インスタンスの

名前を指定します。この値は、
ORACLE_HOME/config/ias.propertiesファイルの IASname
パラメータから判断できます。

-infra 
infraGlobalDBname

OracleAS Metadata Repository データベースの名前を指定します。

この値は、ORACLE_HOME/config/ias.propertiesファイル

の InfrastructureDBCommonNameパラメータから判断できま

す。
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インストール後のコンポーネントの構成
3. OC4J および Oracle HTTP Server を再起動します。これには、opmnctlコマンドを使
用します。

prompt> $ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl restartproc ias-component=OC4J
prompt> $ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl restartproc ias-component=HTTP_Server

4. mod_osso が構成されたら、Application Server Control を使用して Oracle Delegated 
Administration Services を構成できます。詳細は、『Oracle Internet Directory 管理者ガ
イド』を参照してください。

-mh host Oracle Delegated Administration Services を構成するコンピュー

タの完全なホスト名（ドメイン名を含む）を指定します。

-sslp sslPort Oracle Internet Directory の SSL ポートを指定します。この値は、

ORACLE_HOME/config/ias.propertiesファイルの

OIDsslportパラメータから判断できます。

表表表表 12-1 mod_osso を構成するためのパラメータ（続き）を構成するためのパラメータ（続き）を構成するためのパラメータ（続き）を構成するためのパラメータ（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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インストール後の作業を必要とするコンポーネント
12.8 インストール後の作業を必要とするコンポーネントインストール後の作業を必要とするコンポーネントインストール後の作業を必要とするコンポーネントインストール後の作業を必要とするコンポーネント
表 12-2 に示すコンポーネントのいずれかを使用する予定の場合は、インストール後（コン
ポーネントを使用する前）に、コンポーネントに固有のいくつかの手順を実行する必要があ
ります。表 12-2 に、それらの手順が説明されているコンポーネントのガイドを示します。

表表表表 12-2 インストール後の手順を必要とするコンポーネントインストール後の手順を必要とするコンポーネントインストール後の手順を必要とするコンポーネントインストール後の手順を必要とするコンポーネント

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント インストール後の手順が説明されているガイドインストール後の手順が説明されているガイドインストール後の手順が説明されているガイドインストール後の手順が説明されているガイド

OracleAS Portal 『Oracle Application Server Portal 構成ガイド』

OracleAS Wireless 『Oracle Application Server Wireless 管理者ガイド』

Oracle Ultra Search 『Oracle Ultra Search ユーザーズ・ガイド』

OracleAS Syndication Services 『Oracle Application Server Syndication Services 開発者

および管理者ガイド』

OracleAS Discoverer 『Oracle Discoverer Administrator 管理ガイド』

注意注意注意注意 :　　　　このガイドは、Oracle Developer Suite 10g のド

キュメント CD-ROM または Oracle Developer Suite and 
Documentation の DVD にあります。このガイドを

『Oracle Application Server Discoverer 構成ガイド』と混

同しないでください。

OracleAS Reports Services 『Oracle Application Server Reports Services レポート

Web 公開ガイド』

OracleAS Personalization 『Oracle Application Server Personalization 管理者ガイ

ド』

OracleAS Certificate Authority 『Oracle Application Server Certificate Authority 管理者

ガイド』
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次の作業
12.9 次の作業次の作業次の作業次の作業
Oracle Application Server をインストールした後で、『Oracle Application Server 10g 管理者
ガイド』を読む必要があります。特に、「Oracle Application Server のインストール後に始め
に行うこと」という章を読む必要があります。

また、Oracle Application Server のインストール後に Oracle Application Server 環境の完全
なバックアップを行う必要があります。これにより、万一何か異常が発生した場合に作業環
境を復元できます。Oracle Application Server 環境の完全なバックアップの方法の詳細は、

『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。

Oracle Application Server 環境の完全なバックアップは、パッチセットのアップグレードが
正常に行われた後や構成変更が正常に行われた後にも実行する必要があります。
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OracleAS Developer Kits 10g のインスト
A

OracleAS Developer Kits 10gのインストールのインストールのインストールのインストール

OracleAS Developer Kits 10g には、OracleAS Portal、OracleAS Wireless、XML および
LDAP の各アプリケーションを開発するための API が用意されています。Developer Kits
は、ステージング環境や本番環境ではなく、開発環境で使用します。OracleAS Developer 
Kits 10g には完全な IDE（統合開発環境）は用意されていないので注意してください。IDE
が必要な場合は、Oracle Developer Suite 10g または Oracle Application Server Java Edition
で利用できる Oracle JDeveloper 10g をインストールできます。

OracleAS Developer Kits 10g をインストールするには、次の手順を実行します。

表表表表 A-1 OracleAS Developer Kits 10g のインストール手順のインストール手順のインストール手順のインストール手順

画面画面画面画面 操作操作操作操作

1. -- インストーラを起動します。詳細は、5.15 項「Oracle Universal Installer の起動」

を参照してください。

2. 「ようこそ」 「次へ」をクリックします。

3. 「ファイルの場所の指定」 「名前」:　この Oracle ホームを識別する名前を入力します。これは、ディレクトリ

の名前ではありません。

例 :　OH_DEVKIT_904

「パス」（「インストール先」の下）:　インストール先のディレクトリへのフル・パ

スを入力します。これは Oracle ホームです。

例 :　/opt/oracle/OraDevKit_904

「次へ」をクリックします。

4. orainstRoot.sh の実行 別のシェルで rootユーザーとして orainstRoot.shスクリプトを実行します。

このスクリプトは、oraInventory ディレクトリにあります。この手順は、OracleAS 
Developer Kits 10g がこのコンピュータにインストールする最初の Oracle 製品であ

る場合にのみ実行する必要があります。「OK」をクリックします。
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5. 「インベントリ・ディレク
トリの指定」

この画面は、このコンピュータに初めて Oracle 製品をインストールする場合にのみ

表示されます。

「インベントリ・ディレクトリのフルパスの入力」:　インストーラでファイルを格

納するディレクトリへのフル・パスを入力します。インストーラは、これらのファ
イルを使用して、このコンピュータにインストールされたすべての Oracle 製品を把

握します。Oracle ホーム・ディレクトリとは異なるディレクトリを入力します。

例 :　/opt/oracle/oraInventory

「次へ」をクリックします。

6. 「インストールする製品の
選択」

「OracleAS Developer Kits 10g」を選択します。

追加の言語をインストールする必要がある場合は、「製品の言語」をクリックしま
す。詳細は、5.6 項「追加の言語のインストール」を参照してください。

「次へ」をクリックします。

7. インスタンス名と
ias_admin パスワードの

指定

「インスタンス名」:　このインスタンスの名前を入力します。インスタンス名には、

英数字に加えて $ および _（アンダースコア）文字を使用できます。1 つのコン

ピュータに複数の Oracle Application Server インスタンスがある場合は、インスタ

ンス名は一意である必要があります。

例 :　devkits_904

「ias_admin パスワード」および「パスワードの確認」:　ias_admin ユーザーのパス

ワードを設定します。これはインスタンスの管理ユーザーです。パスワードの制限
については、5.8 項「ias_admin ユーザーとそのパスワードの制限」を参照してくだ

さい。

例 :　welcome99

「次へ」をクリックします。

8. 「サマリー」 選択した内容を確認し、「インストール」をクリックします。

9. インストール進捗 この画面には、インストールの進捗状況が表示されます。

10. root.sh の実行 別のシェルで rootユーザーとして root.shスクリプトを実行します。このスク

リプトは、このインスタンスの Oracle ホーム・ディレクトリにあります。「OK」を

クリックします。

11. 「Configuration Assistant」 この画面には、Configuration Assistant の進捗状況が表示されます。Configuration 
Assistant によって、コンポーネントが構成されます。

12. 「インストールの終了」 「完了」をクリックして、インストーラを終了します。

表表表表 A-1 OracleAS Developer Kits 10g のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）のインストール手順（続き）

画面画面画面画面 操作操作操作操作
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トラブルシューティ
B

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング

この付録では、Oracle Application Server のインストールにおけるトラブルシューティング
方法について説明します。次の項目が含まれます。

� B.1 項「要件の確認」

� B.2 項「ユーザー・インタフェースが正しく表示されない場合」

� B.3 項「インストール・エラーが発生した場合の対処方法」

� B.4 項「Configuration Assistant のトラブルシューティング」

� B.5 項「Oracle Application Server Configuration Assistant の説明」
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要件の確認
B.1 要件の確認要件の確認要件の確認要件の確認
この付録で示すトラブルシューティングを実行する前に、次の情報を確認してください。

� コンピュータが第 4 章「要件」に示した要件を満たしていることを確認します。

� 第 4 章「要件」に示すインストール前の要件をすべて完了していることを確認します。

依存関係の確認依存関係の確認依存関係の確認依存関係の確認

中間層をインストールしている場合は、インストール中に、中間層と関連付ける OracleAS 
Infrastructure 10g が実行されていることを確認します。

リリース・ノートの確認リリース・ノートの確認リリース・ノートの確認リリース・ノートの確認

Oracle Application Server をインストールする前に、Oracle Application Server のリリース・
ノートをお読みください。このリリース・ノートは、プラットフォーム固有のドキュメント
に付属しています。リリース・ノートの最新バージョンは、次の OTN-J の Web サイトから
ダウンロードできます。

http://otn.oracle.co.jp/document/

B.2 ユーザー・インタフェースが正しく表示されない場合ユーザー・インタフェースが正しく表示されない場合ユーザー・インタフェースが正しく表示されない場合ユーザー・インタフェースが正しく表示されない場合
英語以外のコンテンツを配信している場合、インストール時に「製品の言語」をクリックし
忘れると（5.6 項「追加の言語のインストール」を参照）、必要なフォントがインストールさ
れていないために、ユーザー・インタフェースが正しく表示されないことがあります。この
問題を解決するには、OracleAS RepCA and Utilities の CD-ROM または Oracle Application 
Server の DVD から必要なフォントをインストールします。

1. OracleAS RepCA and Utilities の CD-ROM または Oracle Application Server の DVD を
挿入してマウントします。

2. CD-ROM の場合 :　CD-ROM に含まれている utilities/fontsディレクトリの内容
を ORACLE_HOME/jdk/jre/lib/fontsディレクトリにコピーします。

DVD の場合 :　 DVD に含まれている repca_utilities/utilities/fontsディレ
クトリの内容を ORACLE_HOME/jdk/jre/lib/fontsディレクトリにコピーします。
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インストール・エラーが発生した場合の対処方法
B.3 インストール・エラーが発生した場合の対処方法インストール・エラーが発生した場合の対処方法インストール・エラーが発生した場合の対処方法インストール・エラーが発生した場合の対処方法
Oracle Application Server のインストール中にエラーが発生した場合は、次のように対処し
てください。

� インストール画面のいずれかで間違った情報を入力した場合は、「戻る」をクリックし
てその画面まで戻ります。

� コンポーネントのログ・ファイルにアクセスする場合にのみインストーラを終了しま
す。インストーラが使用中の場合は、ORACLE_HOME/cfgtoollogsディレクトリにあ
るログ・ファイルにアクセスできません。

� インストーラでファイルのコピーやリンクを実行しているときにエラーが発生した場合
は、次の作業を実行します。

1. エラーの内容に注意し、次のインストール・ログで原因を調べます。

* oraInventory_location/logs/installActionstimestamp.log

* oraInventory_location/logs/oraInstalltimestamp.err

* oraInventory_location/logs/oraInstalltimestamp.out

2. 付録 C「削除および再インストール」に記載されている手順に従って、失敗したイ
ンストールを削除します。

3. エラーの原因となった問題を修正します。

4. インストールをやり直します。
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Configuration Assistant のトラブルシューティング
B.4 Configuration Assistant のトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング
Configuration Assistant の実行中にインストール・エラーが発生した場合は、次のように対
処します。

� B.3 項「インストール・エラーが発生した場合の対処方法」に示したインストール・ロ
グ・ファイルを調べます。

� ORACLE_HOME/cfgtoollogsディレクトリにある Configuration Assistant のログ・
ファイルに特定の Oracle Application Server Configuration Assistant がないか調べます。
B.5 項「Oracle Application Server Configuration Assistant の説明」にも特定の
Configuration Assistant の他のログ・ファイルの場所が示してあります。エラーの原因
となった問題を修正します。

� 「Fatal Error.Reinstall」メッセージが表示された場合は、ログ・ファイルを分析して障
害の原因を突き止めます。詳細は、B.4.3 項「致命的エラー」を参照してください。

B.4.1 Configuration Assistant の障害の障害の障害の障害
Oracle Application Server Configuration Assistant の障害に関するメッセージは、インス
トール画面の一番下に表示されます。Oracle Application Server Configuration Assistant の
インタフェースでは、必要に応じて詳細情報が表示されます。Configuration Assistant の実
行ステータスは、結果コードによって識別されます。結果コードは次のとおりです。

この結果コードは次のログ・ファイルに書き込まれます。

oraInventory/logs/installActionstimestamp.log

ステータスステータスステータスステータス 結果コード結果コード結果コード結果コード

Configuration Assistant の成功 0

Configuration Assistant の失敗 1

Configuration Assistant の取消 -1
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B.4.2 コンポーネントの構成および起動中の障害コンポーネントの構成および起動中の障害コンポーネントの構成および起動中の障害コンポーネントの構成および起動中の障害
インストール中に「Configuration Assistant」画面が表示されると、Configuration Assistant
が実行されます。Configuration Assistant が失敗した場合は、次の手順を行って障害を修正
します。

1. この Oracle Application Server インスタンスのインストール・ログ・ファイルを調べま
す。

2. ORACLE_HOME/cfgtoollogsディレクトリにある各 Configuration Assistant のログ・
ファイルを調べます。ログ・ファイルのデフォルトの場所については、B.5 項「Oracle 
Application Server Configuration Assistant の説明」を参照してください。

3. B.5 項「Oracle Application Server Configuration Assistant の説明」の Configuration 
Assistant に関する項を参照してください。

a. 失敗した Configuration Assistant に依存関係がある場合は、その依存関係にあるも
のを再度実行します。依存関係にあるものが無事完了している場合でも、この作業
は必ず行ってください。

b. 失敗した Configuration Assistant を再度実行します。インストーラを使用している
場合は、Configuration Assistant を選択して、「再試行」をクリックします。

「再試行」をクリックしても再び Configuration Assistant が失敗する場合は、
/var/tmp/EM_CONFIG_INSTALL.lkロック・エントリを削除して、
Configuration Assistant の再実行を試みます。

c. オプションの Configuration Assistant が失敗した場合、その Configuration 
Assistant に依存関係がなければ、残りの Configuration Assistant を実行します。
取り消されたオプションの Configuration Assistant の選択を解除し、次に示された
Configuration Assistant を選択して、「再試行」をクリックします。

d. コマンドラインで Configuration Assistant の実行コマンドを実行しているときに、
Configuration Assistant に障害が発生した場合は、Configuration Assistant の実行
コマンドを再実行します。

ORACLE_HOME/cfgtoollogsディレクトリにある configToolCommandsという
生成されたスクリプト・ファイルを使用して、失敗した Configuration Assistant を
再度実行できます。configToolCommands スクリプトは、インストーラを終了した
後に生成されます。Oracle Application Server のサイレント・インストールまたは
非対話型インストールでは、Configuration Assistant が失敗した直後に、
configToolCommands スクリプトが生成されます。

生成されたスクリプトを使用する場合は、その前に次の環境変数を設定する必要が
あります。

– 環境変数 ORACLE_HOMEを ORACLE_HOMEのパスに設定します。

– 環境変数 LD_LIBRARY_PATHに ORACLE_HOME/libおよび
ORACLE_HOME/network/libの正確な場所を追加します。
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– Register DCM Plug-Ins With EM Configuration Assistant の場合にのみ、環境
変数 PERL5LIBを ORACLE_HOME/perl/lib/5.6.1ディレクトリに設定し
ます。

B.4.3 致命的エラー致命的エラー致命的エラー致命的エラー
Configuration Assistant の障害の中には、致命的エラーもあります。致命的エラーは、障害
を修正して続行してもリカバリできません。現在のインストールを削除して、Oracle 
Application Server を再インストールする必要があります。次の説明に従って、リカバリ手
順を実行してください。

1. C.1 項「10g（9.0.4）インスタンスの削除」に記載されている手順に従って、失敗したイ
ンストールを削除します。

2. 致命的エラーの原因を修正します。

3. Oracle Application Server を再インストールします。

4. 致命的エラーが再発する場合は、コンピュータ上の Oracle インストールをすべて削除
する必要があります。

B.4.4 OracleAS Randomize Password Configuration Assistant の再実行方法の再実行方法の再実行方法の再実行方法
次の手順では、OracleAS Randomize Password Configuration Assistant の再実行方法につい
て説明します。

1. Oracle Internet Directory Manager を起動します。

2. Oracle Internet Directory のホスト、ポート、ユーザー名およびパスワードを入力しま
す。

3. 「エントリ管理」>「cn=OracleContext」>「cn=Products」>「cn=IAS」>「cn=IAS 
Infrastructure Databases」の順に展開します。

4. 「orclreferencename=<your_globaldb_name>」をクリックします。

5. <your_globaldb_name> ツリーの下にあるスキーマごとに、orclreferencename
エントリがあります。orclreferencenameエントリに対して、次の手順を実行しま
す。

� orclpassword属性の値をスキーマ名と同じ値に変更します。たとえば、
wirelessがスキーマ名の場合は、orclpassword属性の値を wirelessに変更
します。

�  orclflexattribute1を false に変更します。

注意注意注意注意 : Configuration Assistant の説明の中に「初期作業」の項がある場
合は、その作業を済ませてから Configuration Assistant を実行してくださ
い。
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「適用」をクリックします。

ODSおよび OEM_REPOSITORYを除くすべてのスキーマに対して、これらの手順を実行
します。

6. OracleAS Randomize Password Configuration Assistant の障害が発生しているデータ
ベースの場所にログインします。

7. 次の SQLスクリプトを実行します。

SQL> $ORACLE_HOME/assistants/dbca/admin/unlock.sql

8. OracleAS Randomize Password Configuration Assistant を再実行します。

B.4.5 OC4J Instance Configuration Assistant のエラーのエラーのエラーのエラー
OC4J Instance Configuration Assistant が失敗し、次のエラーが表示された場合について示し
ます。

Adding dependent libraries for application 'portal'...done. 
Deploying application 'oraudrepl' to OC4J instance 'OC4J_Portal'... 
ERROR: Caught exception during deploy. 
java.rmi.RemoteException: deploy failed!: ; nested exception is: 
oracle.oc4j.admin.internal.DeployerException: User specified for 
application-client uddirepl, 'uddi_replicator' not found 
at com.evermind.server.rmi.RMIConnection.
EXCEPTION_ORIGINATES_FROM_THE_REMOTE_SERVER(RMIConnection.java:1520)
... lines omitted ...

Oracle Internet Directory のアップグレードが正しく行われていることを確認してください。

このエラーは、9.2.0.x から 10g（9.0.4）にアップグレードしたが、アップグレード手順がす
べて完了していない Oracle Internet Directory に対して中間層をインストールしているとき
に表示されます。Oracle Application Server のアップグレードの説明に従って、Oracle 
Internet Directory を 9.2.0.x から 10g（9.0.4）にアップグレードする手順を実行したかどうか
を確認します。これらの手順は、「Identity Management サービスのアップグレード」の章に
記載されています。
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B.4.6 UDDI Configuration Assistant のエラーのエラーのエラーのエラー
UDDI Configuration Assistant が失敗し、次のエラーが表示された場合について示します。

WARN UddiCA: The DAS Public Group entry cannot be found. Users cannot be
assigned to the group uddi_unlimited_quota_group via DAS application. 
javax.naming.NoPermissionException: [LDAP: error code 50 - Insufficient Access 
Rights]; remaining name 'cn=default,cn=PublicGroups,cn=User Configuration,
cn=Attribute Configuration,cn=DAS,cn=Products,cn=OracleContext,dc=oracle,dc=com' 
at com.sun.jndi.ldap.LdapCtx.mapErrorCode(LdapCtx.java:2953)
... lines omitted ...

Oracle Internet Directory のアップグレードが正しく行われていることを確認してください。

このエラーは、9.2.0.x から 10g（9.0.4）にアップグレードしたが、アップグレード手順がす
べて完了していない Oracle Internet Directory に対して中間層をインストールしているとき
に表示されます。Oracle Application Server のアップグレードの説明に従って、Oracle 
Internet Directory を 9.2.0.x から 10g（9.0.4）にアップグレードする手順を実行したかどうか
を確認します。これらの手順は、「Identity Management サービスのアップグレード」の章に
記載されています。

B.4.7 Portal Configuration Assistant のエラーのエラーのエラーのエラー
Portal Configuration Assistant が失敗し、次のエラーが表示された場合について示します。

Added DBA group as owner to DAS privilege group OracleDASDeleteUser. 
Error in add_member_to_privilege_group 
LDAP Error: 50: Insufficient access 
p_group_dn: cn=oracledasuserpriv,cn=groups,cn=oraclecontext,dc=oracle,dc=com 
p_member_dn: cn=dba,cn=portal.031111.0449,cn=groups,dc=oracle,dc=com 
ERROR: Could not add DBA group to DAS privilege group OracleDASUserPriv. 
Error in add_owner_to_privilege_group 
LDAP Error: 50: Insufficient access 
p_group_dn: cn=oracledasuserpriv,cn=groups,cn=oraclecontext,dc=oracle,dc=com 
p_member_dn: cn=dba,cn=portal.031111.0449,cn=groups,dc=oracle,dc=com 
ERROR: Could not add DBA group as owner to DAS privilege group 
OracleDASUserPriv 
... 
Error in add_member_to_privilege_group 
LDAP Error: 50: Insufficient access 
p_group_dn: 
cn=oracledascreategroup,cn=groups,cn=oraclecontext,dc=oracle,dc=com 
p_member_dn: 
cn=portal_administrators,cn=portal.031111.0449,cn=groups,dc=oracle,dc=com 
ERROR: Could not add portal_administrators group to DAS privilege group 
OracleDASCreateGroup.

Oracle Internet Directory のアップグレードが正しく行われていることを確認してください。
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このエラーは、9.2.0.x から 10g（9.0.4）にアップグレードしたが、アップグレード手順がす
べて完了していない Oracle Internet Directory に対して中間層をインストールしているとき
に表示されます。Oracle Application Server のアップグレードの説明に従って、Oracle 
Internet Directory を 9.2.0.x から 10g（9.0.4）にアップグレードする手順を実行したかどうか
を確認します。これらの手順は、「Identity Management サービスのアップグレード」の章に
記載されています。

B.5 Oracle Application Server Configuration Assistant の説明の説明の説明の説明
表 B-1 に、Oracle Application Server Configuration Assistant をアルファベット順に示しま
す。選択したインストール・タイプと構成オプションに応じて、インストールごとに使用す
る Configuration Assistant が異なります。

表表表表 B-1 Oracle Application Server Configuration Assistant

Configuration 
Assistant 説明説明説明説明 ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所

Application 
Server Control 
Configuration 
Assistant

Application Server Control Configuration 
Assistant では、Oracle 管理エージェントと

Application Server Control を起動し、Oracle 
Enterprise Manager Application Server Control
を介してアプリケーションを配置します。

該当なし

BC4J 
Configuration 
Assistant

BC4J Configuration Assistant は、BC4J と Oracle 
Enterprise Manager Application Server Control
を統合したものです。

この Configuration Assistant を動作させるには、
ORACLE_HOME/jlib/emConfigInstall.jar
ファイルが必要です。

該当なし

Database 
Migration 
Assistant

Database Migration Assistant では、9.0.2 のイン

フラストラクチャ・データベースを 10g（9.0.4）
のインフラストラクチャ・データベースに移行
します。

この移行アシスタントを実行する前に、データ
ベースが稼働している必要があります。

ORACLE_HOME/config/ 
infratool_dcm_repository.log

Database-manag
ed OracleAS 
Cluster 
Assistant

選択したデータベースに対してクラスタの構成
を有効にします。

該当なし
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Delegated 
Administration 
Service（DAS）
Configuration 
Assistant

DAS Configuration Assistant では、DAS URL
を Oracle Internet Directory 内に設定し、必要な

アクセス制御権限を DAS エンティティに追加し

ます。

この Configuration Assistant を使用する前に、
Infrastructure Instance Configuration Assistant
が実行されている必要があります。

ORACLE_HOME/ldap/log/oidca.log

DCM 
Repository 
Backup 
Assistant

DCM Repository Backup Assistant を使用する

と、DCM リポジトリをバックアップできます。

該当なし

Directory 
Integration 
Platform 
Configuration 
Assistant

Directory Integration Platform Configuration 
Assistant では、Oracle Internet Directory を使用

して構成されるときに、ディレクトリ統合サー
バーを登録して起動します。

この Configuration Assistant を使用する前に、

Oracle Internet Directory が構成されている必要

があります。

ORACLE_HOME/cfgtoollogs/
ORACLE_HOME/ldap/log/oidca.log 

Discoverer 
Configuration 
Assistant

Discoverer Configuration Assistant では、次の

ことを行います。

� discoconfig5.properties ファイルの内容を読

み取ります。

� エントリを tartgets.xml ファイルに追加しま

す。

� いくつかのパラメータを使ってプロバイダ
を追加します。

� エントリを opmn.xml ファイルに追加しま

す。

� OPMN を再ロードします。

� Discoverer セッションを登録します。

ORACLE_HOME/oraInventory/logs/ 
installActions<time.stamp>.log

表表表表 B-1 Oracle Application Server Configuration Assistant（続き）（続き）（続き）（続き）

Configuration 
Assistant 説明説明説明説明 ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所
B-10 Oracle Application Server 10gインストレーション・ガイド 10g（9.0.4）for Solaris Operating System（SPARC）



Oracle Application Server Configuration Assistant の説明
Forms 
Configuration 
Assistant

Forms Configuration Assistant では、OracleAS 
Forms Services サーバーを構成し、OracleAS 
Forms Services と Oracle Enterprise Manager 
Application Server Control を統合します。

この Configuration Assistant を実行する前に、

OracleAS Infrastructure 10g が稼働している必要

があります。この Configuration Assistant では、

エントリを targets.xml ファイルに追加します。

ORACLE_HOME/forms90/config/ 
formsConfig.log

HTTP Server 
Configuration 
Assistant

HTTP Server Configuration Assistant では、

Oracle HTTP Server を構成し、それを Oracle 
Enterprise Manager Application Server Control
に登録します。

ORACLE_HOME/Apache/Apache/httpd.log

Infrastructure 
Instance 
Configuration 
Assistant

Infrastructure Instance Configuration Assistant
では、
ORACLE_HOME/config/ias.properties
ファイルを更新し、そのインスタンスを Oracle 
Internet Directory 内に登録して、Oracle 
Internet Directory の資格証明を持つ ldap.ora
ファイルを ORACLE_HOME/network/admin
ファイルに作成します。

この Configuration Assistant を使用する前に、

LD_LIBRARY_PATHが ORACLE_HOME/libおよ

び ORACLE_HOME/network/libディレクトリ

に設定されている必要があります。

ORACLE_HOME/config/ 
infratool_instance_jazn.log

Infrastructure 
mod_osso 
Configuration 
Assistant

Infrastructure mod_osso Configuration 
Assistant では、インストール中に mod_osso を

登録します。この Configuration Assistant では、

mod_osso を Oracle HTTP Server にプラグ接続

し、ユーザー認証のために OracleAS Single 
Sign-On と統合します。

この登録により、OracleAS Infrastructure とと

もにインストールされた Oracle HTTP Server
は、OracleAS Single Sign-On のパートナ・アプ

リケーションとして機能します。Oracle HTTP 
Server のもとで実行されるアプリケーションは、

その URL を mod_osso に登録して保護できま

す。URL が要求されると、mod_osso は

OracleAS Single Sign-On を使用してユーザーを

認証し、その URL にアクセスできるようにしま

す。

ORACLE_HOME/config/infratool_mod_oss
o.log

表表表表 B-1 Oracle Application Server Configuration Assistant（続き）（続き）（続き）（続き）

Configuration 
Assistant 説明説明説明説明 ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所
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Infrastructure 
Schema 
Configuration 
Assistant

Infrastructure Schema Configuration Assistant
では、Infrastructure Schema を Oracle Internet 
Directory 内に登録します。

この Configuration Assistant を使用する前に、

LD_LIBRARY_PATHが ORACLE_HOME/libおよ

び ORACLE_HOME/network/libディレクトリ

に設定されている必要があります。また、この
Configuration Assistant を使用する前に、

Internet Directory Configuration Assistant と
Database Configuration Assistant が正常に実行

されている必要があります。

ORACLE_HOME/config/scemaload.log

Infrastructure 
Upgrade 
Instance 
Configuration 
Assistant

Infrastructure Upgrade Instance Configuration 
Assistant では、SSO スキーマに対する ACL エ

ントリを削除します。

この Configuration Assistant を使用する前に、

LD_LIBRARY_PATHが ORACLE_HOME/libおよ

び ORACLE_HOME/network/libディレクトリ

に設定されている必要があります。

ORACLE_HOME/config/ 
infratool_infra_upgrade.log

Internet 
Directory 
Configuration 
Assistant

Internet Directory Configuration Assistant は、

Oracle Internet Directory サーバーを起動しま

す。次に、Oracle Application Server のコンポー

ネントによって使用された LDAP スキーマを

ロードし、企業向けに Identity Management を
設定します。

この Configuration Assistant を使用する前に、

インフラストラクチャ・データベースの作成が
完了し、リスナーが稼働中で、tnsnames.ora
ファイルが構成されている必要があります。

ORACLE_HOME/ldap/log/oidca.log

Java Security 
Configuration 
Assistant

Java Security Configuration Assistant では、

JAAS セキュリティのデフォルトのパスワードを

変更し、新しいパスワードを設定して再割当て
を行います。

ORACLE_HOME/cfgtoollogs/jaznca.log

表表表表 B-1 Oracle Application Server Configuration Assistant（続き）（続き）（続き）（続き）

Configuration 
Assistant 説明説明説明説明 ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所
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OC4J 
Configuration 
Assistant

OC4J Configuration Assistant は、OC4J と
Oracle Enterprise Manager Application Server 
Control を統合したものです。この

Configuration Assistant では、Oracle Enterprise 
Manager Application Server Control が提供する

API を使用して、次の手順を実行します。

� エントリを targets.xmlファイルに追加

します。

� エントリをiasadmin.propertiesファイ

ルに追加します。

� この Configuration Assistant を使用するに

は、deploy.iniファイルが必要です。

該当なし

OC4J Instance 
Configuration 
Assistant

OC4J Instance Configuration Assistant では、配

置された Oracle Application Server アプリケー

ション用の OC4J インスタンスを構成します。

該当なし

OPMN 
Configuration 
Assistant

OPMN Configuration Assistant では、OPMN と

OPMN が管理するプロセスを起動します。

ORACLE_HOME/opmn/logs/opmn.log

OPMN 
Configuration 
Assistant - 
Oracle HTTP 
Server の起動

OPMN を介して Oracle HTTP Server を起動し

ます。

ORACLE_HOME/opmn/logs/HTTP_Server.log

OPMN 
Configuration 
Assistant - DAS 
instance の起動

OPMN を介して DAS インスタンスを起動しま

す。

ORACLE_HOME/opmn/logs/opmn.log

Oracle 
Application 
Server Instance 
Configuration 
Assistant

エントリを
ORACLE_HOME/config/target2add.xml
ファイルに追加します。

該当なし

Oracle Database 
Configuration 
Assistant

Oracle Database Configuration Assistant では、

Infrastructure で使用できるように OracleAS 
Metadata Repository を構成します。

該当なし

表表表表 B-1 Oracle Application Server Configuration Assistant（続き）（続き）（続き）（続き）

Configuration 
Assistant 説明説明説明説明 ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所
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Oracle Net 
Configuration 
Assistant

Oracle Net Configuration Assistant では、デー

タベース・リスナーを構成し、中間層の Oracle 
Application Server インスタンスがデフォルトで

LDAP ネーミングを使用するように構成します。

ORACLE_HOME/oraInventory/logs/ 
installActions<time.stamp>.log

Oracle 
mod_osso 
Configuration 
Assistant

Oracle mod_osso Configuration Assistant では、

インストール中に mod_osso を登録します。こ

の Configuration Assistant では、mod_osso を

Oracle HTTP Server にプラグ接続し、ユーザー

認証のために OracleAS Single Sign-On と統合し

ます。この登録により、Oracle Application 
Server の中間層とともにインストールされた

Oracle HTTP Server は、OracleAS Single 
Sign-On のパートナ・アプリケーションとして

機能します。

Oracle HTTP Server のもとで実行されるアプリ

ケーションは、その URL を mod_osso に登録し

て保護できます。URL が要求されると、

mod_osso は OracleAS Single Sign-On を使用し

てユーザーを認証し、その URL にアクセスでき

るようにします。

ORACLE_HOME/config/j2ee_mod_osso.log

OracleAS 
Randomize 
Password 
Configuration 
Assistant

OracleAS Randomize Password Configuration 
Assistant では、すべてのスキーマのデフォルト

のパスワードを変更します。

該当なし

OracleAS 
Instance 
Configuration 
Assistant

OracleAS Instance Configuration Assistant では、

Oracle Application Server のインスタンス名を
ORACLE_HOME/config/ targets2add.xml
ファイルに追加します。

該当なし

Personalization 
Configuration 
Assistant

Personalization Configuration Assistant では、

OracleAS Personalization を構成します。

該当なし

Portal 
Configuration 
Assistant

Portal Configuration Assistant では、インストー

ルされている OracleAS Portal のインスタンスを

構成します。

この Configuration Assistant を使用する前に、

OracleAS Infrastructure 10g が稼働している必要

があります。

ORACLE_HOME/assistants/opca/install.log

表表表表 B-1 Oracle Application Server Configuration Assistant（続き）（続き）（続き）（続き）

Configuration 
Assistant 説明説明説明説明 ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所
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Register DCM 
Plug-Ins With 
EM 
Configuration 
Assistant

DCM プラグインを Enterprise Manager に登録

します。

該当なし

Reports 
Configuration 
Assistant

Reports Configuration Assistant では、OracleAS 
Reports Services サーバーを構成し、OracleAS 
Reports Services と Oracle Enterprise Manager 
Application Server Control を統合します。

この Configuration Assistant を使用する前に、

OracleAS Infrastructure 10g が稼働している必要

があります。

ORACLE_HOME/reports/config/ 
reportsConfig.log

Single Sign-On 
Configuration 
Assistant

Single Sign-On Configuration Assistant では、

OracleAS Single Sign-On を構成します。

この Configuration Assistant を使用する前に、

Oracle Internet Directory、OracleAS Metadata 
Repository および Repository API が構成されて

いる必要があります。

ORACLE_HOME/sso/log/ssoca.log
ORACLE_HOME/sso/log/ssoreg.log

Ultrasearch 
Configuration 
Assistant

Ultrasearch Configuration Assistant では、次の

ことを行います。

� Oracle Ultra Search を Oracle Application 
Server 中間層の内部に配置して構成します。

� Oracle Ultra Search バックエンド・アプリ

ケーション・エンティティと Oracle Ultra 
Search 管理権限グループを作成します。

� Oracle Ultra Search 中間層のアプリケー

ション・エンティティを作成します。

� Identity Management Infrastructure に格納

されている Oracle Ultra Search メタデータ

をアップグレードします。

� Identity Management Infrastructure に格納

されている Oracle Ultra Search メタデータ

をすべてクリーン・アップします。

ORACLE_HOME/assistants.opca/ 
ultrasearchInst.log

（Identity Management 構成 : 

ORACLE_HOME/cfgtoollogs/isearchca.log）

表表表表 B-1 Oracle Application Server Configuration Assistant（続き）（続き）（続き）（続き）

Configuration 
Assistant 説明説明説明説明 ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所
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Use Metadata 
Repository 
Configuration 
Assistant

Use Metadata Repository Configuration 
Assistant では、Oracle Application Server の中

間層のインストール用の OracleAS Metadata 
Repository 情報を構成します。この中には、

Identity Management オプションが有効になっ

ている J2EE and Web Cache インストール・タイ

プを別のインストール・タイプに拡張する機能
があります。

この Configuration Assistant を使用する前に、

LD_LIBRARY_PATHが ORACLE_HOME/libおよ

び ORACLE_HOME/network/libディレクトリ

に設定されている必要があります。

ORACLE_HOME/config/ 
infratool_midtier_upgrade.log

Web Cache 
Configuration 
Assistant

Web Cache Configuration Assistant では、

OracleAS Web Cache を構成し、それを Oracle 
Enterprise Manager Application Server Control
に登録します。

ORACLE_HOME/webcache/log/log.xml

Wireless 
Configuration 
Assistant

Wireless Configuration Assistant では、

OracleAS Wireless を構成します。

ORACLE_HOME/wireless/logs/ wireless_CA.out

Wireless 
Development 
Kit 
Configuration 
Assistant

Wireless Development Kit Configuration 
Assistant では、Wireless Development Kit を構

成します。

ORACLE_HOME%/wireless/logs/wdk_ca.out

表表表表 B-1 Oracle Application Server Configuration Assistant（続き）（続き）（続き）（続き）

Configuration 
Assistant 説明説明説明説明 ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所ログ・ファイルの場所
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削除および再インスト
C

削除および再インストール削除および再インストール削除および再インストール削除および再インストール

この付録では、Oracle Application Server の削除および再インストールのプロセスについて
説明します。

この章の内容 :

� C.1 項「10g（9.0.4）インスタンスの削除」

� C.2 項「10g（9.0.4）インスタンスも含むコンピュータからの 9.0.2 または 9.0.3 インスタ
ンスの削除」

� C.3 項「再インストール」
ール C-1



10g（9.0.4）インスタンスの削除
C.1 10g（（（（9.0.4）インスタンスの削除）インスタンスの削除）インスタンスの削除）インスタンスの削除
Oracle Application Server インスタンスを削除するには、表 C-1 に示すアイテムをクリー
ン・アップする必要があります。

この付録の後の方で説明する削除手順では、これらのアイテムの削除方法について順を追っ
て説明します。また、手動で削除する必要があるアイテムのクリーン・アップ方法について
も詳しく説明します。

インストーラでは、個々のコンポーネントをカスタムで削除することはできません。

この項では、次の項目について説明します。

� C.1.1 項「リリース 2（9.0.2）からの変更」

� C.1.2 項「削除の依存関係」

� C.1.3 項「インスタンス名」

� C.1.4 項「中間層の削除」

� C.1.5 項「OracleAS Infrastructure 10g の削除」

� C.1.6 項「OracleAS Developer Kits 10g の削除」

表表表表 C-1 削除するアイテム削除するアイテム削除するアイテム削除するアイテム

クリーン・アップするアイテムクリーン・アップするアイテムクリーン・アップするアイテムクリーン・アップするアイテム 使用するツール使用するツール使用するツール使用するツール

Oracle ホーム・ディレクトリのファイル インストーラ

インストーラによってすべてのファイルが削除されない場
合は、rmコマンドを使用して残りのファイルを削除できま

す。

oraInventory ディレクトリ内の削除済インスタンスの

エントリ

インストーラ

ファーム・ページのインスタンス名 インストーラ

/var/opt/oracleディレクトリ内の削除済インスタ

ンスのエントリ

これらのエントリは手動で削除する必要があります。参照 :

� 中間層を削除する場合は、C-5 ページの手順 7

� OracleAS Infrastructure 10g を削除する場合は、C-6
ページの手順 7

� OracleAS Developer Kits 10g を削除する場合は C-8
ページの手順 6

Oracle Internet Directory 内の削除済インスタンスのエ

ントリ

これらのエントリは手動で削除する必要があります。詳細
は、C.1.7 項「Oracle Internet Directory からの削除済インス

タンスのエントリの削除」を参照してください。
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� C.1.7 項「Oracle Internet Directory からの削除済インスタンスのエントリの削除」

� C.1.8 項「Oracle Internet Directory からの Oracle Ultra Search エントリの削除」

� C.1.9 項「Oracle Application Server プロセスのクリーン・アップ」

C.1.1 リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.0.2）からの変更）からの変更）からの変更）からの変更
リリース 2（9.0.2）では、複数の Oracle9iAS インスタンスがコンピュータにインストールさ
れている場合は、それらのインスタンスのいずれかがプライマリ・インストールとして指定
されていました。プライマリ・インストールには、アクティブな Oracle Enterprise Manager
が含まれていました。プライマリ・インストールを削除すると、インストーラによって残り
の Oracle9iAS インスタンスのいずれかをプライマリ・インストールとして指定するように
要求されます。

10g（9.0.4）では、プライマリ・インストールの概念はありません。コンピュータ上のすべ
てのインスタンスが独自の Oracle Enterprise Manager を持っています。

C.1.2 削除の依存関係削除の依存関係削除の依存関係削除の依存関係
インフラストラクチャ・インスタンスを削除すると、そのインフラストラクチャに依存して
いる中間層インスタンスがすべて機能しなくなります。インフラストラクチャとそれに関連
付けられている中間層の両方を削除する場合は、まずそれらの中間層をすべて削除してか
ら、インフラストラクチャを削除します。

中間層インスタンスを保持する場合は、別のインフラストラクチャのサービスを使用するよ
うにそれらを構成できます。詳細は、『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照
してください。

C.1.3 インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名
インフラストラクチャを使用する中間層インスタンスを削除すると、それ以降の中間層イン
スタンスのインストール時に、削除済インスタンスの名前を再使用できません。インスタン
ス名を使用するには、削除済インスタンスのエントリを Oracle Internet Directory から削除
する必要があります。
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C.1.4 中間層の削除中間層の削除中間層の削除中間層の削除
1. 削除するインスタンスをインストールしたオペレーティング・システム・ユーザーとし

てログインします。

2. 中間層を OracleAS Single Sign-On から登録解除します。

登録解除のコマンドは、-update_modeパラメータを DELETEに設定する点を除いて
は、登録のコマンドと同様です。

環境変数 LD_LIBRARY_PATH に $ORACLE_HOME/libが含まれていることを確認しま
す。その後、次のコマンド（すべてを 1 行で）を実行します。

prompt> $ORACLE_HOME/jdk/bin/java
 -jar $ORACLE_HOME/sso/lib/ossoreg.jar
 -oracle_home_path $ORACLE_HOME
 -site_name hostname.domain
 -config_mod_osso TRUE
 -mod_osso_url http://hostname.domain:port
 -u userid
 -update_mode DELETE

-site_name hostname.domain には、中間層がインストールされているコンピュータを
指定します。ドメイン名も指定します。

-mod_osso_url http://hostname.domain:port には、中間層がインストールされてい
るコンピュータと、Oracle HTTP Server がリスニングしているポート番号を指定しま
す。

-u userid には、中間層のプロセスを起動できるオペレーティング・システム・ユーザー
を指定します。

パラメータの詳細は、『Oracle9iAS Single Sign-On 管理者ガイド』の第 4 章を参照して
ください。

3. 削除するインスタンスに関連付けられているプロセスをすべて停止します。

プロセスの停止方法の詳細は、『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照し
てください。

4. インストーラを起動します。

prompt> $ORACLE_HOME/oui/bin/runInstaller

5. インストーラで次の手順に従います。

a. 「ようこそ」画面 :　 「製品の削除」をクリックします。

b. 「インベントリ」画面 :　 削除するインスタンスを選択して、「削除」をクリックし
ます。
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c. 「確認」画面 :　削除対象として選択したコンポーネントを確認します。「はい」を
クリックして、続行します。

d. 「削除の進行状況」画面 :　削除の進行状況を監視します。

e. 削除が完了したら、インストーラを終了します。

6. 削除済インスタンスの Oracle ホーム・ディレクトリの残りのファイルをすべて削除し
ます。

prompt> rm -rf $ORACLE_HOME

7. 削除した中間層を表す行を /var/opt/oracle/oratabファイルから削除します。

ファイルの終わりにかけて、Oracle ホーム・ディレクトリを指定する行を確認する必要
があります。削除した Oracle ホームを表す行を削除します。たとえば、Oracle ホーム
が /private1/j2eeである場合は、次のような行を確認できます。

*:/private1/j2ee:N

8. 削除した中間層のエントリを Oracle Internet Directory から削除します。この手順は、
インスタンス名を再使用する場合に実行する必要があります。詳細は、C.1.7 項

「Oracle Internet Directory からの削除済インスタンスのエントリの削除」を参照してく
ださい。

C.1.5 OracleAS Infrastructure 10g の削除の削除の削除の削除
1. 削除するインスタンスをインストールしたオペレーティング・システム・ユーザーとし

てログインします。

2. OracleAS Certificate Authority をインストールしなかった場合は、この手順を飛ばして
手順 3 に進みます。OracleAS Certificate Authority をインストールした場合は、次のス
クリプトを実行する必要があります。

prompt> $ORACLE_HOME/oca/bin/cmdeinst ocaAdminPassword oidAdminPassword

ocaAdminPassword は、OracleAS Certificate Authority 管理者のパスワードに置き換えま
す。

oidAdminPassword は、OracleAS Certificate Authority をインストールした Oracle 
Internet Directory ユーザーのパスワードに置き換えます。ユーザーは、次のグループに
属している必要があります。

� 信頼できるアプリケーションの管理者

� iAS Admins

� OracleAS Certificate Authority が使用するメタデータ・リポジトリ用のリポジトリ
所有者グループ

このスクリプトによって次のアクションが行われます。
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� Oracle Internet Directory からの OracleAS Certificate Authority エントリの削除

� ocaスキーマの表からのデータの削除

� インストール時に OracleAS Certificate Authority Configuration Assistant によって
作成された OracleAS Certificate Authority ファイルの削除

3. 削除するインスタンスに関連付けられているプロセスをすべて停止します。

プロセスの停止方法の詳細は、『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照し
てください。

4. インストーラを起動します。

prompt> $ORACLE_HOME/oui/bin/runInstaller

5. インストーラで次の手順に従います。

a. 「ようこそ」画面 :　 「製品の削除」をクリックします。

b. 「インベントリ」画面 :　 削除するインスタンスを選択して、「削除」をクリックし
ます。

c. 「確認」画面 :　削除対象として選択したコンポーネントを確認します。「はい」を
クリックして、続行します。

d. 「削除の進行状況」画面 :　削除の進行状況を監視します。

e. 削除が完了したら、インストーラを終了します。

6. 削除済インスタンスの Oracle ホーム・ディレクトリの残りのファイルをすべて削除し
ます。

prompt> rm -rf $ORACLE_HOME

7. 削除済インフラストラクチャ・インスタンスを表す行を /var/opt/oracle/oratab
ファイルから削除します。

ファイルの終わりにかけて、Oracle ホーム・ディレクトリを指定する行を確認する必要
があります。メタデータ・リポジトリを含むインフラストラクチャ・インスタンスを削
除している場合は、ファイル内に次の 2 つの行があります。

� *で始まる行

� データベースの SID で始まる行

両方の行を削除する必要があります。

たとえば、インフラストラクチャ・インスタンスが /private1/infraにインストー
ルされ、そのインスタンスに SID が asdbであるメタデータ・リポジトリが含まれてい
る場合は、次のような行を確認できます。

asdb:/private1/infra:N
*:/private1/infra:N
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8. 削除済インフラストラクチャ・インスタンスのエントリを Oracle Internet Directory か
ら削除します。この手順は、インスタンス名を再使用する場合に実行する必要がありま
す。

詳細は、C.1.7 項「Oracle Internet Directory からの削除済インスタンスのエントリの削
除」を参照してください。

9. Oracle Ultra Search のエントリを Oracle Internet Directory から削除します。この手順
は、データベース名または SID を再使用する場合に実行する必要があります。

詳細は、C.1.8 項「Oracle Internet Directory からの Oracle Ultra Search エントリの削
除」を参照してください。

10. メタデータ・リポジトリは削除するが、Oracle Internet Directory は再使用する予定の場
合は、メタデータ・リポジトリの登録を Oracle Internet Directory から削除する必要が
あります。10.11 項「失敗した登録のクリーン・アップまたはメタデータ・リポジトリ
の登録解除」の手順に従います。

C.1.6 OracleAS Developer Kits 10g の削除の削除の削除の削除
1. OracleAS Developer Kits 10g をインストールしたオペレーティング・システム・ユー

ザーとしてログインします。

2. 削除するインスタンスに関連付けられているプロセスをすべて停止します。

プロセスの停止方法の詳細は、『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照し
てください。

3. インストーラを起動します。

prompt> $ORACLE_HOME/oui/bin/runInstaller

4. インストーラで次の手順に従います。

a. 「ようこそ」画面 :　 「製品の削除」をクリックします。

b. 「インベントリ」画面 :　 削除するインスタンスを選択して、「削除」をクリックし
ます。

c. 「確認」画面 :　削除対象として選択したコンポーネントを確認します。「はい」を
クリックして、続行します。

d. 「削除の進行状況」画面 :　削除の進行状況を監視します。

e. 削除が完了したら、インストーラを終了します。

5. 削除済インスタンスの Oracle ホーム・ディレクトリの残りのファイルをすべて削除し
ます。

prompt> rm -rf $ORACLE_HOME
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6. 削除した OracleAS Developer Kits 10g を表す行を /var/opt/oracle/oratabファイ
ルから削除します。

ファイルの終わりにかけて、Oracle ホーム・ディレクトリを指定する行を確認する必要
があります。削除した Oracle ホームを表す行を削除します。たとえば、Oracle ホーム
が /private1/devkitである場合は、次のような行を確認できます。

*:/private1/devkit:N

C.1.7 Oracle Internet Directory からの削除済インスタンスのエントリの削除からの削除済インスタンスのエントリの削除からの削除済インスタンスのエントリの削除からの削除済インスタンスのエントリの削除
削除済インスタンスのエントリを Oracle Internet Directory から削除するには、次の手順を
実行します。

1. Oracle Directory Manager を起動します。Oracle ホームは、Oracle Internet Directory を
インストールしたホームのことです。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/oidadmin

2. 「接続」画面で、Oracle Internet Directory の接続情報を入力します。Oracle Internet 
Directory のスーパーユーザー（cn=orcladmin）としてログインします。

3. 次のエントリを展開します。

「エントリ管理」を展開します。

「cn=OracleContext」を展開します。

「cn=Products」を展開します。

「cn=IAS」を展開します。

「cn=IAS Instances」を展開します。

4. 「cn=IAS Instances」の下で、削除するインスタンスを選択します。

5. メニューから、「編集」>「削除」を選択します。

6. 次のエントリを展開します。

「エントリ管理」を展開します。

「cn=OracleContext」を展開します。

「cn=Groups」を展開します。

7. 「cn=IASAdmins」を選択します。

8. 「プロパティ」タブで、「uniquemember」フィールドを編集して、そのフィールドから
インスタンスを削除します。メニューから「編集」>「削除」を選択しないでください。

9. 「適用」をクリックします。
C-8 Oracle Application Server 10gインストレーション・ガイド 10g（9.0.4）for Solaris Operating System（SPARC）



10g（9.0.4）インスタンスの削除
C.1.8 Oracle Internet Directory からのからのからのからの Oracle Ultra Search エントリの削除エントリの削除エントリの削除エントリの削除
同じデータベース名または SID を使用して別の Oracle Application Server インスタンスをイ
ンストールする場合は、Oracle Ultra Search のエントリを Oracle Internet Directory から削
除する必要があります。

1. Oracle Directory Manager を起動します。Oracle ホームは、Oracle Internet Directory を
インストールしたホームのことです。

prompt> $ORACLE_HOME/bin/oidadmin

2. 「接続」画面で、Oracle Internet Directory の接続情報を入力します。Oracle Internet 
Directory のスーパーユーザー（cn=orcladmin）としてログインします。

3. 次のエントリを展開します。

「エントリ管理」を展開します。

「cn=OracleContext」を展開します。

「cn=Products」を展開します。

「cn=Portal」を展開します。

「cn=UltraSearch」を展開します。

「cn=Database Instances」を展開します。

「orclApplicationCommonName=infrastructure_database_name」を展開します。

4. 「orclApplicationCommonName=infrastructure_database_name」の下にあるすべての子エ
ントリを最も内側の子エントリから順に削除します。エントリを削除するには、それぞ
れの子エントリを右クリックし、ポップアップ・メニューから「削除」を選択します。

「確認」ダイアログで「はい」をクリックします。子エントリを削除するときに、エ
ラー・メッセージが表示されることがあります。これらのエラー・メッセージは無視し
て構いません。

5. 「orclApplicationCommonName=infrastructure_database_name」の下にあるエントリをす
べて削除した後で、このエントリを右クリックして削除します。

6. 次のエントリを展開します。

「エントリ管理」を展開します。

デフォルト・サブスクライバのエントリを展開します。各文字列を別々に展開する必要
があります。たとえば、次のようになります。デフォルト・サブスクライバが
"dc=us,dc=oracle,dc=com" である場合は、まず「dc=com」を展開し、次に

「dc=oracle」を展開し、その次に「dc=us」を展開する必要があります。

「cn=OracleContext」を展開します。

「cn=Products」を展開します。
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「cn=Portal」を展開します。

「cn=UltraSearch」を展開します。

「cn=Database Instances」を展開します。

「cn=infrastructure_database_name」を展開します。

7. 「cn=infrastructure_database_name」の下にあるすべての子エントリを最も内側の子エン
トリから順に削除します。エントリを削除するには、それぞれの子エントリを右クリッ
クし、ポップアップ・メニューから「削除」を選択します。「確認」ダイアログで「は
い」をクリックします。子エントリを削除するときに、エラー・メッセージが表示され
ることがあります。これらのエラー・メッセージは無視して構いません。

8. 「cn=infrastructure_database_name」の下にあるエントリをすべて削除した後で、このエ
ントリを右クリックして削除します。

9. 「適用」をクリックします。

C.1.9 Oracle Application Server プロセスのクリーン・アッププロセスのクリーン・アッププロセスのクリーン・アッププロセスのクリーン・アップ
インストールを開始する前に Oracle Application Server プロセスのシャットダウンを忘れた
場合は、これらのプロセスのファイルが削除されるため、プロセスを停止する必要がありま
す。実行中のプロセスがあるかどうか確認するには、psコマンドを実行します。

prompt> ps -ef

プロセスを停止するには、kill コマンドを使用します。

prompt> kill -9 process_id

psコマンドによって、process_id を確認できます。

dcmctlシェルのプロセスをシャットダウンする必要がある場合は、「exit」と入力して、
そのシェルの終了を試みることができます。
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C.2 10g（（（（9.0.4）インスタンスも含むコンピュータからの）インスタンスも含むコンピュータからの）インスタンスも含むコンピュータからの）インスタンスも含むコンピュータからの 9.0.2
またはまたはまたはまたは 9.0.3 インスタンスの削除インスタンスの削除インスタンスの削除インスタンスの削除

9.0.2 または 9.0.3 インスタンスと 10g（9.0.4）インスタンスが同じコンピュータにある場合
に、9.0.2 または 9.0.3 インスタンスを削除するには、次の手順を実行します。

1. 9.0.2 または 9.0.3 インスタンスにパッチ 3234681 を適用します。パッチは、JP Update 
CD に含まれています。

このパッチが必要な理由についての詳細は、C.2.1 項「問題 :　10g（9.0.4） インスタンス
にアクティブな Oracle Enterprise Manager を含めないこと」を参照してください。

2. 削除するインスタンスに関連付けられているプロセスをすべて停止します。

3. インストーラを実行して、9.0.2 または 9.0.3 インスタンスを削除します。必ず 9.0.2 また
は 9.0.3 インスタンス用のインストーラを実行するようにしてください。9.0.2 または
9.0.3 インスタンスの場合、インストーラは Oracle ホーム・ディレクトリと同じレベル
の oui/installディレクトリにあります。たとえば、9.0.2 または 9.0.3 の Oracle ホー
ムが /opt/oracle/orahome902である場合、インストーラは
/opt/oracle/oui/install/runInstallerとなります。

C.2.1 問題問題問題問題 :　　　　10g（（（（9.0.4）））） インスタンスにアクティブなインスタンスにアクティブなインスタンスにアクティブなインスタンスにアクティブな Oracle Enterprise 
Manager を含めないことを含めないことを含めないことを含めないこと

同じコンピュータに複数の 9.0.2 または 9.0.3 インスタンス（あるいはその両方）が存在する
場合は、これらのインスタンス間で Oracle Enterprise Manager を共有します。これがアク
ティブな Oracle Enterprise Manager です。インストーラを使用してアクティブな Oracle 
Enterprise Manager を含むインスタンスを削除するときは、インストーラによってアクティ
ブな Oracle Enterprise Manager が残りのインスタンスのいずれかに切り替えられる必要が
あります。残りのインスタンスが 1 つしかない場合は、インストーラによって自動的にその
インスタンスがアクティブな Oracle Enterprise Manager になります。複数のインスタンス
が残っている場合は、インストーラによってアクティブな Oracle Enterprise Manager を含
むインスタンスを選択するように求められます。

9.0.2 または 9.0.3 インスタンスとは異なり、同じコンピュータ上の Oracle Application 
Server 10g（9.0.4）インスタンスは Oracle Enterprise Manager を共有しません。各 10g

（9.0.4）インスタンスには、専用の Oracle Enterprise Manager があります。

10g（9.0.4）インスタンスでは Oracle Enterprise Manager を共有しないため、アクティブな
Oracle Enterprise Manager を含む 10g（9.0.4）インスタンスを選択しないでください。しか
し、アクティブな Oracle Enterprise Manager を含む 9.0.2 または 9.0.3 インスタンスを選択
する必要があります。

10g（9.0.4）インスタンスを選択した場合、またはインストーラによってアクティブな
Oracle Enterprise Manager が 10g（9.0.4）インスタンスに自動的に切り替えられた場合は、
10g（9.0.4）の Oracle ホームのファイルが 9.0.2 または 9.0.3 のホームのファイルで上書きさ
れます。これによって、Oracle Enterprise Manager の機能が停止します。
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パッチを適用すれば、残りのインスタンスが 10g（9.0.4）インスタンスのみの場合に、イン
ストーラによってアクティブな Oracle Enterprise Manager が 10g（9.0.4）インスタンスに自
動的に切り替えられるのを防ぐことができます。また、アクティブな Oracle Enterprise 
Manager を含むインスタンスを選択するリストに 10g（9.0.4）インスタンスが表示されない
ようにすることもできます。

C.2.2 10g（（（（9.0.4）インスタンスがアクティブな）インスタンスがアクティブな）インスタンスがアクティブな）インスタンスがアクティブな Oracle Enterprise Manager にににに
なった場合なった場合なった場合なった場合

10g（9.0.4）インスタンスがアクティブな Oracle Enterprise Manager になると、Oracle 
Enterprise Manager の機能は停止します。

この問題を修正するには、10g（9.0.4）の Oracle ホームで次の手順を実行します。

1. Oracle Enterprise Manager Application Server Control をシャットダウンします。

prompt> emctl stop iasconsole

2. 次のファイルの名前を変更します。これらのファイルは、手順 5 で必要となることがあ
るため、削除しないでください。接尾辞 activeを使用してこれらのファイルの名前を
変更します（iasadmin.properties.activeなど）。

� ORACLE_HOME/sysman/config/iasadmin.properties

� ORACLE_HOME/sysman/emd/targets.xml

� ORACLE_HOME/sysman/j2ee/config/jazn-data.xml

� ORACLE_
HOME/sysman/webapps/emd/WEB-INF/config/consoleConfig.xml

3. 前の手順で示したファイルのバックアップ・ファイルをコピーします。

バックアップ・ファイルは、前の手順で示したファイルと同じディレクトリにありま
す。バックアップ・ファイルの名前の後ろには数字が付いています

（iasadmin.properties.1など）。バックアップ・ファイルのタイムスタンプまたは
内容を調べて、最新のバックアップ・ファイルであることを確認します。

4. Oracle Enterprise Manager Application Server Control を起動します。

prompt> emctl start iasconsole

5. コンピュータに 9.0.2 または 9.0.3 インスタンスが残っている場合は、アクティブな
Oracle Enterprise Manager を含むようにいずれかのインスタンスを指定する必要があり
ます。

a. 手順 2 で示したファイル（接尾辞 activeで名前を変更したもの）を 9.0.2 または
9.0.3 インスタンスの Oracle ホームにコピーします。それらのファイル名を元の名
前に戻します（つまり、接尾辞 activeを削除します）。
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b. /var/opt/oracle/emtabを編集して、DEFAULTプロパティが新しいアクティブ
な Oracle Enterprise Manager を指すように設定します。

C.3 再インストール再インストール再インストール再インストール
インストーラでは、すでに Oracle Application Server インスタンスが含まれているディレク
トリに Oracle Application Server インスタンスを再インストールすることはできません。同
じディレクトリに Oracle Application Server を再インストールするには、そのディレクトリ
をいったん削除してから、インストールする必要があります。

OracleAS Infrastructure 10g を使用する中間層インスタンスを削除すると、それ以降の中間
層インスタンスのインストール時に、削除済インスタンスの名前を再使用できません。イン
スタンス名を使用するには、削除済インスタンスのエントリを Oracle Internet Directory か
ら削除する必要があります。
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サイレント・インストールと 非対話型インスト
D

サイレント・インストールとサイレント・インストールとサイレント・インストールとサイレント・インストールと

非対話型インストール非対話型インストール非対話型インストール非対話型インストール

この付録では、Oracle Application Server のサイレント・インストールと非対話型インス
トールについて説明します。次の項目が含まれます。

� D.1 項「サイレント・インストール」

� D.2 項「非対話型インストール」

� D.3 項「要件」

� D.4 項「インストール前」

� D.5 項「レスポンス・ファイルの作成」

� D.6 項「インストールの開始」

� D.7 項「インストール後」
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D.1 サイレント・インストールサイレント・インストールサイレント・インストールサイレント・インストール
Oracle Application Server のサイレント・インストールは、Oracle Universal Installer にレス
ポンス・ファイルを提供し、コマンドラインで -silentフラグを指定することによって実
行します。レスポンス・ファイルはテキスト・ファイルです。

インストーラはこのレスポンス・ファイルに格納されている変数とパラメータ値を使用し
て、すべてのインストーラ・プロンプトに応答します。レスポンス・ファイルには、すべて
のインストーラ・プロンプトに対する応答を格納します。サイレント・インストールでは、
画面表示されません。

Oracle Application Server を初めてインストールする場合は、開始する前に oraInst.loc ファ
イルを作成する必要があります。ファイル作成の詳細は、D.4 項「インストール前」を参照
してください。

Oracle Application Server のインストール後に、root.shスクリプトを実行する必要があり
ます。root.shスクリプトによって環境変数の設定が検出され、ローカルの bin ディレク
トリへのフル・パスの入力が可能になります。

複数のコンピュータに同種のインストールが存在する場合は、Oracle Application Server の
サイレント・インストールを使用してください。また、Oracle Application Server のインス
トールをリモートの位置からコマンドラインを使って行う場合は、サイレント・インストー
ルを使用してください。サイレント・インストールでは画面表示やユーザーによる入力がな
いため、Oracle Application Server のインストールを監視する必要はありません。

D.2 非対話型インストール非対話型インストール非対話型インストール非対話型インストール
Oracle Application Server の非対話型インストールは、Oracle Universal Installer にレスポン
ス・ファイルを提供することによって実行しますが、コマンドラインで -silentフラグは
指定しません。レスポンス・ファイルはテキスト・ファイルです。インストーラはこのレス
ポンス・ファイルに格納されている変数とパラメータ値を使用して、一部またはすべてのイ
ンストーラ・ユーザー・プロンプトに応答します。画面表示が行われ、すべてのインストー
ラ・プロンプトに応答していない場合は、インストール中に情報を入力することもありま
す。

Oracle Application Server を初めてインストールする場合は、開始する前に oraInst.loc ファ
イルを作成する必要があります。ファイル作成の詳細は、D.4 項「インストール前」を参照
してください。

Oracle Application Server のインストール後に、root.shスクリプトを実行する必要があり
ます。root.shスクリプトによって環境変数の設定が検出され、ローカルの bin ディレク
トリへのフル・パスの入力が可能になります。

インストール時に特定の画面を表示させておく場合は、Oracle Application Server の非対話
型インストールを使用します。

また、Oracle Application Server のインストールをリモートの位置からコマンドラインを
使って行う場合は、非対話型インストールを使用できます。
D-2 Oracle Application Server 10gインストレーション・ガイド 10g（9.0.4）for Solaris Operating System（SPARC）



インストール前
D.3 要件要件要件要件
要件のリストは、第 4 章「要件」を参照してください。

D.4 インストール前インストール前インストール前インストール前
コンピュータ上に oraInst.loc ファイルが存在しない場合は、Oracle Application Server のサ
イレント・インストールおよび非対話型インストールを開始する前に、そのファイルを作成
する必要があります。

oraInst.loc ファイルは、通常は /var/opt/oracle/ディレクトリに格納されます。この
ファイルは、インストール時に Oracle Universal Installer によって使用されます。

rootユーザーとして、oraInst.locファイルを /var/opt/oracle/ディレクトリ内に
作成します。oracleグループは、インストールを実行するグループです。

orainst.locファイルに、次のテキストを入力します。

inventory_loc=/full_path/oui_inventory

oraInst.locファイルは、インベントリ・ファイルの inventory_locの場所を指定しま
す。Oracle ホームに oraInst.locファイルが存在しない場合は、ファイルに oracleグ
ループに対する読取りおよび書込み権限があることを確認してください。

注意注意注意注意 : 中間層を拡張する場合は、拡張する中間層に関連付けられている
プロセスをすべて停止する必要があります。プロセスの停止方法について
は、『Oracle Application Server 10g 管理者ガイド』を参照してください。
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D.5 レスポンス・ファイルの作成レスポンス・ファイルの作成レスポンス・ファイルの作成レスポンス・ファイルの作成
サイレント・インストールまたは非対話型インストールを行う前に、インストール固有の情
報を提供する必要があります。

任意のテキスト・エディタを使用してレスポンス・ファイルを作成するか、Oracle 
Application Server の CD-ROM の Disk1 の stage/Response ディレクトリに格納されている
テンプレートを使用します。レスポンス・ファイルのテンプレートは、次のインストール・
タイプに使用できます。

� J2EE and Web Cache（oracle.iappserver.iapptop.j2ee.rsp）

� Portal and Wireless（oracle.iappserver.iapptop.Portals.rsp）

� Business Intelligence and Forms（oracle.iappserver.iapptop.Business.rsp）

� OracleAS Infrastructure 10g: Identity Management および OracleAS Metadata 
Repository（oracle.iappserver.infrastructure.Infrastructure.rsp）

� OracleAS Infrastructure 10g: Identity Management
（oracle.iappserver.infrastructure.Infrastructure_ID.rsp）

� OracleAS Infrastructure 10g: OracleAS Metadata Repository
（oracle.iappserver.infrastructure.Infrastructure_Meta.rsp）

� OracleAS Developer Kits 10g（oracle.iappserver.devcorner.DevKit.rsp）

� Database Configuration Assistant（dbca.rsp）

� Net8 Configuration Assistant（netca.rsp）

� Static Port Configuration（staticports.ini）

レスポンス・ファイルのパラメータの定義は、Oracle Application Server の CD-ROM の
Disk1 の stage/Response ディレクトリに記述してあります。

注意注意注意注意 : レスポンス・ファイルを適切に構成せずにサイレント・セッショ
ンを実行すると、インストーラは失敗します。

注意注意注意注意 : ブール型パラメータには、"true" または "false" のどちらかを指定
することをお薦めします。
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D.5.1 レスポンス・ファイルの例レスポンス・ファイルの例レスポンス・ファイルの例レスポンス・ファイルの例
次の項では、次の Oracle Application Server インストールのレスポンス・ファイルの例を示
します。

� D.5.1.1 項「スタンドアロンの J2EE and Web Cache」

� D.5.1.2 項「OracleAS Infrastructure 10g」

� D.5.1.3 項「Portal and Wireless」

D.5.1.1 スタンドアロンのスタンドアロンのスタンドアロンのスタンドアロンの J2EE and Web Cache
次に、J2EE and Web Cache のスタンドアロン・インスタンスの非対話型インストール用の
レスポンス・ファイルの例を示します。

RESPONSEFILE_VERSION=2.2.1.0.0
UNIX_GROUP_NAME="dba"
FROM_LOCATION="/mount_point/Disk1/stage/products.jar"
FROM_LOCATION_CD_LABEL="Oracle Application Server 10G"
ORACLE_HOME="/local_location/oracle_home"
ORACLE_HOME_NAME="oracle_j2eehome_name"
TOPLEVEL_COMPONENT={"oracle.iappserver.iapptop", "9.0.4.0.0"}
SHOW_SPLASH_SCREEN=true
SHOW_WELCOME_PAGE=true
SHOW_COMPONENT_LOCATIONS_PAGE=true
SHOW_CUSTOM_TREE_PAGE=true
SHOW_SUMMARY_PAGE=true
SHOW_INSTALL_PROGRESS_PAGE=true
SHOW_REQUIRED_CONFIG_TOOL_PAGE=true
SHOW_OPTIONAL_CONFIG_TOOL_PAGE=true
SHOW_CONFIG_TOOL_PAGE=true
SHOW_RELEASE_NOTES=true
SHOW_ROOTSH_CONFIRMATION=true
SHOW_END_SESSION_PAGE=true
SHOW_EXIT_CONFIRMATION=true
NEXT_SESSION=false
NEXT_SESSION_ON_FAIL=false
SHOW_DEINSTALL_CONFIRMATION=true 
SHOW_DEINSTALL_PROGRESS=true 
SHOW_IAS_COMPONENT_CONFIG_PAGE=false
ACCEPT_LICENSE_AGREEMENT=true
RESTART_SYSTEM=false
CLUSTER_NODES=<Value Unspecified>
PreReqConfigSelections=""
DEINSTALL_LIST={"oracle.iappserver.iapptop","9.0.4.0.0"}
COMPONENT_LANGUAGES={"en"}
INSTALL_TYPE="Core"
oracle.iappserver.iapptop:szl_InstanceInformation={"iASInstancePassword"}
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oracle.iappserver.instance:szl_InstanceInformation={"iASInstanceName", 
"iASInstancePassword", "iASInstancePassword"}
oracle.iappserver.iapptop:SHOW_IAS_COMPONENT_CONFIG_PAGE=true
oracle.iappserver.iapptop:b_configureCalypso=true
oracle.iappserver.iapptop:b_clusterSupport=false
oracle.iappserver.iapptop:b_securityAccess=false
oracle.iappserver.iapptop:b_centralMonitor=<Value Unspecified>
nStartProcValidation=0
nValidationPreReqConfigSelections=0
oracle.iappserver.iapptop:nValidationInstanceInfo=0
oracle.apache.apache.s_group="dba"
oracle.apache.apache.s_groupid="dba"

D.5.1.2 OracleAS Infrastructure 10g
次に、OracleAS Infrastructure 10g のサイレント・インストール用のレスポンス・ファイル
の例を示します。

RESPONSEFILE_VERSION=2.2.1.0.0
UNIX_GROUP_NAME="dba"
FROM_LOCATION="/mount_point/Disk1/stage/products.jar"
FROM_LOCATION_CD_LABEL="Oracle Application Server 10G"
ORACLE_HOME="/local_location/oracle_home"
ORACLE_HOME_NAME="oracle_infrahome_name"
SHOW_SPLASH_SCREEN=false
SHOW_WELCOME_PAGE=false
SHOW_INSTALL_PROGRESS_PAGE=false
SHOW_COMPONENT_LOCATIONS_PAGE=false
SHOW_CUSTOM_TREE_PAGE=false
SHOW_SUMMARY_PAGE=false
SHOW_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_REQUIRED_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_OPTIONAL_CONFIG_TOOL_PAGE=false
SHOW_RELEASE_NOTES=false
SHOW_ROOTSH_CONFIRMATION=false
SHOW_END_SESSION_PAGE=true
SHOW_EXIT_CONFIRMATION=false
NEXT_SESSION=false
NEXT_SESSION_ON_FAIL=false
SHOW_DEINSTALL_CONFIRMATION=true
SHOW_DEINSTALL_PROGRESS=true
SHOW_IAS_COMPONENT_CONFIG_PAGE=false
ACCEPT_LICENSE_AGREEMENT=true
PreReqConfigSelections=""
n_ValidationPreReqConfigSelections=0
TOPLEVEL_COMPONENT={"oracle.iappserver.infrastructure","9.0.4.0.0"}
DEINSTALL_LIST={"oracle.iappserver.infrastructure","9.0.4.0.0"}
oracle.iappserver.infrastructure:SHOW_IAS_COMPONENT_CONFIG_PAGE=FALSE
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レスポンス・ファイルの作成
COMPONENT_LANGUAGES={"en"}
INSTALL_TYPE="Infrastructure"
##oracle.iappserver.infrastructure:OPTIONAL_CONFIG_
TOOLS={"OC4JinstanceConfig","OPMNconfig","OPMNconfigDAS","DCMRegPlugins","EMWebConfi
g","EMAgent","DCMRepBackup"}
oracle.iappserver.infrastructure:b_configureMeta=true
oracle.iappserver.infrastructure:b_configureOID=true
oracle.iappserver.infrastructure:b_configureSSO=true
oracle.iappserver.infrastructure:b_configureDAS=true
oracle.iappserver.infrastructure:b_configureDIP=true
oracle.iappserver.infrastructure:b_configureOCA=true
oracle.iappserver.infrastructure:b_launchOHS=true
oracle.iappserver.iappdialog
szIdentityAdminContext="dc=us,dc=oracle,dc=com"
oracle.iappserver.infrastructure:b_configureHA=false
HAhostName=domain.com
s_dnSelection="Custom DN:"
s_dnCNval="" 
s_dnOUval="" 
s_dnOrgval="" 
s_dnCntval="" 
s_dncustom="cn=OCA-hostname.us.oracle.com,o=oracle,c=us"
s_subdn="dc=us,dc=oracle,dc=com"
sl_dbaOperGroups={"dba", "dba"}
s_dbRetChoice="Use the default character set"
s_mountPoint=/mount_point/Disk1/stage/products.jar
s_dbSid=iasdb
s_infrastructureglobalDBName=iasdb.domain.com
s_sysPass="infra12345"
s_sysPassAgain="infra12345"
s_systemPass="infra12345"
s_systemPassAgain="infra12345"
sl_keylengthInfo={"2048"}
sl_ocmInfo={"welcome12","welcome12"}
s_dncustom="cn=OCA-domain.com,o=oracle,c=us"
oracle.oid.oidca:s_silentinstallflag="1"
szOIDwithSSLStatus="N"
nStartProcValidation=0
nValidationOID=0
nValidationOID2=0
nValidationRepository=0
nValidationSpecifyRepository=0 
oracle.iappserver.instance:szl_
InstanceInformation={"infra","infra12345","infra12345"}
oracle.iappserver.instance:nValidationInstanceInfo=0
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レスポンス・ファイルの作成
D.5.1.3 Portal and Wireless
次に、Portal and Wireless の非対話型インストール用のレスポンス・ファイルの例を示しま
す。

RESPONSEFILE_VERSION=2.2.1.0.0
UNIX_GROUP_NAME="dba"
FROM_LOCATION="/mount_point/Disk1/stage/products.jar"
FROM_LOCATION_CD_LABEL="Oracle Application Server 10G"
NEXT_SESSION_RESPONSE=<Value Unspecified>
ORACLE_HOME="/local_location/oracle_home"
ORACLE_HOME_NAME="oracle_home_name"
TOPLEVEL_COMPONENT={"oracle.iappserver.iapptop", "9.0.4.0.0"}
SHOW_SPLASH_SCREEN=true
SHOW_WELCOME_PAGE=true
SHOW_INSTALL_PROGRESS_PAGE=true
SHOW_COMPONENT_LOCATIONS_PAGE=true
SHOW_CUSTOM_TREE_PAGE=true
SHOW_SUMMARY_PAGE=true
SHOW_CONFIG_TOOL_PAGE=true
SHOW_REQUIRED_CONFIG_TOOL_PAGE=true
SHOW_OPTIONAL_CONFIG_TOOL_PAGE=true
SHOW_RELEASE_NOTES=false
SHOW_ROOTSH_CONFIRMATION=true
SHOW_END_SESSION_PAGE=true
SHOW_EXIT_CONFIRMATION=true
NEXT_SESSION=false
NEXT_SESSION_ON_FAIL=false
SHOW_DEINSTALL_CONFIRMATION=true
SHOW_DEINSTALL_PROGRESS=true
SHOW_IAS_COMPONENT_CONFIG_PAGE=true
ACCEPT_LICENSE_AGREEMENT=true
RESTART_SYSTEM=<Value Unspecified>
CLUSTER_NODES=<Value Unspecified>
PreReqConfigSelections=""
n_ValidationPreReqConfigSelections=0
DEINSTALL_LIST={"oracle.iappserver.iapptop","9.0.4.0.0"}
TOPLEVEL_COMPONENT={"oracle.iappserver.iapptop","9.0.4.0.0"}
oracle.iappserver.iapptop:SHOW_IAS_COMPONENT_CONFIG_PAGE=FALSE
COMPONENT_LANGUAGES={"en"}
INSTALL_TYPE="Portals"
b_launchInfrastructureUse=true
b_configureWireless=true
b_configurePortal=true
szl_RepositoryUserInput={"domain.com:1521:iasdb:iasdb.domain.com"}
oracle.webdb:silent=true
oracle.iappserver.iapptop:b_centralMonitor=false
oracle.iappserver.iapptop:b_configureCalypso=true
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インストールの開始
szlSpecifyOIDLogin={"cn=orcladmin", "infra12345"}
szlOIDRegister={"hostname.domain", "389"}
OIDhost="westgate.us.oracle.com"
OIDport="3060"
szOIDwithSSLStatus="N"
nStartProcValidation=0
nValidationOID=0
nValidationOID2=0
nValidationRepository=0
oracle.iappserver.instance:szl_
InstanceInformation={"portal","portal12345","portal12345"}
oracle.iappserver.iapptop:nValidationInstanceInfo=0
oracle.iappserver.instance:nValidationInstanceInfo=0
oracle.apache.apache:s_group="dba"
oracle.apache.apache:s_groupid="dba"

D.6 インストールの開始インストールの開始インストールの開始インストールの開始
インストーラがレスポンス・ファイルを使用するには、使用するレスポンス・ファイルの場
所をインストーラの起動時にパラメータとして指定します。

非対話型インストールを実行するには、次のように入力します。

prompt> setenv DISPLAY ias_hostname:0.0
prompt> ./runInstaller -responseFile absolute_path_and_filename

サイレント・インストールを実行するには、パラメータ -silentを次のように使用します。

prompt> ./runInstaller -silent -responseFile absolute_path_and_filename

注意注意注意注意 : OracleAS Infrastructure 10g ORACLE_HOME/install/
portlist.iniおよび ORACLE_HOME/config/ias.propertiesの各
ファイルは、ポート割当てを示します。
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インストール後
D.7 インストール後インストール後インストール後インストール後
非対話型インストールおよびサイレント・インストールの成功または失敗は、
installActions<time_stamp>.logファイルに記録されます。また、サイレント・イン
ストールでは silentInstall<time_stamp>.logファイルが作成されます。これらのロ
グ・ファイルは、インストール中に oraInventoryディレクトリ内に作成されます。

インストールが成功すると、silentInstall<time_stamp>.logファイルに次の行が記
録されます。

The installation of OracleAS <Installation Type> was successful.

installActions<time_stamp>.logファイルには、Oracle Application Server の各イン
ストール・タイプの情報が記録されます。

関連項目関連項目関連項目関連項目 :　　　　付録 B「トラブルシューティング」

注意注意注意注意 : Application Server Control Configuration Assistant と DCM 
Repository Backup Assistant の成功メッセージは、Oracle Application 
Server を初めてインストールしたときに表示されます。

注意注意注意注意 : 1024 よりも小さいポートに対して staticports.iniファイルを
使用してサイレント・インストールを実行した場合は、OPMN 
Configuration Assistant が失敗し、残りのすべての OracleAS 
Configuration Assistant が実行されません。

Configuration Assistant が失敗した後は、7.17 項「インストールの一部 :　
インストールの最後のいくつかの画面」に説明されている操作を実行して
ください。

コマンドラインから OracleAS Configuration Assistant のコマンドを実行
する必要があります。これらのコマンドは、スクリプト・ファイル
ORACLE_HOME/cfgtoollogs/configToolCommandsから利用できま
す。
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デフォルトのポート
E

デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号

デフォルトでは、インストーラはデフォルトのポート番号のセットからコンポーネントに
ポート番号を割り当てます。この付録には、それらのポート番号のリストが含まれていま
す。

別のポート番号のセットを使用する場合は、使用するポート番号を含めた staticports.ini と
いうファイルを作成する必要があります。詳細は、4.5.2 項「カスタムのポート番号の使用

（「静的ポート」機能）」を参照してください。
番号 E-1



デフォルトのポート番号の割当て方法
E.1 デフォルトのポート番号の割当て方法デフォルトのポート番号の割当て方法デフォルトのポート番号の割当て方法デフォルトのポート番号の割当て方法
インストーラは、次の方法を使用して、デフォルトのポート番号を各コンポーネントに割り
当てます。

1. インストーラは、デフォルトのポート番号が使用中であるかどうかを確認します。使用
中でなければ、それをコンポーネントに割り当てます。

2. デフォルトのポート番号が Oracle 製品または実行中のアプリケーションによってすで
に使用されている場合は、ポート番号の範囲内で最も小さな番号が試されます。使用で
きる番号が見つかるまで、その範囲内のポート番号が試されます。

E.2 デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号デフォルトのポート番号
表 E-1 に、コンポーネントに使用するデフォルトのポート番号を示します。最後の列の

「staticports.ini での名前」は、staticports.iniファイルに表示されるときのコンポーネ
ント名を示しています。これを使用して、デフォルトのポート番号を上書きできます。詳細
は、4.5.2 項「カスタムのポート番号の使用（「静的ポート」機能）」を参照してください。

表表表表 E-1 デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント
デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト
のポートのポートのポートのポート

ポート番号のポート番号のポート番号のポート番号の
範囲範囲範囲範囲 staticports.ini での名前での名前での名前での名前

Oracle Process Manager and Notification Server
（（（（OPMN））））

Oracle 通知サーバー・リクエスト・ポート 6003 6003 - 6099 Oracle Notification Server 
Request port

Oracle 通知サーバー・ローカル・ポート 6100 6100 - 6199 Oracle Notification Server 
Local port

Oracle 通知サーバー・リモート・ポート 6200 6200 - 6299 Oracle Notification Server 
Remote port

Oracle Application Server Containers for J2EE 
（（（（OC4J））））

OC4J AJP 3301 3301 - 3400 設定不可

OC4J RMI 3201 3201 - 3300 設定不可

JMS 3701 3701 - 3800 設定不可

IIOP 3401 3401 - 3500 設定不可

IIOPS1 3501 3501 - 3600 設定不可

IIOPS2 3601 3601 - 3700 設定不可

OracleAS Discoverer
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デフォルトのポート番号
OracleAS Discoverer -- -- Oracle HTTP Server と同じ

ポートを使用

OracleAS Discoverer OSAgent 16001 16001 - 16020 Discoverer OSAgent port

OracleAS Forms Services

OracleAS Forms Services Oracle HTTP Server と同じ

ポートを使用

Oracle HTTP Server

Oracle HTTP Server リスナー（OracleAS Web 
Cache を構成済でない）

7777 7777 - 7877 Oracle HTTP Server Listen 
port

Oracle HTTP Server リスナー（SSL 対応） 4443 4443 - 4543 Oracle HTTP Server Listen 
(SSL) port

Oracle HTTP Server リスナー（SSL 非対応、

OracleAS Web Cache を構成済）

7778 7777 - 7877 Oracle HTTP Server port

Oracle HTTP Server リスナー（SSL 対応、

OracleAS Web Cache を構成済）

4444 4443 - 4543 Oracle HTTP Server SSL port

JServ サーブレット・エンジン 8007 8007 - 8107 Oracle HTTP Server Jserv 
port

Java Object Cache 7000 7000 - 7099 Java Object Cache port

DCM Java Object Cache 7100 7100 - 7199 DCM Java Object Cache port

SOAP server 9998 9998 - 9999 設定不可

ポート・ トンネリング 7501 7501 - 7599 設定不可

Oracle HTTP Server Diagnostic port 7200 7200 - 7299 Oracle HTTP Server 
Diagnostic port

OracleAS Portal

OracleAS Portal -- -- Oracle HTTP Server と同じ

ポートを使用

OracleAS Single Sign-On

OracleAS Single Sign-On -- -- Oracle HTTP Server と同じ

ポートを使用

OracleAS Reports Services

表表表表 E-1 デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント
デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト
のポートのポートのポートのポート

ポート番号のポート番号のポート番号のポート番号の
範囲範囲範囲範囲 staticports.ini での名前での名前での名前での名前
デフォルトのポート番号 E-3



デフォルトのポート番号
SQL*Net（6i の下位互換の場合のみ） 1950 1950 - 1960 Reports Services SQL*Net 
port

OracleAS Reports Services Visigenics CORBA 14000 14000 - 14010 設定不可

OracleAS Web Cache

OracleAS Web Cache - HTTP リスナー 7777 7777 - 7877 Web Cache HTTP Listen port

OracleAS Web Cache - HTTP リスナー（SSL 対応） 4443 4443 - 4543 Web Cache HTTP Listen (SSL) 
port

OracleAS Web Cache 管理 4000 4000 - 4300 Web Cache Administration 
port

OracleAS Web Cache 失効化 4001 4000 - 4300 Web Cache Invalidation port

OracleAS Web Cache 統計 4002 4000 - 4300 Web Cache Statistics port

OracleAS Wireless

OracleAS Wireless -- -- Oracle HTTP Server と同じ

ポートを使用

Oracle Enterprise Manager Application Server 
Control

Application Server Control 1810 1810 - 1829 Application Server Control 
port

Application Server Control - RMI 1850 1850 - 1869 Application Server Control 
RMI port

Application Server Control- SSL 対応 1810 1810 - 1829 このポート番号は、インストー
ル後（Application Server 
Control を SSL に対応するよう

に設定するとき）に割り当てら
れます。詳細は、『Oracle 
Application Server 10g 管理者

ガイド』を参照してください。

Log Loader 44000 44000 - 44099 Log Loader port

表表表表 E-1 デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント
デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト
のポートのポートのポートのポート

ポート番号のポート番号のポート番号のポート番号の
範囲範囲範囲範囲 staticports.ini での名前での名前での名前での名前
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デフォルトのポート番号
Oracle Internet Directory

Oracle Internet Directory 389（ただ

し、4-16
ページの

「注意」を参
照）

3060 - 3129 Oracle Internet Directory 
port

Oracle Internet Directory（SSL 対応） 636（ただ

し、4-16
ページの

「注意」を参
照）

3130 - 3199 Oracle Internet Directory 
(SSL) port

OracleAS Certificate Authority

Server Authentication Virtual Host 4400 4400 - 4419 Oracle Certificate 
Authority SSL Server 
Authentication port

Mutual Authentication Virtual Host 4401 4400 - 4419 Oracle Certificate 
Authority SSL Mutual 
Authentication port

表表表表 E-1 デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）デフォルトのポート番号と範囲（コンポーネント別）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント
デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト
のポートのポートのポートのポート

ポート番号のポート番号のポート番号のポート番号の
範囲範囲範囲範囲 staticports.ini での名前での名前での名前での名前
デフォルトのポート番号 E-5



デフォルトのポート番号
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ファイアウォール内で開くポ
F

ファイアウォール内で開くポートファイアウォール内で開くポートファイアウォール内で開くポートファイアウォール内で開くポート

ファイアウォールの外側に Oracle Application Server をインストールする予定の場合は、イ
ンストール中に（実行時にも）ファイアウォール内で特定のポートを開く必要があります。

中間層または Identity Management のコンポーネントをインストールするときは、Oracle 
Internet Directory、OracleAS Metadata Repository、Oracle 通知サーバーおよび OracleAS 
Web Cache（失効化ポート）にアクセスする必要があります。図 F-1 に示すように、これら
のコンポーネントによって使用されるポートをファイアウォール内で開く必要があります。

� LDAP:　ポート 3060

� LDAP SSL:　ポート 3131

� SQL*Net 2:　ポート 1521

� Oracle 通知サーバー :　ポート 6200

� Web Cache の失効化 :　ポート 4001

注意注意注意注意 : ここに示すポート番号は、各コンポーネントのデフォルトのポー
トです。使用している環境よっては、異なるポートが使用されることがあ
ります。
ート F-1



図図図図 F-1 ファイアウォールの外側にファイアウォールの外側にファイアウォールの外側にファイアウォールの外側に Oracle Application Server をインストールするときにファイアウォール内で開くをインストールするときにファイアウォール内で開くをインストールするときにファイアウォール内で開くをインストールするときにファイアウォール内で開く

必要があるポート必要があるポート必要があるポート必要があるポート
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コンポーネントの
G

コンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントの URL

表 G-1 に、インストール後にコンポーネントにアクセスするために使用する URL とログイ
ン ID を示します。

この表に示す URL は、デフォルトのポートを使用します。使用している環境のコンポーネ
ントでは、異なるポートが使用されることがあります。コンポーネントのポート番号を確認
するには、ORACLE_HOME/install/portlist.iniファイルを調べます。

表表表表 G-1 コンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントの URL

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント URL portlist.ini のエントリのエントリのエントリのエントリ ログインログインログインログイン ID とパスワードとパスワードとパスワードとパスワード

OracleAS Welcome 
Pages

http://host:7777 Oracle HTTP Server 
port または Web 
Cache Listen port

該当なし

Oracle HTTP Server http://host:7777（Web Cache なし）

http://host:7778（Web Cache あり）

Oracle HTTP Server 
Listen port

該当なし

OracleAS Web Cache 
Manager

http://host:4000/webcacheadmin Web Cache 
Administration port

administratorまたは
ias_admin

パスワード :　インストール

中に指定した ias_adminの

パスワードを使用します。

OracleAS Portal http://host:7777/pls/portal Web Cache Listen 
port

portal

パスワード :　インストール

中に指定した ias_adminの

パスワードを使用します。
URL G-1



OracleAS Wireless http://host:7777/webtool/login.uix Web Cache Listen 
port

orcladmin

パスワード :　orcladmin
のデフォルトのパスワード
は、インストール中に指定し
た ias_adminのパスワード

と同じです。

OracleAS Discoverer 
Viewer

http://host:7777/discoverer/viewer Web Cache Listen 
port

該当なし

OracleAS Discoverer 
Plus

http://host:7777/discoverer/plus Web Cache Listen 
port

該当なし

OracleAS Discoverer 
Provider

http://host:7777/discoverer/provider Web Cache Listen 
port

該当なし

OracleAS Forms 
Services

http://host:7777/forms90/f90servlet Web Cache Listen 
port

orcladmin

パスワード :　orcladmin
のデフォルトのパスワード
は、インストール中に指定し
た ias_adminのパスワード

と同じです。

OracleAS Reports 
Services

http://host:7777/reports/rwservlet/get
serverinfo

Web Cache Listen 
port

orcladmin

パスワード :　orcladmin
のデフォルトのパスワード
は、インストール中に指定し
た ias_adminのパスワード

と同じです。

OracleAS 
Syndication Services

http://host:7777/syndserver/server Web Cache Listen 
port

syndication

パスワード :　
4syndication

OracleAS UDDI 
Registry

http://host:7777/uddi Web Cache Listen 
port

該当なし

OracleAS Single 
Sign-On 
Administration Pages

http://host:7777/pls/orasso Oracle HTTP Server 
Listen port

orcladmin

パスワード :　orcladmin
のデフォルトのパスワード
は、インストール中に指定し
た ias_adminのパスワード

と同じです。

表表表表 G-1 コンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントの URL（続き）（続き）（続き）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント URL portlist.ini のエントリのエントリのエントリのエントリ ログインログインログインログイン ID とパスワードとパスワードとパスワードとパスワード
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Oracle Enterprise 
Manager Application 
Server Control

http://host:1810 Application Server 
Control port

ias_admin

パスワード :　インストール

中に指定した ias_adminの

パスワードを使用します。

Oracle Internet 
Directory Manager

ORACLE_HOME/bin/oidadmin 該当なし orcladmin

パスワード :　orcladmin
のデフォルトのパスワード
は、インストール中に指定し
た ias_adminのパスワード

と同じです。

Oracle Delegated 
Administration 
Services

http://host:7777/oiddas Oracle HTTP Server 
Listen port

orcladmin

パスワード :　orcladmin
のデフォルトのパスワード
は、インストール中に指定し
た ias_adminのパスワード

と同じです。

OracleAS Certificate 
Authority 
Administration 
Interface

http://host:4400/oca/admin Oracle Certificate 
Authority SSL Server 
Authentication port

Certificate Authority 
Administrator

パスワード :　インストール

中に OracleAS Certificate 
Authority の管理者向けに指

定したパスワードを使用しま
す。

OracleAS 
Personalization

https://host:7777/OP/Admin Web Cache Listen 
port

OracleAS Personalization を

構成したときに指定したログ
イン ID とパスワードを使用

します。

表表表表 G-1 コンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントの URL（続き）（続き）（続き）（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント URL portlist.ini のエントリのエントリのエントリのエントリ ログインログインログインログイン ID とパスワードとパスワードとパスワードとパスワード
コンポーネントの URL G-3
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OracleAS RepCA and Utilities の CD-ROM の
H

OracleAS RepCA and Utilities のののの CD-ROM

の内容の内容の内容の内容

表 H-1 に、OracleAS RepCA and Utilities の CD-ROM の内容を示します。Oracle 
Application Server の DVD では、これらの項目は repca_utilitiesディレクトリにあり
ます。

表表表表 H-1 OracleAS RepCA and Utilities のののの CD-ROM の項目の項目の項目の項目

項目項目項目項目 機能機能機能機能 場所場所場所場所

OracleAS RepCA OracleAS Metadata Repository を既存のデー

タベースにインストールできます。

詳細は、第 10 章「OracleAS Metadata 
Repository の既存のデータベースへのインス

トール」を参照してください。

CD-ROM:
repca/

DVD:
repca_utilities/repca/

OracleAS Backup and 
Recovery Tool

Oracle Application Server のインストールを

バックアップおよびリカバリできます。

詳細は、『Oracle Application Server 10g 管理

者ガイド』を参照してください。

CD-ROM:
utilities/backup/

DVD:
repca_utilities/utilities/backup/

メタデータ・リポジト
リ・コンテナのアップ
グレード

メタデータ・リポジトリの旧リリースを 10g
（9.0.4）にアップグレードできます。

詳細は、Oracle Application Server のアップ

グレードを参照してください。

CD-ROM:
utilities/upgrade/

DVD:
repca_utilities/utilities/upgrade/

互換性のユーティリ
ティ

必要に応じて Oracle Application Server 10g
（9.0.4）を Oracle9iAS リリース 2（9.0.2）ま

たは 9.0.3 で実行できるように Oracle 
Internet DirectoryおよびOracleAS Metadata 
Repository のエントリを更新できます。

詳細は、第 3 章「以前のリリースとの互換

性」を参照してください。

CD-ROM:
utilities/imconfig/

DVD:
repca_utilities/utilities/
imconfig/
内容 H-1



高可用性のユーティリ
ティ

OracleAS Active Failover Cluster 環境のファ

イルを同期化できます。

詳細は、『Oracle Application Server 10g 高可

用性ガイド』を参照してください。

CD-ROM:
utilities/ha/

DVD:
repca_utilities/utilities/ha/

Web サーバー用のプ

ラグイン

OC4J プラグインとプロキシ・プラグインが

含まれています。これらのプラグインは、
Sun ONE Web Server Enterprise Edition や

Microsoft Internet Information Server などの

Web サーバーで使用できます。

詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイ

ド』を参照してください。

CD-ROM:
utilities/plug_ins/

DVD:
repca_utilities/utilities/
plug_ins/

フォント 英語以外の環境で実行していて、ユーザー・
インタフェースが正しく表示されない場合
に、インストールできるフォントが含まれて
います。

詳細は、B.2 項「ユーザー・インタフェース

が正しく表示されない場合」を参照してくだ
さい。

CD-ROM:
utilities/fonts/

DVD:
repca_utilities/utilities/fonts/

起動および停止のスク
リプト

Oracle Application Server インスタンスを起

動および停止するためのスクリプトが含まれ
ています。

CD-ROM:
utilities/startup/

DVD:
repca_utilities/utilities/startup/

表表表表 H-1 OracleAS RepCA and Utilities のののの CD-ROM の項目（続き）の項目（続き）の項目（続き）の項目（続き）

項目項目項目項目 機能機能機能機能 場所場所場所場所
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インストール，6-22
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